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ハ ディース サ ヒー フ ムス リム 第 3 巻 



アツ サ ラーム ァ ライ クム 



世界の ムス リムが 最も 信頼す る ハディ一 スの ひとつ r サヒ一 フ ムス リム」 が 日 本人 イスラ一 ム学 

徒の 手に より 和訳され、 1987 年、 日本 サ ウディ アラビア 協会から 出版され た。 その後 2001 年に 
同 協会の ご 厚意に より、 当' 日本 ムス リム 協会で 再版す る 機会が 与えられた。 この ハディ一 ス集 
は 本邦 初の アラビア 語原 典からの 翻訳で ある ことから、 特に 日本人の ムス リムた ち、 イスラ一 ム研 
究者 たちの 間で 活用され てきた。 この度、 広く より 多くの 人た ちに 利用して もらうた めに 日本 ムス リ 
ム 協会の ホ一 ムぺ一 ジ 上で 一般 公開す る ことと した。 

預言者 ムハンマド (彼の 上に 平安 あれ） の 言行録 集で ある ハディ一 スは アツ ラ一 の 言葉 を 記した 
聖典 「クル ァ一 ン」 に 次ぐ 大切な 書と して、 ムス リムに とって は 生き方の 指針と なり、 生活の 規範と 

なって いるもの である。 したがって ムス リムに とって は イスラ一 ムを 理解し 実行す るた めに、 また 非 
ムス リムに とって は イスラ一 ム をより 深く 知る ための 文献と して 必須な ものである。 

今日、 世界に 約 14 億の ムス リムが いると 言われ、 イス ラーム は 世界の 政治、 経済に も 大きな 影 
響 を 与えつつ ある。 この 公開 ホームページ を 活用して いただき、 曰 本に おいても イスラ一 ム への 理 
解 と 関 心 をより一 層 深めて いただけれ ばと 願って いる。 

2009 年 11 月 20 日 

イスラ一 ム暦ズ ルヒッ ジャ月 

日本 ムス リム 協会 会長 徳增 公明 



1." ハディ一 ス" につい 



本書 は、 イマーム ■ ムス リム' ビン' アル 'パッ ジャー ジの 著作 r サヒ一 フ ムス リム」 （ムス リム 正伝 集) の 

日本語訳 (全 三 巻) である。 本書 は、 イスラ一 ムの 預言者 ムハンマド に関する ハディ 一ス (伝承)、 すなわち、 預 
言 者の 言葉、 行為、 また、 黙認 事項な どの 豊富な 採録 集で あり、 預言者の 日常 を 詳細に 記録した これらの 
ハ ディース を 通じ、 信徒ら は イス ラームの 基本 条項の みならず、 預言者と 共に 生きた 当時の 教 友ら (サ ハー 
バ) の 生活の 仕様に 至る まで 知り 得る 内容と なって いる。 

イスラ一 ム 以前から、 アラブ 部族 間で は 先祖伝来の 生活 慣習 を" スンナ "と 称して 遵奉す る 傾向が あつたが、 
イス ラーム 以降に は、 預言者 ムハンマドの 言動が 全 信徒の 日常生活 や 信仰の 有り様 を 示す 規範と みなされ、 
いわば、 新しい" スンナ "としての 位置 を 占める ことにな つた。 そして、 この 預言者の スンナ に関する 知識 は、 
ク ルアー ンの 教義 同様、 全 信徒の 共有すべき 知識、 つまり、 ハ ディース として 相互に 伝達され 遵守され るに 
至った。 

周知の ように、 ク ルアー ン における 啓示 は 信仰の みならず、 信徒の 生活 全般に わたる 広範な 教説を 含む も 
ので あるが、 その 具体的 指導 は 預言者の スンナ によって 補足され る 必要が あった。 たとえば、 礼拝 や 巡礼に 
関する 言葉 はク ルアー ンの 中に 何度も 繰り返され ている 力 、それらに 伴う 細かい 規則に ついての 言及 はみ 

られ ない ので、 信徒 は 預言者の スンナ に 倣って 実際の 形式 を 学ばねば ならな 力、 つたので ある。 
このように、 預言者 在世の 頃から ハ ディース は 信徒の 実生活 上 不可欠な 知識であった わけで、 そのため 預 
言 者 自身 も" 相互に スンナ を 伝達し 合うよう に" と教 友ら に 指示され たとい われる。 ただ、 預言者 在 命中に は、 
不明な 問題が 生じた 時、 人々 は 直接 預言者に 問いた だす ことができ たので、 ハ ディース は 記憶 や 私的な 記 
録 として 断片的に 保存され ただけ で、 組織的に まとめられる こと はな 力、 つた。 預言者 没後の 四大 カリフ 時代 
以降、 急速に イス ラーム 世界が 拡大 発展す るに 伴った 幾多の 新しい 問題 や 状況に 対処して いく 関係 上、 初 
めて 権威 ある 参考 指標と しての ハ ディース に対する 全般的 知識の 必要性が 痛感され るよう になった ので あ 
る。 そのため、 遠く 征服 地 や 新開地な どに 分散した 教 友ら をたず ねて 預言者に 関する ハ ディース を 聴聞 収集 
する 者た ちが 現われ だした。 当時、 マデイーナ は 元より、 マッカ、 クー ファ、 バスラな どに は 比較的 多くの 教友 
や ハディ一 スに 詳しい 人々 が 居住して いた こと もあって、 これらの 町に は ハディ一 ス 学習 を 志す 多くの 学徒 
が 参集した といわれる。 ハ ディース 聴聞の ため 遠隔地まで 苦労 を 重ねて 旅した 人々 の 逸話 は 数多く 知られ 
ている。 これらの 篤実な 学徒の 研鑽 や" 旅" を 契機と して 幾多の 貴重な ハ ディース は 保存され、 また、 各地 方 
の 信徒に も 広く 伝播され る ことにな つたので ある。 

ともあれ、 イス ラーム 世界 各地に 流 伝す るハ ディースの 組織的 編纂が 試みられ るの は、 8 世紀 以降の こと 
であり、 散逸した とはいえ ヒジャ 一ズの アブ ドル' マ 一リク (767 没)、 ク一 ファの スフ ヤーン' サゥリ 一(777 没) な 
どに より、 先駆 的な 小 ハディ一 ス 集が 編纂され たこと が 知られて いる。 

現存す る 初期の 重要な ハディ一 ス集 は、 イマーム' マ一 リク (795 没) による 『ムヮ ッタァ 集』 であるが、 内容 は 
ハディ 一スを 題目 毎に 整理し、 法律 事典 的 要素 を 備えた 体裁と なって いる。 なお、 このように 題目 毎に 分類し 
て 編纂す る 方式 は ムサン ナフ 型と 呼ばれ、 後代の ハ ディース 編纂 様式の 主流と なった ものであるが、 この ム 
サン ナフ 形式に 対し、 ハディ一 スを 最初の 伝承 者の 名の 下に一 括して 記述す る 形式 をと る もの も あり、 ムス 



ナド 型と 呼ばれて いる。 ムス ナド 型の 著名な ハディ 一ス 集に は、 イマ一 ム.ァ フマド 'ビン' ハン バル (855 没) に 
よる 「ムス ナド 集」 が ある。 

後代、 正伝の 名 を 冠せられ た 六書 は、 いずれも ムサン ナフ 形式 を 採る もので、 小 項目 や 簡単な 説明が 編 
者 自身に よって 付され たもの も あり、 いずれも 参照に 便利な 体裁に なって いる。 なお 六書、 すなわち、 六 正伝 
集と は、 ブハ一 リ一 (870 没)、 ムス リム (875 没) の両" サヒ一 フ集" に加えて イブ ン 'マ 一ジャ (886 没)、 アブー- 
ダウ 一ド (888,9 没)、 ティル ミズ ィ 一(892 没)、 ナサ一 ィ一 （915 没) らの四 『ス ンナ 集』 の 総称で ある。 

ハ ディース 編纂 は、 これら 六書に 終わった わけで はなぐ その後 も 数 世紀に わたって 継続的に 行われ、 バ 
ィハキ 一(1063 没)、 スニ 一ティ一 (1505 没) などに よる 著名な 集録 も 編まれて いる。 また、 イスナー ド (伝承 者 経 
路) を 最初の 語り手 以外 は 全部 省略し、 マトン (本文) のみ を 記述す る 簡単な 形式の ハディ一 ス集も 編纂され 
ている。 

ブハ 一リ一 や ムス リムの 両" サヒ一 フ集" は、 内容の 多様 さ、 また、 採録に 当っての 真偽 批判 基準の 厳格 さ 
によって、 もっとも 信頼で きる ハディ一 ス 集と しての 声価 を 得た ものであるが、 この 真偽に ついての 検討 はィ 
スナ一 ドと マトンの 両面から 為される のが 通常であった。 イスナー ド、 すわち、 伝承 者の 経路に ついての 検討 
と は" A は B より 聞き、 B は G より 伝えられた" という 形式で、 正しく 最初の 語り手に 遡源で きる かどう かにつ 
いての 調査 を 意味す る 力、 この場合、 各 伝承 者の 知的能力、 信頼 度、 年齢、 居住地 域、 更に は、 本文 を 伝え 
る 伝承 者 経路の 数 も 吟味され た。 マトンす なわち、 伝承 本文の 検討に おいて は、 イス ラームの 教義に 反して 
いない か、 特定の 党派への 偏向 は みられな いか、 歴史 事実に 即して いるか、 などと 共に アラビア 語 表現 上 
の 品性まで も 詮索され ている。 これらの 検討 を 受けた ハ ディース は 全て、 サ ヒー フ (確実な もの)、 ハ サン (妥 
当 性 を もつ もの)、 ダイ一 フ (典拠 薄弱な ものぬ ど 三 段階に 分類され た。 ブハ一 リ一 や ムス リム は、 彼らな りの 
判定 基準で、 確実な ハディ 一ス のみ を 採録した との 見解から" サヒ一 フ集" の 名 を 冠した ので ある。 

ハ ディースが 法学 上で はク ルアー ンに 含まれる 規定 を 補足す る 権威 ある 源泉で あり、 イス ラーム 初期の 歴 
史 研究 上 重要な 文献と なって いる こと は 再 言す るまで もな し、 が、 信徒に とって はなに よりも これらの 存在 は、 
信仰への 理解と 預言者 像への 親近感 を 促進す る 大きな 要素と なって いる。 

2. 著者 ムス リムに ついて 

r サヒ一 フ ムス リム」 の 著者 イマーム -ム スリム は 正確に は、 アブ一' アル' フサ イン' ムス リム' ビン 'ァ 

ル 'バッジ ャ一ジ 'アル' クシ ャ イリ一 ■ アン' ナイ サ一ブ 一リ一 (81 7/21 ~875) と 呼ばれる。 イランの ナイ サ一ブ 
ール (ニー シャープ ール) で 生れ、 死後 も その 郊外の ナス ラー バー ドに 埋葬され た。 四大 カリフ 時代、 枢要な 
地位 を 占めた 先祖 を もつ 名家の 出身と も 伝えられ るが、 詳しく はわ かってい ない。 15 才 頃より ハディ一 ス学 
習 を 志し、 広く アラビア、 エジプト、 シリア、 イラクな ど を 旅行して イス ハーク' ビン' ラフ ワイ ヒ、 ァ フマド 'ビン- 
ハン バル、 クタ イブ' ビン' サイ一 ド など 当時の 秀れた 伝承 学者に 学んだ。 イマーム 'ブ ハーリー とも 親交が あ 
リ、 終生、 ブハ一 リ一 の ハディ一 ス に関する 学識 を 尊敬して やまなかった といわれる。 

なお、 イマ _ム' ムス リム は 生涯に 約 30 万の ハディ一 スを 収集した と 伝えられる。 そのうち サヒ一 フ 集に 収 
めら れたハ ディースの 総数 は、 話題 別に 分類した 場合、 3,000 余で あるが、 伝承 者 経路 (イス ナ 一ド) の 数で 計 
算した 場合に は、 この 2 倍 以上の 数量に 達する といわれる。 この サ ヒー フ集 以外に も、 彼の 著作 や 論 稿 は 20 



数 種 も あり、 その 大半 はハ ディースに 関連した ものである。 なおまた、 彼に は 多くの 弟子が おり、 なかには ァ 
ブ一 'ハ_ テム 'ラ_ ズ ィ一、 ムーサ一' ビン' ハール一 ン、 それに 『ス ンナ 集』 の 編者 ティル ミズ ィ 一ら 著名 人 
の 名が みられる。 

イマーム 'ムス リムの サヒ一 フ 集の 特色 は イマ一 ム' ブハ一 リーの 収録と 異なり、 大 題目 以外に は、 小 題目、 
解説の 類が 一切 付され てない 点で ある。 現在 ほとんどの テキストに 大 題目 区分と して" キ ター ブ (…書)"、 内 
容を 説明した 小 題目 区分と しての" パーブ" が みられる 力、 この 小 題目 区分 は 後代の 注釈者の 筆に よる もの 
で、 イマ一 ム' ムス リム 自身が 付記した わけで はなし、。 第二の 特色と して は、 イスナー ド および マトンの 記述 
が 厳密で、 人物 名 や 表現 用語 上の 差異に 関して こまごまとした 指摘が みられる 点が 挙げられる。 
本文 は、 信仰、 礼拝、 婚姻、 商取引、 遺産、 戦争、 神学、 終末、 注釈 論な ど、 今回 我々 の テキスト とした r サ 

ヒ一フ ムス リム」 では、 56 書 (キタ 一ブ) に 分けられ 多様な 内容と なって いる。 

なお、 この サヒ 一フ 集の 注釈書と して は 、イマーム ■ アン 'ナヮ ウイ一 (1277 没) による 『シ ャルフ サヒ一 フ ム 
スリム』 が 有名で ある。 

3. 翻訳に ついて 

本書の アラビア 語 テキスト として は、 エジプトの 碩学 ムハンマド' ファー ド 'アブ ドル' バ一キ 一校訂の rSahih 
Muslim Li 卜 Imami Abil-Hussain MuslimJ (カイロ 1955 年刊 初版 本) を 訳出 原本と し、 かつ イマーム 'アン 'ナヮ 
ウイ一 の 注釈 付 『Sahih Muslim bhSharhi An_Nawawi』 (カイロ 1929 年刊） にある ハディ 一ス 本文 を 併用した。 
テキスト 前部に はゾ、 ディース 全般に 関する 解題 や 説話の 紹介が 記されて いる 力 、本書で は それら は 省略 
され、 訳出 は、 "信仰の 書 (キタ 一ブル' イマ一 ン)" 以降より 始められた。 

訳出に 関して は、 以下の 諸 点に ついても 予め 断って おきたい。 

a) 第一 巻の 翻訳 は 3 名が 分担し、 人物 名 や 地名な ど 頻出 度の 多い 事項の 表記に 関して は 統一 を 図った。 文 
体 やい ちし、 ちの 用語 法 は 訳者 それぞれの スタイルに 一任された。 

b) イスナー ド (伝承 者 経路) に 現れる 人物 名 を 逐一 列記す るの は 煩雑す ぎる ため、 最初の 語り手 以外 は 省略 
された。 この 方式 は、 Muhammad A 卜 Husain A 卜 Baghawi(1 122 没) の 「Masabih As- SunnaJ および これに 若干 
の 変更 を 加えて、 1336 年頃 改題、 再版され た 『Mishkat A 卜 Masabih』 や イマ一 ム' アン 'ナヮ ウイ一 (前 出) によ 
る 「Riyad As- SalihinJ に 倣った ものである。 

c) 預言者、 アツ ラーの み使い、 ムハンマド といった 呼称に は 必ず" アツ ラ一 の 加護と 平安 を! (サッ ラッラ 一フ ァ 
ライヒ ヮ サッ ラマ!)" という 祈願の 言葉 を 付す のが 伝統的 慣習で ある 力、 頻度が あまりに 多すぎる ため、 訳 
出 は 省略せ ざる を 得なかった。 教 友ら に関する 祈願に ついても 同様で ある。 



d) マトン (本文) 表現 用語の 差異に ついては、 前述した ように、 極めて 厳密な 指摘が みられる が、 訳語 上の 限 
界も あり、 訳者 それぞれの 判断に よって 簡略 化されたり、 補足説明が 加えられた 場合が ある。 

e) 前述した ように 、テキストの 小 題目 (パーブ) は 著者 イマーム 'ム スリム 自身の 筆に よる もので はなぐ 後代 
の 注釈者ら によって 書き加えられた ものである。 それ 故、 これ も 訳者の 判断で 内容 中心に 簡略 化された とこ 
ろが ある。 

f) 会話 体の 多い ハディ一 ス では、 内容 を 変更し ない 限り、 必ずしも 直訳 形式 を とらぬ 場合が あった。 また、 理 
解 を 容易に する ため、 テキスト にない 状況 説明 を 付加した ところ も ある。 

9) 訳出に 当って は、 前述した イマ一 ム' アン 'ナヮ ウイ一 の 注釈書 「Sharh As- Sahih MuslimJ および 
Abdul-Hamid Siddiqi による 英訳 「Sahih Muslimj(Lahore 1973) を 参照した。 なお、 クル ァ一ン について は 「 聖ク 
ルアー ン」 （日本 ムス リム 協会 昭和 58 年 版) を 参考に した。 

W テキスト 全体 は、 三分 冊で 出版され るが、 第一 巻に おいて は" 信仰の 書"、 "斎戒の 書" および" ハイドの 書 
"を 磯崎 定 基、" 礼拝の 書" および" モスクと 礼拝 場所の 書" の 大半 を 飯 森嘉助 、残りの" 礼拝の 機会 を 失した 
時の 償い" 以降" 旅行者の 礼拝の 書" まで を 小 笠 原 良 治が 担当した。 

ク ルアー ンの 日本語訳が すでに 数 種 も 存在す る 現今、 イス ラーム 理解 を 一層 深める ために は、 権威 ある 
ハ ディース 集の 翻訳 紹介が 急務で あるとの 見解から、 イマーム' ムス リムの" サ ヒー フ集" がその 対象に 選ば 
れ たので あるが、 訳業が 実際に 進められ だした の は 1984 年の 夏 頃からで あった。 爾来、 非力 を 嘆 じながら も、 
本業の 傍ら、 担当者 は それぞれ 翻訳に 苦心して きたので あるが、 語学 や 表現 上の 未熟 さ 故に 思わぬ 誤り を 
犯して いるかと も 省みて いる。 ささやかな 我々 の 努力に よる 本書が 日本に おける イス ラーム 理解に いささか 
なりと も 貢献で きる こと を 願う と共に、 将来、 これ を 轍と してよ リー 層 完全な ハディ一 ス 翻訳書が 数多く 紹介 さ 
れる こと を 心より 期待したい。 

なお、 この 翻訳 は、 日本 サ ウディ アラビア 協会の 浜 田 明 夫 氏、 富 塚 俊 夫 氏、 武 藤英臣 氏ら の 推 (車篇 に 免） 
と 全面的な 協力に よって 進められた。 また、 和久 井生一 氏に は 翻訳 文体の 全般的 調整 をお 願いした。 ここに 
記して 感謝 申し上げたい。 



1987 年 1 月 



これまで、 ハディ一 ス学、 イスラ一 ム 法学 基礎 論、 イスラ一 ム 法学に おける ハディ一 ス 
と スンナ の 意味 を 見て きました が、 これらの 議論 を 纏めた のが 以下の 表です。 



学問 間の ハディ 一 スとス ンナの 比較 




学問 


疋 *g 


ハ ディース 


ハ ディース 学 


(1) 預言者 ムハンマドに 帰属す る、 あるいは 

(2) 教 友に 帰属す る、 もしくは 

(3) 後続 世代 （ター ビィ 一） に 帰属す る 
① 発言、 ② 行為、 ③ 承認、 © 形容 




イス ラーム 法学 基礎 論 


( 1 ) 預言者 ム ハン マ ドに 帰属す る 
① 発言、 ② 行為、 ③ 承認 




イス ラーム 法学 


推奨 行為 


※ハ ディース 学に おける ハ ディース はハ ディース • ク ドウス ィー、 ハ ディース • マル フ一 
ゥ、 ノヽ ディース • マウ クー フ、 ノヽ ディース • マク ト ウー ゥを 含む。 

出典 ： 筆者 作成 



ハ ディース は 発言者 毎に 以下のと おり 区分され ます。 



発言者 別の ハ ディースの 区分 


発言者 


区分 


アツ ラー 


ハディ一 ス • ク ドウス ィ一 


預言者 ム ハン 
マ ド 


ノヽ ディース • マノ レフ— ゥ 

単に ハ ディースと 言われた 場合に は、 一般的に はハ ディース • マル フー ゥ 
が 意図され ている。 


教友 


ノヽ ディース • マウ クー フ 


後続 世代 


ノヽ ティース • マク トゥー ゥ 


出典 ： 筆者 作成 



ハディ一 スと スンナ という 言葉の 使い方 は一 見す ると 複雑です が、 各 学問 毎の 意味の 
違い を 見て ゆけば 明晰に 理解され うると 思います。 



(K. S. ) 



統治の 書 



人々 は クライ シュに 追従す る。 そして カリフの 地位 は クライ シュの 特権で あ 
る 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「人々 はこの 問題 （注） において は クライ シュに 追従す る。 
すなわち、 クライ シュ 外の ムス リム は クライ シュの ムス リムの 規則に 従し、、 クライ シュ 外の 
不信者 は クライ シュの 不信者の 規則に 従う」 と 申された。 

(注) カリフの 地位、 または それに 関する 事柄 を 意図す る 

ハン マ一 ム ■ ビン ■ ム ナツ ビフは アブ一 ■ フ ライラ を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「人々 はこの 問題に おいて は クライ シュに 追従す る。 

すなわち、 クライ シュ 外の ムス リム は クライ シュの ムス リムの 規則に 従し、、 クライ シュ 外の 

不信者 は クライ シュの 不信者の 規則に 従う」 と 申された (注)。 

(注） これにつ いて クライ シュの 人々 は、 彼等が ジャー ヒリ一 ャ 時代から アラブの 指導者 的 
立場に あり、 聖域 を 管轄し、 かつ、 アツ ラーの 家 （力 アバ 神殿) の 管理者と しての 地位 を 保 
ち 続けて 来たから であると している 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

預言者 は 「人々 は 善に おいても 悪に おいても （注) クライ シュに 追従す る」 と 申された。 

(注) 善と は イスラ一 ム であり、 悪 は ジャー ヒリ一 ャを 意図す る 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「カリフの 地位 は、 （たとえ この 世に 人間が ただ） 二人 だけにな つたと し 
て も、 クライ シュの ものと して 存続す る」 と 申された。 

ジャー ビル ゼン' サム ラは 伝えて いる 

私 は 父と一 緒に 預言者の 所に 行き、 その 御 方が 「まことに、 この 問題 は (その 地位に ふさ 

わしい 資格 を 有する ） 12 人の カリフ (注) が (クライ シュ) から 立つ まで は 終らないで あろう」 
と 申される の を 聞いた。 



それから その 御 方 は 何 か 低い お 声で 私に 言われた。 

私 は 父に 「み使い は 何 を 申された のです か」 と 尋ねた。 

父 は 「『それらす ベて は クライ シュ から 出る』 と 申された の だ」 と 言った。 

(注 ）12 人の カリフに 関する 確 論 はない 力、 彼等が イス ラームの 栄光 を 象徴す る 人々 であ 
ると いう こと は 確かな ようで ある。 

また、 それらの 中には 四 人の 正統 カリフが 入る こと は 間違いない。 

その他の 八 人に ついては 良く 分らない が 次の 人々 の 名が 上げられ ている。 

ムァ一 ウイ ャ （661- 680)、 アブ ドル' マリク （685-705)、 ヮ リード （705- 715)、 ス ライマ一 ン 

(715- 717)、 ウマル 'ビン-アブ トル 'ァズ イーズ （717- 720) 、ヤジード 二世 （720-724)、 ヒシ 

ャ一ム （724- 743)、 ヮリ一 ドニ 世 （743- 744) 

ジャー ピルゼン 'サム ラは 伝えて いる 

私 は 預言者が 「人々 の 問題 は、 12 人の 有資格者が 統治す る 間 は (順調に) 推移し 続ける 

であろう」 と 申される の を 聞いた。 

それから その 御 方 は 私に 低い 声で 何 か 言われた。 

私 は 父に 「み使い は 何 を 申された のです か」 と 尋ねた。 

父 は 「『その 人々 はすべ て クライ シュ から 出る』 と言われ たの だ」 と 答えた。 

前述の ハディ一 スは ジャー ビル ゼン' サム ラを 拠り所と して 他の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 
しかし それに は 「人々 の 問題 は 推移し 続ける であろう」 という 言葉 は 述べられて はいない。 

ジャー ビル' ビン' サム ラは 伝えて いる 

私 は アツ ラーの み使いが 「イスラ一 ムは 12 人の カリフまで は 強力な ものと して 存続す るで 
あろう」 と 申される の を 聞いた。 

それから その 御 方 は 何 か 私が 理解 出来なかった 言葉 を 言われた。 
私 は 父に 「何 を 申された のです か」 と 尋ねた。 

父 は 「『それらの 人々 はすべ て クライ シュ から 出る』 と言われ たの だ」 と 答えた。 

ジャー ビル' ビン' サム ラは 伝えて いる 

預言者 は 「この 問題 は 12 人の カリフまで は 強力な ものと して 存続す るであろう」 と 申された。 

それから その 御 方 は 何 か 言われた が、 私 は 理解 出来なかった。 

それで 私 は 父に 「み使い は 何 を 申された のです か」 と 尋ねた。 

父 は 「『彼等の すべて は クライ シュ から 出る』 と 申された の だ」 と 答えた。 



ジャ一 ビル ゼン 'サム ラは 伝えて いる 

私 は 父と一 緒に アツ ラ一 のみ 使いの 所に 行った。 

その 時み 使い は 「この 宗教 は 12 人の カリフまで は 強力 かつ 光輝 ある ものと して 存続す る 
であろう」 と 申された。 

それから 何 か 申された が 人々 の 声に 遮られて 聞き とれなかった。 

私 は 父に 「み使い は 何 を 申された のです か」 と 尋ねた。 

父 は 「『彼等の すべて は クライ シュ から 出る』 と言われ たの だ」 と 答えた。 

ァ一 ミル' ビン 'サ アド' ビン ■ アブ一 ■ ヮ ッ カース は 伝えて いる 

私 は ジャ一 ビル ゼン 'サ ムラに、 彼が アツ ラ一 のみ 使いから 聞いた こと を 私に 告げる よう 
手紙に 書いて 召使いの ナ一 フィゥ に 持たせて やった。 

すると 彼 は 返事 を 寄越し （その 中で） 「私 は アル ■ ァス ラミーが (姦通罪で) 投石の 刑に 処せ 
られた 金曜の 夕べ、 

アツ ラーの み使いが 『イスラ一 ムは その 時 (最後の 審判の 日） が 来る まで 存続す るで あろ 

ラ。 

または、 あなた 方の 上に 12 人の カリフが (順次） 立つ であろう。 
彼等の すべて は クライ シュ から 出る』 と 申され、 

更に 『ムス リムの 小隊が ペルシア 皇帝 キスラー （ホス 口一） の 白い 宮殿、 あるいは 彼の一 
族の 宮殿 を 攻略す るであろう』 と言われ、 

また 『最後の 審判の 曰の 直前に は 数々 の 嘘つき どもが 現れる 故、 それらの 者への 警戒 を 
怠って はならぬ』 とも 言われ、 

そして また 『アツ ラ一 が あなた 方の 誰かに 恩恵 を 授けて 下された 時 は、 先ず その 者 自身と 
その 家族が それに 浴す がよ い』 と言われ、 

そして (最後に） 『私 は あなた 方より一 足 先に 楽園の 清流の 辺 （ほと） りに 行って いるで あろ 
う』 と 申される の を 聞いた」 と 告げた。 



イブ ン 'サ ムラ 'ァダ ウイ 一は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いから お聞きした （と 言って、 前述と 同様の こと を 述べて いる) 



後継 カリフの 指名と それの 放棄に 関して 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は 伝えて いる 

私 は 父 （第二 代 カリフで ある ウマル ゼン' ハッタ一 ブ) が 凶刃に 倒れた 時 その 場に 居 合わ 

せた。 

人々 は 父 を 称賛し 「アツ ラーが あなたに 恩恵 をお 垂れになります ように」 と 祈った。 
父 は 「私 は (アツ ラ一 のお 怒り を） 恐れる と共に （その 御 方の 御 慈悲に も) 希望 を 抱いて い 
る」 （注) と 言った。 

人々 は 「あなたの 後継者 を 御 指名 下さい」 と 言った。 

すると 父 は 「私 は 死して まで も 生 ある 時と 同じように あなた 方の 問題で 苦しむ のか。 

私 は （カリフの 地位に 関して は) 私が それによ つて 利 を 得る ので もな 《また 罪の 責務 を 負 

うので もな ぐた だ その 職責の み を 立派に 果 したいと いかに 願って いた ことか。 

それでもし 私が 私の 後継者 を 指名した とすれば、 それ は 私より 立派な 人物 （初代 カリフで 

ある アブ一' バ クル を 意図す る） が 後継者 を 指名した （のに 倣う ことになる） 

そしても し 私が (後継者 指名 を 行わず) あなた 方 を 後に して 逝けば、 それ は 私より 立派な 

御 方 アツ ラ一 のみ 使し、 （の 行われた ことに 倣う ことになる）」 と 言った。 

アブ ドッラ 一は 「私 は 父が アツ ラーの み使いに ついて 述べた 時、 彼 は 後継者 指名 は 行わ 

ない というの を 理解した」 と 言った。 

(注） この 言葉 はかって 頸 言 者が 「信仰 は 畏怖と 希望の はざまに ある」 と 信仰に ついて 述 
ベた 言葉から 来た ものである 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

私はハ フサ （注） の 所に 入って 行った。 

すると 彼女 は 「あなた は あなたのお 父さんが 後継者 指名 はなさらない というの を 知ってい 
ます か」 と 言った。 

私 は 「父が それ を 行わない 箬 はない」 と 言った。 

彼女 は 「でも 彼の 意志 はそう なのです」 と 言った。 

そこで 私 は 「私 は 誓って、 父に その 問題に ついて 話しましょう」 と 言った。 

それから 私 は 翌朝まで 沈黙 を 守り、 父に は 何も 話さなかった。 

(この 問題 を 口にする の は） 恰も 私の 右手で 山岳 を 運ぶ が 如き 重苦し さ を 感じた からで あ 

る。 

だが 意 を 決して 彼の 所に 行き 側に 寄った 。 
すると 父 は 私に 人々 の 様子 を 尋ねた。 
私 は それに 答えた。 
そして 「私 は 人々 の 言葉 を 聞きました。 



それ を あなたに 是非 話したい のです。 

彼等 は あなたが 後継者 指名 はなさらない と 主張して おります が、 かりに、 あなたが 任命し 

た ラクダ あるいは 羊の 牧童が 家畜 を 放置した まま あなたの 所に 戻って 来て しまったら、 そ 

の 家畜 は 必ず 散逸して しまう の は 御存知で ありましょう。 

人々 に対する 心づ かいはより 重大な 事柄です」 と 言った。 

(死の 床に あった カリフ は） 私の 言葉に うな づき、 暫くの 間 沈黙して いたが、 やがて 私の 方 

を 向き 「至高 偉大なる アツ ラ一 は その 御 方の 宗教 を 安泰に される であろう。 

それでもし 私が 後継者 指名 を しないと すれば、 それ は アツ ラーの み使いが 御 指名され な 

かった からで ある。 

またもし 後継者 を 指名す ると すれば、 それ は アブ一 'バ クルが 行った それに 倣った ことに 

なる」 と 言った。 

私 は 「アツ ラ一 に 誓って、 私 は 父が アツ ラ一 のみ 使いと アブ一' バ クルに ついて 述べた 時、 
父 は、 アツ ラーの み使いに 比肩され る 者 は 一人 も 無い として、 （この 御 方の 行為に 倣って) 
後継者 指名 は 行わない の だとい うこと を 理解した」 と 言った。 



(注） ハフ サは ウマルの 娘で イブ ン 'ウマルの 兄弟で ある 



統治者の 地位 を 請い 求めて はならない 

アブ ドル' ラフ マーン' ビン' サム ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「アブ ドル' ラフ マ一 ンょ、 統治者の 地位 は 請い 求めて はならぬ。 
それ を 請い 求めた 末、 かりに それ を 手に したと しても、 支援の 手 もな く 孤独に される であろ 

ラ。 

だが、 もし それ を 請わず して 手中にした とすれば、 それに 対する 支援の 手が のべられ るで 
あろう」 と 申された。 

前述と 同様の ハディ一 スは 他の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ 一'ムーサ一 は 伝えて いる 

私 は 私の 従兄弟 二人と一 緒に 預言者の 所に 入って 行った。 
その 時、 その 二人の 中の一 人が 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 至高 偉大なる アツ ラ一 が あなたに 
保護 を 託された 大地の 中の 一地 域の 統治者に われわれ を 御 指名 下さい」 と 言った。 
他の一 人 もこれ と 同様の こと を 言った。 

すると その 御 方 は 「アツ ラーに 誓し、、 われわれ は そのような 地位 を 請う 者 は一 人たり とそ 
の 役職に は 任命せ ぬ。 

また それ を 切望す る 者 も 同様で ある」 と 申された。 

アブ一' ムーサ一 は 伝えて いる 

私 は アシュアリー 部族の 者 二人 を 左右に 伴って 預言者の 所に 行った。 

その 二人 は 共に 預言者が ス イワ一 ク （歯 を 磨く 芳香の ある 木切れ） で 歯 を 磨いて おられた 

時 (一地 域の 統治者と しての） 役職 を 求めた。 

すると その 御 方 は 「君 は 何 を 言って いるの か、 アブ一' ムーサ一 よ、 または、 アブ ドッラ 一- 
ビン' 力 イスよ」 と言われた。 

私 は 「真理に 基づいて あなた をお 使わしに なられた 御 方に 誓って 申します。 

彼等 は 胸中に あった こと を 私に は 明かしませんでした。 

私 は 彼等が その 役職 を 求めよう などと は 思し、 もよりませんでした」 と 言った。 

そして 彼 (伝承 者） は （この ハディ一 スを 思い出して 述べる 時 は） 「私 は、 すぼめられた その 

御 方の 口 にあった ス イワ一 クを 見て いるかの ようで ある」 と 言った。 

その 時み 使い は 「それ は 絶対に ならぬ。 

または、 われわれ は そのような こと を 望む 者 は 公職に は 採用し ない。 

だが アブ 一'ムーサ一 よ、 または、 アブ ドッラ 一'ビン' 力 イスよ、 君 は 行く がよ い」 と 申され 

て、 私 を イエメンの 総督と して 遣わされた。 

そして その 御 方 は ムアー ズ ゼン' ジャ バル を 私の ために 追随 させて 下さった。 



ムアー ズが 私の 所に 来た 時、 私 は 「こちらに 来た まえ」 と 言って 彼に 客用の クッション を 与 
えた。 

その 時 そこに 捕虜の ように 手足 を しばられた 男が いた。 

ムァ一 ズは 「これ は 何者です か」 と 尋ねた。 

私 は 「彼 は ユダヤ教 徒で あつたが イス ラームに 帰依した。 

だが 再び 元の 宗教、 つまり 忌まわしい 宗教に 戻り、 ユダヤ教 徒にな つたの だ」 と 言った。 

ムァ一 ズは 「私 は アツ ラ一 とその 御 使者の 御 決定に 従って、 彼が 殺される まで は 座らぬ」 

と 言った。 

私 は 「よろしい。 座れ」 と 言った。 

それでも 彼 は 「私 は アツ ラ一 とその 御 使者の 御 決定に 従って 彼が 殺される まで は 座らぬ」 

と 言い、 この 言葉 を 三回 繰り返え した。 

それで 私 は その 者の 処刑 を 命じ 彼 は 殺された。 

その後 私 等 二人 は 夜の 礼拝に ついて 話し合った。 

その 対話の 中で ムァ一 ズは 「私 は 夜、 休んで いる 間に 起きて 礼拝 を 挙行す る。 

どうか 私が 起きて 礼拝す る ことで 得られる のと 同じ 報酬が 私の 眠りに もあります ように」 と 

a つた。 



資格 を 欠く 者が 統治者の 地位に つく こと は 好ましく なし 



アブ一 ■ ザ ツル は 伝えて いる 

私 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 私 を 公職に お就け 下さいません か」 と 言った。 

すると そのお 方 は 手で 私の 肩 をお 打ちに なって 「アブ一 ■ ザ ツルよ、 君 は （その 役職に 就く 

に は） 弱体で ある。 

そのような 地位 は 信頼に 基づく もので 極めて 重い ものである。 

その 地位に 就く ことが ふさわしい 者で、 なおかつ、 そこに 有る 義務 を果 した 者 以外 は、 審 

判の 日、 それ は 屈辱と 後悔の 因で ある」 と 申された。 

アブ一' ザ ツル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「アブ一 ■ ザ ツルよ、 私 は 君 力 《 (要職 を 遂行す る 者と して は） 弱体に 見 

える。 

まこと、 私 は 私自身に 対して 好む もの は 君に 対しても 好む。 

だが 君 はたと え 二人に 対してで あっても （いかに 少数で も） 支配者の 地位に 就いてはなら 

ないし、 孤児の 財産の 責任 も 引き受けて はならぬ」 と 申された。 



公正な 指導者の 美徳、 不正の 懲罰、 人々 への 徳行の 勧め、 そして 苛政 を 敷 
くことの 禁止に ついて 

アブ ドッラ 一'ビン' アム ルは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「公正な 指導者 達 は 至高 偉大に して 慈悲 深い アツ ラ一 のお 近くに 在る 
輝いた一 際 高い 箇所に 座 を 与えられる であろう。 
(公正な 指導者た ち は) 彼等の 統治に おいても 家族 関係の 事柄に おいても、 またす ベて 
彼等が 責任 を もって 行う 問題に おいて は 公正な 者 達な ので ある」 と 申された。 

アブ ドル' ラフ マーン 'ビン 'シ ユマ一 サは 伝えて いる 

私 は 少し 尋ねる ことがあって ァ一 イシ ャの 所に 行った。 
彼女 は 私に 「あなた は どちらから お越しで すか」 と 言った。 
私 は 「エジプトから 来た 者です」 と 言った。 

すると 彼女 は 「あなた 方の 統治者 は あなた 方に 対する この 遠征で どのように 振る舞い まし 

たか」 と 言った。 

私 は 「われわれ は 彼等 を 少しも 憎む ような ことはありませんでした。 

その 方 はもし 仲間の ラクダ が 死んだり します とその 者に 別の ラクダ を 与えます し、 われ わ 

れの 誰かが 奴隸を 失います とその 者に は 奴隸を 与えます。 

そして また 誰かが 困窮して おります とその 者に 必要な 物 を 与えます」 と 言った。 

すると 彼女 は 「確かに、 私の 兄弟 ムハンマド ゼン' アブ一 'バ クルに は 特別の 待遇が 与え 

られ ました 力、 それと て 私が アツ ラーの み使いから お聞きし たこと を あなたに 話す のを妨 

げる もので は ございません。 

その 御 方 は 私の この 家で 『おお アツ ラ一、 私の イスラ一 ム 共同体の 問題 を 少しな リと預 る 
者が ムス リム 達に 苛酷であった なら （審判の 日） その 者に 厳しく 対処して 下さい。 
そして 私の イスラ一 ム 共同体の 問題 を 少しな リと預 つた 者で 人々 を 親切に 扱った 者に は 
良き 御 配慮 を 御 願い 申し上げます』 とお 祈りに なって おられました」 と 言った。 

前述の ハディ一 スは、 他の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

預言者 は 「あなた 方 は 皆 保護者で ある。 

あなた 方 は 皆、 各自が 保護して いるもの に対して 責任 を 負って いる。 

カリフ は 人々 の 保護者で あり 彼の 庇護 下に ある 者 達の 責任者で ある。 

男 子 は 彼の 家族の 保護者で あ リ 家族の 責任者で ある。 

主婦 は 家庭で 彼女の 夫 や 子供達の 保護者で あり、 彼等の 責任者で ある。 

下僕 は 主人の 財産の 保護者で あり それの 責任者で ある。 



こうして、 あなた 方 は 皆 保護者で あり、 各自 は 信じて 託された ものの 責任者で ある ことに 
心せよ」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは数 経路の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

前述と 同様の ハディ一 スは イブ ン 'ウマル を 根拠と して 伝えられ ている がその一 つに、 ズフリ 一は 
「私 は 彼 (イブ ン' ウマル) 力 《 『男子 は 父親の 財産の 保護者で あり、 彼の 被 保護者の 責任者で ある』 
と 言った と 思う」 と 伝えて いるものが ある。 

前述と 同じ 意味の ハディ一 スは アブ ドッラ 一'ビン' ウマル を 根拠と して 別 伝承 経路で も 伝えられて 
いる。 

ハサ ンは 伝えて いる 

ゥバ イド ッラ一 'ビン 'ジャー ドは、 死の 病に 伏していた マァ キル 'ビン 'ャ サール' ムザニ 

一 を 訪ねた。 

マァ キル は 「私 は 今、 君に アツ ラ一 のみ 使いから お聞きした 話 をしょう。 

だ 力、 もし 私 力 《 もっと 生きられる ことが 分って いたなら、 君に この 話 をす る こと もなかつ たで 

あろう （注）。 

アツ ラーの み使い は 『アツ ラーから 統治者と して ある 人々 に対する 責任 を 託された 者が、 
それらの 人々 に 不実の 行為 をした まま 死んだ 時 は、 アツ ラーが 彼に 対して 天国への 道 を 
閉ざす であろう』 と 申される の を 聞いた」 と 言った。 

(注） マァ キル はこの 話 をす る ことにつ いて 彼 自身の こと を 案じて いたと 思われる ふしが あ 

る。 

例えば この ハディ一 スの 内容に 間違いが ある こと を 恐れた のか も 知れない 
ハサ ンを 根拠と して 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ たものに は 言葉に 若干の 相違が ある。 
(すなわち） イブ ン' ジャー ドは 重症の マ アキ ルゼン 'ャ サールの 所に 入って 行った。 
この 後の ハディ一 スは 前述と 同様 だ 力、 次に、 イブ ン' ジャ一 ドは 「どうして 君 はこの ハディ一 スを 
今 曰 まで この 私に 話さなかった のか」 と 言った。 
すると マァ キル は 「確かに 私 は 君に は 話さなかった。 
または、 私 は 君に 話そうと はしなかった」 と 言った。 
という 付加が ある。 

アブ一' マリ一 フは 伝えて いる 

ゥ バイ ドッラ 一'ビン 'ジャー ドは 病に 伏していた マァ キル 'ビン 'ャ サールの 所に 行った。 
その 時マァ キル は 彼に 「もし 私に 死が 近いので な 力、 つたら 話し はしなかった であろう ハデ 



ィ一 スを今 君に 話そう。 

私 は アツ ラ一 のみ 使いが 『ムス リム 達の 問題 を 掌握して いる 統治者が 人々 のために 努力 
もせず、 不誠実な 統治 を 行うならば、 その 人々 と共に 天国の 楽園に は 入れぬ』 と 申される 
の を 聞いた」 と 言った。 

アブ 一'ァ スヮド は 伝えて いる 

私の 父 は 私に 「マァ キル 'ビン 'ャ サール は 病気に なった。 

そこに ゥ バイ ドッラ 一ビン' ジ ヤードが 見舞いに 訪れた」 と 話した。 

(この 後の 謡はハ サンが マァ キルからの 話と して 伝えて いるものと 同様で ある） 

ハサ ンは 伝えて いる 

アツ ラーの み使いの 教 友の一 人ァ一 ィズ 'ビン' アム ルはゥ バイ ドッラ 一'ビン' ジ ヤード を 

尋ねた。 

彼 はァ一 ィズに 「おお、 わが 息子よ （注 1)、 私 は アツ ラーの み使いが 『最悪の 統治者 は 苛 
政 を 敷く 者で ある。 

君 は そのような 者 達の一 人と ならぬ よう 注意せ よ』 と 申された の を 聞いた」 と 言った。 
それから ゥ バイ ドッラ 一は (横柄に） 「座りた まえ、 君 は ムハンマドの 教 友達の 中の くずの 

—人 だ (注 2) 」 と 言った。 

ァ一 ィズは r 教友 達の 中に 藁く ずの ような 者が あつたので すか。 

くず は それらの 人々 の 後に 出た ので あり、 それら 人々 以外に あつたの です」 と 言った。 

(注 1) アラブ は 他人の 子供で も 「わが 息子よ」 のように 呼ぶ ことが おうおう にして ある 力、 
それに は 親愛、 称賛、 譴責、 蔑視 等の 意 を 含んで いる。 
この ハディ一 スの 場合 は 蔑視と 考えられる 

(注 2) この 言葉 はゥバ イド ッラ一 が 発した 全くの 暴言で ある。 
教 友達 は 皆 立派な 人々 であった と アラブ は 言う 



公の 財貨の 横領 は 大罪で ある 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 或 日 (説教に) お立ちに なった。 

そして 横領に ついて お述べに なり、 それ は ゆゆしき 問題で ぁリ 大罪で あると 明言され て か 

ら (次のように) お述べに なった。 

「復活の 曰 、 私 力、 あなた 方の 誰かが (次の ような 姿で) やって来 るの を 見る ような 行為 をし 
て はならない。 

それ は、 その 者が 首に うなり 声 を 上げた ラクダ にしが みっかれ 『アツ ラーの み使いよ、 助 
けて 下さい』 と 言って いる 力^ 私 は 『君に 対して はどうす る こと も 出来ない。 
私 は 既に (そのような ことになら ないよう) 君に 伝えて ある』 と言う （ような ことで ある） 
そして また 復活の 日、 私が、 あなた 方の 誰かが (次の ような 姿で) やって来 るの を 見る よう 
な 行為 をして はならない。 

それ は、 その 者が 首に 口から 泡 を 吹ぐ 馬に しがみつかれ、 彼 は 『アツ ラ一 のみ 使いよ、 助 
けて 下さい』 と 言って いるが、 私 は 『君に 対して はどうす る こと も 出来な し、。 私 は 既に （その 
ような ことになら ないよう) 君に 伝えて あると 言う。 
また 復活の 曰 、 私が あなた 方の 誰か を （次の ような 姿で） やって来 るの を 見る ような 行為 
をして はならない。 

それ は 彼が 首に メ一メ 一と 鳴きた てる 雌 羊に しがみつかれ 『アツ ラーの み使いよ、 助けて 
下さい』 と 言って いるが 私 は 『君に 対して はどうす る こと も 出来な し、。 私 は 既に （そのような 
ことになら ないよう) 君に 伝えて ある』 と言う。 

更に、 復活の 曰 、 私 力、 あなた 方の 誰かが (次の ような 姿で) やって来 るの を 見る ような 行 
為 をして はならない。 

それ は 彼が 首に 叫び声 を 上げた 人物に しがみつかれ、 彼 は 『アツ ラ一 のみ 使いよ、 助け 
て 下さい』 と 言って いる 力、 私 は 『君に 対して はどうす る こと も 出来な し、。 私 は 既に （そのよ 
うな ことになら ないよう) 伝えて ある』 と言う。 

また、 復活の 日 、 私 力、 あなた 方の 誰かが (次の ような 姿で) やって来 るの を 見る ような 行 
為 をして はならない。 

それ は、 彼が 首に はたはたと 音を立てた 衣服に 巻きつ かれ 『アツ ラ一 のみ 使いよ、 助けて 

下さい』 と 言って いる 力、 私 は 『君に 対して はどうす る こと も 出来ない。 

私 は 既に (そのような ことになら ないよう) 伝えて ある』 と言う。 

そして、 復活の 日、 私が、 あなた 方の 誰かが (次の ような 姿で) やって来 るの を 見る ような 

行為 をして はならない。 



それ は、 彼の 首が、 金塊 や 銀塊の 重さで 回らず、 彼 は 『アツ ラ一 のみ 使いよ、 助けて 下さ 
し、』 と 言って いる 力、 私 は 『君に 対して はどうす る こと も 出来な し、。 私 は 既に （そのような こ 
とに ならない よう) 伝えて ある』 と言う (が 如き ことで ある)。 

前述の ような ハディ一 スは 拠リ所 を一 にして、 いくつかの 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラ を拠リ 所と して 同様の ものが 他に も 伝えられ ている 力、 それらに は 言葉に 若干の 
相違が ある。 

アブ一 'フ ライラの 前述の ものと 同様な ハディ一 スは 他の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



公職に ある 者 は 贈り物 を 受ける こと を 禁止され る 

アブ一 'フマ イド' サ一ィ ディ一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は イブ ン '口 トビ一 ャ という ァ サド 族の 男 を 公職に 採用した。 
(アム ルと イブ ン 'アブ一' ウマル は それ はサ ダカの 徴収 係と してで あると 言った） 
彼が (集めた サ ダカ を 持って) 帰った 時 「これ は あなた 方の もので、 こちら は 私に 贈られた 
もの だ」 と 言った。 

その 時 アツ ラーの み使い は ミン バルの 上に お立ちに なり、 アツ ラ一 を 讃美され 称揚され て 
から 「私が 派遣した 役人が 『これ は あなた 方の ための もの、 これ は 私に 贈られた もの』 など 
と言うと はまた 何たる ことか。 

その 者 は、 その 者に 贈り物が あるか どうかが 分る ように 彼の 父の 家、 あるいは 母の 家に 
止まって 見る がよ い (注)。 

ムハンマドの 命が その 御手の 中に ある 御 方に 誓い、 あなた 方の 中、 サ ダカの 中より 少し 
でも かすめ 取った 者 は、 復活の 日 、 首に うなり 声 を 上げた ラクダ にか じりつ かれ、 あるい 
は 鳴き声 を 上げた 雌牛に かじ リ つかれ、 または メ一メ 一と 鳴き 立てる 雌 羊に かじりつかれ 
て やって来 るの だ」 と 申された。 

それから その 御 方 はわれ われが その 御 方の 両 協の 白い 部分が 見える 程に 両手 をお 上げ 
にな リ 「おお アツ ラ一、 私 は 確かに 告げました」 と 二回 申された。 

(注) 例の 男が もし その 役職に 就いて いなかったら 彼への 贈り物 は 無力、 つたであろう。 

その 贈り物 は 彼 を 愛する が 故で はなく 彼の地 位に 対する 賄賂な ので ある。 

なお 「彼の 父の 家、 あるいは 母の 家に 止まる」 と言うの は" 仕事の 無い こと" を 意味す る 

アブ一 'フマ イド' サ一ィ ディ一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は イブ ン '口 トビ一 ャ という ァズド 族 （注） の 男をサ ダカの 徴収 係に 任命し 

た。 

彼 は 集めた もの を 持って来て、 それ を 預言者に 差し出した。 

そして 「この 財貨 は あなたの もので、 これ は 私に 与えられた 贈り物です」 と 言った。 

すると 項 言 者 は 「君に 贈り物が あるか どうか を 知る ように、 君の 父 や 母の 家に 止まって 見 

る 力ない」 と 申され、 説教の ためにお 立ちに なった。 

残余の ハディ一 スは 前述と 同様で ある。 

(注) 前の ハディ一 ス では" ァ サド 族の" となって いた 力、 これに は" ァズド 族" のとな つてい 
る 



アブ一 'フマ イド' サ一ィ ディ一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は イブ ン '口 トビ一 ャ という ァズド 族の 男 を スライム 族からの サ ダカの 徴 
収 係に 任命した。 

彼が (項 言 者の 所に) 帰った 時、 み使い は 彼に 清算 をお 求めに なった。 

彼 は 「これ は あなた 方の 財貨で、 これ は (私への) 贈り物です」 と 言った。 

アツ ラーの み使い は 「もし 君が 正直な 者であるなら、 君に 贈リ 物が あるまで 君の 父の 家、 

母の 家に 止まって 見よ」 と 申され、 われわれに 説教され た。 

み使い は アツ ラ一 を 讃美され 称揚され てから 「時に、 私 は あなた 方の 中の一 人 を アツ ラ一 

が 私に 委ねられた 事柄の 中、一 つの （責任 ある） 任務に 就けた。 

彼 は 帰って来 ると 『これ は あなた 方の 財貨で、 これ は 私に 与えられた 贈り物で ある』 と言う。 

もし 彼が 正直な 者であるなら、 彼の 父、 また、 母の 家に 止まって 見る がよ い。 

アツ ラーに 誓い、 あなた 方の 中で 正当な 権利な く （公け の 財貨の 中から) 少しで も かすめ 取 

つた 者 は、 復活の 曰 、 その 責任 を 負って アツ ラ一 の 御前に 立つ ので ある。 

私に は その 者が、 うな リ声を 上げた ラ クダ、 あるいは 鳴き声 を 上げた 雌牛、 または メ一 メ一 

と 鳴き 立てる 雌 羊に かじりつかれて アツ ラーの 御前に 立つ のが 分って いるの だ」 と 申され 

た。 

それから その 御 方 は 両脇の 白 さが 見える 程 両手 を 上げられ 「おお アツ ラ一、 私 は 確かに 
告げました」 と 申された。 

伝承 者 は 「私 は 両眼で それ を 見、 両耳で それ を 聞いた」 と 言った。 

前述の ハディ一 スは 言葉に 若干の 相違 を もって、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 
その 中で、 イブ ン'ヌ マイルの ハディ一 スには 「アツ ラ一、 私の 命 を その 両手に されて いる 御 方に 誓 
し 、、誰一人と して （公の 財貨の 中から) 少しの 物で も (不当に) 取って はならない の だ、 という こと を 君 
は 知らねば ならぬ」 と ある。 

スフ ャ一ン は 彼の ハディ一 スの 中で 「私の 目 は 見、 私の 両耳 は 聞いた。 
(諸君) ザ イド ゼン 'サ 一ビト に 尋ねて 見よ。 
彼 は その 時 私 と共にいた」 と 述べて いる。 

ウル ヮゼン 'ズ パイル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は一 人の 男をサ ダカの 徴収 係に 任命した。 

彼 は 非常に 多くの 物 を 持って 帰って来た。 

そして 「これ は あなた 方の もの、 これ は 私に 贈られた もの」 と 言い 始めた。 

残余の ハディ一 スは 前述の ものと 同じで ある 力 《(次の ような 付加が ある） 

ウル ヮは 「私 は アブ一 'フマ イド' サ一ィ ディ一 に 『君 は それ を アツ ラ一 のみ 使いから 聞いた 

のです か』 と 言った。 

すると 彼 は 『その 御 方の 口から 私の 耳へ』 と 言った」 と 述べた。 



アディ一 ュ ■ ビン ■ アミ一 ラ ■ キン ディ一 は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いが 「あなた 方の 中、 われわれが 一つの 仕事に 就けた 者で 針一 本、 
あるいは それよ リ 小さな 物で も われわれに 隠したなら 横領で ある。 
それに ついては 復活の 日、 責任 を とらねば ならない」 と 申される の を 聞いた。 
伝承 者 は 続けて 言った。 

すると アンサ一 ルの 中の 皮膚の 黒い 男が 立って み使いの 所に 行った。 
私 はじつ と 彼 を 見て いたと 思う。 

彼 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 私 を あなたの 仕事から 降して 下さい」 と 言った。 

み使い 力 《 「どうして か」 と 申される と 「私 は あなたの 今の 御言 葉 を 聞いた からです」 と 言った。 

その 御 方 は 「私 は 今 （もう一 度） それ を 言う。 

あなた 方の 中で われわれが 一つの 仕事に 就けた 者 は、 大小に かかわらず 差し出し、 それ 
らの 中から 正当に 与えられ たもの を 取得し、 取る こと を 禁じられ ている 物 は (絶対に) 取つ 
て はならない ので ある」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アディ一 ュゼン 'アミ一 ラ 'キン ディ一 は 「私 は アツ ラーの み使い 力 《 （前述の ハディ一 スと 同様の） 
話 をされ るの を 聞いた」 と 言った。 



統治者に 対する 服従 は、 アツ ラーの 御 命令に 背かない かぎ リ、 義務と 負わ 
された ものである 

イブ ン 'ジ ユラ イジ ュは 伝えて いる 

「あなた 方 信仰す る 者よ、 アツ ラーに 従え、 また 使徒と あなた 方の 中の 権能 を もつ 考に従 

え」 （クル ァ一ン 第 4 章 59 g!) という一 節が アブ ドッラ 一'ビン' フザ一 ファ 'ビン 'カイ スゼ 

ン 'アディ一 ュ'サ フミ一 に関して 啓示され た。 

彼 は 預言者が 軍隊の 指揮官と して 派遣した 者であった。 

伝承 者 は 「これ はャ ァラ一 ゼン' ムス リムが 私に 告げた ものである 力、 彼 は サイ一 ドゼ 
ン 'ジュ バイ ル から、 また サイ一 ドは イブ ン 'アツ バースから 伝えられた」 と 言った。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「私に 服従した 者 それすな わち アツ ラ一 に 服従した 者で ある。 
私に 反抗した 者 それすな わち アツ ラ一 に 反抗した 者で ある。 
(私に 任命され た) 指揮官に 服従した 者、 それ は 私に 服従した 者で ある。 
その 指揮官に 反抗した 者、 それ は 私に 反抗した 者で ある」 と 申された。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「私に 服従した 者 それすな わち アツ ラ一 に 服従した 者で ある。 

私に 反抗した 者 それすな わち アツ ラ一 に 反抗した 者で ある。 

私の 指揮官に 服従した 者、 それ は 私に 服従した 者で ある。 

その 指揮官に 反抗した 者、 それ は 私に 反抗した 者で ある」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは アブ一' フライ ラを 根拠と し、 他の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

前述の ハディ一 スは アブ一 'フ ライラ を 根拠と し、 数 系列の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

ハン マ一 ムゼン 'ム ナツ ビフは 前述 同様な ハディ一 スを アブ一' フライ ラを 根拠と して 伝えて いる。 

アブ一' フライ ラを 根拠と して 伝えられた ハディ一 スの 中には 言葉に 若干の 相違 を 示して いるもの 
が ある。 

それ は、" み使い は 「指揮官に 服従した 者」 と 申された 力 《 「私の 指揮官」 と は 申されなかった" （とい 
うような 相違） である。 



アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた は、 あなたが 逆境に あっても 順境に あっても、 満足して いる 場 
合で も 不満足な 場合で も、 そして また、 たとえ 誰かが あなたよ リ好 遇されて いたと しても 支 
配 者の 言に は 耳 を 傾け、 それに 従う 義務が ある」 と 申された。 

アブ— ■ ザ ツル は 伝えて いる 

私の 親友 (預言者の こと) は 私に (指揮 命令す る 地位に ある 者に 対して は） たとえ 彼が 不具 

の奴隸 であった としても、 耳 を 傾け、 そして 従うよう 忠告され た。 
前述の ハディ一 スの" 不具の 奴隸" という 言葉 は、 他の ハディ一 ス では" 不具の エチオピア 人 奴隸" 
となって いる。 

アブ一 'ィ ムラ一 ンは 同じ 伝承 者 系列で この ハディ一 スを 伝えて いる 力、 彼 は、" 不具の 奴隸" と 言 

つてい る。 

ヤヒヤ一 ■ ビン ■ フサ イン は 伝えて いる 

私 は 私の 祖母が (次のように) 話す の を 聞いた。 

彼女 は 預言者が 告別の 巡礼で 行われた 説教で それ を 聞いた ので ある。 

その 時み 使い は 「もし 奴隸が あなた 方の 上司と して 任命され、 クル ァ一ン に 則って あなた 

方 を リードしたならば、 あなた 方 は (彼の 命令) に 耳 を 傾け、 そして 従え」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 
その 中で は 「エチオピアの 奴隸」 と 言って いる。 

前述の ハディ一 スの 中には" その 御 方 は 「不具の エチオピア 人 奴隸」 と 申された" と 伝えられ ている 
の も ある。 

前述の ハディ一 スで別 伝承 経路 を 経て 伝えられ ている 中には" 不具の エチオピア 人" という 言葉 は 
述べられず、 "彼女 (ヤヒヤ一' ビン' フサ インの 祖母) は アツ ラ一 のみ 使いが ミナ一 で、 あるいは ァラ 
フ アートで にの 言葉 を 申された の を 聞いた)" という 言葉が 付加され ている ものが ある。 

ヤヒヤ 一'ビン' フサ イン は 彼の 祖母 を 根拠と して 伝えて いる 

私 は 祖母が (次のように） 話す の を 聞いた。 私 は アツ ラ一 のみ 使いと 共に 告別の 巡礼 を 行 
いました。 

その 時み 使い はたく さんの 事柄 を 申されました。 

それから その 御 方 は 「クル ァ一ン に 則って あなた 方 を リードす る 黒い （私 …… 伝承 者 …… 



は 彼女が そう 言った と 思う） 不具の 奴隸 力、 あなた 方の 上司と して 任命され たと しても あな 
た 方 は 彼の 言う こと を 聞き、 そして 従え」 と 申される の を 聞きました。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「ムス リムた る 者、 アツ ラ一 の 御 命令に 背く こと を 命じられる のでない 
かぎ リは、 好む と 好まざる とに かかわらず (上司） 言に 耳を貸し、 そして 従わねば ならぬ。 
もし アツ ラーの 御 命令に 背く こと を 命じられたなら、 それに 耳を貸す こと も 従う こと もあって 
はならぬ」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ一 ■ アブ ドル' ラフ マーン は ァリ一 から 聞いた として （次のように） 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は一 人の 男 を一 部隊の 指揮官と して 任命して それ を 派遣した。 

その 指揮官 は 火 を 燃やし (部下に) 「火に 入れ」 と 言った。 

人々 の 中には 命令に 従って それに 入る こと を 決意した 者 もあった。 

その 時、 他の 人々 は 「われわれ は （イス ラームに 帰依した ゆえ） 火に 入らなくて よいの だ」 

と 言った。 

この ことが アツ ラ一 のみ 使いのお 耳に 達した。 

すると その 御 方 は それに 入る こと を 決意した 人達に 「もし あなた 方が それに 入って いたら、 

あなた 方 は 審判の 日まで ずっと その 中に いたであろう」 と 申された。 

そして その他の 人々 に は （彼等の 行為 を） 愛でた 後 

「アツ ラ一 の 御意 志に 反する ことにお いて は 絶対に 服従して はならぬ。 服従 は 正しい 事柄 

において のみ あるの だ」 と 申された。 

ァリ一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 一団の 軍勢 を 派遣され、 その 指揮官と して アンサ一 ルの男 を 任命し 

た。 

そして 人々 に は 彼の 言に 耳を貸し、 従うよう お命じに なった。 
時に、 部下 達 は ある ことで その 指揮官 を 怒らせて しまった。 
彼 は 「薪 を 集めよ」 と 言った。 
部下 達 は それ を 集めて 来た。 
彼 は 「それ を 燃やせ」 と 言った。 
彼等 は それに 火 をつ けた。 

その後 彼 は 「アツ ラーの み使い は 諸君に 私の 言葉 を 聞き 従うよう お命じに ならなかった 

か」 と 言った。 

彼等 は 「はい （そのよう に） 申されました」 と 言った。 



すると 彼 は 「それで は 火に 入れ」 と 命令した。 
その 時 彼等 は 互いに 顔 を 見合わせた。 

そして 「われわれ は 火から 逃れる ために アツ ラーの み使いに 救済 を 求めた の だ」 と 言った。 

その 考え は 皆 同じであった。 

やがて 指揮官 の 怒り も 治まって 火 は 消された 。 

彼等が 帰った 時、 その 出来事 を 預言者に 話した。 

すると その 御 方 は 「もし あなた 方が それに 入って いたら、 その 中から はずつ と 出られな かつ 
たであろう。 

服従 は 正しい ことにお いての みある の だ」 と 申された。 

前述と 同様の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

ウバー ダゼン 'ヮ リード は 彼の 祖父が 伝えた 話 を、 彼の 父から 聞いた として 伝えて いる 

われわれ は、 われわれが 逆境に あっても 順境に あっても、 満足して いる 場合で も 不満足 
な 場合で も、 そして また 統治者の 利己 や 偏重が あっても 彼の 言に は 耳 を 傾けて 服従し、 
統御す る 立場の 者と 争う こと はしない。 

そして アツ ラ一 の 間 題に おいて は、 われわれが どのような 立場に 在ろうと も、 人の 非難な 
ど は 恐れる ことな 《真実 を 述べる という ことで アツ ラーの み使いに 忠誠のお 誓い を 申し 上 

げた。 

これと 同様な ハディ一 スは別 伝承 者路 にても 伝えられ ている。 
前述の ような ハディ一 スは 他の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

ジュナ 一ダ' ビン' アブ一 'ゥ マイヤ は 伝えて いる 

われわれ は ゥバ一 ダゼン 'サ 一ミトが 病に 伏してい る 時、 彼 を 訪問した。 

そこで われわれ は 「アツ ラ一 が あなたの 病気 をお 治し 下さいます ように」 と 祈った 後 「アツ ラ 

—力 《 ( われわれの) ためにな るよう 下された 話に ついて 語って 下さい。 

あなた は それ を アツ ラ一 のみ 使いから 聞いて いるでしょう」 と 言った。 

すると 彼 は (次の ような) 話 をした。 

アツ ラ一 のみ 使い はわれ われ を 招かれた。 

そこで われわれ は その 御 方に 忠誠の 誓い をした。 

その 時、 その 御 方が われわれに 誓わせた 事柄 は、 われわれが 満足して いる 場合 も、 不満 
足の 場合 も、 そして 逆境に あっても 順境に あっても、 またたと え 利己 や 偏重が あつたと して 
も、 統治者の 言に は 耳 を 傾けて 服従し、 統御す る 立場の 者と は 争わない という ことで ある。 



そして その 御 方 は 「だ 力、 あなた 方が 知っている イス ラームの 規則の 中で 確かに 否認され 
ている こと を (統治者の 行為に） 見た 時 は 別で ある」 と 申された。 



心に やまし さなく 公正に 振 まう 統治者に は 仁大な 報酬が ある 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使 いはほ こと、 統治者 は 盾で ある。 

人々 は 彼の 背後で 戦い、 彼に よって (暴力 や 侵略者から） 保護され る。 

それでもし 彼が 至高 偉大なる アツ ラ一 を 畏れて 命令 を 下し、 公正に 物事 を 行えば 彼への 

報酬が ある。 

だが もし 彼が そのような ことなくして 命令したなら (その 結果 は） 彼の 身の上に 及んで くるで 
あろう」 と 申された。 



最初に 忠誠 を 誓われた カリフ こそ 真の カリフで ある 



アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「イスラエルの 民 は 預言者 達に よって 統御され て 来た。 
それで、一 人の 預言者が 亡くなる と 次の 預言者が 後 を 継いだ。 
だが 私の 後に 項 言 者 はない。 

やがて カリフ 達が 存在す る ことにな ろう 力、 それ は 多数に のぼるであろう」 と 申された。 
教 友達 は 「(われわれが 複数の カリフ を 戴いた 場合） あなた はわれ われに 何 をお 命じに な 
リま すか」 と 言った。 

み使い は 「最初に 忠誠 を 誓われた カリフ こそ 真の カリフで あり、 その 者 達に こそ 彼等の 権 
利 を 与えよ。 

まこと、 アツ ラ一 はお 任せに なった 事柄に 関し、 それ を 任せられた 者 達に （直々） お問いに 
なる であろう」 と 申された。 

前述 同様の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「私が 亡くなった 後、 利已 '偏重 や あなた 方が 好まない 多くの 問題が 
起って くるであろう」 と 申された。 

人々 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 われわれの 中で それに 直面した 者 （があった としたら その 
者） にあな たは どのようなこと をお 命じになります か」 と 言った。 
み使い は 「あなた 方 は (統治者に 服従して） あなた 方の 義務 を果 し、 あなた 方が 受ける ベ 
きもの は アツ ラーに 祈願せ よ」 と 申された。 

アブ ドル' ラフ マ一 ン ■ ビン ■ アブ ド 'ラ ツビ 'カァ / く は 伝えて いる 

私が マス ジドに 入る と、 力 アバ 神殿の 影に アブ ドッラ 一ゼン 'アム ル 'ビン 'アースが 座つ 

ており、 彼の 周囲に は 人々 が 集って いた。 

私 も 彼等の 所に 行き、 その 人の 話 を 聞く ために 座った。 

(その 時 彼 は 次の ような 話 をした） 

われわれ は アツ ラーの み使いと 旅 をし、 ある 場所で 休息した。 

われわれの ある 者 は テント を 張り、 ある 者 は 射撃の 競争 を 始め、 ある 者 は 乗 用 動物の 世 

話 をした。 

その 時、 み使いの ァザ一 ン 詠唱 者が 礼拝の ための ァザ一 ンを 行った。 
われわれ はみ 使いの 所に 集合した。 

その 時み 使い は 「私 以前の 預言者 は 彼が 人々 のために なると 知っている 善事に 彼の 民 
族 を 導く ことと、 人々 のために はならない と 分って いる こと を 警告す る 義務 を 負って いた。 



時に、 あなた 方の この 共同体 は その 歴史の 最初に おいて は 平和で こと 無く 推移した が、 
末期に 至る と 不幸 や あなた 方が 否認す る 諸々 の 問題に 遭遇す るであろう。 
(すなわち） 騒乱が 次々 に 起り、 それが 起る たびに その 規模 は 前に 増して 激しい ものと な 

る。 

騒乱が 起る と 信者 は 『これ は 私 を 破滅させる ものである』 と言う。 

それが 過ぎる とまた 次の 騒乱が やって来る。 

すると 信者 は 『これ こそ は (私の 終焉で ある） これ こそ は (私の 終焉で ある)』 と言う。 

それで、 火から 救われて 楽園に 入れられる こと を 望む 考は、 アツ ラ一 を 信じ、 最後の 審判 

日 を 信じて 死 を 迎えねば ならぬ し、 人々 に対して は 彼 自身が 望んで いるよう な こと をして 

上げねば ならない。 

そして、 カリフに 忠誠 を 誓った 者 は 約束 を 履行し 誠意 を尽 し、 出釆 るかぎ リ 彼に 服従せ よ。 
それでもし 別の 者が (カリフの 地位 を） 争うた めに 現れたら、 あなた 方 は 後に 現れた 者の 首 
を 打て」 と 申された。 

私 (伝承 者） は 彼 (アブ ドッラ 一'ビン 'アム ル） に 近づき 「あなた は あなた 御 自 身が アツ ラ一 
のみ 使いから それ を 聞いた と アツ ラーに 誓えます か」 と 言った。 
彼 は 彼の 両手で 己の 両耳と 胸 を 指し示し 「私の 両耳が それ を 聞き、 私の 心が それ を 記憶 
している」 と 言った。 

私 は 彼に 「しかしながら、 あなたの 従兄弟 ムァ一 ウイ ャ はわれ われの 財産 を われわれの 
間で 無益に 消費し、 あまつさえ われわれ 自身 を 殺す ような こと を 命じて います (注）。 
時に アツ ラー は 「信仰す る 者よ、 あなた 方の 財産 を 不正に あなた 方の 間で 浪費して はなら 
ない。 

また あなた 方 自身 を 殺し (たり 害し) て はならない。 

まことに アツ ラ一 は あなた 方に 慈悲 深く あられる」 （クル ァ一ン 第 4 章 29 節) と 申されて おり 
ます」 と 言った。 

すると 彼 はしば らく 沈黙して いたが ややあって 「彼が アツ ラ一 の 御意 志に 叶った こと をして 
いるかぎ リ において は 彼に 従え。 

それで 彼が アツ ラーの 御意 志に 反した こと をして いる 場合 は 彼に 従って はならぬ」 と 言つ 

た。 

(注） これ は ァリ一 （四 代 正統 カリフ） と ムアー ウイ ャ との 闘争 を 意味して いる。 

すなわち ァリ一 と ムァ一 ウイ ャの 立場 を 見た 場合、 ァリ一 は ムァ一 ウイ ャに 先んじて 忠誠 

の 誓い を 得て いる わけで あるから、 この ハディ一 ス によれば ムアー ウイ ャには 正当性 はな 

い。 

従って ムアー ウイ ャがァ リーとの 戦の ために 用意す る 軍備の 費用 は 無益の 出費と いう わ 
けで ある 



前述 同様な ハディ一 ス はいくつ かの 伝承 者 経路で も 伝えられ てし、 る 



アブ ドル ■ ラフ マ一 ン ■ ビン ■ アブ ド ■ ラ ツビ ■ カァ / く ■ サ一ィ ディ一 は 伝えて いる 

私 は 一団の グループ を 力 ァ / く 神殿の 側で 見た。 
(残余の ハディ一 スは 前述と 同様で ある） 



統治者の 圧制 や 利己主義に 耐える こと 

ゥ サイド 'ビン 'フ ダイ ルは 伝えて いる 

アン サールの 男が アツ ラーの み使い を わきへ お連れして 「あなたが 某 を （政府の 要職に） 

お就けに なった ように、 私に も そのよう にして 下さいません か」 と 言った。 

み使い は 「あなた 方 は 私の 後に 必ず 特恵 を 得る であろう。 

従って あなた 方が 楽園の 清流の ほとりで 私に 再会す るまで 忍耐せ よ」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは 同一人物 を 根拠と して 他の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

シ ユウ バ (中途 伝承 者の一 人） はこの ハディ一 スを 伝えて いる 力、 それに は 「その 男が アツ 

ラ一 のみ 使い を わきへ お連れした」 と は 伝えて いない。 



統治者 達が たとえ 人々 の 権利 を 禁じても 彼等に 従う こと 

アル 力 マゼン 'ヮ 一"^ r ルリ、 ドラ ミ一 は 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

サ ラマ' ビン' ヤジード' ジ ユア フィ一 は アツ ラーの み使いに 「預言者よ、 もし われわれの 上 
に 自分 達の 権利の み 主張し、 われわれの 権利 は 認めない 統治者が 立った としたら、 あな 
たは われわれに 何 をお 命じに なリ ます か」 と 尋ねた。 
しかし、 その 御 方 は 何もお 答えに はならなかった。 
それで 彼 は 再び、 または 三度 同じ こと を 尋ねた。 

その 時、 ァ シュア ス 'ビン' 力 イスが 彼 を わきに 連れて行き 「彼等の 言う こと を 聞き 従う の だ。 
彼等に は 彼等が 行った ことに 対する 報いが ぁリ、 あなた 方に は あなた 方が 耐え忍んだ 報 
酬が ある」 と 言った。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 
その 中で は 「その 時、 ァ シュア ス 'ビン' 力 イスが 彼 を 引いた。 
そして 『彼等の 言う こと を 聞き 従う の だ。 

彼等に は 彼等が 行った ことに 対する 報いが あり、 あなた 方に は あなた 方が 耐え忍んだ 報 
酬が ある』 と 言った」 と 述べて いる。 



騒乱 時 はもち ろん、 いかなる 状況に おいても、 イスラ一 ム 社会に 忠実で ぁリ、 
それに 背いた リ、 離脱して はならない こと 

フザ ィファ ■ ビン ■ ャ マーン は 伝えて いる 

人々 は アツ ラ一 のみ 使いに 良き 世の中に ついて 尋ねて いた。 

時に 私 は 悪しき 世に 私が 居合わせる こと を 懸念して それにつ いて 御 尋ねした。 

私 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 われわれ はこれ まで 不幸と 無明の 時代 （ジャー ヒリ一 ャ 時代） 

におり ました。 

そこに アツ ラーが この 良き 世 （イス ラームの 時代） を もたらされました。 
この 良き 世の 後に は 悪しき 世が あるので しょうか」 と 言った。 
み使い は 「ある」 と 申された。 

そこで 私 は 「その 悪しき 世の 後に はいくら か は 良き 世が 戻る のでし ようか」 と 言った。 
み使い は 「戻る。 だが その 時には 不健全な ものが 存在す る」 と 申された。 
私 は 「その 不健全な もの は 何でしょう」 と 言った。 

その 御 方 は 「ある 人々 は 私の 慣行で はない ものに 従って 行き、 私の 導いた 道から 外れて 

(人々 を) 導く。 

君 は それらの 者 達の 中に 君が 否認す るよう な （悪しき 人物 を） 知る であろう」 と 申された。 

私 は 「それで、 その 良き 世の 後、 また 悪しき 世が 来る のでし ようか」 と 言った。 

その 御 方 は 「ある。 地獄の 門の 側で 招く 者が あるが (その 時で ある) 彼等に 応ずる 者 は、 

彼等が その 者 を 地獄に 投げ込む であろう （注）」 と 申された。 

私 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 その 者 達 は どのような 人々 か 話して 下さい」 と 言った。 

み使い は 「よろしい。 

彼等 はわれ われと 同じ 血 を 受け継いだ 者で、 また 同じ 言語 を 話す 者 達で ある」 と 申された。 
私 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 もし 私が その 時 生きて いたら、 あなた は 私に どのよう にせよ と 
言われます か」 と 言った。 

み使い は 「君 は ムス リム 達の 主流 グル一 プで、 その イマ一 ム （指導者） にっかね ばなら 
ぬ」 と 申された。 

私 は 「もし 彼等に グループ もな く イマーム もい なかったら…」 と 言った。 
すると 「（やがて 起る であろう） 諸々 の 団体の 全てから 離れよ。 
たとえ 君が 木の 根 を 食い 続けて 死に 至った としても」 と 申された。 

(注） これ は 人々 に 悪事 を そそのかし 堕落せ しめる 者 達の 例 を 引いた ので ある。 
その 誘惑に 負けて しまった 者 は 結果と して 地獄に 落ちる 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている 力、 それによ ると フザ ィファ ゼン' ャマ一 
ンは （次のように） 伝えて いる 



私 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 われわれに は 悪い 時代 （ジャー ヒリ一 ャ 時代） が ありました。 

そこに アツ ラ一 が 良き もの （イスラ一 ム) をお 与え 下さいました。 

今 われわれ は その 恩恵に 浴して お ります。 

それで、 この 良き 世の 後に 悪しき 世が 来る のでし ようか」 と 言った。 

み使い は 「来る」 と 申された。 

私 は 「その 悪しき 世の 後に、 良き 世が 来る でしよう か」 と 言った。 
み使い は 「来る」 と 申された。 

私 は 「その 良き 世の 後に 悪しき 世が 来る のでし ようか」 と 言った。 

み使い は 「来る」 と 申された。 

私 は 「どのような 状態で…」 と 言った。 

その 御 方 は 「私が 亡くなった 後、 私の 導き 方で (人々 を) 導かず、 私の 慣行に 従わない イマ 
ーム 達が 出現す るであろう。 

それらの 人々 の 中には 人間の 姿 をし、 悪魔の 心 をした 者 達が 出て 来る であろう」 と 申され 

た。 

私 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 もし 私が その 時 生きて いたら、 私 はどう すれば 良いで しょう」 と 

ぼった。 

み使い は 「君 は その 統治者の 言 を 聞き 従う のです。 

たとえ 背 を 打 たれ 財産 を 奪われた としても、 あなた は (その 者の） 言 を 聞き 従わねば ならな 

し、 （注） と 申された。 

(注) もし 善良な 人々 に 力が あるなら 圧制者 を 追放し、 正義の リ一ダ 一を 擁立す る こと も 出 

来る。 

しかし その 力 がな けれ ば 耐え忍ぶ ので ある 。 

命令に 背く こと は 騒乱 を 招き、 ひいては 社会生活から 堕落 を 生み、 圧制 以上に 悪しき もの 
となると される 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「（統治者の 命に） 背き、 イスラ一 ム 社会から 離脱して 死せ る 者 は、 ジ 
ャ一 ヒリ一 ャ 時代の 死と （変わらな し、） 死に 方 をした ので ある。 
また 無分別に、 ただ 部族 連帯 意識に 燃え、 そして 同胞の ために （人々 を) 結集し、 あるい 
は それの 支援の ために 戦って 死せ る 者の 死 は ジャ一 ヒリ一 ャ 時代の 死に 方 をした ので あ 

る。 

また、 私の 共同体 を 襲って 善良な 者、 邪な 者の 区別な く 殺害し、 信仰 篤い 人に も 何の 配 
慮 もな ぐ 安全 を 保証され ている （注） 人への 約束 も果 さない 者 は、 私の 共同体の 一員で 
はない し、 私 も 彼と 関係 はない」 と 申された。 



(注） ァ ハル 'ル' ズ インマと 言われる 人の こと。 

彼等 は、 イスラ一 ム 世界に 住む 非 ムス リムで あるが、 人頭税 や 土 地税 等 を 収めて 生命- 
財産の 安全 を 保証して もらって いる 人々 である 

前述の ハディ一 スは アブ一' フライ ラを 拠り所と して、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている 力、 それ 
に は 言葉に 若干の 相違が ある。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「統治者の 命に 背き イスラ一 ム 社会から 離脱して 死せ る 者 は ジャ一 ヒ 
リ一ャ 時代の （死と 変わらない） 死に 方 をした ので ある。 
また 無分別に、 ただ 部族 連帯 意識に 燃え、 そのために 戦って 死せ る 者 はわが 共同体の 
一員で はない。 

また わが 共同体から 離脱して その 共同体 を 襲い、 善良な 者 邪な 者の 区別な く 殺害し、 信 
仰 篤い 人に も 配慮せ ず、 安全 を 保証され ている 人への 約束 も果 さない 者 は 私と 関係ない 
者で ある」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ いる。 

イブ ン. アツ パース は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「統治者に 何 か 意に そわぬ こと を 見ても 忍耐せ よ。 

たとえ 1 わた リ （親指と 小指 を 広げた 程の 幅） であっても、 イスラ一 ム 社会から 離脱して 死 

せる 者 は ジャー ヒリ一 ャ 時代の 死と 変わらない 死に 方 をした ので あるから」 と 申された。 

イブ ン. アツ パース は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「統治者に 何 か 忌まわし いと 思う ことがある 者 も 忍耐し、 背いて はなら 

ぬ。 

1 わたりで も、 支配権より 出て 死せ る 者 は 誰でも ジャ一 ヒリ一 ャ 時代の 死に 方 をした に 他 
ならない の だ」 と 申された。 

ジ ユン ダブ ■ ビン ■ アブ ド ッラ一 ■ ' く ジャリ 一は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「部族 連帯 意識 を 煽り、 または それ を 支持して 無分別な 集団の 下で 
戦って 殺された 者 は 、ジャー ヒリ一 ャ 時代の 殺され 方 をした ので ある」 と 申された。 

ナ一 フィゥ は 伝えて いる 

アブ ド ッラ一 ■ ビン' ウマルが アブ ドッ ラ一 ■ ビン ■ ムテイ一 ゥを 訪問 したの は/ 、ッラ （注) でャ 
ジ一ド 'ビン' ムァ一 ウイ ャの 時代、 （マディ一 ナの 人々 に 非道な 行為が なされた） 頃で あつ 



た。 

彼 (アブ ド ッラ一 ゼン' ムテイ一 ゥ） は 「アブ一' アブ ドル 'ラ フフ マーン （イブ ン 'ウマルの 別 

称） に クッション をお 出しせ よ」 と 言った。 

すると 彼 は 「私 は 無駄話 をし に 来たので はない。 

私 は 君に アツ ラーの み使いから お聞きした 話 をす るた めに 来たので す。 

み使い は 『（統治者への） 服従の 約束 を 破る 者 は、 審判の 日 、 アツ ラ一 の 御前に 立った 時、 

弁解の 余地 は 全くない。 

また (統治者に 対し） 忠誠の 誓いの 義務 を果す ことなく 死せ る 者 は 、ジャー ヒリ一 ャ 時代の 
死に 方 をした ので ある』 と 申された」 と 言った。 

(注) アブ ドッラ 一'ビン 'ムテイ一 ゥはャ ジ一ド (680-683) への 忠誠の 誓い を 拒んだ 者の一 

人で あり、 ハツ ラ （マデイーナ 近 交 での 戦に は クライ シュの 指揮官で もあった。 

ハツ ラの戦 は ヤジードが 彼に 対する 反軍 征服と マディ一 ナの 人々 から 忠誠の 誓い を 得る 

目的で 派遣した ムス リム ゼン 'ゥ クバ ドム ツリーの 軍と、 アブ ドッラ 一'ビン' ムテイ一 ゥの 

率いる クライ シュ 軍、 それに 組す る アブ ドッラ 一'ビン' ハン ザラの 率いる 軍との 戦いで あつ 

た 

イブ ン 'ウマル は 預言者から 聞いた として 前述 同様の ハディ一 スを 伝えて いる。 
前述 同様な ハディ一 スは 他の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



ムス リム 達の 結束 を 乱す 者に 対する 裁定 



アルファ ジャは 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いが 「近き 将来、 騒乱 その他 様々 な 災禍が 起る であろう。 
それで、 この 共同体が 結束して いる 時、 それ を 分裂 させよう とする 者 は、 それが どのよう 
な 者で あっても 剣で 打て」 と 申される の を 聞いた。 

前述の ハディ一 スで 他の 伝承 者 経路で 伝えられ たものに は 「彼 を 殺せ」 と 述べられ ている。 

前述 同様な ハディ一 スで別 伝承 者 経路で 伝わる ものの 中には 次のように 伝えて いるもの 
も ある (すなわち） 

私 （アルファ ジャ） は アツ ラーの み使いが 「あなた 方が一 人の 人物の 統率の 下に 結束して 
いる 時、 あなた 方の 団結 を 乱し 分裂 させようと してやって 来る 者 は、 殺して しまえ」 と 申さ 
れ るの を 聞いた。 



二人の カリフに 忠誠の 誓い を させられた 時 



アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「二人の カリフに 忠誠の 誓い を させられた 時 は、 後から それ を させた 
方 を 殺せ」 と 申された。 



統治者 達が 聖 法に 反した 行為に 及んだ 場合 は それ を 否定し なければ なら 
ない が、 彼等が 礼拝 を 続ける かぎ リ戦を 起して はならない 



ゥンム 'サ ラマ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「将来、 幾人 かの 統治者が 立つ であろう。 
あなた 方 は （彼等の 所業の ある もの は） 良い とみな し、 また ある もの は 否認す るであろう。 
それで、 彼等の 悪い おこない を 見た 者が (それ を 止めさせようと 努めた としても） 非難され 
る ことで はない。 

また 彼等の 悪い おこない を 否認しながら、 それ を 阻止 出来ない としても アツ ラーのお 怒り 
に ふれる こと はない。 

しかし、 彼等の 悪い おこない を 是認し、 それに 従って 行く 者 は 破滅す るであろう」 と 申され 

た。 

人々 は 「われわれ は 彼等と 戦って はならない のでし ようか」 と 言った。 
その 御 方 は 「彼等が 礼拝 を 続ける かぎり （戦って は) ならぬ」 と 申された。 

この ハディ一 スは 預言者の 妻 ゥンム 'サ ラマ を 根拠と して、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ それに 

は 次のように ある 

み使い は 「幾人 かの 統治者が あなた 方の 上に 任命され るであろう。 

それで あなた 方 は （彼等の 所業の ある もの は） 良い とみな し、 また ある もの は 否認す るで 

あろう。 

それで 彼等の （悪い おこない を 見た 者が それ を) 憎んだ としても (アツ ラ一 の） お 害め はな 

い。 

また 彼等の 悪い おこない を 非難した としても (アツ ラーのお 怒りに） ふれる こと はない。 
しかし、 彼等の 悪い おこなし、 を 是認し それに 従って 行く 者 は (破滅す るであろう） と 申され 
た。 

人々 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 われわれ は 彼等と 戦って はならない のでし ようか」 と 言った。 

その 御 方 は 「ならぬ。 彼等が 礼拝 を 続ける 限り」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは ゥンム 'サ ラマ を 根拠と して 別の 伝承 者 経路で も 伝えられて いるが、 

それに は 「彼等の （悪い おこない を 見た 者が それ を） 非難した としても 差支えない。 

また 彼等の 悪い おこなし、 を 憎んだ としても (アツ ラー は） ぉ箬 めに はならない」 と 述べられ 

ている。 

ゥンム *サ ラマ を 根拠と する この種の ハディ一 スで 、別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ たも 
のの 中には 「しかし、 彼等の 悪い おこなし、 を 是認し、 それに 従って 行く 者 は (破滅す るで あ 
ろう）」 というみ 使いの 言葉が 述べられて いないの が ある。 



最良の 統治者と 最悪の 統治者 

ァゥフ 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方の 最も 良き 統治者 は、 あなた 方 は 彼等 を 愛し、 彼等 も あな 
た 方 を 愛する。 

そして また、 彼等 は あなた 方の ために 祈り、 あなた 方 も 彼等の ために 祈る、 そのような 人 
達で ある。 

—方、 あなた 方に とって 最も 悪い 統治者 は、 あなた 方 は 彼等 を 憎悪し、 彼等 も あなた 方 を 
憎み、 あなた 方 は 彼等 を 呪い、 彼等 も あなた 方 を 呪う、 そのような 者 達で ある」 と 申された。 
その 時、 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 われわれ は 剣 を 取って 彼等と 闘って はならない のでしょう 
か」 という 問が あった。 
その 御 方 は 「ならぬ。 

彼等が あなた 方の 間で 礼拝 を 行う 限りに おいて は。 

それでもし あなた 方が あなた 方の 統治者から、 嫌悪す るよう な 何 力、 を 見たなら、 その 者の 

行為 を 憎め、 そして 背いて はならぬ」 と 申された。 

ァゥフ 'ビン' マ一 リク' ァシュ ジャィ 一は 伝えて いる 

私 は アツ ラーの み使いが 「あなた 方の 最も 良き 統治者 は、 あなた 方 は 彼等 を 愛し、 彼等 も 
あなた 方 を 愛し、 彼等 は あなた 方の ために 祈リ、 あなた 方 は 彼等の ために 祈る ような 人達 

である。 

—方、 あなた 方に とって 最も 悪い 統治者 は、 あなた 方 は 彼等 を 憎悪し、 彼等 は あなた 方 を 
憎み、 あなた 方 は 彼等 を 呪い、 彼等 も あなた 方 を 呪うよう な 者 達で ある」 と 申される の を 聞 

いた。 

その 時、 そこに 居た 人々 が 「アツ ラーの み使いよ、 （そのような 場合） われわれ は 彼等と 闘 
つて はならない のでしょう 力、」 と 言った。 
み使い は 「ならぬ。 

彼等が あなた 方の 間で 礼拝 を 行う 限りに おいて は。 

よく 聞け、 人が 統治者と して 戴いた 者に、 アツ ラ一 に対して 反抗す るよう な 何 か を 見たなら、 

彼の アツ ラーへの 反抗 そのもの を 憎め、 そして 彼に 背いて はならぬ」 と 申された。 

イブ ン' ジャー ビル は ルザ イク (伝承 者の一 人） が 彼に この ハディ一 スを 話した 時、 ルザ ィ 

クに 「アブ一' ミクダ 一ム （ルザ イクの 別称） よ、 君 は それ を ムス リム' ビン' カラ ザから 聞い 

たのです か。 

それとも 彼が それ を 君に 述べた のです か。 

また 彼 （ムス リム） は ァゥフ から それ を 聞いた のでし ようか。 

(もしそうなら） 彼 は アツ ラ一 のみ 使いから この ハディ一 スを お聞きした と言うので しょうか」 

と 尋ねた。 



この 時 ルザ イク は 正座して キ ブラに 向し 、「アツ ラ一 以外い かなる 神 もな し、、 その アツ ラーに 
誓し、、 私 は ムス リム' ビン' カラ ザ 力 《 『私 は ァゥフ 'ビン' マ一 リクが アツ ラ一 のみ 使いよ リぉ 
聞きした』 と 言って いるの を 聞いた の だ」 と 言った。 
前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



司令官 は 戦闘に 際し 部下から 誓約 を 得る の は 好ましい ことで ある。 
そして、 アツ ラーが 満足され る、 木の 下での 忠 破の 誓約に ついての 脱 明 

ジャー ビル は 伝えて いる 

フダ イビ一 ャ （注） の 日、 われわれの 軍勢 は 1400 人であった。 
われわれ は その 御 方に 忠誠の 誓約 をした。 

この 時 ウマル はサ ムラと 呼ばれて いる 木の 下で その 御 方の 手 を 取って 忠誠の 誓約 をした。 
伝承 者 は 「われわれ は その 御 方に （マッカ 軍と 遭遇した 時） その 闘から 逃げない という 誓 
約 をした ので あり、 死ぬ まで 闘う という 誓約 をした のではなかった」 と 言った。 

(注) 628 年 3 月 ムハンマド は 最初の マッカ 巡礼 を 企て、 それ は 実行に は 至らな 力、 つたが、 
マッカの 聖域の はずれの フダ イビ一 ャで クライ シュ 部族との 盟約が 結ばれ、 翌年 改めて マ 
ッ カ巡ネ し を 行う こと、 向う 10 年間の 休戦、 遊牧 部族に ムハンマド および クライ シュ 部族の 
双方と 自由に 同盟 を 結ばせる ことな どが 約束され た。 （前 嶋信次 編' 西 アジア 史） 

前述の ハディ一 スは ジャ一 ビル を 根拠と して 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

それに は 次の ような 部分が ある （すなわち） 彼 （ジャ 一ビル） は 「われわれ は アツ ラ一 のみ 使いに、 

死につ いての 誓約 をした ので はなく （闘いから） 逃げない という 誓約 をした の だ」 と 言った。 

アブ一 ■ ズノ 《ィル は 伝えて いる 

彼 (アブ一 'ズ バイ ル） は ジャ一 ビルが 「 フダ イビ一 ャの 日の 人数 は どれ 程でした か」 という 

質問 を 受けて いるの を 聞いて いた。 

ジャ一 ビル は 「われわれ は 1400 名であった。 

その 時 われわれ は その 御 方に 忠誠の 誓約 をした。 

そして ウマル は 木の 下で 座って おり 手 を 握って いた。 

その 木はサ ムラの 木であった。 我々 は その 御 方に 忠誠の 誓約 をした。 

だが ジャ ッド 'ビン' 力 イス' アンサ一 リ 一だけ は 彼のら くだの 腹の 下に 隠れて いた。 

アブ一 'ズ バイ ルは 伝えて いる 

私 は ジャ一 ビルが 「預言者 は ズ一ル 'フライ ファ (地名） で 忠誠の 誓約 を 受けて おられ まし 

たか」 と 質問され ている の を 聞いた。 

彼 (ジャー ビル） は 「いや （そこで は 受けなかった） 

だが み使い は そこで 礼拝 を 挙行され た。 

み使い はフダ イビ一 ャ にある 木の 傍 以外に はいかなる 木の 傍で も 忠誠の 誓約 はお 受け 
に はならなかった」 と 言った。 



また ジャ 一ビル' ビン' アブ ドッラ 一は 『預言者 はフダ イビ一 ャ にある 井戸に ついて (水の 出 
が 良ぐ よるよう） 祈った』 と言うの を 聞いた。 

ジャ一 ビル は 伝えて いる 

フダ イビ一 ャの 日、 われわれの 軍勢 は 1400 名であった。 

預言者 はわれ われに 「本日、 あなた 方 はこの 大地に 生 を 受けて いる 人々 の 中で 至福の 
人々 である」 と 申された。 

ジャ一 ビル は 「もし 私が 視力 を 失って いな 力、 つたら、 その 木の 場所 を 諸君に 示した のに」 と 

B つた。 

サ一 リム' ビン' アブ一 'ジャ アド は 伝えて いる 

私 は ジャ一 ビル ゼン' アブ ドッラ 一に その 木の （下で 忠誠の 誓約 をした) 教 友達の 人数に 
ついて 尋ねた。 

彼 は 「たとえ われわれが 十万の 人数で も （その 井戸水 は それらの 人々 の 渴を癒 やすの 
に） 十分に 足りた。 

だが われわれの 人数 は 1500 名であった」 と 言った （注）。 

(注) 教 友達が フダ イビ一 ャに 着いた 時 そこに 丼 戸 を 見出した 力、 それ はしみ 出る 程の も 

ので、 彼等の 人数 をうる おすに は 十分ではなかった。 

だが 預言者が その 井戸に ついて 祈願す ると 水量が 増加した という。 

これ は 預言者の 行った 奇蹟の一 つと されて いる 

ジャー ビル は 伝えて いる 

たとえ われわれが 10 万の 人数で も （その 井戸の 水 は） 十分に 足リ た。 
だが、 われわれの 人数 は 1500 名であった。 

サ一 リム' ビン ■ アブ一 ■ ジャ アド は 伝えて いる 

私 は ジャ一 ビルに 「あの 時 何人 居られた のです か」 と 聞いた。 
ジャー ビル は 「1400 名であった」 と 言った。 

アブ ドッラ 一'ビン' アブ一 'ァ ウファ一 は 伝えて いる 

その 木の 下で 忠誠の 誓約 をした 教友は 1300 名であった。 

その 中で ァス ラム 族の 人々 が ムハ一 ジル (移住者) の 8 分の一 を 占めて いた。 



前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

マ アキ ルゼン ■ ャサ一 ルは 伝えて いる 

私 は その 木の 曰 、 そこに 居合わせ たこと を 覚えて いる。 
預言者 は 人々 から 忠誠の 誓約 をお 受けに なって いた。 

私 は 木の 小枝 を その 御 方の 頭上に 掲げて いた。 （その 日） われわれの 人数 は 1400 であつ 

た。 

彼 は 「われわれ は その 御 方に 死の ための 誓約 をした のではなかった。 
だが、 （戦闘で) 逃げない という 誓約 をした ので ある」 と 言った。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 

サイ一 ドゼン 'ム サイ ャブは 伝えて いる 

彼 (サイ一 ド） は 「私の 父 は その 木の 傍で アツ ラーの み使いに 忠誠の 誓約 をした 人達の一 
人であった」 と 言った。 

彼の 父 は 「その 翌年の こと、 巡礼の ために その 道 を 行った 時、 その 木の 在る 場所が われ 
われに は 分らなかった。 

それで、 もし それが あなた 方に 明瞭なら、 あなた 方 は 確かに 賢明な 方 達で ある」 と 言った。 
また サイ一 ド 'ビン 'ム サイ ャブは 彼の 父からの 話と して （次のように) 伝えて いる。 
人々 は その 木の （傍で 忠誠の 誓約 をした） 年、 アツ ラ一 のみ 使いのお 側に いた。 
そして 彼の 父 は 「だが 人々 は その 翌年に その 場所 を 忘れて しまった」 と 言った。 

サイ一 ド' ビン 'ム サイ ャブは 彼の 父からの 話と して 伝えて いる 
私 (サイ一 ドの 父） は 確かに その 木 を 見た。 
だが その後、 そこに 来て 見た がその 在り かが 分らなかった。 

ヤジード ■ ビン ■ アブ一 ■ ゥバ イド (サ ラマ ■ ビン ■ ァク ワウの マウラー） は 伝えて いる 

私はサ ラマに 「あなた 方 はフダ イビ一 ャの 日、 何に 関して アツ ラーの み使いに 忠誠の 誓約 

をされ たのです か」 と 言った。 

彼 は 「（戦って） 死す ことにつ いてで ある」 と 言った。 

前述の ような ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ ドッラ 一'ビン' ザ イド は 伝えて いる 

ある 者が 彼の 所に 来て 「イブ ン ■ ' 、ン ザラ （注） は 己の ため 人々 に 誓約 させて いる」 と 言つ 

た。 



アブ ドッラ 一は 「何のた めに」 と 尋ねた。 

すると その 男 は 「(彼に 従って) 死す ためです」 と 答えた。 

アブ ドッラ 一は 「私 は アツ ラ一 のみ 使いに （忠誠の 誓約 をした 後で は) 何人に も それ はせ 

ぬ」 と 言った。 

(注) 彼の 正式 名 は アブ ドッラ 一'ビン' ハン ザラ といい 、マデイーナの 近郊 ■/、 ッラの 戦いで 
は アンサ一 ル (マディ一 ナで預 者 を 助けた 人々） の 指揮官であった。 
彼 はこの 日 の 戦いで 戦死した 



ムハー ジル (移住者） が 故郷に 住む 目的で 再び その 地に 帰る こと は 禁止 さ 

れ ている 



サ ラマ' ビン 'ァク ワウ は 伝えて いる 

彼 は ハツ ジャ一 ジュを 訪れて 「や あ、 ァク ワウの 息子よ、 君 は 背教者と なり、 （移住 後) 再 
び 元の 地に 戻り、 べド ウイーン と共に 砂漠に 住んだ のか」 と 言った。 
彼 は 「いいえ、 そうで はない のです。 

だ 力、 アツ ラーの み使いが 砂漠に 行く こと をお 許しに なった のです」 と 言った （注）。 

(注) マッカ 征服 前 は 移住者が その 地 を 離れ、 許可な くして 故郷に 帰って しまう の は 背教 
者と も 見做され 大罪であった。 

それ は 預言者に 協力し、 イスラ一 ムを 支えて 行く ためであった。 

サ ラマの 場合 は どのような 事情 か は 明らかで はなし、 が、 彼 は 預言者の 許可 を 得て 砂漠に 

戻った ので ある 



マッカ 征服の 後 は イス ラームと 聖戦と 善行の ために 誓約す る。 
また" マッカ 征服の 後に ヒジ ユラ (移住） はない" という 言葉の 説明 

ムジャ 一シゥ ゼン' マス ゥ一 ド' スラミ 一は 伝えて いる 

私 は 預言者の 所に ヒジ ユラの 誓約 をす るた めに 行った （注）。 

すると その 御 方 は 「ヒジ ユラ は （マッカ 征服 以前に） それ を 行わねば ならなかった 人々 の 代 

で 既に 終った の だ。 

しかし 君 は 今、 イスラ一 ムの ため 聖戦の ため そして 善行の ために 誓約 を 行う がよ い」 と 申 
された。 

(注） ヒジ ユラ を 行った 者に は アツ ラーから 莫大な 報酬が あると された からで ある 

ムジャ 一シゥ ゼン' マス ゥ一 ド' スラミ 一は 伝えて いる 

マッカ 征服 後、 私 は 兄弟の アブ一 ■ マ アバ ドを アツ ラ一 のみ 使いの 所に 連れて行った。 
そして 「アツ ラーの み使いよ、 彼に ヒジ ユラの 誓約 を させて 下さい」 と 言った。 
み使い は 「ヒジ ユラ は （マッカ 征服 以前に） それ を 行わねば ならなかった 人々 の 代で 既に 
終った の だ」 と 申された。 

私 は 「それで は どのようなことで あなたに 誓約 を すれば (アツ ラーの 報酬が あるので す 
か）」 と 言った。 

その 御 方 は 「イスラ一 ムと 聖戦 それに 善行で ある」 と 申された。 

アブ一' ウス マーン は 「私 は アブ一' マ アバ ドに 会った。 

それで 彼に ムジャ 一シゥ の 言葉 を 話したら、 彼 は 『その 通りで ある』 と 言った」 と 述べた。 

前述の ハディ一 スは別 伝承 経路で も 伝えられ ている。 
しかし それに は アブ一' マ アバ ドの 名前 は 述べられ ていない。 

イブ ン"ァ ツバ一 スは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は マッカ 征服の 日 「今や ヒジ ユラ はない。 
ただ 聖戦と 善意の 決意の みで ある。 

それで あなた 方が 聖戦に 参加す るよう 求められたら それに 参加せ よ」 と 申された。 

前述の ような ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

ァ 一 イシ ャは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い はヒジ ユラに ついて 質問され ました。 
すると その 御 方 は 「マッカ 征服の 後 はヒジ ユラ は 終った。 



今や 聖戦と 決意で ある。 

それで あなた 方が 聖戦に 参加す るよう 求められたら、 それに 参加せ よ」 と 申されました。 

アブー ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 伝えて いる 

—人の 遊牧民が アツ ラ一 のみ 使いに ヒジ ユラに ついて 尋ねた。 

その 御 方 は r ヒジ ユラの ことか、 その 問題 はまこと に 厳しい ものである （注） 。 

ところで 君 は ラクダ を 所有して いるか」 と言われた。 

彼 は 「はい 持って ぉリ ます」 と 言った。 

その 御 方 は 「君 は それにつ いて 支払うべき サ ダカ を 果してい るか」 と言われた。 
彼 は 「はい」 と 言った。 

み使い は 「（たとえ ヒジ ユラが 出来な くと も） 君が 住む 所 は どこでも 善行 を 続けよ。 

アツ ラ一 は 君の 行為 を 少しもお 見の がしな く （それに 対する 報酬 をお 与え 下さる）」 と 申さ 

れた。 

(注) ここでの ヒジ ユラの 意 は、 家族 や 故郷 を 離れて マデイーナで 預言者と 共に 過す ことで 

ある。 

預言者の 言葉 は その 男が それに は 耐えられな いと 考えての ものである 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている 力、 それに は 次の ような 付加が 

ある。 

アツ ラ一 のみ 使い は 「君 は それらの 家畜に 水 を 与えた 日、 ミルク を 搾って （施しと して 分け 
与えて いるか）」 と 申された。 



女性 達の 忠誠の 誓いの 仕方に ついて 



預言者の 妻ァ r シャは 伝えて いる 

彼女 は 「女性の 信者 達が (マデイーナに) 移住して アツ ラーの み使いの 所に まいり ますと、 
至高 偉大なる アツ ラ一 の （次の ような) 御言 葉で 忠誠の 誓いが 行われました。 
(すなわち） 「預言者よ、 あなたの 許へ 女の 信者が やって来て、 あなたに 対して" アツ ラ一 
の 外 は 何もの も 同位に 崇めません。 盗み もしません。 姦通 もしません" と 忠誠 を 誓うなら」 

からこの 節 (クル ァ一ン 60 章 12 節) の 終りまで です」 と 言った。 

ァ一 イシ ャ はまた 「女性の 信者の 中で この （節で 述べられ ている） こと を 認めた 者 は、 それ 
の 是認 自体が (彼女 達に とって は） 合法的な 誓約と なりました」 と 言った。 
彼女 達が み使いに 忠誠の 誓い をした 時、 アツ ラ一 のみ 便い は 彼女 達に 「去って よい。 
私 は 確かに あなた 方の 誓約 を 得た」 と 申されました。 

でも、 アツ ラーに 誓って、 アツ ラーの み使い は 決して 女性の 手に は 触れませんでした。 
彼女 達の 誓約 は 言葉で 行われた のです。 

アツ ラ一 に 誓って、 み使い は 女性 達から、 いと 高く おわし ます アツ ラ一 がその 御 方に お命じ 
になった ものの みに よって 誓約 をお 取りに なった のです。 
み使いのお 手 は 決して 女性の 手に はお 触れに なりませんでした。 

そして その 御 方 は 彼女 達に 「私 は、 確かに あなた 方の 誓約 を 得た」 と 言葉で 申されて おら 
れ ました。 

ウル ヮは 伝えて いる 

ァ一 イシ ャは彼 (ウル ヮ) に 女性 達の 忠誠の 誓いに ついて （次のように） 話した。 

アツ ラーの み使い は 決して 女性の 手に お触れになる ことなく 誓約 をお 取りに なりました。 

その 御 方が その 誓約 をお 取リ になります と 「去って よい。 

私 は 確かに あなた 方の 誓約 を 得た」 と 申されました。 



出来る 事柄に おいて 、リーダ一 の 言葉 は 聞き 従う 誓約 をす る こと 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は 伝えて いる 

われわれ は アツ ラーの み使いに (その 方のお 言葉 を) 聞き 従う 誓約 をして おりました。 
み使い はわれ われに 「あなた 方の 出来 得る 事柄に おいて」 と 申された。 



成年の 年齢に ついて 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は ゥフド の 戦の 日、 私 力 《 (年齢 的に 参戦 出来る かどう か） じっと 御覧に な 

つた。 

その 時 私 は 14 才 であった。 

結局 私の 参戦 はお 許しに はならなかった。 

ハンダクの 戦の 時 私 は 15 才 であった。 

その 御 方 は 私 を じっと 御覧に なり 参戦 をお 許しに なった。 

ナ一 フィゥ は 「私 は ウマル ゼン' アブ ドル' ァズィ 一ズが カリフの 時、 彼の 所に 行って その 

話 をした。 

すると 彼 は 『まこと、 それ は 成年と 未成年との 境で ある』 と 言った。 

そして 彼 は 各地 方の 長官 達に 「15 才に 達した 者に は 生活 手当 を 与える こと、 それ 以下の 
者 は 子供と して 扱う こと」 と 書いて 送った (注)。 

(注) 往時 は 現在の 国防省に 相当す る 所で、 戦役に 従事 出釆る 年齢に 達した 者 かどう か 
を 判断し、 参戦 出来る 者に は 国庫より 規定され た 額に 従って 手当が 支給され た 
前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられて いるが、 それに は 言葉に 若干の 相 

连が ある。 

(それ は）" 私 は 14 才 であった。 

その 御 方 は 私 を (参戦す るに は） 幼い とお 考えに なった" である。 



クル ァ一ン が 敵の 手に 帰す る ことが 懸念され た 場合 は、 それ を 所持して 不 
信者 達の 地へ 行く こと は 禁止され る 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 敵地に クル ァ一ン を 所持して 行 〈こと を 禁じられた。 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い はク ルアー ンが 敵の 手に 渡る の を 懸念され て、 それ を 敵地に 所持して 
行く こと を 禁じられた。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「クル ァ一ン を 所持して 旅 をして はならぬ。 私 は それが 敵の 手中に 帰 
する こと を 懸念す るの だ」 と 申された。 

アイ ュ一ブ (途中 伝承 者） は 「敵が それ を 手中にし、 彼等が それにつ いて (意見 を 異にし 
て） あなた 方と 争う」 と 言った。 

前述の ハディ一 スで 別の 伝承 者 経路で 伝えられ たものに は、 み使いの 言葉と して 「私 は、 
まことに 懸念す る」 という 表現が 付加され ている。 
また 別の もので は 「敵が それら を 手に する こと を 懸念して」 というみ 使いの 言葉が 述べら 
れ ている。 



競馬と その 調教に ついて 



イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は アル' ハフ ャ一ゥ （マディ一 ナ の一 地点） から、 調教され た 馬の 競走 を 

行う こと をお 許しに なった 力、 その 決勝点 は （5 ないし 6 マイル 離れた） サニ一 ャト つい ヮダ 
—ゥ であった。 

また 調教され てない 馬の 競走 もあった が、 それ はサ 二一 ャト つい ヮダ一 ゥ から （1 マイル 
の 地点に ある） ルザ イク 族の モスクまで であった。 
イブ ン 'ウマル は その レースに 参加した 一人であった。 

前述の ハディ一 スは 多くの 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている 力 、それらに は 次の ような 
言葉の 付加が ある。 

アブ ドッラ 一(イブ ン' ウマル） は 「私 は トップ を 切って 走った。 

その 時、 私の 馬 は 私 を 乗せて モスク （の 門、 あるいは 塀に 相当す る 程 （注）） ジャンプした」 
と 言った。 

(注） この ハディ一 スょリ 往時の モスクの 摒の 高さが 推定 出来る 。つまり 往時の それ は、 現 
在の 競馬の 障害 レースで 飛び越す 位 か、 それよ リ やや 高い 程度の もので あつたと 思われ 
る 



馬の 前髪に は、 復活の 日まで、 徳が 結びつけられ ている 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「額に 毛の 垂れ 下った 馬に は、 復活の 日まで （常に） 徳が 存在す る」 と 
申された。 

前記と 同じ ハディ一 スは 多くの 別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

ジャ リール ゼン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いが 「アツ ラ一 の 御 報酬 や 戦利品の ような 徳が、 復活の 日まで、 馬の 
前髪に は 結びつけられ ている」 と 申されながら、 指で 馬の 前髪 を 編んで おられた。 

前述の ような ハディ一 スは異 つた 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

前述と 同様の ハディ一 スで別 伝承 者 経路の もので (次のように） 伝えて いる。 

アツ ラーの み使い は 「アツ ラーの 御 報酬 や 戦利品の ような 徳 力、 復活の 日まで、 馬の 前髪に 結び 

つけられ ている」 と 申された。 

ウル ヮ' バ 一リキ 一は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「徳が 馬の 前髪に は 結びつけられ ている」 と 申された。 
すると 「アツ ラーの み使いよ、 それ はどうい うこと です か」 と 質問が あった。 
み使い は 「アツ ラーの 御 報酬 や 戦利品 力、 復活の 日まで それに は ある」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている 力、 それ は ウル ヮ 'バ一 リキ一 の 代りに ゥ 
ルヮ ゼン' ジャ アド を 根拠と している。 

ウル ヮ 'バ 一リキ 一を 根拠と して 伝えられた ものの 中には 「アツ ラ一 の 御 報酬と 戦利品」 という 言葉 
が 述べられ ていない もの も ある。 

前述 同様な ハディ一 スの 根拠 を ウル ヮ 'ビン 'ジャ アド （という 名前で) 伝えて いるもので 別 伝承の 
ものに は 「アツ ラ一 の 御 報酬と 戦利品」 という 言葉 は 述べられ ていない もの も ある。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「馬の 前髪に は 祝福が ある」 と 申された。 

前述の ような ハディ一 スはァ ナス を 根拠と して 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



嫌われる 馬に ついて 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い はシ カールの 馬 （次の ハディ一 スで 説明され ている） をお 嫌いに なって 
いた。 

前述の ハディ一 スは スフ ャ一ン を 根拠と しても 伝えられた 力、 アブ ドル 'ラッ ザ一 クがシ 力 
—ルの 馬に ついて 説明 を 加えて いる。 

その 馬 は 右の 後足と 左の 前足の 下部が 白い 馬、 あるいは 右の 前足と 左の 後足の 下部が 
白い 馬で ある。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



聖戦 や アツ ラーの 道の ために 砕 身す る ことの 徳 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「アツ ラ一 は その 御 方の 存在 を 信じ、 その 御 方の 使者 を 信頼し、 アツ 
ラ一 の 道の ための 戦いに 行く 者に 対して は （恩典の） 保証 をされ ている。 
また、 その 御 方 は 殉教者に は 天国 を、 無事 帰還す る 者に は 報酬 を、 あるいは 報酬と 戦 利 
品 を 持って 故郷に 戻る こと を 保証され ている。 

ムハンマドの 命 を 手中にされ ている 御 方に 誓し、、 アツ ラ一 の 道で 負傷した 者 は 審判の 曰、 
その 者が 傷 を 負った 時点での 血に 染 つた 生々 しい 姿で やって来 るが、 彼 は 麝香の 芳香 を 
放って いる。 

また、 ムハンマドの 命 を 手中にされ ている 御 方に 誓し、、 もし (遠征に 行けない） ムス リム 達 
を 苦しませる のでなかったら、 私 は 全ての 遠征に 赴き、 （マディ一 ナに） 残って いる こと はな 

かった であろう。 

しかしながら 私に は （ムス リム 達 全ての） 乗る 乗り物 はない し、 彼等と て 全てが それ を 用意 
する こと は 出来ない。 

私が 不在の マディ一 ナに 残る 人々 はこれ に は 耐えられぬ 故 (私 は 時には マディ一 ナに残 
つてい るので ある） ムハンマドの 命 を 手中にされ ている 御 方に 誓い、 まことに、 私 は アツ ラ 
—の 道の ために 戦って 死し、 そして また 戦って 死し、 そしてな お 戦って 死す こと を 望んで い 
るの だ」 と 申された。 

前述 同様な ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「アツ ラ一 は 一途に、 アツ ラーの 道の ために 故郷 を 出て、 そして その 御 
方のお 言葉 を 信じて 戦う 者に は （次の ような） 保証 をされ ている。 
(すなわち） 殉教者に は 楽園の 門 をお 開きに なること、 その他の 者に は 報酬 または 戦利品 
を 持って 故郷に 帰還 させて 下さる ことで ある」 と 申された。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「アツ ラ一 は その 御 方の 道の ために 負傷した 者に ついては 熟知して お 

られ る。 

それで 人が アツ ラ一 の 道の ために 負傷 すれば、 その 者 は 審判の 日 その 傷から 血 を 多量 
に 流した 姿で 来る。 

その 色 は 鮮血の 色 だが その 匂い は 麝香の 香で ある」 と 申された。 



アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「アツ ラ一 の 道で ムス リムが 負った 傷の一 つ 一つ は、 審判の 日に は そ 

の 傷 を 負って 血 を 流して いた 時の 状態の ままに 現われる の だ。 

その 色 は 鮮血の 色 だが、 その 匂い は 麝香の 香で ある」 と 申された。 

また、 アツ ラ一 のみ 使い は r ムハ マンドの 命 を 手中にされ ている 御 方に 誓し、、 私が 信者 達 

を 苦しめる のでな 力、 つたと すれば、 アツ ラ一 の 道の ために 遠征す る 者 達の 背後に 止まって 

いる ことはなかった であろう。 

しかしながら 私 は （全ての 信考 のた めの） 乗 リ物を 所有して はいなかった し、 彼等と て （そ 
の 全て 力 《 ） それら を 用意 出来て 私に 従って 来られる という もので はない。 
それに、 彼等 は 私が 不在の （マディ一 ナ） にた だ じっと 手 を こまねい ている こと を 喜ばない 
の だ」 と 申された。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いが 「もし 私が 信者 達 を 苦しませる のでなかったなら 背後に は 止まつ 

てはいない」 と 申される の を 聞いた。 

残余の ハディ一 スは 前述と 同様で あるが、 言葉に 若干の 変更が ある。 

(すなわち） 「私の 命 を 手中にされ ている 御 方に 誓し、、 まことに、 私 は アツ ラ一 の 道に おい 

て 死す こと を 願う。 

それから 私 は 蘇る」 と 述べられ ている。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「もし 私が 私の 共同体 を 苦しませる のでなかったら、 私 はいかなる 遠 
征 にも 赴いて （マディ一 ナに） 残って いる こと は 望まなかった であろう」 と 申された。 
残余の ハディ一 スは 前述と 同様で ある。 

アブ一 'フ ライラ を 拠り所と して、 別の 伝承 者 経路 を 経た ものに は （次のように) 伝えられ ている。 
アツ ラ一 のみ 使い は 「アツ ラ一 は その 御 方の 道の ため、 聖戦に 参加す る 者に （恩典の） 保 
証 をして 下さる」 

そして 更に 「私 は 至高 偉大なる アツ ラ一 の 道の ため 遠征す る 戦士の 背後に 止まって はい 
な 力、 つた」 と 申された。 



至高 偉大なる アツ ラーの 道に おける 殉教の 徳 



ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「死後、 アツ ラ一 の 御 許で 恩典 を 与えられた 者 は、 たとえ この 世と それ 
に 存在す る 全て を 与えられる としても、 再び この 世に 帰る こと を 望む 者 は一 人 も 無いで あ 

ろう。 

だが 殉教者 は 別で ある。 

彼 は 殉教の 恩典と して 受ける ものが あまりに も 素晴らしい 故、 再び この 世に 戻って 殉教す 
る こと を 望む であろう」 と 申された。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「天国に 入った 者 は、 たとえ 彼が 地上に ある もの を ことごとく 与えられ 
たと しても、 再び この 世に 戻る こと を 望む 者 は一 人 も 無いで あろう。 
だが 殉教者 はそう ではない。 

彼 は 彼が 与えられた 偉大な 名誉の ために 幾度 もこの 世に 戻って 殉教す る こと を 望む であ 
ろう」 と 申された。 

アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「至高 偉大なる アツ ラ一 の 道の 聖戦に 匹敵す る 行為 は 何でしょう」 と 
問われた。 

み使い は 「あなた 方に は、 それ は 出来ない ことで ある」 と 申された。 

すると 人々 は 再三 繰り返して 尋ねた がその 都度 「あなた 方に は、 それ は 出来ない ことで あ 

る」 と 申された。 

だが 三度 目に 「アツ ラ一 の 道に おいて 聖戦に 参加せ る 者に 比肩し 得る 者 は、 アツ ラ一 のお 
言葉に 服従し、 断食 をし、 礼拝 を 行う 者で ある。 

し 力、 も その 断食と 礼拝 は 戦士が いと 高く おわし ます アツ ラーの 道の 聖戦から 帰る まで、 た 
ゆまず 熱心に 行わねば ならない」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは 三種の 別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

ヌ アマ一 ン 'ビン 'バ シール は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いの ミン バルの 側に 座って いた。 

その 時一 人の 男が 「私 は イス ラームに 帰依した 後、 巡礼者 達に 水 を 提供す る こと (が 非常 

に 重要と 考え、 それ） 以外の いかなる 仕事に も 関心がない」 と 言った。 

すると 別の 男 力 《 「私 は イス ラームに 帰依した 後は聖 なる マス ジドを 管理す る ことに そ 重要 

と 考え、 それ） 以外の いかなる 仕事に も 関心がない」 と 言った。 



すると また 別の 男が 「アツ ラ一 の 道の ための 聖戦 こそ、 あなた 方が 言った こと 以上に 徳の 

ある 行為 だ」 と 言った。 

その 時 ウマルが 「アツ ラーの み使いの ミン バルの 近くで 声 を 張り上げて はならぬ」 と 彼等 を 
叱責した。 

時に、 その 曰 は 金曜 日 であった。 

礼拝が 終った 時、 私 は アツ ラ一 のみ 使いの 所に 行き 彼等の 考えの 相違に ついて み使い 
の 御意 見 をお 伺いした。 

その 時、 至高 偉大なる アツ ラー は 「あなた 方 は 巡礼者に 水 を 飲ませたり、 また 聖 なる マス 
ジドを 管理す る 者と、 アツ ラーと 終末の 日 を 信じ、 アツ ラーの 道の ために 奮 聞 努力す る 者 
と を 同等に する のか。 

アツ ラーの 御 許で は、 両者 は 同等で はない。 

アツ ラ一 は 不義の 民 を 導かれな し、」 （クル ァ一ン 第 9 章 1 9 節） の 啓示 を 下された ので あつ 

た。 

前述の ハディ一 ス はヌゥ マ一 ン 'ビン 'バシ 一ルを 根拠と し、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ 
ている。 



アツ ラーの 道の ため 朝に タ べに (聖戦に) 赴く ことの 徳 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「アツ ラ一 の 道の ため 朝に 夕べに （聖戦に) 赴く こと は、 この 世 やそこ 
に 存在す る もの 全てに 優る (報酬が ある）」 と 申された。 

サ フル ■ ビン 'サ アド' サ一ィ ディ一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「アツ ラ一 の 道の ため、 アツ ラ一 の 下僕 力 《 (聖戦に) 赴く こと は、 この 世 
やそこに 存在す る もの 全てに 優る (報酬が ある）」 と 申された。 

サ フル ■ ビン 'サ アド' サ一ィ ディ一 は 伝えて いる 

預言者 は 「アツ ラ一 の 道の ため 朝に 夕べに (聖戦に) 赴く こと は、 この 世 やそこに 存在す る 
もの 全てに 優る (報酬が ある）」 と 申された。 

アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「もし 私の 共同体の 中の ある 人々 が (聖戦の 艱難辛苦 を 負う ことが) な 
し、 とすれば」 と 申された。 

アブ一' フライ ラ はこの ハディ一 スを 続け、 その 中で、 アツ ラーの み使い は 「アツ ラーの 道の 
ため 夕べに、 あるいは 朝に （聖戦に） 赴く こと はこの 世 やそこに 存在す る もの 全てに 優る 
(報酬が ある）」 と 申された、 と 述べて いる。 

アブ一' アイ ュ一ブ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「アツ ラ一 の 道の ため 朝に 夕べに （聖戦に) 赴く こと は、 その上に 太陽 
が 昇り そして 沈む ところの もの （すべて） に 優る (報酬が ある）」 と 申された。 
前述の ような ハディ一 スは アブ一' アイ ュ一ブ を 根拠と し、 同 一の 言葉に よって 別の 伝承 
者 経路で も 伝えられ ている。 



アツ ラーの 道の ため 朝に タ べに (聖戦に) 赴く ことの 徳 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「アツ ラ一 の 道の ため 朝に 夕べに （聖戦に) 赴く こと は、 この 世 やそこ 
に 存在す る もの 全てに 優る (報酬が ある）」 と 申された。 

サ フル ■ ビン 'サ アド' サ一ィ ディ一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「アツ ラ一 の 道の ため、 アツ ラ一 の 下僕 力 《 (聖戦に) 赴く こと は、 この 世 
やそこに 存在す る もの 全てに 優る (報酬が ある）」 と 申された。 

サ フル ■ ビン 'サ アド' サ一ィ ディ一 は 伝えて いる 

預言者 は 「アツ ラ一 の 道の ため 朝に 夕べに (聖戦に) 赴く こと は、 この 世 やそこに 存在す る 
もの 全てに 優る (報酬が ある）」 と 申された。 

アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「もし 私の 共同体の 中の ある 人々 が (聖戦の 艱難辛苦 を 負う ことが) な 
し、 とすれば」 と 申された。 

アブ一' フライ ラ はこの ハディ一 スを 続け、 その 中で、 アツ ラーの み使い は 「アツ ラーの 道の 
ため 夕べに、 あるいは 朝に （聖戦に） 赴く こと はこの 世 やそこに 存在す る もの 全てに 優る 
(報酬が ある）」 と 申された、 と 述べて いる。 

アブ一' アイ ュ一ブ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「アツ ラ一 の 道の ため 朝に 夕べに （聖戦に) 赴く こと は、 その上に 太陽 
が 昇り そして 沈む ところの もの （すべて） に 優る (報酬が ある）」 と 申された。 
前述の ような ハディ一 スは アブ一' アイ ュ一ブ を 根拠と し、 同 一の 言葉に よって 別の 伝承 
者 経路で も 伝えられ ている。 



アツ ラーの 道に おいて 死せ る 者 は、 人と 人の 間の 負債 を 除いて、 全て 許さ 

れる 

アブ一' カタ一 ダは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 人々 の 間にお 立ちに なり 「アツ ラーの ための 聖戦と アツ ラ一 を 信じる こ 
と は 最も 価値 ある 行為で ある」 と 申された。 

すると一 人の 男が 立って 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 もし 私が アツ ラ一 の 道で 殉職したら 私の 罪 
は 消える のでし ようか」 と 言った。 
するとみ 使い は 「その 通りで ある。 

ただし、 君が 忍耐強ぐ 誠実で、 敵に 後 を 見せる ことなく 戦って アツ ラーの 道で 殉職 すれば で 
ある」 と 申された。 

それから アツ ラ一 のみ 使い は 「今、 君 は どのように 申した のか」 と言われた。 

その 男 は 「もし 私が アツ ラーの 道で 殉教したら 私の 罪 は 消える のでし ようか （と 申し上げた 

のです）」 と 言った。 

アツ ラーの み使い は 「その 通リ である。 

ただし、 君が 忍耐強く 誠実で、 敵に 後 を 見せる ことなく 戦った 場合で ある。 

しかし （人と 人との 間にお ける） 負債 は 別で ある。 

天使 ガブリエルが 私に そのよう に 申された」 と言われた。 

前述の ハディ一 スは アブ一 カタ一 ダを 根拠と し、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ一' カタ一 ダは 次のように 伝えて いる 

預言者 力 《 ミン バルに 座って おられた 時 、一人の 男が 来て 「もし 私が 剣で 打ったら どうな の 
でしよう」 と 言った。 

残余の ハディ一 スは 前述と 同様で ある。 

アブ ドッラ 一'ビン' アム ル 'ビン 'アース は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「殉教者 は （人と 人との 間にお ける） 負債 を 除き、 全ての 罪 は 許され 
る」 と 申された。 

前述 同様な ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられて いるが、 言葉に 若干の 相違が ある。 
(すなわち） 預言者 は 「アツ ラ一 の 道に おいての 死 は （人と 人との 間にお ける） 負 憤 を 除き、 
全ての こと を 許す」 と 申された。 



天国に おける 殉教者の 魂に ついて、 また 彼等が 主の 御 許で 生き返り 生活 
の糧を 与えられる ことにつ いて 



マス ソ レーク は 伝えて いる 

われわれ は アブ ドッラ 一（ビン' マス ゥ一 ド） に 「アツ ラーの 道の ために 殺害され た 者 を 死ん 
だと 思って はならない。 

いや 彼等 は 主の 御 許で 扶養され て 生きて いる」 （クル ァ一ン 第 3 章 169 節） について 尋ね 

た。 

すると 彼 は (次のように) 述べた。 

「それにつ いて われわれ は （アツ ラ一 のみ 使いに） お尋ねした。 

すると その 御 方 は 『殉教者 達の 魂 は 主の 玉座に 懸けられた シャンデリアの 中に 巣 をい と 
なむ 緑の 鳥 達の 体内に 住む。 

彼等 は 天国の 中の、 彼等の 好む 場所で 食べて その シャンデリアに 戻って 休む。 
いつぞや、 主 は 彼等 を 御覧に なり" なんじ 等、 何 か 欲しい ものが あるか" と 申された。 
彼等 は" これ 以上 何 を われわれが 望みましょう か、 われわれ は 天国の 好む 場所に て 食べ 

ております" と 申し上げた。 

その 時 主 は 彼等に その 問 を 三度 発せられた。 

彼等 は、 彼等が 主の 問に お答えす るまで 主が 同じ 問 を 発し 続けられる こと を 知り" 主よ、 
われわれ がもう 一度 あなたの 道の ために 殉教 出来ます よう、 われわれの 魂 を 元の 肉体に 
お戻し 下さる ようお 願い 申し上げます" と 申し上げた。 

主 は 彼等が 十分に 満ち足り ている こと をお 知りに なり、 彼等の 傍から 去られた』 と 申され 
た」 



聖戦に 参加す る ことと 緩急に 備える こと 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 伝えて いる 

ある 男が 預言者の 所に 来て 「最良の 人と は どのような 人物でしょう か」 と 言った。 
み使い は 「自身の 財産 や 生命 を 投げう つて アツ ラ一 の 道の ために 戦う 者で ある」 と 申され 

た。 

その 男 は 「それに 次ぐ 者 は どのような 者です か」 と 尋ねた。 

その 御 方 は 「峡谷に て （人々 から 遠ざかっての 意） アツ ラ一 を 己の 主として 崇拝し、 人々 に 

は 悪しき こと をせ ぬ 者で ある」 と 申された。 

このような ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

それに よれば アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は （次のように) 伝えて いる 

ある 男 力 《 「 アツ ラーの み使いよ、 最良の 人と は どのような 人物でしょう か」 と 言った。 
み使い は 「アツ ラーの 道の ため、 自己の 財産 や 生命 を 投げう つて 戦う 信者で ある」 と 申さ 

れた。 

男 は 「それに 次ぐ 者 は どのような 者です か」 と 言った。 

その 御 方 は 「峡谷に て、 遠く 人々 から 離れて 主 を 崇拝し、 悪しき こと を 致さぬ 者で ある」 と 

申された。 

この ハディ一 スは 言葉に 若干の 相違 を もって、 別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

(それに よれば) み使い は 「ある 峡谷に いる 者」 と 申された。 

(そして 次の 問の 答の 中で） 「それに 次ぐ 者 は （これこれの） 者」 と は 申されなかった。 

アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「最良の 人生 を 送る 者、 それ は アツ ラ一 の 道の ための 戦に 備えて 馬 

の 手綱 を 握り、 一度 悲鳴 を、 あるいは 助け を 呼 ぷ声を 聞いた 時 は、 死 を 決して 馬の 背に う 

ちまたが リ、 飛ぷが 如くに 目的の 地に 馳せ 参ず る 者で ある。 

(次 は) 小 群の 羊 を 伴い、 深山に、 あるいは 漢 谷に 住んで 常に 礼拝 を 挙行し、 ザ 力一 トを 

行い、 彼に 死が 訪れる まで 主 を 崇拝す る 者、 このような 人物 を 除き 他に 良き 者 はない」 と 

申された。 

このような ハディ一 ス 二種が 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

その 両者 間に は 言葉に 若干の 相違が あるが、 それら は 無視され てよ いもので ある。 



—人が 他の一 人 を 殺害す る 状況に ある 二人が 天国に 入る ことの 説明 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「アツ ラ一 は 二人の 男 を 御覧に なって 微笑まれる。 

その 二人の 中の一 人 は 他の一 人 を 殺害す るが、 その 両者 は 天国に 入る ので ある」 と 申さ 

れた。 

すると 人々 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 それ はどうい うこと です か」 と 言った。 
み使い は 「その 者 (殺される 者） は 至高 偉大なる アツ ラーの 道に おいて 戦って 殉教す る。 
それから アツ ラ一 は その 殺害者 をお 許しに なり、 彼 は イス ラームに 帰依し、 そして 至高 偉 
大 なる アツ ラーの 道に おいて 戦い、 そして 殉教す るからで ある （注)」 と 申された。 

(注） 二人の 男と は一 人 は ムス リムで 他 は 力一 フィル （不信者） である。 

ムス リム は アツ ラ一 の 道で この 不信者と 戦って 殺されて 天国に 入る。 

それから 不信者 も アツ ラーのお 導きで イス ラームに 帰依し、 アツ ラーの 道で 戦って 殉教し、 

そして 天国に 入れられ るので ある 

この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ てる。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「アツ ラ一 は 二人の 男 を 御覧に なって 微笑まれる。 

その 二人の 中の一 人 は 他の一 人 を 殺害す るが、 その 両者 は 天国に 入る ので ある」 と 申さ 

れた。 

人々 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 それ はどうい うこと でしよう」 と 言った。 
み使い は 一人 は (アツ ラーの 道の ために) 殺される 者で 天国に 入る。 
それから アツ ラ一 は 別の一 人 をお 許しに なって 彼 を イス ラームに お導きになる。 
こうして 彼 は アツ ラーの 道の ために 戦って 殉教す るからで ある」 と 申された。 



不信者 を 殺害し、 それから イス ラームに 帰依す る 者に ついて 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「不信者と それの 殺害者 (イスラ一 ムに 帰依す る 者） が 地獄で 共に 集 
うこと は 絶対にない」 と 申された。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「一人が 他の一人に 危害 を 負わせる ような 状態の 二人で はあって も、 

彼等が 地獄で 共に 集うよう な こと は 決してない」 と 申された。 

すると 「アツ ラーの み使いよ、 それ は どのような 者 達です か」 と 問う 声が あった。 

み使い は 「不信者 を 殺害した 信者で (たとえ その 者が 深き 罪 を 負うて いても) その後 は ひ 

た すら 正道 を 歩み 続ける （者一 イスラ一 ム のために 最善 を 尽くす 者一 である）」 と 申され 

た。 



アツ ラーの 道の ために 行う サ ダカの 恩典と、 それに 倍加す る 報酬に 関して 

アブ一 ■ マス ゥ一ド 'アンサ一 リ 一は 伝えて いる 

ある 男が 端綱の ついた 雌ら くだ を 引いて 来た。 

そして 「これ を アツ ラ一 の 道の ために (提供 致します)」 と 言った。 

アツ ラーの み使い は 「それによ つて あなた は 審判の 日 、 すべてに 端綱が つけられた 七 百 

頭の 雌ら くだが 与えられる」 と 申された。 

これに 類似す る ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



アツ ラーの 道の ために 赴く 者への 装備 を 用意す る 者と、 戦士の 家族に 善行 
をな す 者の 徳 に関して 

アブ一' マス ゥ一ド 'アンサ一 リ 一は 伝えて いる 

ある 男が 預言者の 所に 来て 「私の 乗 用 動物が 死んで しまいました。 
それで 私に その代りの もの をお 与え 下さい」 と 言った。 
その 御 方 は 「それ は 私に は 無い」 と 申された。 

すると一 人の 男が 「アツ ラーの み使いよ、 私が 彼に その 乗物 を 用意 出来る 者 をお 世話 致 

しまし ょラ」 と 言った。 

すると アツ ラ一 のみ 使い は 「善き ことに 手 弓 I きした 者 は、 （実際に) それ を 行った 者と 同等 
の 報酬が ある」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

ァス ラム 族の 若者が 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 私 は （アツ ラ一 の 道の ための） 戦いに 参加した 

いのです が、 私に は それへの 装備が ありません」 と 言った。 

み使い は 「某の 所に 行く がよ い。 彼 は (聖戦の ための） 準備 をして いたが 病気に なって しま 

つた」 と言われた。 

そこで その 若老は その 男の 所に 行き 「アツ ラーの み使いが あなたに 挨拶の 御言 葉 を 賜り 
ました。 

そして その 御 方 は、 あなたが 用意され た 装備 を 私に 与える よう、 申されて ぉリ ます」 と 言つ 

た。 

その 男 は （彼の 妻に） 「彼に 私が 用意した もの を 与えよ。 
—物たり とも 与え 惜しんで はならぬ。 
アツ ラ一 に 誓い、 彼に 対し 一物たり とも 与え 惜しんで はならぬ。 
そうして こそお 前に アツ ラーの 祝福が ある」 と 言った。 

ザ イド' ビン 'ハーリド' ジュハ 二一 は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「アツ ラーの 道の ための 戦に 赴く 者の ために 装備 を 整えた 者 は、 遠征 
した (者と 同様の 報酬 を 得る）。 

また 聖戦に 赴いた 者の 家族に 良くす る 者、 その 者 も 遠征した 者と 同様で ある」 と 申され 

た。 



ザ イド' ビン 'ハーリド' ジュハ 二一 は 伝えて いる 

預言者 は 「(アツ ラ一 の 道の ための） 戦に 赴く 者の ために 装備 を 整えた 者 は 遠征した と 同 
様の 者で ある。 

また 聖戦に 赴いた 者の ために その 家族 を 世話す る 者 も 遠征した と 同様の 者で ある」 と 申さ 

れた。 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い はフ ザイル 部族の 中の ラフ ヤーン 族に 対して 軍隊 を 派遣され た 時 「男子 
各 二 名の 中 （一人 は 後方に 残し) 他の一 人 は 出陣 させよ。 
だが 報酬 は 両者で 均等に 分けられる」 と 申された。 

この ハディ一 スは アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 を 根拠と し、 異 つた 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 軍隊 を ラフ ャ一ン 族に 派遣され た 時 「男子 各 二 名の 中、一 人 は 出陣 
させよ」 と 申され、 

次に 指揮官に 「出陣せ る 者の 後に 残って その 家族 や 財産 を 大切に 守る 者 は、 出陣せ る 者 
と 報酬 を 二等分す る」 と 申された。 



アツ ラーの 道の ために 砕 身す る 人々 の 妻 達の 神聖 さと、 後方に 残って その 
妻 達との 間で 裏切 リ 行為 をな す 罪の 重大 さに ついて 

ス ライマ一 ン 'ビン' ブライダ は 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「聖戦に 赴いた 人々 の 妻 達の 神聖 さは (それに 参加せ ず) 後方に 残つ 
た 者 達の 母の 神聖 さと 同じような ものである。 

アツ ラ一 の 道の ために 砕 身す る 男の 家族の 世話の ために 残リ、 そして その 家庭で (それ 
力 化、 かなる 事柄で あろうと) 裏切り 行為 をな す 者 は、 審判の 日、 その 戦士の 前に 必ず 立た 
される。 

(裏切り者 は) その 戦士が (その 功績に よって どのような もので も） 望む もの を 得る （の をた 

だ 見て いる だけで ある） これにつ いて 諸君 はどう 考える か」 と 申された。 

この ハディ一 スは 同一 の 人物 を 根拠と して 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

この ハディ一 スは 言葉に 僅少の 相違 を もって、 アル 力 マ' ビン' マル サド を 経由しても 伝え 
られ ている。 

(すなわち）" 聖戦に 砕 身せ る 者 は 「汝の 功績に よ リ汝が 好む もの を 取る がよ い」 と言われ 

る。 

それから アツ ラーの み使い はわれ われの 方 を 向かれて 「あなた 方 は （これにつ いて） どう 
考える 力、」 と 申された" 



アツ ラーの 道の ために 砕 身す る 人々 の 妻 達の 神聖 さと、 後方に 残って その 
妻 達との 間で 裏切 リ 行為 をな す 罪の 重大 さに ついて 

ス ライマ一 ン 'ビン' ブライダ は 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「聖戦に 赴いた 人々 の 妻 達の 神聖 さは (それに 参加せ ず) 後方に 残つ 
た 者 達の 母の 神聖 さと 同じような ものである。 

アツ ラ一 の 道の ために 砕 身す る 男の 家族の 世話の ために 残リ、 そして その 家庭で (それ 
力 化、 かなる 事柄で あろうと) 裏切り 行為 をな す 者 は、 審判の 日、 その 戦士の 前に 必ず 立た 
される。 

(裏切り者 は) その 戦士が (その 功績に よって どのような もので も） 望む もの を 得る （の をた 

だ 見て いる だけで ある） これにつ いて 諸君 はどう 考える か」 と 申された。 

この ハディ一 スは 同一 の 人物 を 根拠と して 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

この ハディ一 スは 言葉に 僅少の 相違 を もって、 アル 力 マ' ビン' マル サド を 経由しても 伝え 
られ ている。 

(すなわち）" 聖戦に 砕 身せ る 者 は 「汝の 功績に よ リ汝が 好む もの を 取る がよ い」 と言われ 

る。 

それから アツ ラーの み使い はわれ われの 方 を 向かれて 「あなた 方 は （これにつ いて） どう 
考える 力、」 と 申された" 



殉教者に は 天国が 約束され ている 



ジャー ビル は 伝えて いる 

ある 男が 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 私が 戦死したら、 何処に 行く のでし ようか」 と 言った。 
み使い は 「天国で ある」 と 申された。 

すると 彼 は 手に していた なつめ 椰子の 実 を 投げ捨てて 戦い、 そして 戦死した。 

ス ワイドの ハディ一 スに は" 男 はこれ を ゥフド の 戦の 時、 預言者に 言った" と 述べられ てい 

る。 

バラ一 ゥは 伝えて いる 

アンサ一 ル の一 部族で ある ナビ一 ト 族の 男が 来て 「私 は アツ ラ一 以外に いかなる 神 もない 
こと、 そして あなたが アツ ラ一 の 下僕で あり、 かつ その 御 方の み使いで ある こと を 証言 致し 
ます」 と 言った。 

それから 彼 は 前線に 出て 戦い、 戦死した。 

その 時 預言者 は 「彼が 行った の は 小さき ことであった 力、 その 報酬 は大 である」 と 申され 

た。 

ァ ナス 'ビン ■ マ 一リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 アブ一' スフ ャ一ン の キャラバンが どうして いるか を 偵察す るた め、 
ブ サイ サ という 男 を 送った。 

彼 は 私と アツ ラ一 のみ 使い 以外 誰もい ない 家に 帰って来た。 

(伝承 者 は 「私 は その 時、 預言者の 妻 達の 中 どなた も 居なかった のか どうかに ついての 説 

明 は 記憶に ない」 と 言った） 

彼 (ブ サイ サ） はみ 使いに キャラバンに ついての 報告 をした。 
するとみ 使い は (急いで) 外に 出て （人々） にお 話しに なった。 
そして 「われわれに は 頼みが ある。 

それ は 乗 用 動物の 用意の ある 者 はわれ われと 行動 を 共に して 欲しい という ことで ある」 と 
申された。 

すると 男 達 は マディ一 ナの 近くの 小高い 場所に 放牧して あった 乗 用 動物 を 引いて 来る 許 

可 を 求めた。 

だが み使い は 「いや、 今、 乗物の 用意が ある 者 のみでよ い」 と 申された。 

そして アツ ラ一 のみ 使いと その 教 友達 は 急いで 出発され、 多神教 徒 達の 先 廻り をして バド 

ル （マディ一 ナの 南西に ある 村落） にお 着きに なった。 

そこへ 多神教 徒 達が やって来た。 

み使い は 「諸君の 中で 誰一 人と して 私の 指図の ない 軽率な 行動 は、 決してして はならぬ」 
と 申された。 



多神教 徒 達 は 近づいた。 

その 時 アツ ラ一 のみ 使い は 「今、 天国に 入る ために 立ち上れ。 
その 広さ は 天と地に 匹敵す る」 と 申された。 

ゥ マイル' ビン' フマ一 ム' アンサ一 リ一 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 天国の 広さ は 天と地に 匹 

敵す るので すか」 と 言った。 

み使い は 「その 通リ である」 と 申された。 

彼 は 「パフ' パフ (注)」 と 言った。 

するとみ 使い は 「どうして 君 は （そのよう に 興奮して） バフ 'バフ と言うの か」 と 申された。 
彼 は 「いえ 何でも ございません。 

アツ ラーの み使いよ、 しかし それ は 私が 天国の 人 々の一 員と なれる 希望からで ございま 
す」 と 言った。 

み使い は 「そう、 確かに 君 は その 人々 の 一人で ある」 と 申された。 

その 時 彼 は 鞠から なつめ 椰子の 実 を 取り出して 食べ 始めた。 

そして 「私が このな つめ 椰子の 実 全部 を 食べ 終らない 中 は 天国に 入れない というの はも 

どかしい こと だ」 と 言って、 持って いた その実 を 投げ捨て、 敵と戦い、 戦死 を 遂げて しまつ 

た。 

(注) パフ' パフと いうの は 賞賛 や 感動 を 表わす 時に 発する 感嘆詞 

アブ一 'バ クル ゼン' アブ ドッラ 一ビン' 力 イス は 伝えて いる 

私の 父が 敵と 対 時して いた 時、 アツ ラーの み使い は 「天国の 門 は 剣の 影の 下に ある （注）」 
と 申された。 

その 時 ぼろ を まとった 男が 立って 「アブ一 ■ ムーサ一 (アブ ドッラ 一'ビン' カイ ス） よ、 君はァ 
ッラ一 のみ 使いが その 言葉 を 言われた の を 聞いた か」 と 言った。 
彼 は 「確かに 聞いた」 と 言った。 

すると その 男 は 仲間の 所に 行き 「私 は 諸君に (別れの) 挨拶 を 送る」 と 言った 後、 剣の 鞘 を 

折って 投げ捨てて しまった。 

そして 抜 身の 剣 を もって 敵に 向い、 戦って 死 を 遂げた。 

(注) アツ ラ一 の 道の ために 戦って 死 を 遂げる こと は 天国への 道に つながる という こと 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

ある 人々 が 預言者の 所に 来て 「われわれに クル ァ一ン と スンナ (聖 慣習） を 教える 人達 を 
われわれと 一緒に 派 遺して 下さい」 と 言った。 

それで その 御 方 は 70 名の アンサ一 ルを その 人々 の 所に 派遣した。 

派遣され た 人々 は クッラ 一ゥ （クル ァ一 ンを誦 む 人々） と 呼ばれ、 その 中には 私の 母方の 



おじ ハラ一 ムも 入って いた。 

その 人達 は 常に クル ァ一 ンを諦 み、 夜 は 互いに その 意味 を 研究し 学んで いた。 

そして 昼 は 水 を 運んで 来て マス ジドに 置き、 薪 を 集めて それ を 売リ、 その 代価で マス ジド 

に 集る 貧しい 人々 や 身寄りの ない 人々 に 食物 を 買い 与えて いた。 

預言者 は その クッラ 一ゥを 例の 人々 の 所に 送った ので ある。 

すると 彼等 は (裏切って） 目的の 地に 着く 前に その クッラ 一ゥを 襲い 殺害した。 

その 人々 は （息た えだえ に） 「おお アツ ラ一、 われわれの 預言者に" われわれ は あなたに お 

目通りし、 あなたに 満足し、 あなた はわれ われに 満足され ました" とお 伝え 下さい」 と 言つ 

た。 

なお 伝承 者 は 次の ような こと も 話した。 

—人の 男が おじの ハラ一 ムの 所に 来て、 後から 槍で 突き、 彼 を 串刺しに した。 

その 時、 ハラ一 ムは 「力 アバの 主に 誓し、、 私 は 勝利した の だ」 と 言った。 

アツ ラ一 のみ 使い は教 友達に 「あなた 方の 同胞 は 殺害され た。 

そして 彼等 は 『おお アツ ラ一、 われわれ は あなたに お 目 通り 致しました。 

そして あなたに 満足し、 あなた はわれ われに 満足され ました、 とわれ われの 預言者に お 

伝え 下さい』 と 言い残して」 と 申された。 

アナ スは 伝えて いる 

私が 名前 を 頂戴した 私の （父方の） おじ はバ ドルの 戦で は アツ ラ一 のみ 使いと は 一緒で は 
なかった。 

彼 は そのこと を 苦にして 「私 は アツ ラ一 のみ 使いが 戦われた 最初の 戦に は 参加し なかった。 
それでもし アツ ラーが 次の 機会に アツ ラ- のみ 使いと一 緒に 戦う 機会 をお 与え 下さったなら、 
その 時 アツ ラ一 は 私が どんな 働き をす るか 御覧になる であろう」 と 言った。 
彼 はこの ことに ついては （それが アツ ラーとの 約束 ごとで あるので） それ以上の こと を 口に 
する の を 恐れて いた。 

それから 彼 は ゥフド の 戦で アツ ラ一 のみ 使いと一 緒に 戦った。 

その 日 彼はサ アド' ビン 'ムアー ズが 後退す るのに 出合った。 

アナ スは 彼に 「アブ一' アム ル （サ アドの 別称） よ、 君 は どちらに 行かれる のか」 と 言った。 

そしてな ぉァ ナス は 「ああ、 私 は 天国の 香気が ゥフド 山の たもと より 出て 来る のが 分る」 と 

吕 つた。 

こうして 私のお じァ ナス は 突進し、 敵と戦って 戦死した。 

伝承 者 は 「彼の 体に は 剣 や 槍 そして 矢で 負った 傷が 80 箇所 以上 もあった」 と 伝えて いる。 
なお 彼の 兄弟で 私のお ばで ある ルバイイ ゥ 'ビンド ナドル は 「私 は 私の きょうだいの （体 
の 傷が あまりに も ひどくて) 彼の 指先 を 見て はじめて 彼 だと 分りました」 と 言った。 
この 時 「アツ ラーと 結んだ 約束に 忠実であった 人々 が （多くいた ので ある）。 
ある 人 は その 誓い を果 し、 また ある 者 は (なお) 待って いる。 



彼等 は 少しも (その 信念 を) 変えなかった」 （クル ァ一ン 第 33 章 23 節） の 啓示が あった。 
伝承 者 は 「この 啓示 は 彼 （アナ スゼン 'ナドル） のた め、 そして 彼の 友人 達の ために 下つ 
たと 人々 は 考えて いる」 と 言った。 



アツ ラーの 御言 葉 (イスラ一 ム) が 最も 高められる ために 戦う 者 こそ、 
アツ ラーの 道の ために 戦う 者で ある 

アブ一 ■ ムーサ一' アシュアリー は 伝えて いる 

べド ウイーンの 男が 預言者の 所に 来て 「アツ ラーの み使いよ、 戦利品 を 得る ために 戦う 者、 
己の 名 を 残す ために 戦う 者、 あるいは 自己の 地位 や 力 を 示す ために 戦う 者の 中、 どの 者 
が アツ ラーの 道の ために 戦う 者でしょう」 と 言った。 

アツ ラ一 のみ 使い は 「アツ ラ一 の 御言 葉が 最も 高められる ために 戦う 者 こそ、 アツ ラ一 の 道 
において 戦う 者で ある」 と 申された。 

アブ 一'ムーサ一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「己の 武勇 を 示す ために 戦う 者、 一門の 名誉の ために 戦う 者、 そして 
単なる 見えの ために 戦う 者の 中、 どの 者が アツ ラ一 の 道の ために 戦う 者でしょう か」 と尋 
ねられた。 

アツ ラーの み使い は 「アツ ラーの 御言 葉が 最も 高められる ために 戦う 者 こそ、 アツ ラーの 道 
のために 戦う 者で ある」 と 申された。 

この ハディ一 スは 同一 の 人物 を 根拠と して、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

(それによ ると） われわれ は アツ ラ一 のみ 使いの 所に 来て 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 われわれの 中で 

武勇 を 示す ために 戦う 者」 （という 所に 相違が あるが) 残余の ハディ一 スは同 一である。 

アブ一 ■ ムーサ一' アシュアリー は 伝えて いる 

ある 男が 至高 偉大なる アツ ラーの 道に おける 戦に 関して 尋ねた。 

そして 「怒りから 戦う 者 、一門の 名誉の ために 戦う 者に ついては」 と 言った。 

その 御 方 は 男が 立って いたので、 お 顔 をお 上げに なり 「アツ ラ一 の 御言 葉が 最も 高められ 

るた めに 戦う 者 こそ、 アツ ラーの 道に おいて 戦う 者で ある」 と 申された。 



見え や 虚栄の ために 戦う もの は 火獄に 落ちる 

ス ライマ一 ン 'ビン 'ャ サール は 伝えて いる 

人々 は アブ一 'フ ライラの 周囲から 散って 行った。 

その 時 シリアから 来た ナ一 テル は 彼 (アブ一' フライ ラ） に 「先生、 どうか あなたが アツ ラ一 
のみ 使いから お聞きした 話 を われわれに 聞かせて 下さい」 と 言った。 
彼 は 「よろしい、 私 は アツ ラーの み使い 力 《 （次のように） 言われる の を 聞いた」 と 言った。 
それ は （以下の通り である） 

審判の 日、 最初に 審判 を 受ける の は 殉教者と して 死せ る 者で ある。 
彼 は （審判の 席に） 連れて こられる。 

アツ ラ一 は 彼に その 御 方が お与えに なった 恩恵 を一 つ一 つお 述べに なると 彼 は それ を認 

める。 

その後 アツ ラ一 は 「（これらの 恩恵に 報いる ための） 汝の 行為 は 何であった か」 とお 問いに 
なる。 

彼 は 「私 は 主の ために 戦って 殉教 致しました」 と言う。 
アツ ラ一 は 「偽り を 申せ。 

汝は 勇者と 言われる ために 戦った ので はない か。 

現に そのよう に 言われて いたであろう」 と 申される。 

そして 彼への 命が 下り、 彼 は顏を 下方にして 弓 I き ずられ 火獄に 投げ入れられる。 

それから 学 間 を 修めて それ を 教え、 クル ァ一ン を 誦んだ 男が 連れて来られる。 

アツ ラ一 は 彼に その 御 方が お与えに なった 恩恵 を一 つ一 つお 述べに なると 彼 は それ を認 

めな。 

その後 アツ ラ一 は 「（これら 恩恵に 報いる ための） 汝の 行為 は 何で あつたか」 とお 問いに な 

る。 

彼 は 「私 は 学 間 を 修めて それ を 教え、 主の ために クル ァ一 ンを誦 みました」 と言う。 

アツ ラ一 は 「偽り を 申せ。 

汝は 学者と 言われる ために 学問 をした。 

そして 汝が クル ァ一ン を誦ん だの は 力一 リウ （クル ァ一 ンを誦 む 人） と言われる ためで あつ 

た。 

現に そのよう に 言われて いたであろう」 と 申される。 

それから 彼への 命が 下り、 彼 は顏を 下にして 弓 I き ずられ 火獄に 投げ入れられる。 

それから アツ ラーが 富裕に させ 給いて、 あらゆる 種類の 財貨 をお 与えに なった 男が 連れ 

て 来られる。 

アツ ラ一 は 彼に その 御 方が お与えに なった 恩恵 を一 つ一 つお 述べに なリ、 彼 は それ を認 

める。 



その後 アツ ラ一 は 「（これらの 恩恵に 報いる ための） 汝の 行為 は 何であった か」 とお 問いに 
なる。 

彼 は 「私 は 主が お望みになる 道に おいて は 余す 所な く 主の ために 財貨 を 費して 参り まし 

た」 と 言った。 

アツ ラ一 は 「偽り を 申せ。 

汝は 寛大な 者と 言われる ために そのよう にした。 

現に そのよう に 言われて いたであろう」 と 申される。 

それから 彼への 命が 下り、 彼 は顏を 下にして 弓 I き ずられ 火獄に 投げ入れられる。 

この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ てる。 



アツ ラーの 道の ために 戦い、 戦利品 を 得て 帰る 者と 全く それ を 得ずに 帰る 
者に 対する 報酬の 量 

アブ ドッラ 一'ビン' アム ルは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「アツ ラ一 の 道に おいて 戦う 軍隊で 戦利品 を 得て 帰還す る 者 達 は、 後 
世に おいて 得る 報酬の 三分の 二 （注) を 予め 得て しまう。 
彼等に 残る の は 三分の一 である。 

(—方) 戦利品 を 得られなかった 者 達 は (後世に て） 完全な 報酬 を 得る」 と 申された。 
(注） 無事の 帰還と 戦利品の 二つ を 意味す る 

アブ ドッラ 一'ビン' アム ルは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「（アツ ラ一 の 道の ために） 遠征す る 軍隊の 大小 を 問わず、 それに 参 
カロし 戦利品 を 得て 無事 帰還 すれば、 彼等 は 既に 報酬の 三分の 二 を 予め 得て しまった こと 
になる。 

また 遠征す る 軍隊の 大小 を 問わず それに 参加し、 戦利品 も 無く 苦闘し 傷ついて 帰る 者 達 
に は (後世に て) 完全な 報酬が 与えられる であろう」 と 申された （注）。 

(注) 聖戦に 参加して 苦しみ、 あるいは 命 を 落した 者 は、 戦利品 を 得て 無事 帰還す る 者よ 
リ 報酬 は 多い ことになる 



(アツ ラーの 道の ための） 行為 は 自ら 決意し 実行され てこ そこの 価 価が ある 

ウマル' ビン ■ ' 、ッタ 一ブは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「人の 行為 は 自ら 決意し 実行され てこ そ 真の 価値が ある。 
人 は 決意して 行った ものに ついての み 報酬 を 得る。 

アツ ラ一 やその み使いの ために 移住した 者の それ は、 唯、 アツ ラ一 とその み使いの ために 
なされた ので ある。 

この 世の 利益 を 得る ため、 または ある 女性と 結婚す るた めの 移住 は、 その 目 的の ために 

移住が 行われた ので あり （前者の ような 報酬 は 望むべく もない）。 

この ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

それらの 中の一 つに は 「私 は ウマルが 預言者から 聞いた として、 ミン バルで その 話 をして 

いるの を 聞いた」 と 述べられ ている。 



アツ ラーの 道に おいて 殉教 を 望む の は 好ましい ことで ある 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「真実、 殉教 を 望んだ 者 は、 たとえ それが 達成され なかった としても、 
それに 対する 報酬が 与えられる であろう」 と 申された。 

サ フル' ビン' アブ一' ゥマ一 マ は 祖父の 話と して 彼の 父が 話した もの を （次のように) 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「真心より、 アツ ラーに 殉教 を 願った 者 は、 たとえ その 者が ベッドの 上 

で 亡 〈なった としても、 アツ ラ一 は その 者 を 殉教者の 列に 加え 給う であろう」 と 申された。 
アブ— 'タ —ヒルの ハディ— スには 「真心より」 の 言葉 は 述べられて はいない。 



アツ ラーの 道の ための 戦いに も 参加せ ず、 いかなる 決意 も 表明せ ずに 死せ 
る 者に 対する 非難 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「アツ ラーの 道の ための 戦に も 参加せ ず、 それに 対する いかなる 決意 
も 表明せ ずに 死せ る 者の 死 は 偽善 的な 死で ある」 と 申された。 
途中 伝承 者の一 人 は" それ は アツ ラ一 のみ 使いの 時代に 関する 事柄であった と、 われ わ 
れは 思う" と 述べて いる。 



病気 その他 余儀ない 事情で 聖戦に 参加 出来なかった 者の 報酬 

ジャー ビル は 伝えて いる 

われわれ は ある 遠征 を 預言者 と共にした。 

その 時、 その 御 方 は 「マデイーナに は あなた 方が 遠くに 侵攻した 時 も 峡谷 を 越える 時 も、 

常に 心 を一 にす る 人々 がいる。 

彼等 は 病気の ために 参加 出来なかった の だ」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている 力、 ヮキ一 ゥ （途中 伝承 者の一 

人） によって 伝えられた ハディ一 スに はみ 使いの 言葉と して 「彼等 は (聖戦の ための） 報酬 

を あなた 方と 分け合う」 というの が ある。 



聖戦の ため、 船で 遠征す る ことの 徳 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 常に ミル ハ一ン （預言者の 養母の 姉妹、 または その 御 方の 父のお ば 
とも 言われる 女性) の 娘 ゥンム 'ハラー ムを 訪問した が、 彼女 は その 御 方に 食事 を 提供し 
ていたの であった。 

時に ゥンム ■ , 、ラ一 ムはゥ バ一ダ ■ ビン ■ サ一 ミトの 妻であった。 

み使いが ある 日、 彼女の 所に 行く と (例によって) 彼女 は その 御 方に 食事 を 提供した。 

それから 彼女 は その 御 方の 頭髪に 触れる ために 座った （注）。 

すると アツ ラ一 のみ 使い は 眠られた。 

ややあって、 その 御 方 は 笑いながら お起きに なった。 

私 は 「アツ ラ一 のみ 使い様、 何が おかしい のです か」 と 申しました。 

その 御 方 は 「アツ ラーの 道の ための 遠征に、 私の 共同体の 人々 が 玉座に ある 王侯、 ある 

いは 玉座に ある 王侯の 如くに （この 二つの 表現の どちら を 言われた のか 確信 はない が） 

堂々 と 洋上 を 航海す るの を 見た ので ある」 と 申されました。 

彼女 は 「私 は、 アツ ラ一 のみ 使い様、 私 を 戦士 達の一員に 加えて 下さる よう、 アツ ラ一 にお 

祈り 下さい、 と 申しました」 と 言った。 

するとみ 使い は 彼女の ために 祈リ、 再び 横にな つて 眠られた。 

それから また ややあって、 み使い は （再び) 笑いながら お起きに なった。 

彼女 は 「私 は、 アツ ラ一 のみ 使い様、 何が おかしい のです 力、、 と 申しました」 と 言った。 

み使い は 「アツ ラ一 の 道の ために 戦う 私の 共同体の 人々 を 見た の だ」 と言われ、 最初に 申 

された 言葉 を 繰り返された。 

彼女 は 「私 は、 アツ ラ一 のみ 使い様、 私 を 戦士 達の一員に 加えて 下さる よう、 アツ ラ一 にお 
祈り 下さい、 と 申しました」 と 言った。 

み使い は 「あなた は 先頭に 立って 進む 戦士 達の一 人で ある」 と 申された。 

こうして ミル ハーンの 娘 ゥンム ■/ 、ラーム は ムアー ウイ ャの 時代に （夫と 共に 遠征の ため） 

航海した。 

そして 陸に 上り、 動物 （らば) に 乗って 進んで 行く 際に それから 落ちて 亡くなった。 

(注) 髪 を 整えられる こと を 心地よ く 思う 人達が ある 力、 預言者 もそう される こと を 好んだ の 
かも 知れない 

ァ ナスのお ば （彼の 母の 姉妹） ゥンム 'ハラ一 ムは 伝えて いる 
預言者 は 或 日、 私達の 所に お出に な りうた たねされ ま した 。 
そして その 御 方 は 笑いながら お起きに なリ ました。 
私 は 「アツ ラ一 のみ 使い様、 何が おかしい のです か。 



是非お 話し 下さい」 と 申しました。 

み使い は 「私 は 私の 共同体の 人々 が 玉座に ある 王侯の ように 堂々 と 洋上 を 航海す るの を 
見た の だ」 と 申されました。 

私 は 「私が 彼等の一 員と なれます よう、 アツ ラ一 にお 祈り 下さい」 と 言いました。 

み使い は ほこと、 あなた は 彼等の一 員で ある」 と 申されました。 

それから その 御 方 は 再び 眠られ、 また 笑いながら お起きに なりました。 

それで 私 は その 御 方に 尋ねます と 先と 同じように お答えに なりました。 

私 は 「私が 彼等の一 員と なれます よう、 アツ ラ一 にお 祈り 下さい」 と 申しました。 

その 御 方 は 「あなた は 先頭に 立って 進む 兵士 達の一 人で ある」 と 申されました。 

アナ スは （次のように も） 言った。 

ゥ ' く一 ダ 'ビン' サ一ミ トは 彼女と 結婚 した 。 

彼が 遠征の 航海に 出た 時、 彼女 を 同伴した。 

帰りに （陸路 を 進む 時) 彼女に はらば が 用意され た。 

彼女が らばに 乗って いる 間に それから 落ち、 首の 骨 を 折って （亡くなった）。 

ミル ハーンの 娘 ゥンム ■/ 、ラーム は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 或 日、 私の 近くで 休まれました。 

ややあって 微笑され ながらお 起きに なりました。 

私 は 「アツ ラ一 のみ 使い様、 何が おかしい のです か」 と 申しました。 

すると その 御 方 は 「私 は、 私の 共同体の 人々 が (アツ ラーの 道の 戦の ために） 緑の 海原 を 

航海す るの を 見た の だ」 と 申されました。 

それから 伝承 者 は 前述の ような ハディ一 スを 述べた。 

アナ スゼン 'マ一 リクから 聞いた として アブ ドッラ 一'ビン 'アブ ドル' ラフ マーン は （次のように) 伝え 
ている 

アツ ラ一 のみ 使い は、 ァ ナスの 母方の 姉妹で ある ミル ハーンの 娘の 所に お出でになった。 
そして 彼女の 所で 横にな つて 休まれた。 

この 後の ハディ一 スは 前述の ものと 同様で ある。 



至高 偉大なる アツ ラーの 道に おいて、 前線の 警備に 当たる 兵士の 徳 

サル マーン は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使し、 が 「昼夜 を 問わず (背後に ある 者 を 守る ため） 警備に 当る こと は、 

—月 断食 をし、 毎夜 礼拝に 立つ ことよ リ 価値が ある。 

そしても しその 者が (義務の 遂行 中に) 亡くなれば、 彼が 果して 来た 行為に 対して 報酬が 

あ リ 、 また 彼に は (アツ ラ一 の 許で) 永遠の 糧が 与えられる。 

そして 彼 は 墳墓の 責め苦に 合う こと もない」 と 申された。 

前述の ハディ一 ス はサル マ一 ン ■ I \ ィルを 根拠と、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



殉教者に 関して 



アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「人が 道 を 歩いて いる 間に、 その 道の 上に 茨の 木 を 見つけたら それ 
を わきに どけよ。 

アツ ラ一 は その 行為 を 愛で 給いて 彼の 罪 をお 許し 下さる」 と 申された。 

また、 アツ ラ一 のみ 使い は 「殉教者に は 5 類型が ある。 

疫病で 亡くなる 者、 激しい 下痢が 因で 亡くなる 者、 溺死す る 者、 破壊 物の 下敷に なって 亡 
くなる 者、 そして 至高 偉大なる アツ ラーの 道での 殉教者で ある」 と 申された。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方の 間で は どのような 者 を 殉教者と 考えて いるか」 と 申された。 
人々 は 「アツ ラーの み使いよ、 それ は アツ ラーの 道に おいて 殺された 者です」 と 言った。 
み使い は 「（もし それだけが 殆教 者で あると すれば) わが 共同体の 殉教者の 数 はまこと に 
少数で ある」 と 申された。 

彼等 は 「それで は それ は どのような 人々 なのです か」 と 言った。 

その 御 方 は 「アツ ラ一 の 道に おいて (戦い そして) 殺された 者 は 殉教者で ある。 

アツ ラ一 の 道に おいて 死せ る 者 は 殉教者で ある。 

疫病で 死せ る 者 も 殉教で ある」 と 申 された。 

イブ ン 'ミク サム は 「私 は、 アツ ラ一 のみ 使いが 『溺死せ る 者 は 殉教者で ある』 と 申された と 
いう、 あなたのお 父さんの 言葉が 真実で あると いう こと を 証明す る」 と 言った。 

ス ハイル は 伝えて いる 

ゥバ イド ッラ一 'ビン 'ミク サム は 「私 は （アツ ラ一 のみ 使いの） 『溺死せ る 者 は 殉教者で あ 
る』 （という 言葉 を 付加した） あなたの 兄弟 （正しく は、 あなたの 父、 であると 言われる） の 言 
葉が 真実で あると いう こと を 証明す る」 と 言った。 

この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

その 中で ス ハイル は r ゥ バイ ドッラ 一'ビン 'ミク サム は アブ一 'サ 一リフ より 聞いた として この 話 を 

私に した。 

その 中で 彼 は 『溺死せ る 者 は 殉教者で ある』 （というみ 使いの 言葉 を) 付加した」 と 言った。 

スィ一 リーンの 娘ハ フサ は 伝えて いる 

ァ ナス ■ ビン ■ マ一 リク は 私に 「ヤヒヤ一 ■ ビン ■ アブ一 ■ アム ラは 何が 原因で 亡くなつ たので 
すか」 と 言った。 

私 は 「疫病が 原因です」 と 言った。 



弓術 を 修め、 それ を 他に 奨励す る ことの 徳、 また、 それ を 放棄した 者への 非 
難 



ゥ クバ ゼン 'ァ 一ミル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い 力 《 ミン バルで 「あなた 方 は 人々 のた め、 可能な だけ 力 を 備えて おくよう 
心挂ト けぶ。 

力 は 弓術に てつ けられる の を 知る がよ い。 

力 は 弓術に てつ けられる の を 知る がよ い」 と 申された。 

ゥ クバ ゼン 'ァ 一ミル は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いが 「あなた 方に は 広大な 大地が 開放され るであろう。 

そして アツ ラー は （あなた 方の 敵に 対し） あなた 方が 満足す るよう な 御 配慮 を 給わる であろ 

ラ。 

しかし あなた 方 は 誰一 人と して 弓術の 修業 を 放棄して はならぬ」 と 申される の を 聞いた。 

この ハディ一 スはゥ クバ' ビン 'ァ 一ミル を 根拠と して、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ ドル' ラフ マ一 ンゼン 'シャ マーサ は 伝えて いる 

フカ ィム' ラノ、 ミ一 はゥ クバ' ビン 'ァ 一ミルに 「あなた は 二つの 事柄の 中い ずれ を 選ぶ ベ 

きか 迷って いる。 

あなた はお 年寄りで それ を 行う のが 困難な の だ」 と 言った。 

ゥ クバ は 「もし それが アツ ラ一 のみ 使いから お聞きした 言葉でないなら ば、 私 は そのこと に 

悩む こと もな 力、 つたのに」 と 言った。 

ハーリス は 「私 は イブ ン 'シャ マーサに 『それ は 何です か』 と 尋ねた」 と 言った。 

彼 は 「それ は アツ ラ一 のみ 使いの 『弓術 を 修めた 者で、 後に それ を 放棄した 者 はわれ われ 

の 仲 問で はない。 

あるいは （アツ ラ一 のみ 使いに） 背く 者で ある』 という 言葉で ある」 と 言った。 



「私の 共同体の 一グループ は 真理の 擁護 者と して 存続す るであろう。 
これらの 人々 に， 対する 者 も 彼等に 危害 を 及ぼす こと は 出来ない」 

というみ 使いの 言葉に ついて 

サゥパ 一ンは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「私の 共同体の一 グルプ (注） は 真理の 擁護 者と して 存統 する であろ 

ラ。 

これらの 人々 に 敵対す る 者 も 彼等に 危害 を 及ぼす こと は 出来ない。 

これらの 人々 は アツ ラーの 御 命令 （死） が あるまで その 状態 を 保つ であろう」 と 申された。 

クタ ィバの ハディ一 スには 「彼等 は その 状態 を 保つ であろう」 という 言葉 はない。 

(注） この グループの 人々 について は、 神学者 達、 あるいは スンナ と 共同体の 民、 または 
ハディ一 スの 徒、 その他 様々 な 意見が あり 定説 はない 

ムギ一 ラは 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いが 「私の 共同体の 中の一 グループの 人達 は 人々 の 勝利者と して ァ 
ッラ一 の 御 命令が 下される まで、 その 状態 を 続ける であろう」 と 申される の を 聞いた。 

前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

ジャ一 ビル ゼン' サム ラは 伝えて いる 

預言者 は 「この 宗教 は 絶える ことなく 存続し、 ムス リム 達の グループ は 復活の 時が 来る ま 
で、 それ を 防衛す るた めに 戦い 続ける であろう」 と 申された。 

ジャ一 ビル ゼン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使い 力 《 「 私の 共同体の 一グループ は 復活の 日まで 勝利者と して 真理の 

擁護の ために 戦い 続ける であろう」 と 申される の を 聞いた。 

ゥ マイル' ビン 'ハ 一二一 は 伝えて いる 

私 は ムァ一 ウイ ャカ 《 ミン バルの 上で （次のように） 話して いるの を 聞いた。 

私 （ムァ 一ウイ ャ） は アツ ラ一 のみ 使いが 「私の 共同体の 一グループ は アツ ラ一 の 命令に 

服従し 続ける であろう。 

彼等に 敵対す る 者 も 彼等に 危害 を 及ぼす こと は 出来ぬ。 

彼等 は 人々 の 勝利者と して アツ ラ一 の 御 命令が あるまで 存続す るであろう」 と 申される の 

を 聞いた。 



ヤジード ■ ビン ■ アサ ンムは 伝えて いる 

私 は ムァ一 ウイ ャ 'ビン' アブ一' スフ ャ一 ンが項 言 者から 聞いた ハディ一 スを 話す の を 聞 

いた。 

私 は 預言者からの 話と して は、 彼が これ 以外の もの を ミン バルで 話した の を 知らない。 
(すなわち） アツ ラ一 のみ 使い は 「アツ ラ一 は 恩恵に 浴 させよう とする 者に は 宗教に ついて 
お教えになる であろう。 

ムス リム 達の一 グループ は、 復活の 日まで 敵対す る 者に 勝利 を 博しながら、 真理の ため 
に 戦い 続ける であろう」 と 申された。 

アブ ドル' ラフ マーン 'ビン ■ シャ マーサ 'マフ リ一 は 伝えて いる 

私が マス ラマ' ビン 'ム ハツ ラドの 所に いた 時、 彼の 許に は アブ ドッラ 一'ビン' アム ルゼ 
ン' ァ一ス もいた。 

アブ ドッラ 一は 「最後の 審判の 時 は、 この 世に 最悪の 族が はびこった 時に 起る であろう。 

その 族 は ジャ一 ヒリ一 ャの人 々より 悪党で ある。 

彼等 は アツ ラ一 にどの ような 物で も 請い 求める の だ。 

彼等が このような 話 をして いた 時、 ゥ クバ' ビン 'ァ 一ミルが 訪れた。 

マス ラマ は 彼に 「ゥ クバよ、 アブ ドッラ 一が 話して いる こと を 聞く がよ い」 と 言った。 

ゥ クバ は 「彼 は 本当に 良く 知っている。 

ところで 私 は アツ ラ一 のみ 使いが 『私の 共同体の一 グループ は 彼等の 敵 を 制し、 アツ ラ一 
の 御 命令に 服従して 戦い 続ける。 

敵 は それらの 人々 に対して いかなる 危害 も 及ぼす こと は 出来ず、 最後の 審判の 時が 来る 

まで、 そのまま （この 世に) 残り 続ける であろう』 と 申される の を 聞いた」 と 言った。 

すると アブ ドッラ 一は 「その 通リ である。 

それから アツ ラ一 は 麝香の ように 香 わしい 風 を 吹かせ 給う。 

その 感触 は 絹の ようで ある。 

その 風 は 心に わずかで も 信仰心の ある 者 は 全て 連れ去る。 

こうして 後に は 最悪の 族が 残リ、 それらの 者 達の 上に 最後の 審判の 時が 起る ので ある」 と 

B つた。 

サ アド' ビン' アブ一 'ヮッ カース は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「西方の 人々 （注） は 最後の 審判の 時が 来る まで、 真理の 擁護 者と し 
て 存続す るであろう」 と 申された。 



(注) アラビア半島の 人々 を 指す 



家畜 を 連れて 移動す る 場合の それへの 配慮、 そして 夜 は 道路から 離れて 

休息す る こと 



アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方が 肥沃な 地 を 旅する 時 は、 ラクダ に その 地の 牧草 を 食む 
機会 を 与えよ。 

また 乾燥し きった 土地 を 旅する 時 は （気力の ある 中に) ラクダ の 歩み を 速める がよ い。 
夜間 休息す る 場合、 （テント を 張る 場所 は) 道路から 離れた 所に せよ。 
そこ は 毒 を もつ 夜行性の 小 動物の 住み家で ある 故」 と 申された。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方が 肥沃な 地 を 旅する 時 は、 ラクダ に その 地の 牧草 を 食む 
機会 を 与えよ。 

また 乾燥し きった 地 を 旅する 時 は、 その 家畜が 元気な 中に 急いで そこ を 通過 するがよい。 

夜間 休息す る 場合 は 道路から 遠ざかる がよ い。 

そこ は 毒 を もつ 夜行性 小 動物の 住み家で ある」 と 申された。 



旅 は 難儀な もの 故、 仕事 を 終えたら 早く 家族の 許に 戻る ことが 望ましい 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「旅 は 難儀な ものの一 つで ある。 

それ は 安眠、 食事、 飲み物 等に 支障 を 来たす。 

故に あなた 方 は 誰でも 目的 を 達したら す 早く 家族の 許に 戻る がよ い」 と 申された。 



旅から 戻った 者が 深夜、 家族の 許に 帰る の は 好ましくない 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 夜 遅く その 御 方の 御 家族の 許に ぉ帰リ になる こと はな 力、 つた。 

その 御 方が 家族の 許に 帰る の は 朝かタ 刻であった。 

アナ スゼン 'マ一 リク を 根拠と する もので、 前述の ハディ一 スと 若干の 相違 を もった もの 

が ある。 

それに は" み使い は （夜間 遅くに は その 御 方の） 家庭に はお 入リ にならなかった" と 述べら 
れ ている。 

ジャー ビル ゼン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

われわれ は アツ ラ一 のみ 使いと ある 遠征 を 共に した。 

われわれが マディ一 ナに 帰り、 それぞれの 家に 向った 時、 み使い は 「しばらぐ ジリで 夫 を 

迎える 妻が 髪 を 梳リ、 性 毛 を 剃る ため、 家に 入る の を 夕刻まで 遅らせよ」 と 申された。 

ジャー ビル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方 力 《 (旅から） 帰った 時 は、 しばらぐ ジリで 夫 を 迎える 妻が 性 
毛 を 剃り、 髪を梳 るまで 家に 入る の を 遅らせよ」 と 申された。 
この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

ジャ一 ビル ゼン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 長い間 家 を 留守に していた 男が 夜更けに 家族の 許に 帰る こと を禁 
止された。 

ジャ一 ビル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 長い間 家 を 留守に していた 男が、 家族に 背信 行為がなかった かど 
う 力、、 あるいは それらの 動向 を 知る ために、 夜更けてから 家族の 許に 帰る こと を 禁止され 

た。 

前述の ハディ一 スの別 伝承に スフ ャ一ン 力 《 「私 はこれ がその ハディ一 ス にあった かどう か 
知らない」 と 言った。 

それ はみ 使いの" 家族に 背信 行為がなかった かどう か、 あるいは それらの 動向 を 知る た 
めに" という 言葉で ある。 

この ハディ一 スは ジャ一 ビル を 根拠と して 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

それらに は 預言者の 「夜更けに 帰る こと は 好ま LX ない」 という 言葉 は あるが、 「家族に 背 
信 行為がなかった か、 あるいは それらの 動向 を 知る ために」 という 言葉 は 述べられ てはい 
ない。 



狩 撒、 屠殺 動物 食用 動物に ついての 書 



調教され た 犬に よる 狩獵 

アディ一 ュ 'ビン ■ / 、一ティム は 伝えて いる 

私 は 「アツ ラーの み使いよ、 私が 調教され た 何 頭 かの 犬 を 放ち、 それらが 獲物 を 捕らえて 

来た 時、 それに 対して （慈悲 あまねく 慈愛 深き アツ ラーの 御名に おいて、 と) アツ ラーの 御 

名 を 唱えて （畜殺 すれば、 食しても 良いで しょうか）」 と 言った。 

すると その 御 方 は 「あなた 力、 調教され た 犬 を 放ち （それら を 放って いる 間に) アツ ラ一 の 

御名 を その 犬に 対して 唱えた 場合に は 食して よい」 と 申された。 

私が 「たとえ 犬が その 獲物 を 殺して しまった 場合で も （食して よいです か）」 とお 尋ねす ると 

「たとえ それらが 殺して しまっても、 あなたの 犬 以外が それに 加わって いなければ よい」 と 

申された。 

私 は （更に） 「私が 獲物 を 捕る ため ミア ラ一ド (羽 も 矢 じり も 付いていない、 重い 矢の ような 

狩獵 用具) を 投げ、 それで 仕留めた 場合 は (どうでしょう)」 とお 聞きす ると、 

「もし あなたが ミア ラード を 投げて 獲物 を 刺し通した 場合 は 食して よい。 

だ 力、 それが 獲物に 当って 地面に 落ち （あるいは 倒れて いるの を 撲殺した もの） は 食して 

はならぬ」 と 申された。 

アディ一 ュ ■ ビン ■/ ヽ 一ティム は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いに 「われわれ は これらの 犬 を 使って 狩獵 している 者です が （どのよ 
うにしたら 良い のでしょう 力、） とお 尋ねした。 

すると その 御 方 は 「もし あなたが あなたの 調教され た 何 頭 かの 犬 を 放ち、 それらに 対して 
アツ ラーの 御名 を 唱えた 時 は、 たとえ 犬が 獲物 を 殺して しまった 場合で も、 あなたの ため 
に 獲った もの は 食して よい。 

だが、 もし 犬が (獲物の一 部で も 食べたら） それ は 食して はならぬ。 

私 は、 犬が （主人の ためで はなく） 已 のために それ を 捕らえた ので はない かと 案ずる から 

である。 

また、 あなたの 犬 以外の 犬が 加わって 獲った もの も 食して はならぬ」 と 申された。 

アディ一 ュゼン 'ハ 一ティム は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いに ミア ラ一ド について お尋ねした。 

すると その 御 方 は 「それが 突き 朿 lj さって 仕留めた もの は 食して よい。 

だが、 それが 当った だけで 倒した もの は 撲殺 故に 食して はならぬ」 と 申された。 



更に 私 は 犬に ついて お尋ねした。 

するとみ 使い は 「あなたが あなたの 犬 を 放ち、 そして アツ ラ一 の 御名 を 唱えた 時 は 食して 

よい。 

だ 力、 犬が 少しで も 食べた 獲物 は 食して はならぬ。 

それ は 犬が 己の ために 捕らえた ので ある」 と 申された。 

更に 私 は 「もし、 私の 幾 頭 かの 犬の 中に 他の 犬が 入って いて、 どちらの 犬が 獲物 をと つた 

か 分らない 場合 は （どうで しょうか） とお 尋ねした。 

その 御 方 は 「食して はならぬ。 

あなた は、 あなたの 犬に 対して アツ ラーの 御名 を 唱えた ので あり、 他の 犬に 対して は それ 
を 唱えなかった の だから」 と 申された。 

アディ一 ュ 'ビン ■ / 、一ティム は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いに ミア ラ一ド について お尋ねした。 
残余の ハディ一 スは 前述と 同様で ある。 

この ハディ一 スは アディ一 ュゼン 'ハ 一ティム を 根拠と し、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている 力、 
それ は 前述の ものと 同様で ある。 

アディ一 ュ 'ビン ■/ ヽ 一ティム は 伝えて いる 

私 は アツ ラーの み使いに ミア ラードに よる 狩獵 について お尋ねした。 

み使い は 「それが 突き刺さって 仕留めた もの は 食して 良い。 

だが、 それが 当った だけで 倒した もの は 撲殺で ある （故に 食して はならぬ）」 と 申された。 

私 はまた 犬に よる 狩獵 について お尋ねした。 

み使い は 「それが あなたの ために 捕えて 来た もので ぁリ、 なおかつ 少しも 食べられ ていな 
いもので あれば 食して よい。 

また、 その 犬が 捕えた 獲物 を 殺して しまって いた 場合 も 合法的な 屠殺で ある。 

だが、 もし あなたが そこに 他の 犬 を 見つけ、 それが一 緒に なって 獲物 を 捕り、 そして 殺した 

こと を 懸念す る 場合 は 食して はならぬ。 

あなた は あなたの 犬に 対して アツ ラ一 の 御名 を 唱えた ので あり、 その他の ものに 対して は 
それ を 唱えなかった ので あるから」 と 申された。 

この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

シャ ゥビ一 は 伝えて いる 

アディ一 ュゼン 'ハ 一ティム （彼 は ナフ ラインの 地に おいて、 われわれの 隣人で あり 親友 
であり 行動 を 共に した 人物であった） は 預言者に （次のように） お尋ねした。 



「私が (狩獵 のた め) 私の 犬 を 放ちました ところ 獲物 を 捕らえた のです が、 そこに 私の 犬で 
はない 犬が おりまして、 さて どちらが その 獲物 を 捕らえた のか 分らない のです」 と 言った。 
その 御 方 は 「それ は 食して はならぬ。 

あなた は あなたの 犬に 対して アツ ラーの 御名 を 唱えた ので あり、 他の それに 対して は 御名 
を 唱えなかった ので あるから」 と 申された。 

この ハディ一 スは アディ一 ュゼン 'ハ 一ティム を 根拠と し、 別の 伝承 者 経路で も、 伝えられ ている。 

アディ一 ュ 'ビン ■ / 、一ティム は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 私に 「あなたが あなたの 犬 を (獲物 を 捕える ために) 放った 時 は、 アツ 
ラ一 の 御名 を 唱えよ。 

そして 犬が あなたの ために 獲物 を 捕え、 その 捕獲 物が まだ 生きて いたら 屠殺せ よ。 
もし 犬が 殺して しまって （犬に） 全く 食べられて いなし、 もので あったら 食して よい。 
もし あなたの 犬に 他の 犬が 加わって いて （獲物 を) 殺した のが 分ったら 食して はならぬ。 
あなた は どちらの 犬が その 獲物 を 殺した か 分らぬ であろうから。 
また、 あなたが 矢 を 放ったなら アツ ラ一 の 御名 を 唱えよ。 
それでた とえ それ (獲物） が一 日程 見失し なわれ たもので あっても、 あなたの 矢 傷の みに 
よって 捕獲され たもので あれば、 あなたの 考え 次第で それ は 食して よい。 
もし それが 水中に あった ことが 分ったら 食して はならぬ」 と 申された。 

アディ一 ュ ■ ビン ■/ ヽ 一ティム は 伝えて いる 

私 は アツ ラーの み使いに 狩獵 について お尋ねした。 
み使い は 「あなたが 矢 を 射た 時 は アツ ラ一 の 御名 を 唱えよ。 
それで、 もし その 矢で 獲物 を 射殺した のが 分ったら、 それ を 食して よい。 
だが、 それが 水中に 落ちて いた 場合 は 別で ある。 

それ は 獲物が 水で 死んだ のか、 それとも あなたの 矢で 死んだ のか 分らない からで ある」 と 
申された。 

アブ一 .サ アラバ' フシ ャニ一 は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いの 所に 行き 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 われわれ は 聖典の 民の 人達の 
土地に 住み、 彼等の 器で 食事 をして います。 

そして 私の 弓で、 また 調教され た 犬 あるいはされ ていない 私の 犬 を 使って 狩獵の 出来る 
地で 生活して おります。 

そのような 事柄の 中で われわれに とって 合法的な もの （またそう でない もの） は 何で ある 
かお 話し 下さし、」 と 言った。 

その 御 方 は 「あなた 方が 聖典の 民の 地に 在って、 彼等の 器で 食事 をして いると いう ことに 



関して、 もし あなた 方が 彼等の 器 以外の もの を 見つけられるなら それ （今まで 使用して い 
たもの） で 食さない こと。 

だが、 それ 以外の ものが 無い ので あれば、 それ を 洗って 使用す るが よし、 （注）。 

また、 あなたが 狩獵 地に 住んで いると いう ことに 関して は、 あなたが あなたの 矢で 射止め 

たもの は アツ ラ一 の 御名 を 唱えた 後に 食べよ。 

また 調教され た 犬が 捕えた 物 も アツ ラ一 の 御名 を 唱えた 後に 食べよ。 

また、 あなたの 犬で 調教され ていない ものが 捕えた 獲物で (もし それが 生きて いたら イス 

ラーム 法に 基づいた 方法で) それ を 屠殺して から 食べよ」 と 申された。 

(注) 聖典の 民の 中には イス ラームで 禁じられ てし、 る もの、 例えば 豚肉 や 酒 を その 器で 口 
にして いるた めで ある 

前述の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 

しかし イブ ン' ヮハブ (途中 伝承 者の一 人） の ハディ一 スに は" 弓の 狩獵" という 言葉 は述 

ベら れて はいない。 



見失った 獲物が かなりの 時間 を 経て 見つかった 場合に ついて 

アブ一 .サ アラバ は 伝えて いる 

預言者 は 「あなたが 矢で 仕留めた 獲物が 、しばらく たった 後に 見つかった 場合で も 悪臭 を 
放って いなければ 食して よい」 と 申された。 

アブ一 'サ アラバ は 伝えて いる 

預言者 は (仕留めた 者が) 三日 後に その 獲物 を 探し 当てた 場合に ついて 「もし それが 悪臭 
を 放って いなければ 食して よい」 と 申された。 

アブ— 'サ アラバ' フシ ャニ— を 根拠と して 伝えられた 別 伝承の ハディ— スには 言葉に 若 
干の 相違 を もつ ものが ある。 

(すなわち） 預言者 は 犬に よって 捕獲され たものに ついて 「三日 後で も 悪臭 を 放たぬ もの 
は 食して よい。 

(もし 悪臭 を 放つ もので あれば) 放置せ よ」 と 申された。 



牙 を もつ 野獣、 また 鉤爪を もつ 鳥 はすべ て 食べる こと を 禁止され る 

アブ一 .サ アラバ は 伝えて いる 

預言者 は 牙 を もつ 野獣 はすべ て 食す こと を 禁じられた。 

この ハディ一 スの別 伝承 者 経路 を 経た ものの 中で" ズフリ 一は 「われわれ はこれ について 

は、 われわれが シャ一 ムに 来る まで 聞かなかった」 と 言った" という こと を 付加して いるの 
が ある。 

アブ一 .サ アラバ' フシ ャニ一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 牙 を もった 野獣 はすべ て 食す こと を 禁じられた。 

イブ ン' シハ一 ブ (途中 伝承 者） は 「私 は、 シャ一 ムの 法学者 アブ一 イド リ一ス が (それに 

ついて） 私に 話す まで は 知らなかった。 

また、 ヒジャ 一ズに 住む われわれの 学者 達から も それ は 聞かな 力、 つた」 と 語って いる。 

アブ一 'サ アラバ' フシ ャニ一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 牙 を もつ 野獣 を 食す こと を 禁じられた。 

この ハディ一 スは 表現に 若干の 相違 を もって 多くの 別 伝承 老 経路で も 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

み使い は 「牙 を もつ 野獣 はすべ て、 それ を 食す こと は ハラ一 ム (禁制の 事柄) である」 と 申 
された。 

この ハディ一 スは異 つた 幾つかの 伝承 者 経路に よっても 伝えられ ている。 

イブ ン"ァ ツバ一 スは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 牙 を もつ 野獣の すべて、 そして 鉤爪を もつ 烏の すべて を （食す る こと 
を) 禁じられた。 

前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

イブ ン 'アツ バース は 「アツ ラーの み使い は、 牙 を もつ 野獣の すべてと 鉤爪を もつ 鳥の すべ 
て を 食す こと を 禁じられた」 と 言った。 

この ハディ一 スは イブ ン 'アツ バース を 拠り所と し、 異 つた 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ てい 

る。 



海の 動物 はたと え 死んで いても 食して よい 

ジャー ビル は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は アブ一 'ゥ バイダ を リーダ一 として、 クライ シュの キャラバン を 待ち 伏 
せる ため、 われわれ を 派遣され た。 

われわれの 荷に はなつ め 椰子の 実の 入った 皮の 袋が 渡されて いた 力、 彼 （リーダ一） は 

それ 以外に われわれの 食糧 は 持って いなかった。 

アブ一 'ゥ バイダ はわれ われに その実 を （毎 日 ） 一個づ つ 与えて いた。 

アブ一 'ズ パイル は 「あなた 方 は それ を どうして いたので すか」 と 言った。 

すると ジャ一 ビル は 「われわれ は それ を 幼児が しゃぶる ようにし やぶり、 その後で 水 を 飲ん 

で一 曰 をし のいで いた。 

そして また、 われわれ は 落ちた 木の葉 を 叩いて 柔 かくし、 それ を 水に 湿らせて 食べて い 
た」 と 言った。 

続いて 彼 は 「時に、 われわれが 海岸に 出る と、 そこに 巨大な 砂丘の ような 形 をした ものが 
打 上げられ ていた。 

それに 近づいて 見る と、 何と それ は アン バル ほっこう 鯨） と 呼ばれて いる 動物であった。 
アブ一 'ゥ バイダ は 『死んで いる。 
だが 問題 はない。 

われわれ は アツ ラーの 道の ために、 アツ ラーの み使いから 派遣され ている 者 だ。 
それに 君達 は 飢え 窮地に 陥って いる。 
故に それ を 食べよ』 と 言った。 

われわれ 300 人 は そこに一 ヶ月 滞在し （それ を 食べて） 太った」 と 述べた。 
続いて ジャ一 ビル は （次のように) 話した。 

私 は 皆が その 動物の 目 に 溜った 脂肪 を 壷で 汲んで いるの や、 雄牛一 頭分 程の （または 雄 
牛 一頭に も 相当す る 量の 肉片 を） 一切れ 一切れと 切断す るの を 見た。 
アブ一 'ゥ バイダ はわれ われの 中の 13 人 を 前方に 呼んで、 彼等 を 鯨の 目の 空洞の 部分 
に 座らせて 見せた。 

また、 その 肋骨 を一 本 取って それ を 立てた。 

それ はわれ われが 所有して いた 最も 大きな ラクダ に 鞍 を 置いても、 その 下 を 通れる 程 （巨 
大な ものであった） 

こうして われわれ は その 肉から 薄く 切った （旅行 用の） 乾燥 肉 を 自給 出来た ので ある。 
われわれが マディ一 ナに 帰った 時、 アツ ラ一 のみ 使いの 所に 行って そのこと をお 話しした。 
するとみ 使い は 「それ は アツ ラ一 が あなた 方の ために 運んで 下さった 食糧で ある。 
今 その 肉 を 少しで も 持って いる 力、、 あったら われわれに 食べさせよ」 と 申された。 
そこで われわれ は その一 部 を アツ ラ一 のみ 使いに 差し上げた。 
すると その 御 方 は それ をお 食べに なった。 



ジャ一 ビル' ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は ラクダ に 乗った われわれ 300 人 を 派遣され た 力、 その 時の リーダ一 は 
アブ一 ■ ゥ バイダ ■ ビン ■ ジャッ ラ一フ であった。 

われわれ は クライ シュの キャラバン を 待ち伏せして 海岸に 半月 止まって いた。 

その 時 （食糧不足から） 激しい 飢餓に 見舞われた。 

それで われわれ は 落ちた 木の葉 も 食べた。 

(こういう わけで われわれ は）" 木の葉の 分遣隊" と 呼ばれて いる。 

折りし も、 アン バルと 呼ばれて し、 る 動物が 海岸に 打ち上げられた。 

われわれ は 半月 の 間 それ を 食べ、 その 御陰で 体に 脂肪が つき 元の 状態に 戻る ことが 出 

来た。 

アブ一 'ゥ バイダ は その 肋骨 を一本 取り、 それ を 立てた。 

それから その 隊の 中の 最も 背の 高い 男と、 最も 背の 高い ラクダ を 選び、 その 男 を その ラク 

ダに 乗せた が、 それでも その （肋骨の） 下 を 通る ことが 出来た。 

また一 集団が その 動物の 眼孔に 座る こと も 出来た。 

われわれ は その 窪みから 何 杯 もの 脂 を壺で 汲み出した。 

ところで われわれ は 皮の 入れ物に 入った なつめ 椰子の 実 を 持って いた。 

アブ一 'ゥ バイダ はわれ われの一 人 一人に それ を一 握り づっ 与えて いたが (それ も 乏しく 

なると） _個_ 個 与えて いた。 

それが 無ぐ よってし まった 時、 われわれ は" 無" の 空し さ を 切実に 覚えた。 

アム ルは ジャ一 ビルが" 木の葉の 分遣隊" に関して （次のように） 話す の を 聞いた 
ある 者が 三 頭の ラクダ を 屠った。 

それから 三 頭、 そして 更に 三 頭と 屠った 後、 アブ一 'ゥ バイダ は （乗 用 動物が 不足す るの 
を 懸念して） その 行為 を 禁止した。 

ジャー ビル' ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

預言者 はわれ われ 300 人 を 派遣され た。 

その 時 われわれ はわれ われの 首に 食 量の 入った 袋 を 下げて いた。 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 300 人から 成る 軍勢 を 派遣され、 その リーダ一 として アブ一 'ゥ バイ 
ダ ■ ビン ■ ジャッ ラ一フ を 任命され た 。 

ところで 彼等の 食 量が 乏しくな ると アブ一 ゥ バイダ は 彼等の 食 量 を 食 量 袋に 集めた。 
そして それ を われわれに 分け与え ていたが それ もい よいよ 不足して 来る と、 - 日 に 与えら 
れる 食糧 はなつ め 椰子の 実 一個 だけと なった。 



ジャ一 ビル' ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが 一団の 軍勢 を 海岸に 派遣され た 時、 私 は その 中の一 人であった。 
残余の ハディ一 スは 前述の ものと ほとんど 同じで ある 力、 ヮハブ 'ビン' カイ サ一ン のハデ 

ィ一ス に は" その 軍隊 は 鯨 を 18 日間 食べた" と 述べられ ている。 

ジャー ビル' ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は ジュハ イナ 族の 地に 遠征隊 を 派遣した。 
そして一 人の 男 を 彼等の 指揮官と して 任命され た。 
残余の ハディ一 スは 前述の ものと 同一 である。 



飼育され た ロバの 肉 を 食す る こと は 禁止され ている 

ァリ 一ビン' アブ一 'タ 一リブ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は ハイバルの 戦 （注） で、 女性との 戯れの 享楽 や、 飼育され た ロバの 肉 
を (食べる こと) 禁止され た。 

(注) マディ一 ナと ダマスカス を結ぷ 道筋に 位置す る オアシスの ある 町。 

ここに は ユダヤ人が 住んで いたが 628 年、 預言者 はこ こに 遠征した 
この ハディ一 スは 言葉に 僅少の 相違 を もって、 異 つた 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

アブ一 'サ アラバ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 飼 青され た ロバの 肉 を 食す こと を 禁じられた。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 飼育され た ロバの 肉 を 食す こと を 禁止され た。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 ハイバルの 戦で 人々 が 飼育され た ロバ を 食べざる を 得ない ような 状 
態に あつたが、 それ を 禁止され た。 

シャイ バ一 二一 は 伝えて いる 

私 は アブ ドッラ 一ゼン 'ァ ウファ一 に 飼育され た ロバの 肉に ついて 尋ねた。 
すると 彼 は （次のように） 言った。 

アツ ラ一 のみ 使いが 御一 緒であった ハイバルの 戦で、 われわれ は 飢えに 見舞われた。 

その 時、 その 町の 外れで 飼われて いた ロバ を 手に入れ、 それ を 屠殺した。 

そして、 われわれの 土鍋が 沸騰した 時、 アツ ラーの み使いの 御 命令 を 告げる 者の 「土鍋 を 

履が えせ、 飼育され た ロバの 肉 は 少しも 食して はならぬ」 という 呼び掛け があった。 

私 は 「み使い はどうい うこと で それ を 禁じられた のでしょう」 と 言った。 

彼 は 「（そのこと について） われわれ は 話し合った。 

すると われわれの 一人 は 『み使い は それ を 決定的に 禁じられた』 と 言った。 

また ある 者 は 『それが 五分の 一づ つに 分けられなかった （注) ために 禁じられ たの だ』 と 言 

つた」 と 述べた。 

(注) ここで は 口 / くが 戦 利 品と 見做された わ けで ある。 

つまり 戦利品 は 五 等分され、 その一 つ は 国庫へ というよ うに、 それぞれ 定められた 所に 分 



けられる。 

従って、 ロバ を 食す のが 禁止され たの は それが 分割され る 前の ものであった からと 考えら 
れ たので ある。 

しかし、 飼育され た ロバ を 食す こと は そのような一 時 的 理由で はなぐ 決定的 禁止 事項と 
してな された ものである 

ス ライマ一 ン ■ シャイ ゾ く一 二一 は 伝えて いる 

私 は アブ ドッラ 一'ビン 'ァ ウファ一 力 《 (次のように） 言う の を 聞いた。 

われわれ は ハイバルでの 幾夜 か、 飢えに 見舞われた。 

そこでの 戦が 行われた 時、 われわれ は 飼育され た ロバ を 手に し、 それ を 屠殺した。 

そして その 肉 を 入れた 土鍋が 沸騰した 時、 アツ ラ一 のみ 使いの 御 命令 を 告げる 者の 「土 

鍋 を 覆せ。 

飼育され た ロバの 肉 は 少しも 食して はならぬ」 という 呼び掛け を 聞いた。 

これにつ いて 人々 は 「アツ ラ一 のみ 使いが それ を 禁じられ たの は、 それが 五分の一 ずつ 

に 分けられなかった ためで ある」 と 言った。 

また ある 人々 は 「み使い は それ を 決定的な ものと して 禁止され たの だ」 と 言った。 

アディ一 ュゼン 'サ 一ビト は 伝えて いる 

私 は バラ一 ゥと アブ ドッラ 一'ビン 'ァ ウファ一 が 「われわれ は 飼育され た ロバ を 手に入れ、 
それ を 料理した。 

その 時 アツ ラーの み使いの 御 命令 を 告げる 者の 『土鍋 を 覆せ』 という 呼び掛け があった」 
と 話す の を 聞いた。 

バラ一 ゥは 言った 

ハイバルの 戦に われわれ は 飼育され た ロバ を 手に入れた。 
その後 アツ ラーの み使いの 御 命令 を 告げる 者の 「土鍋 を 覆せ」 という 呼び掛け があった。 
サ一ビ トゼン 'ゥバ イド は 「私 は バラ一 ゥが 『われわれ は 飼育され た ロバの 肉 を (食べる こ 
と を） 禁じられた』 というの を 聞いた」 と 言った。 

バラ一 ゥ 'ビン' ァ一ズ イブ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 飼育され た ロバの 肉 は、 それが 生で あっても 煮て あっても 投げ捨てる 
よう、 われわれに 御 命じに なった。 

その後 その 御 方 は それ を 食す ことに ついては 決して 御 命じに はならなかった。 



前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



イブ ン- アツ バース は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い 力 《 (飼育され た ロバ を 食す こと を） ハイバルの 戦で 禁じられ たの は、 それ 
が 人々 のために 荷 を 運ぶ 動物で (不足す ると 不便な ために） それ を 屠る こと を 好まれな か 

つたの か、 

それとも それ は （イスラ一 ム 法に 則った ものと してで あつたの 力、） 私 は 知らない。 

サ ラマ' ビン 'ァク ワウ は 伝えて いる 

われわれ は アツ ラ一 のみ 使いと 御一 緒に ハイバルに 遠征した。 

アツ ラ一 はわが 同胞に 勝利 を 御 授けに なった。 

人々 が 勝利 を 得た その 日 、 彼等 は 夜になる と 炎炎と 火 を 燃やした。 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あの 燃えさ かる 火 は 何 か。 

あなた 方 は 何のた めに 火 を 燃やす のか」 と 申された。 

人々 は 「肉の ためです」 と 言った。 

その 御 方 は 「何の 肉 か」 と 申された。 

彼等 は 「飼育され ていた ロバの 肉です」 と 言った。 

すると アツ ラ一 のみ 使い は 「それ を 投げ捨てよ。 

それの 入った 土鍋 を 壊して しまえ」 と 申された。 

ある 者が 「アツ ラーの み使いよ、 中に ある もの を 投げ捨て、 土鍋 は 洗えば よいので しょう 
か」 と 言った。 

み使い は 「それでも よい」 と 申された。 
前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 
アナ スは 伝えて いる 

アツ ラーの み使いが ハイバル を 征服され た 時、 われわれ は 村の 外れで 飼育され ていた 幾 

頭 かの ロバ を 手に入れた。 

われわれ は それらの 中の 何 頭 か を 料理した。 

その 時、 アツ ラ一 のみ 使いの 御 命令 を 告げる 者の 「アツ ラ一 のみ 使い は、 それ を 禁じて お 

られ る。 

まことに それ は 悪魔の 所業で 忌むべき 事柄で ある」 という 呼び掛け があった。 

そこで、 それ を 入れた 土鍋 は その 中に ある もの 諸共に 覆えされ たが、 その 土鍋 は 中身で 

溢れん ぱかリ であった。 

ァ ナス 'ビン 'マ 一リク は 伝えて いる 

ハイバルの 戦で、 ある 者が 来て 「アツ ラーの み使いよ、 ロバが 食べられて しまいました」 と 

B つた。 



次に また 別の 者が 来て 「アツ ラーの み使いよ、 ロバが 殺されました」 と 言った。 

アツ ラーの み使い は アブ一' タル ハに （次のように） 呼び掛ける ように 御 命じに なった。 

(すなわち） 「まことに、 アツ ラ一 とその 御 使者 は、 あなた 方に ロバの 肉 を (食す こと を) 禁止 

された。 

それ は 忌むべき もの、 または 不浄な ものである」 そこで、 それらの 入った 土鍋 は 覆えされ 

た。 



馬肉 を 食す ことにつ いて 



ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は ハイバルの 戦の 時、 飼育され た ロバの 肉 は 禁じられ たが、 馬の 肉に 
関して はお 許しに なった。 

アブ一 'ズ バイ ルは ジャー ビル ゼン 'アブ ドッラ 一力 《 (次のように） 言う の を 聞いた 
われわれ は ハイバルの 戦の 時、 馬と 野性の ロバ を 食べた。 
だが 預言者 はわれ われに 飼育され た ロバに ついては 禁じられた。 

同様な ハディ一 スが別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

ァス マ一 ゥは 伝えて いる 

われわれ は アツ ラ一 のみ 使いが 御 在世の 頃、 馬 を 屠殺して 食べました。 
前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



トカゲ の 肉 を 食す こと は 許される 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

預言者 は トカゲ の 肉に ついて 尋ねられた。 

すると 「私 は それ を 食さない が、 禁止 はしない」 と 申された。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

ある 男が アツ ラーの み使いに トカゲ を 食す ことにつ いて 尋ねた。 
すると その 御 方 は 「私 は それ を 食さない 力、 禁止 はしない」 と 申された。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い 力、 ミン バルに おられた 時、 ある 男が トカゲ を 食す ことにつ いて 尋ねた。 
すると その 御 方 は 「私 は それ を 食さない 力、 禁止 はしない」 と 申された。 

ゥパ イド ッラ一 を 拠り所と する もので、 前述 同様の 話が 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 

前述 同様な ハディ一 スは、 アツ ラ一 のみ 使いから 聞いた 話と して、 イブ ン 'ウマル を 根拠と して 幾つ 

かの 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

それらの 中には 言葉に 僅少の 相違 を もった ものが ある 

(例えば) アイ ュ一ブ の ハディ一 スに は" アツ ラ一 のみ 使いの 許に トカゲ 力 やって来られた。 

その 御 方 は それ をお 食べに ならなかった 力、 禁止 はされ なかった" と あり、 

また ゥサ一 マの ハディ一 スに は" アツ ラ一 のみ 使い 力 《 ミン バルに おられた 時、 ある 男 力 《 （質問の た 

め） その マス ジドで 立ち上った" と 述べられ ている。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

預言者が 幾人 かの 教 友達と 御一 緒に おられた ことがあ つたが、 その 中に サ アド も 加わつ 
ていた。 

その 時 彼等の 所に トカゲ の 肉 力 やって来られた。 

すると 預言者の 妻 達の 中の 御一 人が 「それ は トカゲ の 肉 だ わ」 と 呼んだ。 

アツ ラーの み使い は 「食す がよ い。 

それ は 合法的な ものである。 

しかし 私 は、 それ は 食さない」 と 申された。 

タウ バ 'アン バリ一 は 伝えて いる 

シャ ゥビ一 (伝承 者の一 人） は 私に 「あなた はハ サンが 預言者から 直接に 伺った ハディ一 
スを 御存知で すか。 



私 は イブ ン 'ウマルと 二 年 あるいは一 年 半 程 親し 〈させて いただいた 力、 彼が 預言者から 

直接 伺った もので、 これ 以外の こと は 彼から 聞きませんでした」 と 言った。 

(それ は）" 教 友達の 幾人 かの 中に サ アド もいた" という 前述の ハディ一 ス について であ 

る。 

アブ ドッラ 一'ビン' アツ バース は 伝えて いる 

私と ハーリド' ビン 'ヮ リード は アツ ラーの み使いと 御一 緒に マイム一 ナの 家に 入った。 

その 時、 焼かれた トカゲ が 運ばれて 来た。 

アツ ラーの み使い は （とかげと は 知らず) それに 御手 を 伸ばされた。 

すると マイム一 ナの 家に いた 幾人 かの 女達が 「あなた 達、 アツ ラ一 のみ 使いが 今 召 上ろう 

とされて いるもの について お話しな さし、」 と 言った。 

み使い は （それが とかげで あると 分る と） 手 を 引き 込められて （お食べに ならな 力、 つた） 

私 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 それ は ハラ一 ム （禁じられ たもの） でしよう か」 と 言った。 

み使い は 「いや、 そうで はない が、 それ は 私の 親族の 地に はいない ものである 故、 私 は そ 

れを 好まぬ」 と 申された。 

ハーリド は 「私 は それ を 良く 嚙んで 食べた。 

その 間み 使い は じっと見 つめて おられた」 と 言った。 

アブ ドッラ 一'ビン' アツ バース は 伝えて いる 

アツ ラ一 の 剣と うたわれ ている ハ一リ ド 'ビン 'ヮ リ一ド は 私に （次のように） 告げた。 
彼 は アツ ラ一 のみ 使いと 御一 緒に その 御 方の 妻 マイム一 ナの 所に 行った。 
彼女 は 彼の 母の 姉妹で あつ、 また 私 （イブ ン' アツ バース） の 母の 姉妹で もあった。 
彼 は 彼女の 許に 焼かれた トカゲ が あるの を 知った。 
それ は 彼女の 姉妹 フフ アイド' ビン ト' ハーリスが ナジ ド から 持って来た ものであった。 
彼女 は その トカゲ を アツ ラーの み使いに 供した。 

それ は、 その 御 方に 差し上げる ことが まず 無かった 食べ物だった ので、 それにつ いて 話さ 

れる こと も、 その 名が 出る こと も ほとんど 無かった。 

アツ ラ一 のみ 使い は その トカゲ に 手 を 伸ばされた。 

その 時、 そこに 居た 婦人の一 人が 「あなた 達、 アツ ラ一 のみ 使いに 差し上げた 食べ物に つ 

いてお 話しなさい」 と 言った。 

彼女 達 は 「アツ ラ一 のみ 使い様、 それ は トカゲ です」 と 言った。 
するとみ 使い は 手 を 引き 込められた。 

ハーリド 'ビン 'ヮ リード は 「アツ ラーの み使いよ、 トカゲ は ハラ一 ムで すか」 と 言った。 

その 御 方 は 「いや、 そうで はない。 

だが それ は 私の 親族の 土地に はいない ものである。 

それ 故 私 は それ を 好まぬ」 と 申 された。 



ハ一 リドは 「それで、 私 は それ を 良く 嚙んで 食べた。 

アツ ラーの み使い は じっと見て おられた が 禁止 はされ なかった」 と 言った。 

ハーリド 'ビン 'ヮ リード は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いと 御一 緒に、 私の 母の 姉妹で ある マイム一 ナ 'ビン ト 'ハ 一リスの 所 

に 行った。 

その 時、 ジ ャァフ アル 族の 男性と 結婚して いた ゥンム 'フフ アイド' ビン ト' ハーリスが ナジ ド 
力、 らもって 来た トカゲ の 肉が アツ ラーの み使いの 前に 差し出された。 
だが アツ ラーの み使い は 日頃 は、 御 自分の 食べる ものが 何で あるか をお 知りになる まで 
は、 何もお 食べに はならなかった。 

残余の ハディ一 スは 前述の ものと 同じで あるが、 この ハディ一 スの 終りに" イブ ン 'ァ サン 
ムは マイム一 ナ から 聞いた として そのこと を 話した。 
なお 彼 は 彼女の 保護 を 受けて いた" という 付加が ある。 

イブ ン. アツ バース は 伝えて いる 

われわれが マイム一 ナの 家に いた 時、 二 匹の 焼かれた トカゲ が 預言者に 供され た。 
残余の 話し は 前述の ものと 同じで ある 力 、ヤジード' ビン' アサ ンムが マイム一 ナ から 聞い 
たと する ことに 関して は、 これに は 述べられて はいない。 

イブ ン. アツ バース は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが マイム一 ナの 家に 居られた 時、 トカゲ の 肉が その 御 方に 供され た。 
その 時 、ハーリド' ビン 'ヮ リード も そこに 居た。 
残余の ハディ一 スは 前述の ものと 同一 である。 

サイ 一ド' ビン 'ジュ バイ ルは 伝えて いる 

私 は イブ ン 'アツ バース 力 《 （次のように） 言う の を 聞いた。 

私のお ば ゥンム 'フフ アイド は アツ ラ一 のみ 使いに バタ一 と チ一ズ それに トカゲ を 献上した。 

み使い は バタ一 と チ一ズ は 食され た 力、 トカゲ は 嫌がられて お残しに なった。 

しかし それ は アツ ラ一 のみ 使いが 居られる 食卓で 食され たのであった。 

それが もし ハラ一 ム であったなら、 アツ ラ一 のみ 使いが おいでになる 食卓で それが 食され 

る ことはなかった であろう。 

ヤジード' ビン' アサ ンムは 伝えて いる 

最近、 マデイーナで 結婚した 人が われわれ を 招待して くれた。 

彼 はわれ われに 13 匹の トカゲ を 振る舞って くれた。 

人々 の 中には それ を 食す 者 も あれば 全然 手 をつ けぬ 者 もあった。 



私 は その 翌日、 イブ ン 'アツ バースに 会った。 

私 は 大勢の 人々 が 彼 を 取り囲んで いる 所で 前日の こと を 彼に 話した。 

すると そこに 居た ある 者が 「アツ ラ一 のみ 使い は 『私 は それ を 食さない が 禁止 はしない。 

また それ は 不法な もので もない』 と 申された」 と 言った。 

すると イブ ン 'アツ バ一ス は 「あなた 方 は 何と 悪い 言い方 をす る ことか。 

まことに、 アツ ラーの み使い は 合法的で あるか、 あるいは 非合法 的で あるか を （明瞭に 示 

される ためにみ 使いと して） 遣わされ たので ある。 

アツ ラ一 のみ 使いが マイム一 ナの 所で、 ファドル' ビン 'ァ ツバ一 ス、 ハ一 リド 'ビン 'ワリー 
ド それに 他の 婦人と 御一 緒に 居られた 時、 そこに 肉の 入った 器が 運ばれて 来た。 
預言者が それ を 召し 上 力 《 ろうとした 時、 マイム一 ナカ 《 『それ は トカゲ の 肉で ございます』 と 
言う と、 その 御 方 は 手 を 引き 込められた。 

そして、 『これ は 私が 食べない 肉で ある』 と 申され、 人々 に は 『皆 は 食す が 良い』 と 申され 

た。 

それで ファドル、 ハーリド' ビン' ヮリ一 ド、 その他 そこに 居た 婦人 は その 肉 を 食べた」 と 言 
つた。 

マイム一 ナは 「私 は アツ ラ一 のみ 使いが お食べになる 物 以外 は 食べません」 と 言った。 

アブ一 -ズ バイ ルは ジャー ビル ゼン' アブ ドッラ 一が (次のように） 言う の を 聞いた と 伝えて いる 
アツ ラ一 のみ 使い はト カゲを 供され ると、 それ をお 食べに なること を 拒絶され た。 
私 は 良く 分らぬ が、 多分 それ は 長い 年月の 間に （ある 民族が) 姿 を 変えられ たもの かも 知 
れ ない。 

アブ一 .ズ バイ ルは 伝えて いる 

私 は ジャ一 ビルに トカゲ を 食す ことにつ いて 尋ねた。 

彼 は 「それ を 食して はならぬ。 み使い は それ をお 嫌いに なった」 と 言った。 

ウマル' ビン' ハッタ一 ブは 「預言者 は それ を 禁止され なかった。 

至高 偉大なる アツ ラ一 は それ を 少なからぬ 人々 のために 有益な ものと して (創造され た） 
それ は 羊飼い 達が 常々 食す る ものである。 

もし それが 私の 所に あれば、 私 は それ を 食した であろう」 と 言った。 

アブ一' サイ一 ドは 伝えて いる 

ある 男が 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 われわれ は トカゲ が 多くい る 地に 住んで います。 
それで (それ を 食す ことにつ いて） あなた はわれ われに どのように 御 命じになります か、 ま 
たは どのような 法的 決定 を 下されます か」 と 言った。 
その 御 方 は 「イスラエル 族の 中の一氏族が （ト カゲの 姿に） 変えられた という ことが 私に 述 
ベら れた ことがある」 と 申されて、 何も 御 命じに ならなかった し、 また 禁止 もされな 力、 つた。 



アブ一' サイ一 ドは 「その後の ことであった、 ウマル は 『まこと、 至高 偉大なる アツ ラ一 は そ 

れを 少なからぬ 人々 のために 有益な ものと して 創造され た。 

なお それ は 羊飼い 達が 常々 食す る ものである。 

もし それが 私の 許に あれば それ を 食した であろう。 

アツ ラ一 のみ 使い は それ を 好まれなかった だけで ある』 と 言った」 と 述べて いる。 

アブ一 ■ サイ一 ドは 伝えて いる 

砂漠に 住む 男が アツ ラーの み使いの 所に 来て 「私 は トカゲ が 多くい る 低地に 住んで いる 者 

です。 

トカゲ は そこの 住人 達の 通常の 食べ物です」 と 言った。 

だが その 御 方 はお 答えに はならなかった。 

そこで われわれ は 彼に 「あなたの （問題 を） 繰り返して 見た まえ」 と 言った。 

彼 は それ を 繰り返した。 

しかしみ 使い はお 答えに はならなかった。 

その 言葉 は 三回 繰り返された。 

アツ ラーの み使い は 三度 目 に 彼 をお 呼びに なり 「砂漠に 住む 者よ、 アツ ラ一 は イスラエル 
族の ある一 氏族 を 呪われ、 あるいは お怒りに なられて、 彼等 を 地 を はう 爬虫類の 姿に 変 
えられた の だ。 

私 は それが その 種類の一 つで あるか どうか は 分らぬ 力、 私 は それ を 食べない し、 禁止 も 
せぬ」 と 申された。 



バッタ を 食す こと は 許される 

アブ ドッラ 一'ビン' アブ一 'ァ ウファ一 は 伝えて いる 

われわれ は アツ ラ一 のみ 使いと 御 一緒に バッタ を 食べ、 七 回 も 遠征 を 行った。 
この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 
伝承 者の一 人 は 彼の 話の 中で" 七 回の 遠征" と 言し、、 他の 伝承 者 は" 六 回" 別の 伝承 者 
経路のに は" 六 回 あるいは 七 回" と 言って いる、 と 述べて いる。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ、 その 中で は" 七 回の 遠征" と 言って い 

る。 



兎 を 食す こと は 許される 



ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

われわれ は マツ ルツ 'ザフ ラーン （マッカ 近くの 洞 谷） を 通った 時、 兎 を 追い かけた。 

人々 は 懸命に それ を 追った が 捕えられなかった。 

だが 私 は それ を 追い かけて 捕える ことが 出来た。 

私が それ を アブ一 • タル 八の 所に 持って行 くと、 彼 は それ を 屠殺した。 

そして その 腰部と 両 太股の 部分 を アツ ラーの み使いに 差し上げる ことにな リ、 それ を 私が 

持参した。 

すると その 御 方 は それ を 受け取られた。 

前述の ハディ一 スは 言葉に 僅少の 相違 を もち、 別 伝承 経路で も 伝えられ ている。 
それに は" それの 腰部 もしくは 両 太股" となって いる。 



狩 獵ゃ敵 を 倒す ために 役立つ 物 は 使用しても 良い が、 小石 を投 ずる こと は 
禁止され ている 

イブ ン 'ブライダ は 伝えて いる 

アブ ドッラ 一'ビン 'ム ガッフ アル は教 友の一 人が 小石 を 投げる の を 見た。 

彼 は その 男に 「小石 を 投げて はならぬ。 アツ ラーの み使い は （そのような 行為 を） 好まれな 

かった。 

(あるいは 小石 を 投げる こと を 禁じられた） 

まこと、 小石で は 獲物 を 捕る こと は 出来ぬ し、 敵 を 倒す こと も 出来ぬ。 

だが それ は 歯 を 折る であろうし、 また、 目をつぶす こと も ある」 と 言った。 

この 後 彼 は 例の 男が また 小石 を 投げる の を 目撃した。 

そこで 彼 は 「私 はお 前に、 アツ ラーの み使い は （その 行為 を） お厭いに なって おられた。 

あるいは 小石 を 投げる こと を 禁止して おられた と 告げた。 

しかるに、 私 は 君が その 行為 を 繰り返す の を 再度 目 撃した。 

私 はもう お前と は 絶交 だ」 と 言った (注）。 

(注) 偏に、 イスラ一 ム のために 行われる 排斥 行為 は イスラ一 ム法 でも 許されて いる。 
しかし、 物質的な 事柄 や 世俗的 目的の ためにな される 排斥 行為、 あるいは 断絶 は 厳重に 
いましめられ ている 

この ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ ドッラ 一'ビン 'ム ガッフ アル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 小石 を 投げる こと を 禁止され た。 

イブ ン 'ジャ ウファ ルは 彼が 伝えた ハディ一 スで 「その 御 方 は 『（小石で は） 敵 を 倒せない し 

獲物 も 殺せない。 

だが それ は 歯 を 折る であろうし 目 をつ ぷ しもす る』 と 申された」 と 述べて いる。 

イブ ン 'マハディ一 は 「それで は 敵 を 倒せぬ」 という 言葉 は 伝えて いるが 「目をつぶ しもす 

る」 と は 述べて いない。 

サイ 一ド' ビン 'ジュ パイル は 伝えて いる 

アブ ドッラ 一'ビン 'ム ガッフ アルの 近くに いた 者が 小石 を 投げた。 

彼 は その 男の 行為 を 禁止し 「アツ ラーの み使い は 小石 を 投げる こと を 禁じられた。 

そして 『それで は 獲物 も 捕獲 出来ぬ し、 敵 を 倒す こと も 出来ぬ。 

だが それ は 歯 を 折る であろうし、 目をつぶ しもす る』 と 申された」 と 言った。 

ややあって 例の 男 は 再び 小石 を 投げた。 



屠殺 あるいは 何 かの 命 を 絶つ 場合 は ナイフ を 鋭く する ような 配慮 をし 苦しま 
せぬ ようにす る こと 



シャツ ダード' ビン 'ァ ウス は 伝えて いる 

私が アツ ラ一 のみ 便い からお 聞きして 記憶して いる 二つの 事柄が ある。 
(すなわち） その 御 方 は 「まことに、 アツ ラ一 は 全ての ものに 慈愛 を 垂れ 給う。 
それでもし あなた 方が (ある もの、 例えば 罪人な ど を) 殺す 場合 は 良き 方法で 行う がよ い。 
また あなた 方が 屠殺す る 場合 も 良き 方法で せよ。 
(例えば) 使用す る ナイフ を 鋭利に し、 屠殺され る ものが 苦しまぬ よう 配慮 するがよい」 と 
申された （ことで ある)。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 



動物 を (標的と して） 閉じ込める こと は 禁止され ている 



ヒシャ 一ム ゼン' ザ イド ゼン' アナ スゼン 'マ一 リク は 伝えて いる 

私 は 私の 祖父 ァ ナス' ビン' マ一 リクと 一緒に/、 カム' ビン' アイ ュ一ブ の 家に 入った。 

すると そこで 人々 が 雌鳥 を 弓の 標的に していた。 

アナ スは 「アツ ラ一 のみ 使い は 動物 を (標的と する ために） 閉じ込める こと を 禁止され た」 と 

吕 つた。 

この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 



イブ ン' アツ バース は 伝えて いる 

預言者 は 「生きて いる 動物 を 標的と して 用いて はならぬ」 と 申された。 

前述の ハディ一 スも異 つた 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 



サイ一 ドゼン 'ジュ パイル は 伝えて いる 

イブ ン 'ウマル は 雌鳥 を 標的に して 交互に 矢 を 射てい る 人々 の 側 を 通った。 
彼等 は イブ ン 'ウマル を 見る とその 標的 を 置いて 逃げる ように 散った。 
その 時 イブ ン 'ウマル は 「これ を 行った の は 誰か。 
まこと、 アツ ラーの み使い はこの ような こと をす る 者 をお 呪いに なった」 と 言った。 



サイ一 ドゼン 'ジュ パイル は 伝えて いる 

イブ ン 'ウマルが クライ シュの 若者 達の 側 を 通る と、 彼等 は 鳥 を 標的に して それに 矢 を 射 

ていた。 

そして、 その 標的に 当らなかった 矢 は 全て 鳥の 所有者が 取る ことにし ていた。 
彼等 は イブ ン 'ウマル を 見る と 逃げた。 

彼 は 「このような こと をす る 者に アツ ラ一 の 呪い あれ （と 祈り）、 まことに アツ ラ一 のみ 使い 
は 生きて いる 動物 を （閉じ込めて) 標的に する 者 をお 呪いに なった」 と 言った。 



ジャ 一ビル' ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 動物が 閉じ込められて 殺される こと を 禁じられた。 



犠牲の 書 



生贄は 何時 屠る かにつ いて 

ジ ユン ダブ 'ビン' スフ ヤーン は 伝えて いる 

私 はィ一 ドル' アド ハーの 日、 アツ ラーの み使いと 一緒に いた。 

その 日 その 御 方 は （ィ一 ドル 'ァ ドハ一 の） 礼拝 を 捧げ 終えた 後、 礼拝 終了 前に 屠殺され 

た 生け 督の肉 を そこに 御覧に なった。 

み使い は 「ィ一 ドの 礼拝 を 捧げる 前に （あるいは われわれが 礼拝 を 捧げる 前に） 生け贄 を 

屠って しまった 者 は、 その 代リに 別の 生け贄 を 屠らねば ならない。 

また、 それ を 未だ 屠って いなかった 者 は アツ ラーの 御名 を 唱えて、 それ を 屠れ」 と 申され 

た。 

ジ ユン ダブ ■ ビン ■ スフ ヤーン は 伝えて いる 

私 はィ一 ドル' アド ハーの 曰 、み使いと一 緒に いた。 

その 御 方が 人々 と 礼拝 を 捧げ 終えた 時、 そこに 生け贄に された 羊 を 御覧に なった。 

み使い は 「礼拝 を 捧げる 前に 屠った 者 は 別の 羊 を 既に 屠った ものの 代りと して 屠らねば な 

らぬ。 

また、 それ を 未だ 屠って いなかった 者 は アツ ラーの 御名 を 唱えて 屠れ」 と 申された。 
前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

ジ ユン ダブ 'バジ ャリ一 は 伝えて いる 

ィ一 ドル' アド ハーの 日、 私 は アツ ラーの み使いが 礼拝す るの を 拝見した。 

それから その 御 方 は 説教され 「礼拝の 前に (生け 賛を) 屠った 者 は、 それに 代る もの を 再 

び 捧げねば ならない。 

そして 未だ それ を 屠って ない 者 は アツ ラーの 御名 を 唱えて 屠れ」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 

バラ一 ゥは 伝えて いる 

私のお じ アブ 一ブルダ は ィ一ド の 礼拝 を 捧げる 前に （生け贄 を) 屠った。 

その 時 アツ ラ一 のみ 使い は 「それ は 肉の 羊で あり （生け贄で はない）」 と 申された。 

彼 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 私に は 生まれて 一年に も 満たぬ 山羊が ございます」 と 言った。 

その 御 方 は 「それ を 屠る がよ い。 



だが それ は 君 以外の 者に とって は 正しい ことで はなし、」 と 申された。 
その 御 方 は 「礼拝の 前に 屠った 者 は、 ただ 自分自身 のために 屠った に 過ぎぬ。 
礼拝の 後に 屠った 者の 生け 賛は 完全な もので あり、 ムス リムの 正しい 慣習に 適った 行為 
をした ので ある」 と 申された。 

バラ一 ゥ 'ビン' ァ一ズ イブ は 伝えて いる 

私の 母方のお じ アブ 一ブルダ ゼン ' ニ ヤール は 預言者が 生け贄 を 屠る 前に (彼の 生け 
贄を） 屠って しまった。 

そして 彼 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 今日は 肉の 日で (皆 それ を） 熱望して おります。 
それで 私 は、 私の 家族、 近所の 人々、 私の 親族に 食べさせる ために 私の 生け贄 を 屠る の 
を 早めました」 と 言った。 

すると アツ ラーの み使い は 「君 はもう一 度 生け贄 を 捧げよ」 と 申された。 

彼 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 私に は一 年に 満たない 雌の 子 山羊が ございます。 

それ は 単に 肉と しての みの 用途し かない 二 頭の 雌 羊より は 良いで ぁリ ましょう」 と 言った。 

み使い は 「それ は 君の ために 屠られた 二 頭より は 良き ものである。 

だが 今後 は、 生まれて 一年に も 満たぬ 子 山羊 （注） （の 犠牲 を 捧げる こと は) 誰に とっても 

満足な もので はない」 と 申された。 

(注) 犠牲と して 捧げる 動物 は一 年 以上 を 経た 体の 大きな もので なければ ならない 

バラ一 ゥ 'ビン' ァ一ズ イブ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 犠牲 を 捧げる 曰 、 われわれに 説教され 「誰一 人と いえ ども 礼拝 を 終え 
るまで 生け贄 を 屠って はならない」 と 申された。 

その 時 私のお じ は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 今日は 肉の 日で (皆 それ を） 熱望して おります」 

とぼった。 

この 後の ハディ一 スは 前述と 同様で ある。 

バラ一 ゥは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「われわれと 同様の 礼拝 を 捧げ 、顔 を われわれの キ ブラの 方向に 向 
け、 そして われわれが 行うよう に 生け贄 を 捧げる 者 は、 礼拝 を 終える まで は 生け贄 を 屠つ 
て はならぬ」 と 申された。 その 時 私のお じ は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 私 は 私の 息子の ため 
に 動物 を 屠って しまいました」 と 言った。 み使い は 「それ は 君が 君の 家族の ため 尚早に 屠 
つた ものである」 と 申された。 おじ は 「私に は (屠って しまった ) ニ 頭の 雌 羊より 良い 雌 羊が 
ございます」 と 言った。 み使い は 「それ を 屠る がよ い。 それ は 最も 良き （生け贄で) ある」 と 
申された。 



バラ一 ゥ ■ ビン ■ ァ一ズ イブ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「この 日 （ィ一 ドル 'ァ ドハ一）、 われわれが 最初に 行う こと は 礼拝 を捧 
げる こと、 次 は 家に 帰って 犠牲 を 屠る ことで ある。 

それで、 この 順序に 従って 行動した 者 はわれ われの 正しい 慣習に 適った 行為 をした ので 

ある。 

また (礼拝の 前に 犠牲 を) 屠って しまった 者の それ は、 彼の 家族に 提供した 肉に すぎず、 
神に 捧げた 犠牲で はない」 と 申された。 

時に、 アブ一' ブルダ' ビン' ニヤ一 ルは （礼拝の 前に) 犠牲 を 屠って しまって いた。 
そこで 彼 は 「私に は 一年に 満たぬ 山羊が ございます がそれ は （既に 屠って しまって ただの 
肉と なった） 年 を 経た 羊より は 良い ものです」 と 言った。 
み使い は 「それ を 屠る がよ い。 だが 今後 は （生まれて 一年に も 満たぬ 子 山羊 は） 誰に とつ 
て も 決して 償いと はならない」 と 申された。 

このような ハディ一 スは バラ一 ゥ 'ビン' ァ一ズ イブ を 根拠と して、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられて 
いる。 

パラ一 ゥ 'ビン' ァ一ズ イブ は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い はィ一 ドル' アド ハーの 日 、 礼拝の 後で 説教され た。 
残余の ハディ一 スは 前述と 同様で ある。 

パラ一 ゥ 'ビン' ァ一ズ イブ は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い はィ一 ドル' アド ハーの 日 説教され 「誰もが 礼拝 を 終える まで、 決して 犠 
牲を 屠って はならない」 と 申された。 

その 時 ある 男が 「私に は 生後一 年に も 満たぬ 子 山羊が ぁリ ますが、 それ はた だ 肉と して 
のみの 用途し かない 二 頭の 雌 羊よ リは 良いで ありましょう」 と 言った。 
み使い は 「それ を 屠る がよ い。 

だが 今後 は 、一年に も 満たぬ 子 山羊 は 誰に とっても 償いと はならない」 と 申された。 

バラ一 ゥ 'ビン' ァ一ズ イブ は 伝えて いる 

アブ一' ブルダ は 礼拝の 前に 犠牲 を 屠って しまった。 

預言者 は 「それに 代る もの を (捧げよ）」 と 申された。 

彼 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 私に は 生まれて 一年 未満の 子 山羊し かご ざいません。 

(シ ユウ バは 『私 は 彼 力、 次のように も 言った と 思う』 と 述べた。 すなわち） 

それ は一 年 を 経た ものよ リ 良いで ありましょう」 と 言った （である） 

アツ ラ一 のみ 使い は 「それ を 先に 屠った ものの 代りと せよ. だが 今後 は一年 も 経ぬ もの は 
誰に とっても 償いと はならない」 と 申された。 



前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

だが これに は 「それ は一 年 を 経た ものより 良いで ありましょう」 という 言葉に 対する 途中 伝承 者の 

疑念 は 述べられて はいない。 

ァ ナス （'ビン' マ一 リク） は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い はィ一 ドル' アド ハーの 日 「礼拝 を 終える 前に 犠牲 を 屠った 者 は 再び そ 
れを 行わねば ならぬ」 と 申された。 

その 時 男が 立ち 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 今日は 待望の 肉 日です」 と 言し、、 彼の 近所の 者 達 

がそれ を 大いに 必要と している こと を 述べた。 

アツ ラーの み使い は その 男の 言葉 はもつ ともで あると された ようであった。 

(だが それ は ムス リムの 正しい 慣習に 適った ことではなかった） 

そこで 彼 は 「私に は 生まれて 半年 程の 子 山羊が ございま すが、 それ は 私に とって 単なる 

肉 （としての 利用価値 しかない） 二 頭の 雌 羊より は 好ましい ものです。 

それ を 屠りましょう か」 と 言った。 

み使い は 彼に そうする こと をお 許しに なった。 

彼 (伝承 者） は 「私 はこの 許可が 彼 以外の 者に も 許された のか どうか は 知らない」 と 言った。 
それから アツ ラーの み使い は 二 頭の 雄 羊の 方 を 向かれて、 それ を 屠られた。 
人々 は その 小さな 犠牲に 寄り、 互いに 分け合った。 
または、 彼等 は 分配し 合った。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は （ィ一 ドル 'ァ ドハ一 の 日） 説教され、 礼拝 を 終える 前に 犠牲 を 屠った 
者 は、 再び 他の 動物 を 屠る こと を 命じられた。 
残余の ハディ一 スは 前述の ものと 同一 である。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い はィ一 ドル' アド ハーの 日、 われわれに 説教され た。 

その 時み 使い は 肉の 匂いが する のに 気が付かれ、 人々 力 《 (礼拝 を 終える 前に) 犠牲 を 屠 

る こと を 禁じられた。 

そして 「（ィ 一ドの 礼拝 を 捧げ 終える 前に) 犠牲 を 屠った 者 は、 再び それ を 行わねば ならな 
し、」 と 申された。 



生け贄と して 捧げられる 団 物の 年齢に ついて 



ジャー ビル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方 は 生後一 年 以上の 動物 以外 は 屠って はならぬ。 

だ 力、 それの 入手が 困難で あり （余儀なく して一 年 未満の もの を 生け贄と して 捧げる 場合 

に は） 雄の 子羊 を 屠る がよ い」 と 申された。 

ジャー ビル ゼン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い はィ一 ドル' アド ハーの 日 、マデイーナで われわれと 一緒に 礼拝 を 捧げ 
られ た。 

(その 日 ） 幾人 かの 人々 はみ 使いに 先んじて 犠牲 を 屠って しまった。 

彼等 は 預言者が 既に それ を 屠られた と 思った のであった。 

み使い は、 御 自分が される 前に それ を 屠った 者 は 再び 別の もの を 屠る こと、 また、 その 御 

方が それ を 屠る まで は、 それ を 行って はならぬ こと 等 を 御 命じに なった。 

ゥ クバ' ビン 'ァ 一ミル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 生け贄に 供す るた め、 教 友達に 羊 を 分け与えられた。 
そして 残ったの は 子 山羊 だけであった。 

ゥ クバが この こと を アツ ラ一 のみ 使いに お話しす ると 「君が それ を 屠る がよ い (注)」 と 申さ 
れた。 

クタ ィバ (最終 伝承 者） は" 教 友達" という 言葉に ついて り U^sahaba を 使用した。 

(注) 先の ハディ一 ス で一 年 未満の 子 山羊 は 犠牲と して 屠って はならない とあった。 
ここで 再び それ を 屠れと あるの は、 ゥ クバ も アブ一' ブルダ 同様に 特別の 計らい を 受けた 
ものと 見られて いる 

ゥ クバ ゼン 'ァ一 ミル' ジュハ 二一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い はわれ われに 生け贄と して 捧げられる 動物 をお 分けに なった。 
すると 私に は 一年に も 満たぬ 子 山羊が 割り当てられた。 

そこで 私 は 「アツ ラーの み使いよ、 私 には子 山羊が 当ってし まいました」 と 申し上げた とこ 
ろ 「それ を 屠る がよ い」 との 仰せであった。 

この ハディ一 スはゥ クバ' ビン 'ァ 一ミル を 根拠と して 伝えられ たが、" アツ ラーの み使い は 
生け贄 を教 友達の 間で お分けに なった" のように 言葉に 若 千の 相違 を もっている。 



犠牲 を 屠る の は 自分の 手で、 アツ ラーの 御名 を 唱え、 アツ ラ一 を 讃美しつつ 
行う ことが 望ましい 

アナ スは 伝えて いる 

預 一言 者 は 純白で 美しい 角 を もった 二 頭の 雄 羊 を 犠牲に 供され た。 

その 御 方 は 御 自分の 手で その 二 頭 を 屠られた が、 その 時 アツ ラ一 の 御名 を 唱えられ" アツ 

ラ一 は 偉大な リ" と 讃美され た。 

時に、 その 御 方 は 脚 を 生け贄の 首の 側に 置かれて いた。 

アナ スは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 純白で 美しい 角 を 持った 二 頭の 雄 羊 を 犠牲に 供され た。 
その 時 私 は その 御 方が 御 自分の 手で その 生け贄 を 屠られる の を 見た。 
時に、 その 御 方 は 足 を 生け贄の 首の 側に 置かれて いた。 
なお その 御 方 は アツ ラーの 御名 を 唱え、 かつ 讃美され ていた。 

シ ユウ/ 《は 伝えて いる 

カタ一 ダは 私に 「私 は アナ スカ^ アツ ラ一 のみ 使い は 御 自分で 犠牲 を 屠られた』 と言うの を 
聞いた」 と 述べた。 

私 は 彼に 「あなた はァ ナスから （直接) それ を 聞いた のです か」 と 尋ねる と、 彼 は 「はい」 と 

答えた。 

残余の ハディ一 スは 前述と 同様で ある。 

アナ スは 預言者から お聞きした として 前述の ような ハディ一 スを 伝えて いるが （中には）" み使い は 
「アツ ラ一 の 御名に おいて、 また、 アツ ラ一 は 偉大な リ」 と 申されながら" のように 言葉に 若干の 相 
違 を もった ものが ある。 

ァ 一 イシ ャは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 四肢、 腹部、 そして 目の 周囲が 黒い 雄 羊 を 用意す るよう 御 命じに な 
りました。 

それが 犠牲に 供され るた めに 連れて来られる とその 御 方 は 「ァ一 イシ ャょ、 ナイフ を 持つ 
て 来なさい」 と言われた 後 「それ を 砥石で とぎなさい」 と 申されました。 
私 は 言われた ようにし ました。 

み使い は ナイフ を 手に される と 雄 羊 を 掴んで 地に 横たえられ、 そして それ を 屠られました。 
その後み 使い は 「アツ ラ一 の 御名に おいて、 おお アツ ラ一 （この 犠牲 を） ムハンマドと ムハ 
ンマド の一 族、 そして ムハンマドの 共同体の ために 受け入れて 下さい」 と 申されました。 



犠牲 を 屠る 道具 は、 瞬時に 多量の 血 を 流し 得る ような ものである こと 
動物の 歯、 蹄、 その他の 骨 等 は それから 除かれる 



ラ一 フィゥ 'ビン ■ / 、ディ一 ジュは 伝えて いる 

私 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 われわれ は 明 日 、 敵と 遭遇いた します。 

しかし われわれに は （動物 を 屠る 鋭利な) ナイフ は ございません」 と 言った。 

み使い は 「血 を 多量に 流す ような け ィフの 代りと なる ような もの を 用意し) アツ ラ一 の 御名 

を 唱え、 屠られる 動物 を 苦しめぬ ようす 早く 殺し、 そして それ を 食す がよ い。 

し 力、 し、 歯 や 蹄 を 用いて 屠って はならぬ。 

そのこと について 君に 話そう。 

先ず 歯に ついて 言えば、 それ は 骨で ある。 

また 蹄に ついて 言えば、 それ は アビシニア 人達の 小刀で ある （注）」 と 申された。 

伝承 者 は 続けて 言った。 

われわれ は ラクダ や 羊 を 戦利品と して 得た。 

それらの 中で一 頭の ラクダ が 逃げ出した。 

すると 仲間の一 人が 矢 を 放って それ を 捕えた。 

アツ ラ一 のみ 使い は 「この ラクダ は 野性 動物 同様に 既に 野性 化して いる。 

それでもし それらの 中に 手 こずら せる ような ものが あれば、 先の ものと 同じく せよ」 と 申さ 

れた。 

(注) アビシニアの 人々 は ムス リムで はない 力、 かって 動物 を 屠る 場合に 蹄 を 使用して い 

た。 

しかし それ は 切れないので 動物 を 殺す のに 長時間 を 要し 苦しめた。 
故に 預言者 は それ を 屠殺 用の 道具と して 使用す る こと を 禁じた ので ある 

ラー フィゥ 'ビン ■ / 、ディ一 ジュは 伝えて いる 

われわれ は アツ ラ一 のみ 使いと 御一 緒に ズ一 'ル' フライ ファ (紅海 岸に 面した一 地域） に 
遠征し、 羊 や ラクダ を 戦利品と して 得た。 

われわれの 中の ある 者 達 は （戦利品に 定められ てし、 る 配分 をし ない 前に） 急いで それ を 
屠り 土鍋で 煮た。 

そのため、 その 御 方 は それ を 覆す ようお 命じに なった。 

その後み 使い は 10 頭の 羊 は一 頭の らくだに 相当す る ものと された。 

残余の ハディ一 スは 前述と 同様で ある。 



ラ一 フィゥ 'ビン' ハディ一 ジュは 彼の 祖父から 聞いた として （次のように) 伝えて いる 
われわれ は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 われわれ は 明日 敵と戦います。 
だが われわれに は ナイフが ありません。 
それで、 きびの 皮で 屠殺せ ねばな リ ません」 と 言った。 
この 後 彼 は 彼に まつわる ハディ一 スを 述べた が (その 中で） 「一頭の ラクダ がわれ われ か 
ら 逃げ だした。 

われわれ は それに 矢 を 射 かけ 地に 倒した」 と 言った。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で 伝えられて いるが、 言葉に 僅少の 相違 を もってい 

る。 

ラー フィゥ 'ビン ■ / 、ディ一 ジュは 伝えて いる 

私 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 われわれ は 明 日 、 敵と戦います。 

しかし われわれに は （動物 を 屠る） ナイフが ありません」 と 言った。 

(この 後、 この ハディ一 スに は） 「人々 は (戦利品の 動物 を） 急いで 屠って 煮た。 

すると その 御 方 は 「それ を 覆す ように 御 命じに なった」 と は 述べられて はいない。 

他 は 前述の ものと 同様で ある。 



イスラ一 ム 初期に は、 犠牲に 供され た 肉 は 三日間 は 食す ことが 禁じられた 

が、 その後、 それ は 廃止され て、 何時でも 望む 時に 食され るよう になった こ 
とに ついての 説明 

アブ一 'ゥバ イド は 伝えて いる 

私 は ァリ一 'ビン' アブ一 'タ一 リブと一緒に ィ一 ドル 'ァ ドハ一 の 礼拝 を 行った。 
彼 は 説教の 前に 礼拝 を 捧げた。 

その 時 彼 は 「まこと、 アツ ラ一 のみ 使い は 三日 後の 生け贄の 肉 は、 食す こと を 禁じられた」 
と 言った。 

イブ ン 'ァズ ハルの 解放 奴隸 アブ一 'ゥバ イド は 伝えて いる 

私 は ウマル' ビン ■ I v ンタ一 ブとィ 一ドル 'ァ ドノ \ —の 礼拝 を 行った。 

その後 また、 ァリ 一ビン 'アブ一 タ一 リブと も その 礼拝 を一緒に 捧げた。 

彼 (ァ リー） はわれ われ を リ一ド して 説教の 前に 礼拝 を 行った。 

その後 人々 に 説教し 「まこと、 アツ ラ一 のみ 使い は三晚 以上 経た 生け贄の 肉 を 食べる こと 

を 禁じられた。 

故に 諸君 は （それ を) 食して はならない」 と 言った。 
この ハディ一 スは 多くの 別 伝承 者 経路で もって 伝えられ ている。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

預言者 は 「誰一 人と して 三日 以上 経った 生け贄の 肉 は 食して はならぬ」 と 申された。 

この ハディ一 スは イブ ン 'ウマル を 根拠と して、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 三 日 後の 生け贄の 肉 を 食す こと を 禁じられた。 

サ一 リム (伝承 者の一 人） は 「イブ ン 'ウマル は 三 日 以上 経った 生け贄の 肉 は 食べな かつ 

た」 と 言った。 

イブ ン ■ アブ一 ■ ウマル (最終 伝承 者） は 「三日 後」 と 言った。 

アブ ドッラ 一ビン 'ヮ 一キド は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 三日 後の 生け贄の 肉 を 食す こと を 禁じられた。 
アブ ドッラ 一'ビン' アブ一' バ クル は 「私 は そのこと をァ ムラに 話した。 
すると 彼女 は 『彼の 言った こと は 真実です。 

私 はァ一 イシ ャが (次のように） 話す の を 聞きました』 と 言った」 と 述べ 彼女の 話 を 以下の 



ように 伝えて いる。 

アツ ラ一 のみ 使いが 御 在世の 頃、 砂漠に 住む 貧しい 人々 力 《 ィ 一ドル 'ァ ドハ一 の 折に （肉 
を もらいに 町に） やって来ました。 

その 時 アツ ラ一 のみ 使い は 「三日 分 だけの 肉 を 保存し、 残った ものに ついては 自由 喜捨と 
せよ」 と言われました。 

この 後、 ムス リム 達 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 人々 は 屠られた 動物の 皮で 水 袋 をつ くり、 そ 
の 中の 脂肪 を 溶して おります」 と 申し上げました。 
み使い は 「それ はどうい うこと か」 と 申されました。 

人々 は 「それ は あなたが 三日 後の 生け贄の 肉 を 食す こと を 禁止され たからです」 と 言い ま 
した。 

み使い は 「私が あなた 方に それ を 禁止した の は （町に 肉 を もらいに 来た） 貧しい 人の ため 

であった。 

(だが 今、 情況 は 好転して いる） 

それ 故 あなた 方 は それ を （自由に) 食べ、 保存し、 そして 自由 喜捨 を 行う がよ い」 と 申され 
ました。 

ジャー ビル は 伝えて いる 

預言者 は 三日 後の 生け贄の 肉 を 食す こと を 禁じられた。 

その後、 その 御 方 は 「（その 肉 を 自由に) 食べ、 旅の 食糧と して 用意し、 そして 保存せ よ」 と 

申された。 

ジャー ピルゼン 'アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

われわれ は ミナ一 において 三日 以上 経った 生け 賛の肉 は 食べなかった。 

その後、 アツ ラーの み使い は 「それ を （自由に) 食べよ。 

そして 旅の 食 粗と して 用意せ よ」 と 申され、 （先に 禁じられ たこと を) 解かれた。 

私 (途中 伝承 者） は ァタ一 ゥ （伝承 者の一 人） に 「ジャ 一ビル は 『われわれが マディ一 ナに 

戻る まで』 と 言いました か」 と 尋ねる と 彼 は 「はい」 と 答えた。 

ジャー ピルゼン 'アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

われわれ は 三日 以上 経った 生け贄の 肉 は 食べなかった。 

その後、 アツ ラ一 のみ 使い はわれ われに その 肉の一 部 を 旅の 食糧と して 用意し、 また そ 

れを （三 日 後 も) 食べる こと を 御 命じに なった。 

ジャー ビル は 伝えて いる 

われわれ は アツ ラ一 のみ 使いが 御 在世の 頃、 常々 マディ一 ナの 食糧 を 生け贄の 肉で 賄つ 
ていた。 



アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「マディ一 ナに 住む 人々 よ、 三日 以上 経った 生け贄の 肉 は 食して はな 
らぬ」 と 申された。 

(イブ ン ■ ムサン ナ一 は 「三 曰 」 と 言った） 

教 友達 は アツ ラ一 のみ 使いに、 彼等に は 養わねば ならない 子供 や 使用人が いると いう こ 
とで 不平 を 申し立てた。 

その後、 その 御 方 は 「それ を 食べよ、 そして 食べさせよ、 また それ を 食糧と して 蓄えよ、 あ 
るい は 保存せ よ」 と 申された。 

イブ ン 'ムサン ナ一 (ムス リムに この ハディ一 スを 伝えた一 人の 伝承 者） は 「アブ ドル .ァ一 
ラ一 (伝承 者の一 人） は (それにつ いて) 疑った」 と 言った。 

サ ラマ' ビン 'ァク ワウ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方の 中で 犠牲 を 屠った 者 は、 生け贄の 肉が 三日 目の 朝を迎 

えた 後 は、 多少と いえ ども それ を 家に 残して おいて はならぬ」 と 申された。 

その 翌年に なっての こと、 人々 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 われわれ は 昨年と 同じように する 

のでしょう 力、」 と 言った。 

すると その 御 方 は 「いや、 そうで はない。 

昨年 は 人々 が 困窮して いたた めであった。 

それ 故 私 は それが 人々 の 間に 広く 分け与えられる ようにと 願った の だ」 と 申された。 

サゥ バーン は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 犠牲 を 屠られた。 そして 「サゥ バーンよ、 この 肉 を 何時でも 利用 出来 
るよう 善処せ よ」 と 申された。 

それで 私 は その 御 方が マデイーナに お着きになる まで、 それ を 食事と して 差し上げ 続け 

た。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アツ ラ一 のみ 使いの 解放 奴 隸サゥ バーン は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 告別の 巡礼で 私に 「この 肉 を 何時でも 利用 出来る よう 善処せ よ」 と 申 

された。 

それで 私 は 仰せに 従った。 

それで その 御 方 は マデイーナに お着きになる まで それ を 食べ 続けられた。 
この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている 力、 その 中で は 「告別の 巡礼で」 とは述 
ベら れ ていない。 



アブ ドッラ 一ゼン 'ブライダ は 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「私 は あなた 方が 墓 を 訪れる こと を 禁じた。 
だが 今や それ を 訪れる がよ い。 

また 私 は あなた 方が 三日 以上 経た 生け贄の 肉 を 食す こと を 禁じた。 
だが それ も あなた 方が 望 む限リ 保存して よい。 

そして また、 私 は あなた 方が 皮の 水 袋に ある ナビ一 ズ (なつめ 榔 子の 実 または 葡萄 を 侵 
した 飲み もの） 以外の それ を 飲む こと を 禁じた 力、 今やい かなる 容器に ある もので も 飲ん 
でよ い。 

ただし 酔う もの は 飲んで はならぬ」 と 申された。 

イブ ン 'ブライダ は 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「私 は 常々 （これこれ のこと を） あなた 方に 禁止して いた」 と 申され、 前 
述 同様の 事柄 をお 述べに なった。 



フ アラウ （注 1 ) とァ ティ一 ラ (注 2) について 



(注 1 ) フ アラウ は 最初に 産まれた 若い 動物 をい う。 

イス ラーム 以前の 偶像崇拝 者 達が 家畜の 増加 を 願って、 その 動物 を 偶像 神に 
犠牲と して 捧げた 

(注 2) ァ ティ 一ラは 偶像 神 を 満足させる ために ラジャブ 月の 最初の 10 日間に 屠られ 
る 動物の こと 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「フ アラウ もァ ティ一 ラも 事実無根 である」 と 申された。 

イブ ン 'ラ一 フィゥ は 「フ アラウ は 最初に 生まれた 家畜の 子供で、 彼等 は それ を 生け贄と し 

ていた」 と 彼の 話に 付加して いる。 



犠牲 を 供す る こと を 望む 者 は、 ズ 一ルセ ッジャ 月に 入ったら いかなる 毛 も 爪 
も 切り取る ことが 禁止され る 

ゥンム 'サ ラマ は 伝えて いる 

預言者 は 「ズ一 ルセ ッジャ 月 に 入り、 誰かが 生け贄 を 屠る こと を 望んだ 時 は、 少しで あつ 
て も 毛 や 爪 を 切って はならぬ」 と 申された。 

スフ ヤーン （伝承 者の一 人） に、 この ハディ一 スは 預言者まで さかのぼる もので はなし、、 と 

ある 人達が 言って いると いう ことが 伝えられた。 

だが 彼 は 「私 は、 それ は 預言者まで さかのぼる ものであると 考えて いる」 と 言った。 

ゥンム -サ ラマ は （この ハディ一 スカ 《 ） 預言者まで さかのぼる ものと して （次のように） 伝えて いる 
その 御 方 は 「犠牲に 供す る 動物 を もち、 白 分の 手で それ を 屠ろうと する 者 は、 ズ 一ルセ ッ 
ジャ月 に 入った 時 は、 いかなる 毛 も 切って はならない し、 また 爪 も 切って はならない」 と 申 
されました。 

ゥンム 'サ ラマ は 伝えて いる 

預言者 は 「あなた 方の 中で 犠牲 を 自分の 手で 屠ろうと する 者が、 ズ一ル 'ヒ ッジャ 月の 新 
月 を 見た 時 は、 いかなる 毛 も 爪 も 切って はならぬ」 と 申されました。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 

預言者の 妻 ゥンム 'サ ラマ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「犠牲に 供す る 動物 を 自分の 手で 屠ろうと する 者 は、 ズ 一ルセ ッジャ 
月 の 新月 が 現れた 時 は、 それ を 屠って しまうま では 毛 を 切って はならない し、 また、 爪 も 切 
つて はならない」 と 申されました。 

アム ル 'ビン' ムス リム' ビン ■ アン マール 'ライス ィ一 は 伝えて いる 

われわれ はィ一 ドル 'ァ ドハ一 も 間近い 頃、 浴場に いた。 

そこで 人々 は 脱毛 用の 軟膏 を 用いて 性 毛 を 除去して いた。 

すると その 浴場の ある 者が ほこと、 サイ一 ド 'ビン 'ム サイ ャブは その 行為 を 嫌って いた。 

または それ を 禁じて いた」 と 言った。 

私 は サイ一 ド 'ビン 'ム サイ ャブに 会って それ を 話した。 

すると 彼 は 「私の 兄弟の 息子よ、 これ は ハディ一 ス にある こと だ 力、 既に 忘れ去られて 実 

行され てはいない。 

預言者の 妻 ゥンム "サ ラマ 力 《 『アツ ラーの み使いが 申されました』 と 言って 私に 話して くれ 
た」 と 言って 彼 は 前述 同様の 話 を 伝えた。 



アツ ラ一 以外の ものに 犠牲 を 捧げる こと は 禁じられ てお リ、 そのような 行為 
をな す 者 は 呪われる 



アブ一' トウ ファイル' ァ一 ミル' ビン 'ワース イラ は 伝えて いる 

私が ァリ 一ビン' アブ 一タ一 リブの 所に 居た 時、 ある 男が 彼の 所に 来て 「預言者が あな 
たに 密かに 話された こと は 何です か」 と 言った。 
すると ァリ一 は 怒った。 

そして 「預言者 はいか なること も 人に 隠して こっそりと 私に 話された こと はない。 

だが その 御 方 は 私に 四つの 事柄 をお 話しに なった」 と 言った。 

その 男 は 「信者 達の 指導者よ、 それ は 何です か」 と 尋ねた。 

彼 は 「み使い は 『アツ ラ一 は 己の 父親 を 罵る 者 を 呪われる。 

アツ ラ一 は アツ ラ一 以外の ものに 犠牲 を 供す る 者 を 呪われる。 

アツ ラ一 は （宗教に) 不健全な もの を もたらす 者に 協力す る 者 を 呪われる。 

アツ ラ一 は （自分の 領土に する ため） 境界の 光 塔の 位置 を 変える 者 を 呪われる』 と 申され 

たの だ」 と 言った。 

アブ 一十 ゥ ファイル は 伝えて いる 

われわれ は ァリ一 ゼン' アブ一 'タ 一リブに 「アツ ラ一 のみ 使いが あなたに 密かに 話した こ 
と を われわれに おしえて 下さい」 と 言った。 

すると 彼 は 「その 御 方 は 人々 に 隠して 何 か を 私に こつ そリ と言われ たこと はない。 

だが 私 は その 御 方が 『アツ ラ一 は アツ ラ一 以外の ものに 生け贄 を 捧げる 者 を 呪われる。 

アツ ラ一 は 不健全な もの を もたらす 者に 協力す る 者 を 呪われる。 

アツ ラ一 は 両親 を 罵る 者 を 呪われる。 

アツ ラ一 は 光 塔の 位置 を 変える 者 を 呪われる』 と 申された」 と 言った。 

アブ 一十 ゥ ファイル は 伝えて いる 

ァリ一 は 「アツ ラ一 のみ 使いが 特に あなた 方 だけにな された こと はぁリ ます か」 と 尋ねられ 

た。 

彼 は 「アツ ラーの み使いが、 人々 全体に 公表され なかった ことで、 特に 私達 だけに された 
という もの はない。 

だが 私の この 剣の 鞘の 中に ある 事柄 だけ は 別で ある」 と 言って、 彼 は （次の ような） 言葉 
が 書かれて いる 書類 を 取り出した。 

それ は 「アツ ラ一 は アツ ラ一 以外の ものに 生け贄 を 捧げる 者 を 呪われる。 

アツ ラ一 は 境界線 を （変えて 領土 を） 奪う 者 を 呪われる。 

アツ ラ一 は 父親 を 罵る 者 を 呪われる。 

アツ ラ一 は 不健全な もの を もたらす 者に 協力す る 者 を 呪われる」 である。 



飲み物の 書 



酒 は 禁じられ ている。 

それ は 葡萄の ジュース、 乾燥した なつめ 椰子の 実、 新鮮な 果物、 
乾し 葡萄 その他 どのような もので 造られても、 飲んで 酔う ものである 

ァリ —ビン' アブ— タ— リブ は 伝えて いる 

私 は パドルの 戦に 参戦し、 戦利品の 中、 老いた 雌 ラクダ を アツ ラ一 のみ 使いと 分け合った。 

アツ ラ一 のみ 使い は 私に 老いた 別の 雌 ラクダ もお 与え 下さった。 

ある 曰の こと、 私 は アンサ一 ル の一 人の 家の 入口の 側に その 二 頭の ラクダ を 座らせた。 

その ラクダ に は 売る ための ィズ ヒル （芳香の ある 植物） が 積んで あった。 

その 時 私と一 緒に カイ ヌカ一 ゥ族 （マディ一 ナに 在った ユダヤの 一部族） の 金 細工 師 がい 

た 力、 それ は 私が (彼 を 通じて ィズ ヒル を 売り） その 代金 を ファーティマとの 結婚費用に 役 

立てようと したから であった。 

折リ しも、 ハムザ' ビン' アブ ドル' ムッタ リブが 歌 女に 歌 をうた わせ、 その 家で 酒 を 飲んで 

いた。 

その 女 は 「ハムザ 様、 お立ちに なって あの 太った 雌 ラクダ を 屠って ちょうだい」 と 言った。 
ハムザ は 剣 を 手に して それに 突進し、 その 二 頭の 背の こぶ を 切断し、 そしてな おそれの 
腹 を 切 り 開 いて 肝臓 を 取 リ 出 した 。 

私 (ムス リム） は イブ ン' シハ一 ブに 「彼 はこぶ から 何 か 取り出し たのです か」 と 尋ねた。 

彼 は 「二 頭の こぶ を 切り取って 持ち去つ たの だ」 と 言った。 

それから イブ ン 'シ ハーブ は ァリ一 が (次のように） 話した と 言った。 

(すなわち） 私 は 衝撃 的な 光景 を 目の 当りに した。 

それで 預言者の 所に 行った。 

そこに は ザ イド ゼン 'ハ 一リサが 居合わせた。 

私 は 例の 出来事 を その 御 方に 告げた。 

するとみ 使い も ザ イド も一 緒に そこ を 出た。 

私 も その 御 方に 従って 急いだ。 

み使い は ハムザの 所に 入って 行かれ 彼 を 叱責され た。 

すると ハムザ は 目 をつ リ 上げて 「お前 達 は 私の 親父の 奴隸に 過ぎぬ ではない か （注）」 と 

言った。 

アツ ラー は (酔漢の 暴言に 嫌悪され) 踵 を 返されて 彼等から 離れられた。 

(注) ハムザ' ビン' アブ ドル' ムッタ リブ は 預言者 や ァリ一 のお じで 勇猛の 士 であり イスラ 



—ム のために 戦った 人物と して 知られて いる。 

だが 酒 を 飲む と ハディ一 ス にある ように 手に おえぬ 人物に一 変した。 

彼はバ ドルの 戦で 活躍し、 ゥヮド の 戦 (628) で 戦死した。 

この ハディ一 スに 見る ような 言葉 は、 預言者の 父 アブ ドッラ 一も ァリ一 の 父 アブ一' タ一リ 
ブも、 彼の 父 アブ ドル' ムッタ リブに は奴隸 のように 従順であった からで あると される 

前の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝ら れ ている。 

フサ イン ゼン 'ァ リー は （父） ァリ一 力 《 (次のように) 話した と 伝えて いる 

私はバ ドルの 戦での 戦利品の 中より 老いた 雌 ラクダ の 分配に あずかった。 

アツ ラ一 のみ 使い は その 日 （アツ ラ一 やその み使いの ために 保有され る） 五分の一 の 中よ 

リ 更に一 頭の 老いた 雌 ラクダ を 下された。 

ところで、 私が アツ ラ一 のみ 使いの 御 息女 ファーティマと 家庭 を 持つ こと を 望んだ 時、 私 は 
カイ ヌカ一 ゥ 族の 金 細工 師を 説き伏せて 私との 同行 を 約束して もらった。 
それ はわれ われ 力 《 ィズ ヒル を 運んで 金 細工 師 達に 売 リ、 その 代金 を 結婚費用に 役立てよ 
うと 願った からで ある。 

私が その 二 頭の ラクダ に 荷鞍、 わら 袋、 口一 プ等を 積んで いる 間、 その 二 頭 は一 人の ァ 

ンサ一 ルの 家の 側に 座って いた。 

私 は 種々、 必要な もの を 集める のに 奔走した。 

そして その ラクダ の 所に 戻って 見る とどう であろう。 

私の 二 頭の らくだの こぶ は 切断され、 腹部 は 切り開かれて 肝臓 は 奪われて いるで はない 

か。 

私 は その 二 頭の 姿 を 見た 時、 悲しみで 涙が 止まらなかった。 
私 は 「これ を やった の は 誰か」 と 言った。 

人 々 は 「それ をした の は/ ヽムザ ■ ビン ■ アブ ドル' ムッ タリ ブだ」 と 言った。 

その 時 彼 は その 家で 歌 女に 歌 をうた わせ、 アンサ一 ルの 飲み 友達の 間で 泥酔して いたの 

である。 

歌 女 は 歌の 中で 「ハムザ 様、 お立ちに なって あの 太った 雌ら くだ を 屠って ちょうだい」 と 言 

つた。 

すると ハムザ は 剣 を 手に して 立ち上がり、 二 頭の ラクダ のこぶ を切リ 落し、 腹部 を 切り開 

いて 肝臓 を取リ 出した のであった。 

私 は アツ ラ一 のみ 使いの 所に 飛んで 行った。 

そこに は ザ イド' ビン. ハ一 リサが 居合わせた。 

アツ ラーの み使い は 私の 顔色 を 御覧に なり、 私に 何 か 問題が あると いう こと をお 知りに な 
リ 「どうした のか」 と 申された。 

私 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 私 は 今 日 のよう な （不幸な 日 を） 見た ことがあ りません。 



ハムザが 私の 二 頭の 雌 ラクダ を 襲って そのこぶ を 切り落し、 腹 を 切り開きました。 

彼 は 今、 飲み 友達と一 緒に ある 家に 居ります」 と 言った。 

アツ ラーの み使い は 外套 を 求めて 羽織られた。 

そして 急いでお 歩きに なった。 

私と ザ イド 'ビン 'ハ 一リサ は 後に 従った。 

ハムザが 居る 家の 入口に 来る とその 御 方 は 中に 入る 許し を 求められた。 

人々 は それ を 聞き入れた。 

見れば どうであろう。 

そこで 人々 は 酒 を 飲んで 気炎 を 上げて いるで はない か。 

アツ ラ一 のみ 使いが ハムザの 行為 を 叱責され ると、 彼 は 目 を 赤く し、 アツ ラ一 のみ 使い を 

じっと見 つめた。 

それから 彼 は その 御 方の 両 膝に 視線 を 下ろし 、再び 視線 を 上げて 腰 を 凝視し、 更に 視線 
を 上げて その 御 方の 顔 を じっと見て 「お前 達 は 私の 親父の 奴隸に 過ぎぬ ではない か」 と 言 

つた。 

アツ ラーの み使い は 彼が 泥酔して いる こと をお 知リ になり、 腫 を 返して その 家 を 出られた。 

われわれ もまた、 その 御 方に 従って そこ を 出た。 

この ハディ一 スは 他に も、 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

ァ ナス 'ビン 'マ 一リク は 伝えて いる 

酒が 禁じられた 日、 私 は アブ一' タル ハの 家で 人々 のた めの 酌 人 をして いた。 
彼等の 飲み物と いえば 必ず 乾した なつめ 椰子の 実、 あるいは 新鮮な なつめ 椰子の 実 か 

ら 造った 酒であった。 

折りし も 大きな 声で 何 か を 告げる 声が あった。 

彼 (アブ一 ■ タル/、） は 私に 「出て (何 を 告げて いるの か） 確かめよ」 と 言った。 

私が 外に 出て 見る とその 告げ 人 は 「聞く がよ いつ、 酒 は 禁じられました ぞっ」 と 叫んで いる。 

伝承 者 は 「酒 は マディ一 ナの 道から 道に 流れて 行った」 と 伝えて いる。 

アブ一' タル ハは 私に 「出て 酒 を 流せ」 と 言った。 

それで 私 は それ を 流した。 

人々 は （また ある 人々 は） 「誰々 は 酒 を 飲んで 殺された。 
誰々 も そのために 殺された」 と 言った。 

(伝承 者の一人 は 「私 は その 話が ァ ナスの ハディ一 ス からか どうか は 分らない」 と 言った） 
その 時 至高 偉大なる アツ ラー は 「信仰して 善行に 勤む 者 は (既に) 飲んだ ものに 就いて 罪 
はない。 彼等が 主 を 畏れ 信仰して 善行に 励む 時 は…」 （クル ァ一ン 第 5 章 93 m の 啓示 を 

下された。 



アブ ドル ■ ァズィ 一ズ 'ビン 'ス / 、イブ は 伝えて いる 

人々 はァ ナス 'ビン' マ一 リクに フ アディ一 フ （なつめ 椰子の 実から 造った 酒） について 尋ね 

た。 

すると 彼 は (次のように) 語った。 

われわれに は あなた 方が フ アディ一 フと 呼んで いる 酒 以外に は 無かった。 

私 はわれ われの 家で、 アブ一 "タ ルハ、 アブ一' アイ ュ一ブ その他の 教 友達に それ をつ ぐ 

仕事 をして いた。 

その 時 ある 人物が 訪れて 「あなた 方の 所に その ニュース は 伝わった か」 と 言った。 
われわれ は 「いいえ」 と 言った。 

彼 は 「まこと、 酒 は 禁じられた」 と 言った。 

すると アブ一 ■ タル/、 は 「ァ ナスよ、 これらの 大きな 壺 にある もの を 流せ」 と 言った。 
伝承 者 は 「その 人物が その ニュース を 伝えた 後、 彼等が それに 逆戻りす る ことはなかった 
し、 それ を 求める こと もなかった」 と 言った。 

ァ ナス 'ビン ■ マ 一リク は 伝えて いる 

私 は 私の 父方の 兄弟の 住む 地区で 人々 にフ アディ一 フを つぐ 仕事 をして いた。 

当時 私 は そこの 人々 の 中で は最 年少であった。 

そこに ある 人物が 訪れて 「まこと、 酒 は 禁じられた」 と 言った。 

すると 人々 は 「アナ ス、 それ を 流せ」 と 言った。 

私 は それ を 流した。 

彼 (伝承 者の 一人ス ライマ一 ン 'タ イミ一） は 「私 はァ ナスに 『それ はどうい う ものです か』 と 
尋ねた。 

彼 は 『それ は 新鮮な もの、 または 良く 熟れた なつめ 椰子の 実で 造られた 酒です』 と 答えた」 
と 言った。 

アブ一' バ クル' ビン' アナ スは 「それ は 当時、 彼等が 飲んで いた 酒で ある」 と 言った。 
ス ライマ一 ンは 「アナ スゼン 'マ一 リクから 話 を 聞いた 者が 私に 『ァ ナス も そのよう に 言つ 
た』 と 話した」 と 述べた。 

アナ スは 伝えて いる 

私 は その 集落で 彼等に 酒 をつ ぐ 仕事 をして いた。 

この 後の ハディ一 スは 前述と 同様で ある。 

しかし その 中には 次の ような 相違 も 見られる。 

(すなわち） アブ一' バ クル ゼン 'アナ スは 「住 時、 それ は 彼等が 飲んで いた 酒で ある。 

アナ スは 現に それ を 見て いる。 

また、 アナ スは それ を 否定し なかった」 と 言った。 

ムゥ タミル は 彼の 父 を 根拠と して （次のように) 伝えた。 



父と一 緒に いた ある 者が 父に 「私 はァ ナスカ 《 『それ は 当時、 彼等が 飲んで いた 酒で あつ 
た』 と言うの を 聞いた」 と 話した。 

ァ ナス 'ビン ■ マ 一リク は 伝えて いる 

私 は アンサ一 ルの 中の アブ一 ■ タル/、、 アブ一 'ド ジャ一 ナ、 そして ムァ一 ズゼン 'ジ ャバ 

ル 等に 酒 をつ いでいた。 

その 時 われわれの 所に 入って 来た 者 かあつて、 「新しい ニュースが ある。 

それ は 酒 禁制の 啓示が 下った ことで ある」 と 言った。 

それで その 日 、 われわれ は 酒 壷 を 覆した。 

その 酒 は 乾した なつめ 椰子の 実 を 混ぜて 造った ものである。 

カタ一 ダは （次のように) 伝えて いる。 

アナ スゼン 'マ一 リク は 「酒 は 禁止され た 力、 その 当時 人々 に 広く 欽 まれて いた 酒 は 乾し 
たなつ め 椰子と 新鮮な それと を 混ぜて 造った ものであった」 と 言った。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

私 は アブ一 タル ハ、 アブ一 小 ジャ一 ナ、 そして ス ハイル' ビン' バイダ一 ゥ 等に、 乾した な 
つめ 椰子の 実 や 新鮮な その実と を 混ぜて 造った 酒の 入って いる 水 袋から、 その 酒 をつ い 
でいた。 

残余の ハディ一 スは 前述と 同様で ある。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 乾した なつめ 椰子の 実 や 新鮮な その実 を 混ぜた もの を 時 を 置いて 飲 
むこと を 禁止され た。 

それ は 酒が 禁制と なった 頃、 広く 人々 が 飲んで いた 酒であった。 

ァ ナス 'ビン 'マ 一リク は 伝えて いる 

私 は アブ一 'ゥ バイダ' ビン 'ジャ ッラ一 フ、 アブ一 タル/、、 そして ゥ バイ ュ' ビン' 力 アブ 等 

に 熟した なつめ 椰子の 実 あるいは 乾した それの 実で 造った 飲み物 をつ いでいた。 

そこに 訪問者が あり ほこと、 酒 は 禁止され ました」 と 言った。 

すると アブ一' タル ハは 「ァ ナスよ、 その 壷 を 壊す がよ い」 と 言った。 

私 は 石 を 刳り貫いて 作った 壷の 所に 行き、 その 下部 を 打った。 すると それ は 割れた。 

ァ ナス 'ビン 'マ 一リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 は クル ァ一 ンの一 節 を 啓示され、 その 中で 酒 を 禁じられた。 

住 時、 マディ一 ナ にあった 酒 はなつ め 椰子の 実から 造った もの だけであった。 



酒から 酢 を 造る こと は 禁止され ている 



アナ スは 伝えて いる 

預言者 は 酒から 造られた 酢に ついて 質問 をお 受けに なった。 
すると 「それ は 禁止され たもので ある」 と 申された。 



酒 を 薬と して 使用す る こと は 禁止され ている 

ヮ r ル ■/、 ドラ ミ一 は 伝えて いる 

タ 一リク' ビン 'ス ワイド 'ジ ユウ フィ一 は 預言者に 酒に ついて 尋ねた。 

すると その 御 方 は それ を 禁止され た。 

あるいは それ を 造る こと を 嫌悪され た。 

彼 (ター リク） は 「私 は それ を 薬と して 造る だけです」 と 言った。 

するとみ 使い は 「それ は 薬で はない。 

しかし それ は 病 （を もたらす もので） ある」 と 申された。 



なつめ 椰子の 実 や 葡萄から 造られる 果実の 飲み物 も 酒と 呼ばれる 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いが 「酒 は これら 二つの 木、 すなわち なつめ 椰子と 葡萄の 木の実 か 
ら 造られる ものである」 と 申される の を 聞いた。 
この ハディ一 スは アブ一' フライ ラを 根拠と して、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「酒 は 二つの 木、 すなわち 葡萄と なつめ 椰子の 木 （の 実） から 造られ 
る ものである」 と 申された。 



乾かした なつめ 椰子の 実と 乾葡萄 を 混ぜて ナビ一 ズ (注) を 造る こと は 忌む 
べき ことで ある 

(注) ナビ一 ズは 果実酒 あるいは 葡萄酒の ように 訳されて いる 力、 この ハディ一 スに述 
ベら れ ている それ はなつ め 椰子の 実 や 葡萄の ような 果実の 入った 飲料水の ことで あ 
る 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一'アンサ一 リ 一は 伝えて いる 

預言者 は 乾葡萄と 乾した なつめ 椰子の 実、 または 熟した なつめ 椰子の 実と 乾した その実 
を 混ぜる こと を 禁止され た （注） 。 

(注） それらの 組合わせ によると 短時間に 発酵して 酒になる からで ある 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一'アンサ一 リ 一は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 乾した なつめ 椰子の 実と 乾葡萄 を一 緒に して ナビ一 ズを 造る こと を禁 
止された。 

その 御 方 はまた、 熟した なつめ 椰子の 実と 良く 熟れた その実と を一 緒に して ナビ一 ズを造 
る こと も 禁じられた。 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「良く 熟れた なつめ 椰子の 実と 完熟 前の その実、 それから 乾葡萄と 乾 
したな つめ 椰子の 実 を、 ナビ一 ズを 造る ために 混ぜて はならぬ」 と 申された。 

ジャ一 ビル 'ビン' アブ ドッラ 一'アンサ一 リ 一は 伝えて いる 

その 御 方 は 乾葡萄と 乾した なつめ 椰子の 実と を 一緒にして ナビ一 ズを 造る こと を 禁止 さ 

れた。 

また 完熟 前の なつめ 椰子の 実と 良く 熟れた その実 を一 緒に して ナビ一 ズを 造る こと も 禁じ 

られ た。 

アブ一 ■ サイ一 ドは 伝えて いる 

預言者 は 乾した なつめ 椰子の 実と 乾葡萄と を一 緒に 混ぜる こと、 また 乾した なつめ 椰子 
の 実と 完熟 前の その実 も一 緒に 混ぜ合わせる こと を 禁じられた。 

アブ一 ■ サイ一 ドは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い はわれ われが け ビーズ を 造る ために) 乾葡萄と 乾した なつめ 椰子の 実 
を 混ぜる こと、 また 完熟 前の なつめ 椰子の 実と 乾した その実と を 混ぜる こと も 禁じられた。 



前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 

アブー ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「あなた 方の 中で ナビ一 ズを 飲む 者 は 乾葡萄 だけで 造られた もの、 ま 
たは 乾した なつめ 椰子の 実 だけで 造られた もの、 あるいは 熟した なつめ 椰子の 実 だけで 
造られた もの を 飲まなければ ならぬ」 と 申された。 

アブ一 ■ サイ一 ド はまた 伝えて いる。 

アツ ラ一 のみ 使い はわれ われが 完熟 前の なつめ 椰子の 実と 乾した その実と 混ぜる こと、 

または 乾葡萄 を 乾した なつめ 椰子の 実と 混ぜる こと、 あるいは 乾葡萄と 完熟 前の なつめ 

椰子の 実と 混ぜる こと を 禁じられた。 

そしてみ 使い は 「あなた 方の 中で それ を 飲む 者 は …… 」 と 申された。 

残余の ハディ一 スは 前述の ハディ一 スと 同様で ある。 

アブ— ■ カタ— ダは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方 は 赤らんだ なつめ 椰子の 実と 良く 熟れた その実と を一 緒に 
して ナビ一 ズを 造って はならぬ。 

また 乾葡萄と 乾した なつめ 椰子の 実と を一 緒に して ナビ一 ズを 造っても ならぬ。 
あなた 方 は 両者の 中の いずれ か一 方 だけで ナビ一 ズを 造れ」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

アブ一' カタ一 ダは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方 は 赤らんだ なつめ 椰子の 実と よく 熟れた その実 を一 緒に し 
て ナビ一 ズを 造って はならぬ。 

また 良く 熟れた なつめ 椰子の 実と 乾葡萄 を一 緒に して ナビ一 ズを 造っても ならぬ。 
あなた 方 は (両者の 中の） いずれ か一 方 だけで ナビ一 ズを 造れ」 と 申された。 
ヤヒヤ一 は アブ ドッラ 一'ビン' カタ一 ダに 会った。 

その 時 彼 (アブ ドッラ 一） は 彼の 父 を 根拠と する 前述の ような 預言者の 話 を 彼に したと 言つ 
ている。 

この ハディ一 スで イブ ン 'アブ一' 力 シール を 経由す る もの は 二つの 伝承 者 経路 を 経て 伝 
えられて いる。 

しかし それに は 言葉に 若干の 相違が ある。 



アブ ドッラ 一'ビン' カタ一 ダは 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

預言者 は 乾した なつめ 椰子の 実と 完熟 前の その実 を 混ぜた もの、 また 乾葡萄と 乾した な 
つめ 椰子と を 混ぜた もの、 あるいは 赤らんだ なつめ 椰子の 実と 良く 熟れた その実 を 混ぜ 
たものから （ナビ一 ズを 造る こと を） 禁じられた。 
そして 「あなた 方 は それぞれの 果実一 種類の みで ナビ一 ズを 造る がよ い」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 

アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 乾葡萄と 乾した なつめ 椰子の 実 を一 緒に した もの、 また 新鮮な なつ 
め 椰子の 実と 乾した それの 実 を 一緒に した ものから （ナビ一 ズを 造る こと を） 禁じられた。 
そして 「ナビ一 ズは 二つの ものの 中の いずれ か一 方で 造られる ものである」 と 申された。 
この ハディ一 スは アブ一' フライ ラを 根拠と して、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

イブ ン. アツ バース は 伝えて いる 

預言者 は 乾した なつめ 椰子の 実と 乾葡萄 を一 緒に 混ぜる こと、 また 完熟 前の なつめ 椰子 
の 実と 乾した その実と を 一緒に 混ぜて け ビーズ を 造る こと を) 禁じられた。 
そして (イエメンの） ジ ユラ シュの 人々 に 書 を 送リ、 乾した なつめ 椰子の 実と 乾葡萄 を 混ぜ 
て け ビ一ズ を 造る こと を) 禁止され た。 

この ハディ一 スで シャイ バ一 二一 を 経由す る もの も、 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ てい 

る。 

だが それに は" 乾した なつめ 椰子の 実と 乾葡萄" と は あるが、" 新鮮な なつめ 椰子の 実と 
乾した それの 実" という 言葉 は 述べられて はいない。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

彼 は 常々、 完熟 前の なつめ 椰子の 実と 良く 熟れた その実と を一 緒に、 また 乾した なつめ 
相 R 子の 実と 乾葡萄 を 一緒に して ナビ一 ズを 造る こと は 禁じられた、 と 言って いた。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

完熟 前の なつめ 椰子の 実と 良く 熟れた その実と 一緒に する こと、 また 乾した なつめ 椰子 
の 実と 乾葡萄 を 一緒にして ナビ一 ズを 造る こと は 禁じられた。 



ワニス を 塗った 壷、 ひょうたん、 禄 色の ピッチ を 塗った 壷、 椰子の 幹 をぐ J 抜 

いて 作った 桶 等で ナビ一 ズを 造る こと は 禁止され ていた。 

だが それ も 今日、 飲んでも 酔わない ものと いう 条件で 解禁と なった 説明に つ 

いて 

ァ ナス 'ビン 'マ 一リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 ひょうたん、 あるいは ワニス を 塗った 壷の 中で ナビ一 ズを 造る こと を 
禁じられた。 

ァ ナス' ビン' マ一 リクの 前述と 同一 の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「あなた 方 は ひょうたんの 中 や ワニス を 塗った 壷の 中で ナビ一 ズを造 
つて はならない」 と 申された。 

それから アブ一 'フ ライラ は 「あなた 方 は 緑色の （ピッチ を 塗った） 壷 は 避けよ」 と 言って い 

た。 

アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 

預言者 は、 ワニス を 塗った 壷、 緑色の ピッチ を 塗った 壷、 それと 椰子の 幹 をぐ リ 抜いて 作つ 
た 桶の 中で (ナビ一 ズを 造る こと を) 禁じられた。 
アブ一' フフ イラ は 「ハン タムと は 何です 力、」 と 尋ねられた。 
彼 は 「それ は 緑色の ピッチ を 塗った 壷で ある」 と 答えた。 

アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 

預言者 は アブ ドル' 力 イス 族の 代表者 達に 「私 は あなた 方に、 ひょうたん、 緑色の ピッチ を 
塗った 壷、 椰子の 幹 をく リ 抜いて 作った 桶、 ワニス を 塗った 壷、 それと、 上部が 切断され て 
し、 る 水 袋で け ビーズ を 造る こと を) 禁ずる。 

だが あなた 方 は 皮の 水 袋の 中に ある もの を 飲み、 （その後 袋の） 口 を 結べ」 と 申された 

(注)。 

(注） 口 を 結んだ 皮の 水 袋に ある ものが 発酵す ると 袋が 裂ける。 

従って それが 裂けて いなければ 飲んでも 酔う こと はない とされる。 

この ハディ一 スで 禁止され ている ような 容器で 造られた もの は、 飲んで 酔うよう な ものに 変 

つてい る 恐れが ある 



ァリ一 は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は、 ひょう たんや ワニス を 塗った 壷で ナビ一 ズを 造る こと を 禁止され た。 

イブ ラヒ一 ムは 伝えて いる 

私 はァス ヮドに 「君 は 信者 達の 母 (ァ一 イシ ャ のこと） に ナビ一 ズを 造って はいけ ない 容器 
は どれ か を 尋ねました か」 と 言った。 
彼 は 「もちろんです。 

私 は 信者 達の 母よ、 アツ ラ一 のみ 使いが ナビ一 ズを 造る こと を 禁じられた 容器に ついて 教 
えて 下さい、 と 言った。 

彼女 は 「その 御 方 はわれ われ 家族の 者に、 ひょう たんや ワニス を 塗った 壷で ナビ一 ズを 
造る こと を 禁じました」 と 言った」 と 述べた。 

私 は 彼 （ァス ヮド） に 「彼女 は 緑色の ピッチ を 塗った 壷 や 土器の 壷に ついては 述べません 
でした か」 と 尋ねた。 

彼 は 「私 は 私が 聞いた こと だけ を 君に 話す だけです。 

それとも、 私が 聞かなかった ことまで 君に 話す のです か」 と 言った。 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

預言者 は、 ひょう たんや ワニス を 塗った 壷で け ビ一ズ を 造る こと を） 禁じられました。 
このような ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

スマ一 マ 'ビン ■ / ヽズヌ ■ クシ ャ イリ一 は 伝えて いる 

私 はァ一 イシ ャに 会った。 そこで 彼女に ナビ一 ズ について 尋ねた。 

彼女 は 「アブ ドル' 力 イスの 代表 達が 預言者の 所に 参りまして ナビ一 ズ について 尋ね まし 

た。 

すると その 御 方 は、 彼等が ひょうたん、 ワニス を 塗った 壷、 そして 緑色の ピッチ を 塗った 壷 
等で ナビ一 ズを 造る こと を 禁じられました」 と 言った。 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 ひょうたん、 緑色の ピッチ を 塗った 壷、 椰子の 幹 をく リ 抜いて 作った 
桶、 ワニス を 塗った 壷 等で け ビーズ を 造る こと を) 禁じられました。 

イス ハーク' ビン 'ス ワイド (途中 伝承 者） はこの ハディ一 スを 伝えて いる 力、 それに は" ワニス を 塗 
つた 壺" という 言葉の 代りに" ピッチ を 塗った もの" という 言葉が 使用され ている。 



イブ ン- アツ バース は 伝えて いる 

アブ ドル' 力 イスの 代表が アツ ラ一 のみ 使いの 所に 来た。 

その 時 預言者 は 「私 は あなた 方に、 ひょうたん、 緑色の ピッチ を 塗った 壺、 椰子の 幹 をく リ 

抜いて 作った 桶、 そして ピッチ を 塗った 壷 等で け ビ一ズ を 造る こと を） 禁止す る」 と 申され 

た。 

ハン マ一 ドを 経由して 伝えられた ハディ一 スに は" ピッチ を 塗った 壷" という 言葉の 代りに 
"ワニス を 塗った 壷" という 言葉が 使用され ている。 

イブ ン- アツ バース は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は、 ひょうたん、 緑色の ピッチ を 塗った 壷、 ワニス を 塗った 壷、 それと 相 B 
子の 幹 をく リ 抜いて 作った 桶 （で ナビ一 ズを 造る こと を) 禁止され た。 

イブ ン. アツ バース は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は、 ひょうたん、 緑色の ピッチ を 塗った 壷、 ワニス を 塗った 壷、 そして 椰 
子の 幹 をぐ」 抜いて 作った 桶で 熟した なつめ 椰子の 実と 赤らんだ その実と を 混ぜて けビ 
—ズを 造る こと を) 禁じられた。 

イブ ン. アツ パース は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 ひょうたん、 椰子の 幹 をく リ 抜いて 作った 桶、 そして ワニス を 塗った 
壷で ナビ一 ズを 造る こと を 禁じられた。 

アブ一 ■ サイ一 ドは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 水がめで ナビ一 ズを 造る こと を 禁じられた。 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 ひょうたん、 緑色の ピッチ を 塗った 壷、 椰子の 幹 をぐ リ 抜いて 作った 
桶、 そして ワニス を 塗った 壷で ナビ一 ズを 造る こと を 禁じられた。 
預言者が ナビ一 ズを 造る こと を 禁止され たという ハディ一 スは カタ一 ダを 経由しても、 伝えられ てい 

る。 

アブ一 ■ サイ一 ドは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 緑色の ピッチ を 塗った 壷、 ひょうたん、 椰子の 幹 をぐ J 抜いて 作った 桶 
の 中の 飲み物 を 禁止され た。 



サイ一 ドゼン 'ジュ パイル は 伝えて いる 

私 は (次の 事実が あった こと を) 証言す る。 

(それ は） イブ ン' ウマルと イブ ン 'アツ バース 力、 アツ ラ一 のみ 使いが、 ひょうたん、 緑色の 
ピッチ を 塗った 壷、 ワニス を 塗った 壷、 そして 椰子の 幹 をぐ」 抜いて 作った 桶で ナビ一 ズを 
造る こと を 禁じられた、 という こと を 証言した （という ことで ある）。 

サイ 一ド' ビン 'ジュ パイル は 伝えて いる 

私 は イブ ン 'ウマルに 水がめの ナビ一 ズ について 尋ねた。 

彼 は 「アツ ラーの み使い は 水がめ （で 造られた) ナビ一 ズを 禁じられた」 と 言った。 

それから 私 は イブ ン 'アツ バースの 所に 来て 「あなた は イブ ン 'ウマルが 言って いる こと を 

お聞きに はなり ません か」 と 尋ねた。 

「彼の 言って いる ことと は 何 か」 と 彼 は 言った。 

私 は 「アツ ラ一 のみ 使いが 水がめの ナビ一 ズを 禁じられた という ことです」 と 言った。 

彼 は 「イブ ン 'ウマル は 正しい こと を 言った。 

アツ ラ一 のみ 使い は、 水がめの ナビ一 ズを 禁じられ たので ある」 と 言った。 

私 は 「水がめの ナビ一 ズとは どのような ものです か」 と 尋ねた。 

彼 は 「それ は 土製の 壷で 造られた もの 全てで ある」 と 言った。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は ある 遠征で 人々 に 説教され た。 

私 は （良く 聞き取れなかった ので) その 御 方の 方に 進み出た が、 私が その 御 方の 近くに 行 

く 前に 去って しまわれた。 

私 は 「み使い は 何 を 言われた のか」 と 尋ねた。 

すると 人々 は 「み使い は、 ひょう たんや ワニス を 塗った 壷で ナビ一 ズを 造る こと を 禁じられ 
た」 と 言った。 

この ハディ一 スは イブ ン 'ウマル を 根拠と して 異 つた 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 
だが、 マ一 リクと ゥサ一 マ を 除く 伝承 者 達 は" ある 遠征で" という 言葉 を 述べて はいない。 

サー ビトは 伝えて いる 

私 は イブ ン 'ウマルに 「アツ ラ一 のみ 使い は 水がめの ナビ一 ズを 禁じられ たのです か」 と 言 
つた。 

彼 は 「人々 は そのよう に 主張して いる」 と 言った。 

私 は 再度 「アツ ラーの み使い は それ を 禁じられ たのです か」 と 言った。 

彼 は 「人々 は そのよう に 主張して いる」 と 言った。 



タ一 ゥ一ス は 伝えて いる 

ある 男が イブ ン 'ウマルに 「アツ ラーの み使い は 水がめで ナビ一 ズを 造る こと を 禁じられた 

のです か」 と 尋ねた。 

イブ ン 'ウマル は 「その 通り」 と 答えた。 

それから タ一 ゥ一ス は 「アツ ラ一 に 誓い、 私 は 彼から その 話 を 聞いた」 と 言った。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

ある 男が 私の 所に 来て 「預言者 は 水がめ やひよう たんで ナビ一 ズを 造る こと を 禁じられた 
のです か」 と 尋ねた。 
私 は 「その 通り」 と 答えた。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 水がめ やひよう たんで け ビーズ を 造る こと を） 禁じられた。 

イブ ラヒ一 ム 'ビン' マイ サラは 伝えて いる 

私 はタ一 ウー スが (次のように） 言う の を 聞いた。 
(すなわち） 私 は イブ ン 'ウマルの 側で 座って いた。 

そこに ある 男が 来て 「アツ ラーの み使い は、 水がめ、 ひょうたん、 そして ワニス を 塗った 壷 
等で ナビ一 ズを 造る こと を 禁じられ たのです か」 と 尋ねた。 
彼 は 「その 通り」 と 答えた。 

ムハー リブ' ビン' ディ サ一ル は 伝えて いる 

私 は イブ ン' ウマル 力 《 「アツ ラーの み使い は、 緑色の ピッチ を 塗った 壷、 ひょうたん、 それと 
ワニス を 塗った 壷 等で (ナビ一 ズを 造る こと を) 禁じられた」 と言うの を 聞いた。 
彼 は 「私 は 何度か それ を 聞いた」 とも 言った。 

ムハー リブ ゼン 'ディ サール は イブ ン 'ウマル を 根拠と して、 前述の ような ハディ一 スを 別の 伝承 
者 経路で も 伝えて いる。 

その 中で 彼 (ムハ 一リブ） は 「私 は 彼 (イブ ン 'ウマル) が 椰子の 幹 をぐ リ 抜いて 作った 桶に ついても 
言及した と 思う」 と 言った。 

ゥ クバ' ビン' フライス は 伝えて いる 

私 は イブ ン 'ウマル 力 《 「アツ ラーの み使い は、 水がめ、 ひょうたん、 それに ワニス を 塗った 
壷で (ナビ一 ズを 造る こと を) 禁じられ、 『あなた 方 は 皮の 水 袋で ナビ一 ズを 造れ』 と 申され 
た」 と言うの を 聞いた。 



ジャ バラ は 伝えて いる 

私 は イブ ン 'ウマルが 「アツ ラーの み使い は ハン タマで (ナビ一 ズを 造る こと を） 禁じられた」 

と 話して いるの を 聞いた。 

その 時 私 は 「ハン タマと は 何です か」 と 尋ねた。 

彼 は 「土製の 壷で ある」 と 答えた。 

ザ一 ザ一 ヌは 伝えて いる 

私 は イブ ン 'ウマルに 「預言者が 禁じられた 飲み物に ついて、 あなたが 使って いる 言葉で 
お話し 下さい。 

そして それ を われわれが 使って いる 言葉で 説明して 下さい。 

事実、 あなた 方の 言葉と われわれの 言葉に は 相違が あります」 と 言った。 

すると 彼 は 「アツ ラ一 のみ 使い は (次に 上げる 容器で) ナビ一 ズを 造る こと を 禁じられた。 

(すなわち） ハン タマ、 これ は ピッチ を 塗った 壷、 ド ツバ一 ゥ、 これ は ひょうたん、 ムザ ッファ 

ト、 これ は ワニス を 塗った 壷、 そして ナキ一 ル、 これ はなつ め 椰子の 皮をはぎ、 それ を 穿つ 

たもので ある。 

そしてな お、 その 御 方 は ナビ一 ズを 皮の 水 袋で 造る こと をお 命じに なった」 と 言った。 

この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

サイ一 ドゼン 'ム サイ ャブは 伝えて いる 

私 は アブ ドッラ 一'ビン ■ ウマルが この ミン バルの 側で、 アツ ラ一 のみ 使いの ミン バルの 方 

を 指し示し (次のように 言う の を） 聞いた。 

「アブ ドル' 力 イスの 代表が アツ ラ一 のみ 使いの 所に 来た。 

そして 飲み物に ついて 尋ねた。 

すると その 御 方 は、 ひょうたん、 椰子の 幹 をく り 抜いて 作った 桶、 そして 緑色の ピッチ を 塗 

つた 壷 等で け ビ一ズ を 造る こと を) 禁じられた」 

アブ ドル 'ハ一 リク' ビン 'サ ラマ は （次のように） 言った。 

私 は （サイ一 ド） に 「アブ一 ■ ムハンマドよ、 ワニス を 塗った 壷 はどうな るので すか」 と 尋ねた。 

と言うの は、 彼が それにつ いて 話す の を 忘れた と 思った からで ある。 

すると 彼 は 「私 は その 日、 それに ついては アブ ドッ ラ一 ゼン' ウマルから 聞かなかった」 と 

目— つた。 

時に アブ ドッラ 一は ワニス を 塗った 壷で ナビ一 ズを 造る の は 忌むべき ことと していた。 

ジャー ビルと イブ ン 'ウマル を 根拠と する （次の ような) ハディ一 スが 伝わって いる 

アツ ラーの み使い は、 椰子の 幹 をく リ 抜いて 作った 桶、 ワニス を 塗った 壷、 ひょうたん 等で 
ナビ一 ズを 造る こと を 禁じられた。 



アブ一 'ズ バイ ルは 伝えて いる 

私 は イブ ン 'ウマルが 「私 は、 アツ ラーの み使いが 水がめ、 ひょうたん、 それと ワニス を 塗 
つた 壷で ナビ一 ズを 造る こと を 禁止され るの をお 聞きした」 と言うの を 耳に した。 

アブ一 ■ ズ バイ ルは 伝えて いる 

私 は ジャ一 ビル' ビン' アブ ドッラ 一が 「アツ ラ一 のみの 使い は、 水がめ、 ワニス を途 つた 壷、 
椰子の 幹 をぐ J 抜いて 作った 桶 等で け ビ一ズ を 造る こと を) 禁止され た」 と言うの を 聞い 

た。 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は ナビ一 ズを 造る 容器 (例えば 皮の 水 袋の ような もの） が 全く 無かった 
時 は、 （蒸し焼き なべの ような） 蓋の ある 石の 容器で それ を 造らせて おられた。 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

預言者 は 蓋の ある 石の 容器で ナビ一 ズを 造らせて おられた。 

ジャー ビル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが 飲まれる ナビ一 ズは 皮の 水 袋で 造られて いた。 

だが 人々 が 皮の 水 袋 を 手に入れられな 力、 つた 時 は 蓋の 付いた 石の 容器で それ を 造って 

差し上げた。 

ある 人々 は一 私が 聞いて いる 所で、 アブ一 'ズ バイ ルに 「（それ は） 石 製の 器です か」 と 言 

つた。 

彼 は 「（そうだ) 石 製の 器で ある」 と 言った。 

アブ ドッラ 一'ビン' ブライダ は 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「私 は、 今まで あなた 方に 皮の 水 袋に ある ナビ一 ズ 以外の それ を 飲 
むこと を 禁止した。 

(だが 今後 は） 全ての 容器の もの を 飲んで よい。 
ただし 酔う もの は 飲んで はならぬ」 と 申された。 

イブ ン 'ブライダ は 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「私 は あなた 方に 特定の 容器で (造られた ナビ一 ズを 飲む こと を) 禁じ 

た。 

(だが 今や それ は 禁止され たもので はない。 と言うの も） それらの 特定の 容器 一 または、 
ある 容器一 が 何 か を 合法な ものと したり、 あるいは 非合法な ものと する ので はない からで 



ある。 

要は、 それ を 飲んで 酔う もの は 全て/ ヽ ラームで ある」 と 申 された。 

イブ ン 'ブライダ は 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「私 は あなた 方に 皮で 作られた 容器 以外に ある ナビ一 ズを 飲む こと を 
禁止して 来た。 

だが 今や、 あらゆる 容器に ある もの を 飲んで よい。 
ただし 酔う もの は 飲んで はならぬ」 と 申された。 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが ある 特定の 容器に ある ナビ一 ズを 飲む こと を 禁じられた 時、 人々 は 

「全ての 人々 が 皮の 水 袋 を 持って いる わけではありません」 と 言った。 

すると その 御 方 は、 彼等に ワニス を 塗った 壷 以外の 水がめで 造られた もの は 許可され 

た。 



飲んで 酔う もの は 全て 酒で あ リ、 酒 は 全て メ 、ラームで ある 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い はビ トウ （注） について 質問 をお 受けに なりました。 
するとみ 使い は 「飲んで 酔う もの は 全て ハラ一 ム である」 と 申されました。 

(注) 蜂蜜 だけ、 あるいは 蜂蜜と なつめ 椰子の 実で 造った ナビ一 ズ 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い はビ トウに ついて 質問 をお 受けに なりました。 
すると 「飲んで 酔う もの は 全て ハラ一 ム である」 と 申されました。 

この ハディ一 スはズ フリ一 を 経由しても 伝えられ ている 力 、スフ ヤーンと サ一 リフを 経由して 伝えら 
れた ハディ一 スに は" その 御 方はビ トウに ついて 質問 をお 受けに なった" という 言葉 は 述べられて 
はいない。 

それが 述べられて いるの はマァ マル を 経由した ハディ一 ス である。 

また サ一 リフを 経由した ハディ一 スに は" 彼女 は アツ ラ一 のみ 使い 力 《 「 飲んで 酔う もの は 全て ハラ 

—ム である」 と 申される の を 聞きました" という 言葉 だけが 述べられ ている。 

アブ一' ムーサ一 は 伝えて いる 

預言者 は 私と ムアー ズ 'ビン' ジャ バル を イエメンに 派遣され た。 
私 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 われわれの 地 （イエメン） に は ミズ ル （注） と 呼ばれて いる 飲み 
物と 蜂蜜から 造られる ビ トウと 呼ばれて いる 飲み物が ございます （がそれ について はいか 
がでしょう か）」 と 言った。 

すると その 御 方 は 「酔わせる もの は 全て ハラ一 ム である」 と 申された。 
(注) キビ、 大麦、 小麦 その他の 穀類から 造られる 飲み物 

サイ 一ド' ビン' アブ一' ブルダ は 彼の 祖父 を 根拠と して 伝えて いる 

預言者 は 彼 (サイ一 ドの 祖父 アブ一 ム一 サ一) と ムァ一 ズを イエメンに 派遣され た。 
み使い は その 二人に 「（人々 に） 良き 便り を 伝え、 物事 を 容易に し、 教育 を 起こす がよ い。 
また （人々 を） 脅え させて はならぬ」 とも 申された と 思う。 
その 御 方 力 《 (ムアー ズを) 任命され て、 アブ一 ■ ムーサ一 が 帰国した 時 「アツ ラーの み使い 
よ、 彼等に は 煮つめて 濃厚に した 蜂蜜の 飲み物と、 大麦から 造る ミズ ル という 飲み物が あ 
ります」 と 言った。 



アツ ラ一 のみ 使い は 「礼拝に 支障 を 来す ような 酔う 飲み物 は 全て ハラ一 ム である」 と 申さ 
れた。 

アブ一 ■ ブルダ は 彼の 父 （アブ一 ■ ム一 サ一) を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 私 (アブ一' ブルダの 父） と ムアー ズを イエメンに 派遣した。 

その 時み 使い は 「人々 のために （多幸 を） 祈る がよ い。 

そして 良き 便り を 伝え （人々 を） 脅え させて はならぬ。 

また 物事 を 容易に し、 困難に して はならぬ」 と 申された。 

私 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 われわれが イエメンで 用いて いた 二種の 飲み物に ついて 法的 

判断 をお 示し 下さい。 

その一 っはビ トウで、 蜂蜜から 造られ 濃厚に して 発酵 させた ナビ一 ズ です。 

他の一 つ は ミズ ルで、 とうもろこし や 大麦 力、 ら 造られ、 それ もまた 濃厚に して 発酵 させた ナ 

ビーズです」 と 言った。 

まことに、 アツ ラ一 のみ 使い は 簡潔に して 意味の 多い 御言 葉 を 述べられる 天与の 才 をお 
持ちの 方であった。 

その 御 方 は 「私 は、 酔わせて 礼拝 を なおざりに させる 飲み物 は 全て 禁ずる」 と 申された。 

ジャー ビル は 伝えて いる 

ある 男が イエメンの ジャ イシ ヤーンから 来た。 

そして 預言者に、 彼等が その 地で 飲む ミズ ルと 呼ばれて いるとう もろこしから 造った 飲み 
物に 関して 尋ねた。 

預言者 は 「それ は 酔わせる 飲み物 か」 と言われた。 

彼 は 「はいそうです」 と 言った。 

アツ ラーの み使い は 「酔わせる もの 全て ハラ一 ム である。 

まことに、 至高 偉大なる アツ ラ一 は 酔う 飲料 を 飲む 者に ティ一 ナト づぃ ハバ一 ルを お飲ま 

せになる こと を 約束され て おられる」 と 申された。 

人々 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 ティ一 ナト' ルリ、 バールと は 何の ことです 力、」 と 尋ねた。 
その 御 方 は 「（それ は） 火獄の 住人の 汗で ある。 
または、 火獄の 住人の 尿で ある」 と 申された。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「飲んで 酔う もの は 全て 酒で ある。 
そして、 飲んで 酔う もの は 全て ハラ一 ム である。 

現世で 酒 を 飲んで それに 溺れ、 後悔 もせず 死せ る 者 は 来世で は 決して それ を 飲む こと は 
なし、 （注)」 と 申された。 



(注） r …… 来世で は 決して それ (酒） を 飲む こと はない」 と言うの は 「天国に 入れな し、」 の換 
喩 である 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「飲んで 酔う もの は 全て 酒で ある。 
飲んで 酔う もの は 全て/ ヽ ラームで ある」 と 申 された。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 

ナ一 フィゥ は 伝えて いる 

イブ ン 'ウマル は 「これ はま さしく 私が 預言者から 知り 得た 事柄で ある」 と 言って から 「その 
御 方 は 『飲んで 酔う もの は 全て 酒で あり、 酒 は 全て ハラ一 ム である』 と 申された」 と 言った。 



酒 を 飲み 後 梅 もせぬ 者 は 懲罰と して、 来世に て それ を 飲む こと を 禁じられる 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「現世で 酒 を 飲んだ 者 は 来世で それ を 禁じられる であろう」 と 申され 

た。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

み使い は 「現世で 酒 を 飲み 後悔 もせぬ 者 は、 来世で それ を 禁じられ、 それ を 飲まされる こ 
と は 決してない であろう」 と 申された。 

(この ハディ一 スに 関し） マ一 リク は 「それ は 預言者まで さかのぼる ハディ一 スで すか」 と 問 
われた。 

彼 は 「そうです」 と 言った。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「現世で 酒 を 飲んだ 者 は 来世で それ を 飲む こと は 決してない。 
ただし 後悔した 場合 は 別で ある」 と 申された。 

この ハディ一 スは イブ ン 'ウマル を 根拠と して、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



ナビ一 ズは 飲んで よいが、 発酵し 飲んで 酔う もの は 別で ある 



イブ ン' アツ バース は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 夕刻 その 御 方の ために 造られた ナビ一 ズは、 その一 夜が 明けて か 
らお 飲みに なリ 、その 日、 その 日 の 晩、 更に その 翌 日 とその 晩、 そして その 次の 午後まで 
それ を 飲まれて いた。 

それでも なお 残った 場合 は 召し使いに お与えになる か、 または それ を 流す ようお 命じに な 

つた。 

イブ ン' アツ バース は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 皮の 水 袋で 造られた ナビ一 ズを 召し 上 力 《 つて おられた。 

シ ユウ バ (途中 伝承 者） は 「それ は 月曜の 夜からで ある。 

つまり その 御 方 は 月曜日と 火曜日の 午後まで それ を 飲まれて いたので ある。 

それでもし、 その 時 いくらか でも 残って いれば、 それ を 召し使いに お与えになる か、 あるい 

は 流して しまわれた」 と 言った。 

イブ ン'ァ ツバ一 スは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 乾葡萄 を 水に 浸した もの を 召し 上 力 《 つて おられた。 その 御 方 は、 それ 
が 造られた 日 、 その 次の 日、 更に 三日 目 の 夕刻まで それ をお 飲みに なって いた。 
その後 は （誰か 力 《 ） それ を 飲んで しまう か、 あるいは 流して しまう か （そのい ずれ か を） 御 
命じに なって おられた。 

イブ ン'ァ ツバ一 スは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 皮の 水 袋の 中に 乾葡萄 を 浸した もの を 召し上がって おられた。 
その 御 方 は、 それが 造られた 日と 翌日、 更に その 翌日 とそれ をお 飲みに なって おり、 （結 
局） 三日 目の 夕刻まで お飲みに なり （他の 人々） にも それ を 飲ませて おられた。 
それでも なお 残った 場合 は それ を 流して しまわれた。 

ヤヒヤ— ■ アブ—' ウマル 'ナ ハイ— は 伝えて いる 

ある 人々 が イブ ン' アツ バースに 酒の 売買 やそれ を 商う ことにつ いて 尋ねた。 
すると 彼 は 「あなた 方はム スリムか」 と 尋ねた。 
彼等に 「そうです」 と 答えた。 

彼 は 「それ は 売買して はならぬ ものであるし、 もちろん、 それで 商売して はならない」 と 言つ 

た。 

すると 彼等 は ナビ一 ズ について 尋ねた。 

彼 は 「アツ ラ一 のみ 使いが 旅に 出られ、 それから お帰りに なった 時、 教 友達の 幾人 かが そ 



の 御 方の ために ピッチ を 塗った 壷、 椰子の 幹 をく リ 抜いて 作った 桶、 ひょうたんの 中等に 
ナビ一 ズを 造って おいた。 

だが その 御 方 は、 それ を 流す ように 御 命じに なった。 

それから み使い は 皮の 水 袋に 乾葡萄と 水 を 入れさせて 一晩 そのまま にし、 翌朝 それ をお 

欽み になった。 

そして その 日 とその 晚、 更に その 翌 日の 夕刻まで お飲みに なり 、 （他の 人々 にも) 飲ませ 
て おられた。 

それが 造られて 三 晩 経た 朝 を 迎えられ ると、 残った もの を 流す よう 御 命じに なった。 

スマ一 マ （イブ ン ■ / ヽズヌ ■ ク シャイ リ 一 ） は 伝えて いる 
私 はァ一 イシ ャに 会った。 
そこで ナビ一 ズ について 尋ねた。 
彼女 は エチオピアの 女 奴隸を 呼び 「この 女性に 尋ねなさい。 
彼女 は アツ ラーの み使いに ナビ一 ズ をお 造 リ してお りました」 と 言った。 
その エチオピアの 女性 は 「私 は 夜、 その 御 方に 皮の 水 袋で ナビ一 ズ をお 造りして いました。 
そして その 袋の 口 を 閉じて 吊して おきました。 
朝になります とみ 使い は それから お飲みに なりました」 と 言った。 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

私達 は アツ ラ一 のみ 使いに 上部 を 閉じた 皮の 水 袋で ナビ一 ズを 造って 差し上げ ており まし 

た。 

その 皮 袋の 下部に は （水 を 出す ための） 口が ついて ぉリ ました。 

私達が 朝 それ を 用意し ますと、 その 御 方 は 夕刻に お飲みに なり、 夕刻に それ を 用意し ま 

すと 夜が 明けてから お飲みに なりました。 

サ フル 'ビン -サ アド は 伝えて いる 

アブ一' ゥ サイド' サ一ィ ディ一 は アツ ラ一 のみ 使し、 を 彼の 結婚式に 招待した。 

その 日 花嫁 は 人々 の 間で （食事、 飲み物 等の） 奉仕 をして いた。 

サ フル は 「皆さん、 彼女が アツ ラーの み使いに おつぎした 飲み物 は 何 かお 分りです か。 

それ は 彼女が み使いに 差し上げる ため 夜通しな つめ 椰子の 実 を 容器に 浸して おいた の 

です。 

そして、 その 御 方が 食事 を 済まされた 時、 それ をお つぎした のです」 と 言った。 
サ フル は 伝えて いる 

アブ一' ゥ サイド' サ一ィ ディ一 は アツ ラーの み使い を 訪れ、 その 御 方 を （彼の 結婚式に） 
招待した。 



残余の ハディ一 スは ほぼ 同 一であるが にの ハディ一 ス では） サ フル は 「その 御 方が 食事 
を 済まされた 時、 彼女が それ をお つぎした のです」 という 言葉 は 述べて いない。 

サ フル' ビン *サ アド は 伝えて いる 

(この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられた がその 中で） 

彼 は 「（その 飲み物 は) 石 製の 容器で 造られました。 

そして、 アツ ラ一 のみ 使いが 食事 を 済まされた 時、 彼女が 特にみ 使いの ためにな つめ 椰 

子の 実 を 水に 浸した もの を 差し上げ たのです」 と 言った。 

サ フル 'ビン 'サ アド は 伝えて いる 

アツ ラーの み使いに、 砂漠に 住む一 女性の ことが 話された。 

み使い は アブ一' ゥ サイドに 彼女の 所に 手紙 を 届ける よう 御 命じに なった。 

彼 は それ を その 女性の 許に 送った。 

すると その 女性 はやって 来て サ一 イダ 族の 砦に 泊った。 

アツ ラーの み使い は その 女性に お会いになる ために 出て 行かれた。 

彼女 は 頭 を 下げて 座って いた。 

アツ ラ一 のみ 使いが お話しに なられる と、 彼女 は （恐れ） 「アツ ラ一 が 私 を あなた からお 救 
い 下さいます ように （注）」 と 言った。 

その 御 方 は 「（御 安心 あれ) 私 は あなた を 私の 側に 近づけ はしない」 と 申された。 

人々 は 彼女に 「あなた はこの 御 方が どなた か 御存知 か」 と 言った。 

彼女 は 「いいえ」 と 言った。 

彼等 は 「この 御 方 は アツ ラ一 のみ 使いで ある。 

あなたに 結婚 を 申し込む ために 見えられ たのに」 と 言った。 

彼女 は 「私 はこの ことで は （大変な 名誉 を 逸して しまい） 不運な 女でした」 と 言った。 

サ フル は 「その 日 、 アツ ラーの み使い は お出でになられ、 教 友達 を 従えて サ一 イダ 族の 柱 

廊に座 を 占められた。 

そして 私に 『われわれに 水 を 与えよ』 と 申された。 

私 はこの コップ を 出し、 これで その 御 方に 水 を 差し上げた」 と 言った。 

アブ 一■/ ヽ一 ズィム は r サ フル はわれ われに コップ を 出した。 

われわれ は それで 飲んだ」 と 言った。 

更に 彼 は 「ウマル ゼン 'アブ ドル 'ァズ イーズが (マディ一 ナの 行政 を預 つた 時、 祝福 を 願 

つて） その コップ を 欲した。 

サ フル は 彼に それ を 献上した」 とも 言った。 

アブ一 'バ クル' ビン' イス ハークの 話の 中に" み使い は 「サ フルよ、 われわれに 水 を 飲ま 
せよ」 と 申された" という 言葉が ある。 



(注） この場合、 女性の 「アツ ラ一 が 私 を あなたから お救い 下さいます ように」 という 言葉 は 
「私 は あなたの 妻に はなり たくな し、」 の 意で、 彼女 は 相手が 預言者と は 知らずに この 言葉 
を 発して しまったの である 



アナ スは 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いに 私の コップで あらゆる 飲み物 を 差し上げた。 
例えば 蜂密、 ナビ一 ズ、 水 そして ミルクで ある。 



ミルク は 合法的な 飲料で ある 



アブ一' パク ル 'ス イツ ディ一 クは 伝えて いる 

われわれが 預言者と 御一 緒に マッカ を 出て マディ一 ナに 向かった 時、一 人の 牧童の 側 を 
通った。 

その 時、 アツ ラ一 のみ 使い は 喉を渴 かして おられた。 
それで 私 は その 御 方に 若干の ミルク をし ぼって 差し上げた。 
その 御 方 は （それ を 飲まれた ので、 私 は） 満足であった。 

バラ一 ゥは 伝えて いる 

アツ ラーの み使いが マッカから マデイーナに 向かわれた 時 （不善 をた くらんで いる） スラ一 
カゼ ン 'マ— リク' ビン. ジ ユウ シュム がその 御 方の 後 をつ けた。 

み使い は （これ をお 知りに なり） 彼に" 災い あれ" と 祈る と、 彼の 馬 は 砂漠の 中に 沈んで し 
まった。 

彼 は 「私 は あなたに 悪い こと は 致しません から、 私の ために 祝福 を アツ ラーに 祈願して 下 
さい」 と 言った。 

その 御 方 は 彼のた めに アツ ラ一 に 祈願され た。 

この 時、 アツ ラ一 のみ 使い は 喉の 渴 きをお ぼ えられた。 

折リ しも一 同 は ある 羊飼いの 近 〈を 通りかかった。 

アブ一 -バ クル 'ス イツ ディ一 クは 「私 は コップ を 手に し、 アツ ラ一 のみ 使いの ために ミルク を 
少しし ぼって 差し上げた。 

すると その 御 方 はお 飲みに なった ので 私 は 満足であった」 と 言った。 

アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが エルサレムへの 夜 旅 （イスラ一 ゥ） をされ た 時、 そこで 酒と ミルクが 入 
つた 二つの コップ を 出された。 

その 御 方 は 両者 を じっと 御覧に なられ、 ミルクの 入った 方 をお 取りに なった。 

すると 天使 ガブリエルが 「あなた を 高潔な 天性に 導かれた アツ ラ一 に 称え あれ。 

もし あなたが 酒の 入った コップ を 取ったら、 あなたの 共同体 は 誤ってし まった ことであろう」 

とぼった。 

この ハディ一 スは アブ一' フライ ラを 根拠と して、 他の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 
しかし それに はィ一 リャ一 ゥ （エルサレム） という 言葉 は 述べられて はいない。 



ナビ一 ズを 飲む ことと それ を 入れた 容器の 覆いに ついて 

アブ一 'フマ イド' サ一ィ ディ一 は 伝えて いる 

私 は 預言者に 純粋な ミルク を コップ一 杯 差し上げた 力、 それ は 覆いがない 容器に あった も 

のであった。 

その 御 方 は 「どうして それ を 覆って おかな 力、 つたの か。 

たとえ 容器に 棒切れ を 渡した だけであった としても (注)」 と 申された。 

アブ一 ゥ マ イド は 「夜 は、 皮の 水 袋 を 閉じ、 （同じ <) 夜 は 扉 も 閉じる こと を 命じられ ただけ 

である」 と 言った。 

(注) 発酵 を 防ぐ ためと 害虫が 飛ぶ 不潔な ものが 入る こと を 防止す るた め 

アブ一 'フマ イド' サ一ィ ディ一 は 伝えて いる 

私 は 預言者に ミルクの 入った コップ を 持って来て 差し上げた。 
残余の ハディ一 スは 前述と 同様で ある。 

しかし、 ザ カリ一 ャ一ゥ が 伝えた ハディ一 スに はフマ イドが 言って いる" 夜" という 言葉 は述 
ベら れ てはいない。 

ジャ一 ビル ゼン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

われわれ は アツ ラ一 のみ 使いと 御一 緒に いた。 

その 時、 その 御 方が 水 をお 求めに なった。 

ある 者が 「アツ ラ一 のみ 便い よ、 ナビ一 ズを お持ちし ましょう か」 と 言った。 

その 御 方 は 「持って来なさい」 と言われた。 

彼 は 急いで 出て 行き ナビ一 ズの 入った コップ を 持って来た。 

すると アツ ラーの み使い は 「どうして それに 覆い を かけて おかなかった のか、 たとえ 容器に 

棒切れ を 渡した だけであった としても」 と 申された。 

ジャ一 ビル は 伝えて いる 

アブ一 'フマ イドと いう 者が 純粋な ミルクの 入った コップ を 持って来た。 
すると アツ ラ一 のみ 使いが 「どうして それに 覆い を かけなかった のか。 
たとえ 容器に 棒切れ を 渡した だけであった としても」 と 申された。 



容器 を 覆い、 水 袋 を 閉じ、 扉 も 閉じ、 それに 対して アツ ラーの 御名 を 唱える。 
そして 休む 際に は ランプの 火 を 消し、 太陽が 沈んだ 後 は 子供 や 家畜 を 外に 
出さぬ ことの 命令 

ジャー ビル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「容器 を 覆し、、 水 袋の 口 を 結び、 扉 を 閉じ、 ランプの 明か リを 消す がよ 

い。 

そうすれば サタンが 水 袋の 口 を ゆるめたり、 扉 を 開いたり、 容器の 覆い を 取る こと はなし、。 
それでもし 覆い を 見出す ことが 出来ない 者 は、 せめて 容器に 棒 を 渡し、 アツ ラーの 御名 を 
唱える だけの こと だけで も 行う がよ い。 

まことに 鼠 (や 害虫） が 人々 に 災害 を もたらし、 家族 諸共 その 家に 火 をつ ける こと もあろう 
(注)」 と 申された。 

クタ ィバは 彼の ハディ一 スの 中で" 扉 を 閉じよ" という 言葉 は 述べて はいない。 

(注) 鼠 その他の 害虫が 夜 出て 来て、 悪役の 病原菌 を 容器に 落とした の も 知らずに それ を 
飲み、 大変な 災禍 を 招く ことに もな りかね ない 

この ハディ一 スは ジャ一 ビル を 根拠と し、 言葉に 若干の 相違 を もって 伝えられ ている 
(例えば) み使い は 「容器に ふた をせ よ、 容器 を 覆え」 と 申された。 
しかし、" 容器に 棒切れ を 渡す こど' という 言葉 は 述べられて はいない。 

ジャ一 ビル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「扉 を 閉じよ」 と 申された。 残余の ハディ一 スは 同一 であるが、 その 中 
でみ 使い は 「容器 類 を 覆え」 と 申された。 

そして また 「害 をす る 生き物が その 家族の 衣服に 火 をつ ける こと もあろう」 とも 申された。 
この ハディ一 スは ジャ一 ビル を 根拠と して 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 
その 中には、 み使い は 「鼠 （その他の 害虫 力り その 家族 諸共 その 家に 火 をつ ける」 と 申さ 
れた、 という 言葉が 述べられて いるものが ある。 

ジャ一 ビル ゼン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「夜の帳が 降りた 時一 または、 あなた 方が 夕刻 を 迎えた 時一 あなた 

方の 子供達 を 戸外に 出して はならぬ。 

その 時刻に は サタンが いたる 所に 出没す る。 

そしてす つかり 暗くな つたら 彼等の 拘束 を 解く がよ い。 

そして 扉 は 閉じ、 アツ ラ一 の 御名 を 唱えよ。 

そうすれば サタン は 閉じられた 扉 を 開く こと はない。 



また 皮の 水 袋の 口 も 結び、 アツ ラーの 御名 を 唱えよ。 
そして 容器に 覆い をし （それに も) アツ ラ一 の 御名 を 唱えよ。 
たとえ その上に 何 か を 渡す だけで あっても。 
そして ランプの 明かり を 消す がよ い」 と 申された。 

イブ ン 'ディ一 ナ一ル は ジャ一 ビル ゼン' アブ ドッラ 一から、 前述の ような 話 を 聞いた として 伝えて 

いる。 

だが 彼 は 「至高 偉大なる アツ ラ一 の 御名 を 唱えよ」 と は 述べて いない。 

前述の ハディ一 スは イブ ン ■ ジ ユラ イジ ュを 経由して 伝えられて いるの も ある。 

ジャー ビル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「太陽が 沈み 夜の 暗黒が 広まって しまうま では、 あなた 方の 家畜 や 子 
供 達 を 放置して はならぬ。 

まこと、 多くの サタンが 太陽が 沈み （一帯が） 夕闇に 覆われて しまうま では 地上で 活動して 
いる」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

ジャー ピルゼン 'アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いが 次のように 申される の を 聞いた。 
(すなわち） 「容器 を 覆え、 皮の 水 袋 を 閉じよ。 
一年の 中には 疫病が 訪れる 夜が ある。 

それ は 蓋の 無い 容器、 閉じられ てない 水 袋の 側 は 必ず 通って 行く」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは ライス ■ ビン' サ アド を 経由しても、 伝えられ ている。 

しかし それに は" アツ ラーの み使い は 「まこと、一 年の 中には 疫病が 訪れる 日が ある」 と 申され 

た。 "と 伝えられ ている。 

そして 更に その ハディ一 スの 終り に" われわれの 所に いる 非 アラブ 人 は、 それが 力一 ヌ一ヌ ■ ル ■ ァ 

ッヮル （12 月） に 訪れる と 恐れて いる。 
という 語句が ある。 

サ一 リム は 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

預言者 は 「あなた 方が 寝る 時 は 家に ある (ランプ その他の） 火 を 放置した ままであって は 
ならぬ」 と 申された。 



アブー 'ムーサ一 は 伝えて いる 

マディ一 ナの ある 家が 夜、 家族 諸共 焼けて しまった。 

この 災禍が アツ ラーの み使いに 話される と 「火 は あなた 方の 敵で ある。 

あなた 方 は 休む 時 は 火 を 消してから にせよ」 と 申された。 



食べ物、 飲み物の 作法と それに 関する 法則 



フザィ ファは 伝えて いる 

われわれ は アツ ラ一 のみ 使いと 御一 緒に 食事 をした 時 は、 その 御 方が 先ず (食べ物に） 

手 を 置かれ、 食べ 始められてから われわれ も 食事 を 始めた。 

ある 日、 われわれ がその 御 方と 御 一緒に 食事 をした 際、 小娘が (何 かに） 押された かの よ 

うに 飛んで 来て 食べ物に 手 を 置いた。 

その 時み 使い は 彼女の 手 を 押さえた。 

次に ベドウィンの 男が これ も (何 かに） 押された かの ように 飛んで 来た。 

み使い は その 男の 手 も 押さえた。 

そして 「まこと、 サタン は アツ ラ一 の 御名 を 唱えられ ていない 食べ物 は、 彼が 食べて よい も 
のと 考えて いる。 

そこで 彼 は 彼女 を 介す る ことで 容易に 食べる ことが 出来る ために 連れて来た。 
それで 私 は 彼女の 手 を 押さえた。 

また 彼 は ベドウィンの 男 を 介す る ことで 容易に 食べる こと も 出来る ために 連れてき た。 
故に 私 は 彼の 手 を 押さえた。 

私の 命 を 手中にして おられる 御 方に 誓い、 まこと、 彼 （サタン） の 手 は、 彼女 （または 彼） の 
手と 共に 私の 手中に ある」 と 申された。 

フザ ィファ ■ ビン ■ ャマ一 マ は 伝えて いる 

われわれが アツ ラ一 のみ 使いと 御一 緒に 食事に 招待され た 時 は… 

残余の ハディ一 スは 前述と 同一 であるが （この 中で は）" 彼 は あたかも 追われる ようにし 

て" と 述べられ、 小娘に ついても" 彼女 は あたかも 追われる ようにして" と 述べて いる。 

また それに は ベドウィンの 男の 方が 小娘より 早く 来た ことにな つてい る。 

なおこの ハディ一 スの 最後に"" それから み使い は、 アツ ラ一 の 御名 を 唱えて お食べに なつ 

た" という 言葉 を 付加して いる。 

この ハディ一 スでァ アマ シュを 経由した もの も、 別の 伝承 者 経路で 伝えられて いるが、 そ 
れには 小娘の 方 を ベドウィンの 男の 前に 出して いる。 

ジャ一 ビル ゼン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

私 は 預言者 力 H 次のように 申される の を） 聞いた。 

(すなわち） 人が 自分の 家に 入った 時 は、 入る 際と 食事の際に アツ ラ一 の 御名 を 唱える の 

です。 

そうすれば サタン は (彼の 仲間に） 「お前 達の 泊る 場所 も 夕食 も 全く あり はしない」 と言うで 
あろう。 

それでもし 人が アツ ラーの 御名 も 唱えずに 自分の 家に 入れば、 サタン は 「お前 達 は 泊る 所 



を 見つけた ぞ」 と言うであろう。 

そして また 人が 食事の際に アツ ラ一 の 御名 を 唱えなかったら、 サタン は 「お前 達 は 泊まる 
場所と 夕食に 在り付いた ぞ」 と言うであろう。 

また ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 私 は アツ ラーの み使い 力 《 (次のように 申される の を） 
聞いた、 と 言って 前述 同様の ハディ一 スを 伝えた が、 
これに は" み使い は 「もし 彼が 食事の際に アツ ラ一 の 御名 を 唱えなかったなら、 そしても し 
彼が 自分の 家に 入る 際に アツ ラーの 御名 を 唱えなかったなら」 と 申された" という 言葉が あ 

る。 

ジャー ビル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方 は 左手で 物 を 食べて はならぬ。 
まこと、 サタン は 左手で 食べる」 と 申された。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方 は 誰でも 食事 をす る 時 は 右手 を 使用せ よ。 
また 物 を 飲む 時 も 右手 を 用いる がよ い。 
まこと、 サタン は 左手で 食べ、 左手で 飲む」 と 申された。 
この ハディ一 スは スフ ャ一ン を 経由し、 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

サ一 リム は 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方 は 誰一 人と して 左手で 食べて はならぬ。 

また 左手で 飲んでも ならぬ。 

まこと、 サタン は 左手で 食べ、 左手で 飲む」 と 申された。 

ナ一 フィゥ はこれ に加え 「それ （左手） で 物 を 取っても ならぬ。 

また それで 与えても ならぬ」 と 述べて いる。 

アブ一 タ一 ヒル (途中 伝承 者） の 話の 中には 「あなた 方の 誰もが (左手で) 絶対に 食べて 
はならぬ」 という 言葉が ある。 

サ ラマ' ビン 'ァク ワウ は 伝えて いる 

ある 男が アツ ラ一 のみ 使いの 所で 左手 を 使って 食べた。 

すると その 御 方が 「右手で 食べよ」 と言われた。 

彼 は 「私に は 出来ない」 と 言った。 

彼 は 傲慢 さから 命令 を 拒否して いたに 過ぎなかった。 

み使い は 「君が (本当） にそうす る ことが 出来な ぐよ るよう に」 と 祈られた。 

すると 彼 は 右手 を 彼の 口まで 上げられ なくなって しまった。 



ウマル' ビン ■ アブ一 ■ サ ラマ は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いの 保護 を 受けて いた。 

私が 食事の 際、 皿に ある 物 を あちこちと 取って 食べて いると み使い は 私に 「これ、 君はァ 
ッラ一 の 御名 を 唱え、 右手で 君の 近くに ある 物から 取って 食べよ」 と 申された。 



ウマル' ビン ■ アブ一 ■ サ ラマ は 伝えて いる 

私 は ある 日 、 アツ ラ一 のみ 便い と 御一 緒に 食事 をした。 

私 は 皿の ここ かしこの 肉 をつ まんで 食べ 始めた。 

するとみ 使い は 「君の 近くの ものから 取って 食べよ」 と 申された。 



アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 伝えて いる 

預言者 は 皮の 水 袋の 上部 を 折り曲げ (その 口から 直接 飲む こと を) 禁じられた （注）。 

(注） 中の ものが 清潔 かどう か 分らない ので、 コップ その他の 器に 一旦 注いで から 飲めと 
いう こと 



アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 皮の 水 袋の 上部 を折リ 曲げ、 その 口から （直接) 飲む こと を 禁じられ 
た。 

前述の ハディ一 スはズ フリ一 を 経由しても 伝えられ ている。 

その 中で 彼 はる じュメ I ikhtinath という 言葉の 意味 を" 水 袋の 頭部 を 引っ繰り返し （または 
折り 曲 げ) て、 それから （直接) 飲む ことで ある" と 説明して いる。 



立った まま 飲む こと は 忌むべき ことで ある 

アナ スは 伝えて いる 

預言者 は 立った まま 飲む とお 咎めに なった。 

アナ スは 伝えて いる 

預言者 は 男子が 立った まま 飲む こと を 禁じられた。 

カタ一 ダは 「われわれ はァ ナスに 『食べ物 はどうな のです か』 と 言った。 

彼 は 『それ はより 悪い ことで ある。 またはより 忌まわしい ことで ある』 と 言った」 と 述べた。 

この ハディ一 スはァ ナス を 根拠と して 異 つた 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 
その 中には カタ一 ダの 言葉 は 述べられて はいない。 

アブ一 ■ サイ一 ド ■ フ ドリ一 は 伝えて いる 

預言者 は 立った まま 飲む とお 咎めに なった。 
アブ—' サイ— ド 'フ ドリ— はこの ハディ— スを 別の 伝承 者 経路で も 伝えて いる。 

それに は" アツ ラ一 のみ 使い は 立った まま 飲む こと を 禁じられた" と 述べられ ている。 

アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方 は 誰でも 絶対に 立って 飲んで はならぬ。 
それで、 それ を 忘れた 者 は 吐き出せ （注）」 と 申された。 

(注) 立って 飲む こと は 絶対的 禁止 事項で はない が 好ま LX ない 行為で ある 



ザ ムザム の 水 は 立った まま 飲んで よい 

イブ ン' アツ バース は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いに ザ ムザム の 水 を 差し上げた。 
すると その 御 方 は 立った ままお 飲みに なった。 

イブ ン' アツ バース は 伝えて いる 

預言者 は 皮 バケツに 在った ザ ムザム の 水 を 立った ままお 飲みに なった。 

イブ ン' アツ バース は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 立った まま ザ ムザム の 水 をお 飲みに なった。 

イブ ン' アツ バース は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いに ザ ムザム の 水 を 差し上げた。 

すると その 御 方 は 立った ままお 飲みに なった。 

その 御 方 は 力 アバ 神殿の 側に 立って おられた 際に それ を 求められた のであった。 

この ハディ一 スはシ ユウ バを 経由し 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている 力 、それに は 言葉 

に 若干の 相違が ある。 



飲む 際 は、 容器の 内側で 呼吸す る こと は 忌むべき ことで ある。 
その 際の 呼吸 は 外側で 行い、 しかも 三 呼吸で 飲む のがよ い 

アブ ドッラ 一'ビン 'アブ一 力 夕一 ダは 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

預言者 は 容器の 内側で 呼吸す る こと を 禁じられた。 

アナ スは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い はお 飲みになる 際 は 三 呼吸で 飲まれる のが 常であった。 



アナ スは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い はお 飲みになる 際 は 三 呼吸で お飲みに なった。 

そして 「これ は渴 きをより 良く 癒 やし、 その 苦痛 をより 早く 和らげ、 またよ リ 美しい 飲み 方で 

も ある」 と 申された。 

アナ スは 「それで 私 も 飲む 際 は 三 呼吸で 飲む」 と 言った。 

この ハディ一 スはァ ナス を 根拠と して、 別の 伝承 者 経路で 伝えられて いるが、 これに は 言 

葉に 僅少の 相違が ある。 



水 や ミルク を 幾人 かで 飲む 場合 は 右手の 人から 順次 飲む のが 好ましし 



ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いの 所に 水と 混ぜられた ミルクが 持って来られた。 

その 御 方の 右に は ベドウィンの 男が、 左手に は アブ一 'バ クルが 控えて いた。 

その 御 方 は それ を 飲まれた 後、 ベドウィンの 男に それ をお 与えに なり 「右の 者から、 右の 

者から」 と 申された。 

アナ スは 伝えて いる 

預言者が マデイーナに 来られた 時、 私 は 10 歳であった。 

そして その 御 方 は 私が 20 歳の 時 亡くなられた。 

私の 母 や 母の 姉妹 達 は 私に その 御 方への 奉仕 を 常に 奨励して いた。 

ある 時 その 御 方 は 私達の 家に 来られた。 

私 は その 御 方に 飼って いた 羊の 乳 をし ぼリ、 家の 井戸の 水 を 混ぜて 差し上げた。 
アツ ラ一 のみ 使い は それ をお 飲みに なった。 

ウマルと アブ一' バ クル は その 御 方の 左に 控えて いたが、 ウマル は 「アツ ラーの み使いよ、 
アブ一 'バ クルに それ をお 与え 下さい」 と 言った。 

すると その 御 方 は 右に 控えて いた ベドウィンの 男に それ をお 与えに なり 「右の 者から、 右 
の 者から」 と 申された。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが 私達の 家に お出でになった。 

そして、 その 御 方 は 飲み物 を 望まれた ので 私達 は 羊の 乳 をし ぼり、 家の 井戸水 を それに 

混ぜて 差し上げた。 

その 御 方 は それ をお 飲みに なった。 

その 時 アブ一 'バ クル は その 御 方の 左に、 ウマル は 前に、 右に は ベドウィンの 男が いた。 
アツ ラ一 のみ 使いが その 飲み物の いくらか を 飲み 終えた 時、 ウマルが 「アツ ラ一 のみ 使い 
よ、 それ を こちらに 居る アブ一 'バ クルに お与え 下さい」 と 言った。 

すると アツ ラーの み使い は ベドウィンの 男に それ をお 与えに なり、 アブ一 *バ クルと ウマル 
は 後回しに された。 

その 時み 使い は 「右の 者から、 右の 者から」 と 申された。 

アナ スは 「それ は スンナ (聖 慣習） である。 

それ は スンナ である。 それ は スンナ である」 と 言った。 



サ フル ■ ビン 'サ アド' サ一ィ ディ一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いの 許に 飲み物が 持って来られた。 

その 御 方 は その 中の し 、くら か をお 飲みに なった。 

(その 時) み使いの 右手に は 少年が、 左手に は 長老 達が 控えて いた。 

み使い は 「君 は、 私が こちらに 居る 御 長老 達に （先に） 与える こと を 許して くれる か」 と 言わ 

れた。 

その 少年 は 「いいえ、 アツ ラーに 誓って、 私 は、 あなたより 直接お 受け 出来る この 特恵 を ど 
なた にもお 譲り 致しません」 と 言った。 

伝承 者 は 「それで、 アツ ラ一 のみ 使い は それ を 少年の 手に 置かれた」 と 言った。 

この ハディ一 スはサ フル ゼン 'サ アド を 根拠と しても、 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている 

が、 それに は 言葉に 若干の 相違が ある。 



指 や 皿 を 嘗める こと、 また一 口 程の 食物で も 落ちた もの は 拾い、 それに 付 
着した もの を 取り除い てから 食べる ことが 好ましい。 
なお、 手 を 嘗めて しまうま では 拭う こと は 好ましくない 

イブ ン' アツ バース は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「あなた 方 は 誰でも、 食事 をした 時 は (使用した） 右手 を 嘗めて しまう 
まで、 または （誰かに） 嘗めさせて しまうま では、 それ を 拭って はならぬ」 と 申された。 

イブ ン' アツ バース は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方 は 誰でも 食事 をした 時 は 手 を 嘗めて しまうまで、 または 嘗 
めさせて しまうまで、 それ を 拭って はならぬ」 と 申された。 

イブ ン '力 アブ ゼン' マ一 リク は 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

私 は 「預言者が 食事に 使用され た 三本の 指 を 嘗めて おられる の を 見た」 と 言った。 
イブ ン'ハ 一ティム は" 三本" という 言葉 は 述べなかった。 
なおこの ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

イブ ン '力 アブ ゼン' マ一 リク は 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 三本の 指 を 使用して 食事 をして おられた。 
そして、 それ を 拭われる 前に 手 を 嘗めて おられた。 

アブ ドッラ 一'ビン' 力 アブ は 伝えて いる 

私の 父 力 アブ は 人々 に 「アツ ラーの み使い は 三本の 指 を 使用して 食事 をして おられた。 
そして 食事 をし 終える とそれ を 嘗めて おられた」 と 話して いた。 

このような ハディ一 スはカ アブ ゼン' マ一 リク を 根拠と して、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

ジャ一 ビル は 伝えて いる 

預言者 は (食事の 後) 指と 皿 を 嘗める こと を 御 命じに なった。 

そして 「あなた 方 は 祝福が どの 部分に あるの か 分らない であろう （注）」 と 申された。 

(注） 人が 汗して 得た 食物に は 神の 祝福が あるが それが どの 部分に あるの か は 分らな し、、 
従って それ を 少しで も 粗末に すれば 祝福 を 逃がす ことにな りかね ない という わけで ある 



ジャー ビル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「誰の もので も、 一口 程の 食物で も 落ちた 時 は それ を 拾い、 それに 付 

いた もの を 取り除い てから 食す がよ い。 

それ を サタンの ために 放置して はならぬ。 

(食事に 使用した） 指 は 嘗めて しまうまで 手拭で ぬぐって はならぬ。 

それ は 食物の どの 部分に 祝福が あるか 分らない からで ある」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは スフ ャ一ン を 経由して 他に 伝えられ ている 力、 それに は 言葉に 僅少の 相違が 

ジャー ビル は 伝えて いる 

預言者 は 「まこと、 サタン は あなた 方の 誰の 所に もやって 来て一 つ一 つの 事柄に 関与す る。 
それ は 食事の際に もやって 来る。 

それでもし あなた 方の 誰かが一 口 程の 食物で も 落したら それ を 拾い、 付いた もの を 取り除 

いてから 食す がよ い。 

それ を サタンに 放置して はならぬ。 

また 食事 を 終えた 時 は 指 を 嘗める がよ い。 

それ は その 食物の どの 部分に 祝福が あるの か 分らない からで ある」 と 申された。 

この ハディ一 スはァ アマ シュを 経由して 他に 伝えられ ている。 

しかし それに は、 この ハディ一 スの 最初の 部分の 言葉 「まこと、 サタン は あなた 方の 誰の 所に もや 

つて 来る」 という 言葉 は 述べられて はいない。 

ジャ一 ビル は アツ ラ一 のみ 使いから 聞いた" （指 を） 嘗める こと" に関する 話 ど'一 口 程の （落ちた） 
食物" に関する 話 を 伝えて いる。 

アナ スは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 食事 をされ た 時 は 使用され た 三本の 指 をお 嘗めに なって いた。 
そして 「誰の もので も一 口 程の 食物で も 落ちた 時 は、 付いた もの を 取り除いて 食す がよ し、。 
サタンに それ を 放置して はならぬ」 と 申された。 

そして われわれに 皿に 付いている 物 もき れいに 食す こと をお 命じに なリ 「まことに、 あなた 
方 は 食べ物の いずれの 部分に 祝福が あるの か 分らないで あろう」 と 申された。 



アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 



客と して 招かれた 者が 招き を 受けて いない 者 を 同伴した 場合に ついて、 
また 招待 者 は 連れて こられた 者 も 招き 入れる ことが 望ましし ゝ 

アブ一' マス ゥ一ド 'アンサ一 リ 一は 伝えて いる 

アブ一' シュア イブと いう アン サールの 男が いた。 

その 男に は 肉 売り を 業と する 召し使い がいた。 

彼が アツ ラ一 のみ 使いと 会った 時、 その 方の 御顔に は 空腹の 様子が 現れて いた。 

そこで 彼 は 召し使いに 「われわれに 五 人 分の 肉 を 用意せ よ。 

私 は 預言者 を 含む 五 人の 方々 を 御 招待した いの だ」 と 言った。 

召し使い は 食物 を 用意した。 

彼 (アブ一' シュア イブ） は 預言者の 所に 来て、 その 御 方 を 含む 五 人 を 招待した。 
その 時、 その 人々 に一 人の 男が 付いて 来た。 

み使いが 門の 所に 着いた 時 「この 者 はわれ われに 付いて 来たの だ 力、 もし あなたが よろ 

しければ 彼 も 同席 させて 下さい。 

もし それ を 好まなければ、 彼に お引き取り 願います」 と 申された。 

すると 招待 者 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 私 は 彼が 同席す る こと を 許します」 と 言った。 

前述の ハディ一 スは アブ一' マス ゥ一ド 'アンサ一 リ 一を 根拠と して、 多くの 別 伝承 者 経路で も 伝え 

られ ている。 

前述の ハディ一 スで ジャー ビル を 根拠と する もの も 多く 伝えられ ている。 

アナ スは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いの 近所に ペルシア人が 住んで いた。 
その 人 は 肉の ス一プ 料理が 得意であった。 

彼 は アツ ラーの み使いの ために それ をつ くり、 招待しょう として その 御 方 を 訪れた。 
するとみ 使い は 「この 女性 も （招待して くれます か）」 とァ一 イシ ャに ついて 尋ねた。 
彼 は 「いいえ」 と 答えた。 

するとみ 使い は 「それで は 私 もお ことわり します」 と 申された。 

だが 彼 は 再度 その 御 方 を 招待した。 

み使い は 「それで、 この 女性 もです か」 と 申された。 

彼 はまた 「いいえ」 と 言った。 

み使い は 「それで は 私 もお ことわり します」 と 申された。 

その後 彼 はまた その 御 方 招待した。 

するとみ 使い は 「それで、 この 女性 もです か」 と 申された。 



ごく 親しい 人に 招かれた 場合、 招待 を 受けた 者 は 友人 を 随伴す る こと を 許さ 

れる 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は ある 日、 または ある 夜お 出かけに なった。 

すると 期せず して アブ一' バ クルと ウマルに お会いに なった。 

み使い は 「このような 時間に どうして 家 を 出て 来られた のか」 と 申された。 

二人 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 空腹の ためです」 と 言った。 

その 御 方 は 「私の 命 を 手中にして おられる 御 方に 誓って、 あなた 方が 家 を 出た 因 は 私が 

家 を 出た 因で も あるので す。 

さあ一 緒に 来なさい」 と 申された。 

それで 彼等 は その 御 方と一 緒に 行った。 

み使い は アンサ一 ル の一 人の 所に 行かれた。 

だが 生 僧 留守であった。 

彼の 妻が み 使し、 を 見る と 「ようこそ、 ようこそ 御 越し 下さいました」 と 言った。 
み使い は 彼女に 「御主人 は どちらに 行かれた のか」 と 申された。 
彼女 は 「夫 はわれ われの ために 新しい 水 を 取リに 行きました」 と 言った。 
その 時 その アンサ一 ルは 帰って来た。 

そして アツ ラーの み使い やお 供の 人達 を 見る と 「アツ ラーに 栄光 あれ、 本日、 私に とって か 
くも 名誉な 客人が 他に ありまし ようか」 と 言った。 

そう 言って 彼 は 出て 行き、 完熟 前の もの、 乾いた もの、 完熟、 した もの 等が ついているな 

つめ 椰子の 房 を もって 来た。 

そして 「さあ、 これ をお 上がり 下さい」 と 言った。 

それから 彼 は （羊 を 屠る ための） ナイフ を 取った。 

アツ ラ一 のみ 使い は 「乳 を 出す もの は 屠らぬ ように」 と 申された。 

彼 は 羊 を 屠り 訪問者 は その 肉 やなつ め 椰子の 実 を 食し かつ 喉 をうる おした。 

彼等が 十分に 食べ そして 飲んだ 時、 アツ ラ一 のみ 使い は アブ一 'バ クルと ウマルに 「私の 

命 を 手中にされ ている 御 方に 誓って、 復活の 日、 あなた 方 はこの 享楽に ついて 必ず 問わ 

れ るであろう。 

あなた 方 は 空腹の ために 家 を 出て 戻らず、 この 恩恵 を 享受し 得た。 
にれ は アツ ラーに 感謝せ ねばならぬ ことです）」 と 申された （注）。 

(注) クル ァ一ン 第 102 章 8 節に 「その 日 あなた 方 は （現 を 抜かして いた） 享楽に ついて 必 

ず 問われる であろう」 と 述べられ ている。 

これ は 人間の 貧 欲さ、 迷いに 対する 警告 や 叱責で ある。 



し 力、 し、 この ハディ一 スで 意図され る こと は そのような ことで はなぐ 何も 持たぬ ムハー ジ 
ル (マッカからの 移住者） に 与えられた 恩恵に 対する 神への 感謝 を 意味す る 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

ある 日、 アブ一 'バ クルが ウマルと 一緒に 座って いると、 そこへ アツ ラ一 のみ 使いが 来られ 

た。 

その 御 方 は 「あなた 方 はどうして ここに 座って おられる のか」 と 申された。 
二人 は 「空腹の ために 家 を 出て 参リ ました。 
真理の ため、 あなた を 使わされた 御 方に 誓って」 と 言った。 
残余の ハディ一 スは 前述の ものと 同一 である。 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

塹壕が 掘られた 時、 私 は アツ ラーの み使いが 空腹で ある ことが 分った。 
そこで 私 は 妻の 所に 取って返し 彼女に 「何 か 食べる もの は あるか。 
私 は アツ ラ一 のみ 使いが 大分お 腹 を 空かせて おられる と 見た」 と 言った。 
すると 彼女 は 1 サ一ァ (穀物の 計量 単位) 程の 大麦の 入った 袋 を 出して 来た。 
また われわれ は 小羊 を 飼って いた。 
私 は それ を 屠り、 妻 は 粉 を 挽いた。 
彼女と 私 は 相 前後して 仕事 を 終えた。 

私 は 屠った もの を 細かく 切って 土鍋に 入れ、 アツ ラ一 のみ 使いの 所に 帰った。 

彼女 は 「アツ ラ一 のみ 使い や 随行の 方々 を （多く 招き 過ぎて) 私に 恥 かしい 思い を させない 

で 下さいよ。 

(食事の 量 は 多くない のです から）」 と 言った。 

私 は その 御 方の 許に 行き 小声で 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 私 は 飼って いた 小羊 を 屠り 1 サ一 
ァ 程あった 大麦 を 挽きました。 

どうぞ 幾 名 かの 随員 をお 連れに なって お出で 下さい」 と 言った。 

すると アツ ラ一 のみ 使い は 大きな 声で 「おお 塹壕に 居る 人々 よ、 ジャ一 ビルが あなた 方の 

ために 御馳走 を 用意して くれました ぞっ、 急ぐ がよ い」 と 申され、 

私に 「私が 行く まで、 あなた 方の 土鍋 を かまどから 絶対に 下ろして はならぬ。 

また、 こねた 粉 も 焼いて はならぬ」 と 申された。 

私 は 御 案内し、 み使い は 人々 の 先頭に 立って 歩かれた。 

私が 妻の 所に 来る と 彼女 は 「あらあら、 どうしましょう、 どうしましょう （こんなに 多勢の 方々 

が 来て しまって、 あなた は 何とい うこと をして くれたので すか）」 と 言った。 

私 は 彼女に 「私 はお 前が 言った 通リ にした の だが…」 と 言った。 

彼女 はこね た 粉 を その 御 方に 差し出した。 

み使い は その 中に 御 自分の 唾液 を 入れて、 それに 祝福 を 祈願した。 



次に 土鍋の 所に 行かれ、 それに も 唾液 を 入れて 祝福 を 祈願され た。 

そして (彼女に） 「パン を 焼く 女性 を 他に も 呼んで 来て、 あなたと 一緒に それ を 焼かせよ。 

あなた は 土鍋の もの を 注ぐ がよ い。 

それ を かまどから 下ろして はならぬ。 

客 は 千 名で あるから」 と 申された。 

ジャ一 ビル は 「私 は アツ ラ一 に 誓って 言う。 

それ 等の 人々 は 皆、 空腹 を 満たして 去った。 

まこと、 われわれの 土鍋 はぐら ぐら 煮え立った ままであった。 

そして われわれの ねった 粉 は 減少す る ことなぐ パン は 次々 に 焼かれて いった （この 話の 

最後の 部分 は、 伝承 者 ダッハ一 クも 伝えて いる）」 と 言った （注）。 

(注） ここに 起った こと は 預言者が 行った 奇跡の一 つで ある。 
なお ハディ一 ス にある ように、 招かれた 者 はみ 使い を 含む 少数の 人々 であった が、 預言 
者 は 全ての 人々 に 広く 公平で あり、 ある 特定の 人々 だけに 特恵 を 与える ことはなかった こ 
と を 示して いる 

ァ ナス 'ビン 'マ 一リク は 伝えて いる 

アブ一' タル ハは ゥンム ■ スライムに 「私 は アツ ラ一 のみ 使いのお 声が 弱々 しいの を 聞き、 

その 御 方が 空腹 をお かかえに なって いると 分った。 

それで 何 か 食べる 物 は あるか」 と 言った。 

彼女 は 「はい」 と 答え 幾 枚 かの 大麦の パン を 出して 来た。 

それから 彼女 は 自分の スカーフ を 取り、 その一 部で パン をく るみ、 それ を 私の 衣服の 下に 

入れた。 

そして その一部 は （使いと しての 体裁 をつ くるた めに） 私の 頭に かけて くれた 後、 アツ ラ一 
のみ 使いの 所に 行かせた ので ある。 

私が み使いの 所へ 行く とその 御 方 は 人々 と一 緒に マス ジドに 座って おられた。 
私 は 人々 の 側に 立った。 

アツ ラ一 のみ 使い は 「アブ一' タル ハが君 を 使いに よこした のか」 と 申された。 
私 は 「はい」 と 言った。 

「食事の ため か」 と 申された ので 私 は 「はい」 と 答えた。 

アツ ラ一 のみ 使い は 一緒に 居た 人々 に 「皆、 立つ がよ い」 と 申された。 

その 御 方 は マス ジド をお 出に なった。 

私 は 人々 の 前に 立って 歩き、 アブ一' タル ハの 所に 行き ことの 次第 を 話した。 
アブ一' タル ハは r ゥンム 'スライムよ、 アツ ラーの み使いが 人々 を 連れてお 見えに なった。 
だが、 われわれに は それらの 方々 に 差し上げ るのに 十分な 食べ物 はない…」 と 言った。 
彼女 は 「アツ ラ一 とその み使い は 最も 良く 御存知です」 と 言った。 



アブ一' タル ハは 急いで 出て 行き アツ ラ一 のみ 使い を 迎えた。 
その 御 方 は 彼と一 緒に 家に 入った。 

み使い は r ゥンム 'スライムよ、 あなたの 所に ある もの を 早く ここに 出しなさい」 と言われた。 

彼女 は 例の パン を 持って来た。 

み使い は それ を 小さく 切る よう 御 命じに なった。 

ゥンム 'スライム は その上に 皮 製の 小さな 容器から 脂肪 をし ぼって かけ、 更に それに 調味 
料 を 入れた。 

アツ ラ一 のみ 使い は それに 対して アツ ラ一 への 祈願の 言葉 を 唱えられた。 

その後 「10 名の 者が 食事 をす る こと を 許されよ」 と 申された。 

彼に は 異存はなかった。 

その 人々 は 食べ 満腹して 外に 出た。 

それから み使い はまた 「10 名の 者が 食事 をす る こと を 許されよ」 と 申された。 
こうして 人々 は 全て 満足した ので ある。 

その 人々 の 人数 は 70 人 あるいは 80 人であった。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アブ一' タル ハは アツ ラーの み使い をお 招きす るた めに 私 を 使いに 出した。 
その 時 彼 は 食事の 用意 を 終えて いた。 
私 は アツ ラ一 のみ 使いが 人 々と一 緒に 居られる 所に 行った。 
すると その 御 方 は 私 を 御覧に なった。 

私 は 恥ずかしくて ためらつ たが 「アブ一 • タル ハの 招待 をお 受け 下さい」 と 言った。 
するとみ 使い は 人々 に 「立つ がよ い」 と 申された。 

アブ一 • タル/、 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 私 は あなたに 少し だけ 食物 を 用意した だけです」 
と 言った。 

アツ ラーの み使い は それにお 触れに なり 祝福 を 祈願され た。 

そして 「教 友達 10 名 を 中に 通す がよ い」 と 申された。 

その 御 方 は 彼等に 「食べよ」 と 申され、 指の 間から 何 か を 取り出された。 
彼等 は それ を 食べて 満腹し、 外に 出た。 

その後に 「（次の ） 10 名 を 中に 通せ」 と 申された。 

その 者 達 も 食べて 満腹した。 

このよう にして 10 人、 また 10 人と一 人 ももれ る ことなく 食べて 満腹した。 

その後、 その 御 方が 食事 を 整えられ ると、 何と その 量 は 人々 が 食べる に 先立って 用意 さ 
れ たものと 変って いなかつ たので ある。 



ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アブ一' タル ハは私 を アツ ラ一 のみ 使いの 所に 使いに 出した。 

残余の ハディ一 スは 前述と 同様で ある 力 、その 最後の 部分に" み使い は 残った 食物 を 寄 

せ 集められ、 それに 祝福 を 祈願され た。 

すると それ は 元の 量に 戻った。 

み使い は 「これ を 取る 力ない」 と 申された" という 部分が 異なる。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アブ一' タル ハは ゥンム 'スライムに、 預言者 御自身の ため 特別に 食事 を 用意す るよう 命 

じた。 

それから 彼 は 私 を その 御 方の 所に 使いに 出した。 

残余の ハディ一 スは (前述の ものと） 同 一であるが、 その 中に" 預言者 は (食物に） 手 を 置 

かれ、 それに 対して アツ ラーの 御名 を 唱えられた。 

そして 「10 名の 者に （食事 を） 許されよ」 と言われた。 

彼が それ を 承諾す ると 彼等 は 入って 来た。 

み使い は 「アツ ラーの 御名 を 唱え、 食す がよ い」 と 申された。 

人々 は それ を 食べた。 

その 御 方 はこれ を 80 名の 人々 に対して 行われた。 

その後、 預言者と その 家の人々 が 食べた が (それでも なお) 残り を 出す 程であった。 

ァ ナス 'ビン 'マ一リク は アブ一タル ハが 預言者 を 食事に 招いた 時に 起った 出来事に ついての 話 
を 伝えて いる。 

その 中で 彼 は" アブ一' タル ハは アツ ラ一 のみ 使いが お見えにな つたので 扉の 所に 立って 行った。 
そして 「アツ ラーの み使いよ、 ほんの 少しで はこ ざいます が」 と 言った。 
み使い は 「それ を 持って来なさい。 

まこと、 アツ ラ一 は それに 祝福 を 垂れ 給う であろう」 と 申された" という 言葉が ある。 
ァ ナス 'ビン' マ一 リク はこの 話の 中で 次の ような 言葉 も 伝えて いる。 

(すなわち） 次に アツ ラーの み使いと その 家族の 人々 が 食べた 力、 それでも なお、 近隣の 人々 に 分 
け 与える 程の ものが 残った。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アブ一' タル ハは アツ ラ一 のみ 使いが マス ジド で、 落ち着かない 様子で 片 ひじ をつ いて 横 
た わって おられる の を 見た。 

彼 は ゥンム 'スライムの 所に 来て 「私 は アツ ラーの み使いが マス ジド で、 落ち着かぬ 様子 
で片 ひじつ いて 横たわって おられる の を 拝見した。 



私 は その 御 方が お腹 を 空かして おられる と 思う」 と 言った。 

残余の ハディ一 スは同 一であるが その 中で" それから アツ ラ一 のみ 使し、、 アブ一' タル ハ、 

ゥンム ■ スライム そして ァ ナス ■ ビン ■ マ一 リクが 食べた。 

それでも なお 幾らかの 食物 は 余った。 

それで われわれ は それ を 近隣の 人々 に 分けた" とも 述べて いる。 

ァ ナス 'ビン ■ マ 一リク は 伝えて いる 

私が ある 日、 アツ ラ一 のみ 使い を 訪れる とその 御 方は教 友達と一 緒に 座り、 彼等に 話 を さ 
れ ていた。 

その 時み 使い は （空腹 を まぎらわす ために） お腹と ベルトとの 間に 石 を 置かれ、 しつ 力、 リと 
締めて おられた。 

—(伝承 者の一 人） ゥサ一 マ は （その 石の ことにつ いての 話に 関して は） 「私 は 疑って い 
る」 と 言った一 （注）。 

それで 私 は 幾人 かの 教 友に 「アツ ラ一 のみ 使い はどうして お腹 を 締めて おられた のです 
か」 と 尋ねた。 

彼等 は 「空腹から である」 と 言った。 

それで 私 は ミル ハーンの 娘 ゥンム ■ スライムの 夫 アブ一' タル ハの 所に 行き 「お父さん、 私 
は アツ ラ一 のみ 使いが ベルトで お腹 をし つかり 締めて おられる の を 見て、 教 友達に 尋ね ま 

した。 

すると 『それ は 空腹の ためで ある』 と 言って おりました」 と 伝えた。 

すると アブ一' タル ハは 私の 母の 所に 行き 「何 か 食べる もの は あるか」 と 言った。 

彼女 は 「はい、 私の 所に は パンの 切れ端と 若干の なつめ 椰子が ございます。 

もし アツ ラ一 のみ 使いが お一 人で 来られれば 十分です 力、 他の 者が 御一 緒に 見えられれ 

ば足リ ません」 と 言った。 

残余の ハディ一 スは 同一 である。 

(注) 空腹時に それ を まぎらわ すため、 ベルトと 腹の 間に 石 を 置く の は ヒジャ 一ズ 地方の 
人々 の 習慣と される 

アナ スゼン 'マ一 リクが 伝える、 アブ一 • タル ハが 預言者 を 招待した 話 は 別の 伝承 者 経路 

でも 伝えられ ている。 



スープ は （中身が 多くて) 食べる ような 状 熊の もので あっても よい。 
かぼちゃ を 食べる こと も 好ましい。 

また 招待した 者が 嫌がらない 場合、 客 は 自分の 食べ物 を 他に 進めても よい 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

ある 仕 立屋が 食事 を 用意し、 アツ ラ一 のみ 使い を 招いた。 
私 は その 御 方と一 緒に 行った。 

彼 は 大麦の パンと かぼちゃの 入った スープ、 それと 保存され た 乾燥 肉 を ふるまった。 
私 は アツ ラ一 のみ 使いが 皿の 両側の、 し 力、 も 御 自分に 近い 方から その かぼちゃ を 次々 と 
お取りになる の を 見た。 

それで 私 は その 日 以後ず つと かぼちゃ を 好んで 食べて いる。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

ある 男が アツ ラーの み使い を 招いた。 

私 は その 御 方と一 緒に 行った。 

その 時 かぼちゃの 入った スープが 出された。 

アツ ラーの み使い は それに 入って いた かぼちゃ を 好まれて （次々 と） それ を 食べて おられ 

た。 

私 は それ を 見た 時、 それ を 食べずに その 御 方の 御前に 置いた。 
それ 以後、 私 は かぼちゃ を 食べる こと を 好んで いる。 

ァ ナス 'ビン ■ マ 一リク は 伝えて いる 

ある 仕 立屋の 男が アツ ラーの み使い を （食事に) 招待した。 

サ一 ビト (伝承 者） はこの ハディ一 スに 次の ような 言葉 を 付加して いる。 

私はァ ナスカ 《 「その後、 私の 食事に は 必ず かぼちゃ を 入れた もの をつ くって いる」 と言うの 

を 聞いた。 



なつめ 椰子 を 食べたら、 その 種 は 器の 外に 置く こと。 
招かれた 者 は 招待 者の 家族の 祝福 を 祈願す る ことが 好ましい。 
また 人々 に 尊敬され ている 人々 に は 祈願 を 請う のがよ い 

アブ ドッラ 一'ビン' ブス ルは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが 私の 父の 所に お出でになった。 

われわれ は その 御 方に 食事と なつめ 椰子の 実、 チーズ、 そして バタ一 を 混ぜた 食べ物 を 

差し上げた。 

み使い は それ をお 食べに なった。 

その後、 なつめ 椰子の 実 をお 出しす ると それ を 食べられた。 

そして その 種子 を 二 本の 指の 間に 置かれ、 人 さし 指と 中指 はくつつ けて おられた。 

(シ ユウ バは 「私 はこの ハディ一 スの 中には、 イン シャ一 アツ ラ一、 "二 本の 指の 間に 種 を 

置ぐ' という 言葉が あると 思って いる」 と 言った） 

その後で 飲み物が 出され、 それ をお 飲みに なり、 それ を その 御 方の 右側に 座って いた 者 
にお 与えに なられた。 

(み使いが お帰りになる 時) 私の 父 は その 御 方の 乗り物の 手綱 を 取り 「われわれ のために 
アツ ラーに 祝福 を 祈願して 下さい」 と 言った。 

み使い は 「おお アツ ラ一、 あなたが 彼等に お与え 下さった ものに ついて 彼等に 祝福 をお 垂 

れ になり ますよう （より一 層の 糧 をお 授けになります よう）、 また 彼等 をお 許し 下さい。 

そして 彼等に 御 慈悲 を 給わり ますよう」 と 祈願され た。 

この ハディ一 スはシ ユウ バを 経由して 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

その 経路の 伝承 者 達 は、 その 御 方が 二 本の 指の 間に 種 を 置かれて いたと いう ことにつ い 

て 疑い を もって はいない。 



熟れた なつめ 椰子の 実と一 緒に きゅう リを 食べる ことにつ いて 

アブ ドッラ 一'ビン 'ジ ャァフ アル は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いが 熟れた なつめ 椰子の 実と一 緒に きゆうり を 食べて おられる の を 
見た。 



食べる 物 は 慎んで 頂く ことが 好ましい。 また その 時の 座リ 方に ついて 



ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

私 は預書 者が 屈んで なつめ 椰子の 実 を 食べて おられる の を 見た。 

アナ スは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いの 所に なつめ 椰子の 実が 持って来られた。 

預言者 は 屈んだ 姿勢で それ をお 配リ にな リ、 急いで それ を 食べて おられた。 

ズ ハイルの ハディ一 スに は" 急いで" という」 言葉に^ h hathith という 語が 使用され てい 

る。 



なつめ 椰子の 実 二 個 を一 緒に 食した リ、 二 口で 食すべき 食物 を一 口で 食べ 

る こと は 禁じられ ている。 

だが 同席 者の 許可が ある 場合 は 別で ある 

ジャ バラ' ビン 'ス ハイム は 伝えて いる 

イブ ン 'ズ パイル はわれ われに なつめ 椰子の 実 を 分け与え ていた。 
その 当時 人々 は 食物に 窮 していた。 

ある 日 われわれが (急いで) それ を 食べて いると イブ ン 'ウマルが 通りかかり 「（その実 を） 
二 個一 緒に して 食べて はならぬ。 

まこと、 アツ ラーの み使い は それ を一 緒に 食べる こと を 禁じて おられた。 

だが 食す 者が その 場に 居る 者に 許可 を 求めた 場合 は 別で ある」 と 言った。 

シ ユウ バ (途中 伝承 者） は 「私 はこの 言葉 、つまり" 許可 を 求めた 場合 は 別で ある" は イブ 

ン- ウマルの 言葉 だと 思う」 と 言った。 

この ハディ一 スはシ ユウ バを 経由し 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 
しかし その 中で は 「その 当時、 人々 は 食物に 窮 していた」 と は 述べて いない。 

ジャ バラ' ビン 'ス ハイム は 伝えて いる 

イブ ン 'ウマル は 「アツ ラーの み使い は、 共に いる 仲間の 許可 を 得る まで は、 人 はなつ め 
椰子の 実 を 二 個一 緒に 食す こと を 禁じられた」 と 言った。 



子供達の 食糧と してな つめ 椰子 やそれ に 類す る もの を 確保す る こと 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

預言者 は 「なつめ 椰子 を 所有して いる 家族 は 飢えない」 と 申されました。 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「ァ一 イシ ャょ、 なつめ 椰子の 無い 家の人 達 は 飢える であろう。 

ァ r シャ よ、 なつめ 椰子の 無い 家の人々 は 飢える であろう。 

または、 その 家族 は 必ず 飢える」 という こと を 二回ない し 三回 申されました。 



マデイーナの なつめ 椰子の 効用 

ァ一 ミル 'ビン 'サ アド' ビン' アブ一 'ヮッ カース は 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「マディ一 ナの両 溶岩 地帯の 間に 産した なつめ 椰子の 実 を 七 個 食し 
た 者 は、 朝起きてから 夕刻になる まで 毒に 害される こと はない」 と 申された。 

ァ一 ミル' ビン 'サ アド' ビン ■ アブ一 ■ ヮ ッ カース は 伝えて いる 

私 は （私の 父親) サ アドが 次のように 言う の を 聞いた。 
私 は アツ ラ一 のみ 使いが 「朝、 七 個の アジ ュヮ （マディ一 ナ 産の 良質の なつめ 椰子の 実） 
を 食べた 者 は、 その 日、 毒に 害される こと はない し、 呪術に かけられる こと もない」 と 申さ 
れ るの を 聞いた。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている 力、 それ は 言葉に 僅少の 相違 を もってい 

る。 

ァ 一 > r シャは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「ァ一 リャ （注） の アジ ュヮに は 治癒の 効果が ある。 
また それ は 早朝に は 解毒 作用 も ある」 と 申 された 。 



(注） マディ一 ナの 東方 数 マイルの 地点に ある 村落 



松露の 徳性と それの 目 に対する 薬効 

サイ 一ド' ビン' ザ イド' ビン' アム ル 'ビン 'ヌ ファイル は 伝えて いる 
私 は 預言者 力 《 「 松露 は マナ （注） の一 種で ある。 
その 液 は 目の 薬で ある」 と 申される の を 聞いた。 

(注) 昔 イスラエル 人が アラビアの 荒野で 神から 恵まれた という 食物 

サイ 一ド' ビン' ザ イド は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使い 力 《 「 松露 は マナの一 種で ある。 

その 液 は 目の 薬で ある」 と 申される の を 聞いた。 

前述の ハディ一 スは別 伝承で も 伝わって いるが シ ユウ バ (途中 伝承 者の一 人） は 「/、カムが 私に 
それ を 話した 時、 私 は それが アブ ドル • マリクの 話から 伝えられた もので あつたので 否認し なかつ 
た」 と 語って いる。 

サイ 一ド' ビン' ザ イド ビン' アム ル 'ビン 'ヌ ファイル は 伝えて いる 
アツ ラ一 のみ 使い は 「松露 は マナの一 種で ある。 

それ は 至高 偉大なる アツ ラーが イスラエルの 民に お恵みに なった もので、 目の 薬で ある」 
と 申された。 

サイ一 ドゼン 'ザ イド は 伝えて いる 

預言者 は 「松露 は マナの一 種で ある。 

それ は アツ ラ一 が モ一ゼ に 下された ものであった。 

なお その 液 は 目の 薬で ある」 と 申 された 。 

サイ一 ド 'ビン' ザィ ド は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「松露 は 至高 偉大なる アツ ラーが イスラエルの 民に 下された マナの一 
種で、 それ は 目の 薬で ある」 と 申された。 

サイ一 ド 'ビン' ザィ ド は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「松露 は マナの一 種で ある。 
その 液 は 目の 薬で ある」 と 申された。 



アラーク （注） の 木の 黒い 実の 長所 

(注） トゲの ある 木で 黒い 実 を 生ずる 

ジャー ビル' ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

われわれ は アツ ラ一 のみ 使いと マ ツル' ザ ハラ一 ン （注） にて アラーク という 木の 熟した 実 
を 取って いた。 

預言者 は 「あなた 方 は 黒い 実 だけ を 取る がよ い」 と 申された。 

われわれ は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 あなたに は 羊の 世話 をされ ていた （御 経験 力り お ぁリに 

なる かの ようです」 と 言った。 

み使い は 「その 通リ、 預言者の 中で それの 世話 をし なかった 者が あろう か」 と 申された。 



(注） マッカ 近郊の 地点 



調味料と しての 酢の 効用 



ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

預言者 は 「最良の 調味料、 または 種々 の 調味料の 中で 最良の もの は 酢で ある」 と 申され 
ました。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

なお それらの 中で は" 最良の 調味料" という 言葉に ついては 疑念 はない。 

ジャー ビル ゼン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

預言者 は 御 家族に 調味料 をお 求めに なった。 

御 家族の 方々 は 「私達の 所に は 酢 以外に は ございません」 と 言った。 

み使い は それ を 持って来 るよう 求められた。 

そして それ を 使って 食べ 始め 「最良の 調味料 は 酢で ある。 最良の 調味料 は 酢で ある」 と 申 
された。 

ジャー ピルゼン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

ある 日 、 アツ ラーの み使い は 私の 手 を 掴んで その 方の 家に 連れて行かれた。 

その 時、 み使いに 幾 切れ かの パンが 出された。 

その 御 方 は 「何 か 調味料 は 無い か」 と 申された。 

家族の 方々 は 「酢 以外に は ございません」 と 言った。 

すると 「まことに、 酢 こそ 最良の 調味料で ある」 と 申された。 

ジャ一 ビル は 「私 は 預言者から それ を 聞いて から、 ずっと 酢 を 好んで いる」 と 言った。 

タル/、 は 「私 は ジャ一 ビルから その 話 を 聞いて 以来、 ずっと それ を 好んで 用いて いる」 と 言 

つた。 

ジャ一 ビル ゼン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 私の 手 を 掴んで その 方の 家に 連れて行かれた。 

残余の 話 は 前述の ものと 同一 であるが、 これに は 「最良の 調味料 は 酢で ある」 という 言葉 

までで、 その後 は 述べられて はいない。 

ジャ一 ビル ゼン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

私が 家に 座って いると アツ ラーの み使いが お通りに なって 私に 合図され た。 
それで 私 は 立って その 方の 所へ 行った。 

するとみ 使い は 私の 手 を 掴んで 歩かれ、 その 方の 妻 達の一 人の 部屋に 行って お入りに な 

つた。 

そして 私に も 入る こと を 許された。 



にんにく は 食べても よいが 身分の 高い 者と 話す 場合 は 避けねば ならぬ 

アブ一 ■ アイ ュ一ブ 'アンサ一 リ一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 食べ物が 運ばれて 来る と 全部 はお 食べに ならず、一 部 を 残されて 私 
に 下さって いた。 

ある 日、 その 御 方 は (例によって） 食物 を 下された 力、 私 は その 御 方が 全くお 食べに なら 

なかった ものと 分かった。 

それ はにんに くが 付いてい たからで ある。 

そこで 私 はみ 使いに 「それ は ハラ一 ムで すか」 とお 尋ねした。 

すると 「いや、 そうで はない が 私 は それの 匂いが 嫌いだから である」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ—' アイ ュ―ブ の 解放 奴隸 アフラ フは 伝えて いる 

預言者 は (マディ一 ナに 移って 来られた 時) アブ一 アイ ュ一ブ の 許に 身 を 寄せられた。 
そして 預言者 は 下の階で、 アブ一' アイ ュ一ブ は 上の 階で 生活した。 
ある 晚、 アブ一' アイ ュ一ブ は 目を覚まし 「われわれが アツ ラーの み使いの 頭の 上 を 歩く と 
は…」 と 言った。 

それで 彼 は 部屋の 隅の 方に 寄って 夜 を 明かした。 

(朝になる と) 彼 はこの こと を 預言者に 告げた。 

すると その 御 方 は 「私に は 下の部屋の 方が より 快適で ある」 と 申された。 

しかし 彼 は 「いえ、 あなたが 下に 居られる 床の 上で (私 は 生活 出来ません）」 と 言った。 

そこで 預言者 は 上の 階に、 アブ一' アイ ュ一ブ は 下の階に 変った。 

こうして 彼 は 預言者に 食事 を 用意して 差し上げて いたのであった。 

(このような わけで 食事の一 部 力 《 ) 彼の 所に 寄越され ると、 み使いの 指が その 食物の どの 

部分に 触れて いたかに ついて 尋ね、 （祝福 を 願って） 彼 も 同じ 部分 を 持って 食べて いた。 

(ある 日） 彼 はにんに くの 付いた 食事 を その 御 方に 用意した。 

そして それが 彼に もたらされた 時、 預言者の 指が 触れた 部分に ついて 尋ねた。 

すると 「お食べに なりませんでした」 と言われた。 

彼 は 驚き、 その 御 方の 所に 行って 「それ は ハラ一 ムで すか」 と 言った。 

預言者 は 「いや （そうで はない 力り 私 は それ を 好まない の だ」 と 申された。 

彼 は 「私 も あなたの 好まない 物 は一 または あなたが 好まれなかった 物 は一 好みません」 と 

B つた。 

アブ一' アイ ュ一ブ 'アンサ一 リー は 「預言者に は 天使が 啓示 を 伝える ために 訪れる ので 
それ をお 食べに ならなかった のです」 と 言った。 



客 を もてなす こと、 そして その 者に 対して 犠牲 を 払う ことの 徳 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

ある 者が アツ ラ一 のみ 使いの 所に 来て 「私 は 飢えで 苦しんで ぉリ ます」 と 言った。 
み使い は 彼 を その 方の 夫人 達の一 人の 所に 送った。 
その 夫人 は 「あなた を 真理と 共に 使わされた 方に 誓って、 私の 所に は 水 以外に は ござい 
ません」 と 言った。 

その 御 方 は 彼 を 別の 夫人の 所に 送った。 
すると その 夫人の 言葉 も 同じであった。 

こうして その 御 方の 全ての 夫人 達 力 《 「あなた を 真理と 共に 使わされた 御 方に 誓って、 私の 
所に は 水 以外に は ございません」 という 言葉 を 述べた。 
み使い は （人々 に） 、今晩、 この 者 を 客と して もてなす 者に は アツ ラ一 の 御 慈悲が あるで あ 
ろう」 と 申された。 

すると アンサ一 ル の一 人が 立って 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 私 力 《 」 と 言って 例の 者 を 彼の 家 
に 連れて行った。 

そして 彼の 妻に 「何 か 食べる 物 は あるか」 と 言った。 

彼女 は 「いいえ、 私達の 子供達に 与える 食べ物 以外に は」 と 言った。 

彼 は 「彼等に は 別の 何 かで 気 を 紛らせよ。 

そして 客人が 入ったら 明り を 消し、 われわれが 食べて いるよう に 見せ掛けよ。 

(もう一 度 言う が) 客が 食べ 始める 時 は ランプ を 消しに 立つ の だ」 と 言った。 

このよう にして 彼等 は 席に着き、 その 客 は 食事 をした。 

朝に なって 彼 は 預言者の 所に 行った。 

すると その 御 方 は 「アツ ラ 一は あなた 方お 二人が、 昨夜 客に 尽くした ことにつ いて 大変 御 
満足で ある」 と 申された。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アンサ一 ルの 男の 許に 客が 泊った。 

ところが 彼の 家に は 彼と 彼の 子供達の 食事し かなかった ので ある。 

そこで 彼 は 妻に 「子供達 を 寝かせよ。 

そして ランプ を 消し、 ある だけの 物 を 客人に 差し上げよ」 と 言った。 それで 「自分 (アンサ一 
ル） 自身に 先んじて （困窮して いる 人々） に 与える。 たとえ 自分 は 窮乏して いても」 （クル ァ 

—ン第 59 章 9 節） が 下された。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

ある 者が アツ ラーの み使いの 所で もてなし を 受けよう として 訪れた。 
だが その 御 方に は 彼 を もてなす 物が 無かった。 



それでみ 使い は 「この 者 を 客と して もてなす 者 はない か。 

アツ ラ一 は その 者に 御 慈悲 を 垂れ 給う であろう」 と 申された。 

すると アン サールの 一人で アブ一' タル ハ という 者が 立ち、 その 男 を 家に 連れて行った。 

残余の 話 は 前述と 同じで ある。 

また これに は クル ァ一 ンの一 節が 下された こと も 述べられ ている。 

ミク ダード は 伝えて いる 

私と 私の 友人 二人 は 飢えの 苦しみから、 聴覚 も 視覚 も 衰えて しまって いた。 

それで われわれ は教 友達に われわれの 苦境 を 訴え 始めた 力 《 (彼等 も 苦しんで いたた め 

に） 誰も それに 応えて はくれ なかった。 

こういう わけで われわれ は 預言者 をお 訪ねした。 

み使い はわれ われ を その 御 方の 家族の 所に 連れて行かれた。 

そこに は 三 匹の 羊が いた。 

預言 看 は 「われわれ のために これの 乳 を 搾る がよ い」 と言われた。 

われわれ は それ を 搾リ、 預言者の 分 は 別にして おいて、 それぞれが 分け前 を 飲んだ。 

その 御 方 は 夜になる と 出かけて 来られ、 寝て いる 者 を 起さぬ よう、 起きて いる 者に は 聞き 

取れる 程度の （低い 声で) 挨拶され て マス ジドに 入られて 礼拝され ていた。 

その後で その 御 方 は ミルクの ある 場所に 行って それ を欽 まれて いたので ある。 

ある 晩の こと、 私が 私の 分け前 を 飲 だ 時、 サタンが 私の 許に 来て 「ムハンマド は アンサ一 

ルの 所で 彼等の 歓待 を 受けて いる。 

故に 彼に この 飲み物 は 必要で はない」 と 言った。 

それで 私 は その ミルクの ある 場所に 行って 飲んで しまった。 

それが 私の 腹に 入って しまし、、 それに ついてはもう どうしょう も なくなつ たこと を 知った サタ 

ンは 私に 後悔の 念 を 起させた。 

そして 「汝に 災い あれ、 汝は 何とい うこと をした のか。 

汝は ムハンマドの 飲み物 も 飲んで しまった のか。 

彼が 来て それが 無い こと を 知れば 汝 のこと を 呪う であろう。 

そうすれば 汝は 滅び 汝の 現世 も 来世 もない」 と 言った。 

ところで 私 は 覆し、 を 持って いた 力、 それ を 両足まで 掛ける と 頭が 出て しまう し一 頭 を 覆う と 

両足が 出て しまう ので 眠る ことが 出来なかった。 

私の 二人の 友人 は 既に 眠って しまって いた。 

それ も 私が 行った ような こと をして いなかった （からであろう） 。 

やがて 預言者が 来られ、 何時もの ように 挨拶され、 マス ジドに 入って 礼拝され た。 

それから その 御 方の 飲み物の 所に 行って 覆い を 取られた がそれ は 空であった。 

すると その 御 方 はお 顔 を 天に 向けられ ていた。 

私 は 「今、 その 御 方 は 私 を 呪って おられる。 私 は 破滅す る」 と （心の中で)」 言った。 



だが その 御 方 は 「おお アツ ラ一、 私に 食物 を 与えた 者に 食物 をお 与え 下さい。 
また 私に 飲み物 を 与えた 者に 飲み物 をお 与え 下さい」 と 祈られた の だ。 
私 は 覆い を 強く 体の 上に 引き 着けた。 

(それから その 御 方が 祈って おられる 間に） ナイフ を 手に して 山羊の 所に 行き、 その 中で 

最も 肉付きの 良い一 頭 をみ 使いの ために 屠ろうと した。 

すると どうであろう、 それ は 乳房が 張って いるで はない か、 （いや それ一 頭 だけで はな かつ 

た） 

それら は 全て 乳房が 張って いたので ある。 

私 は 預言者の 御 家族が 使用して いた 器の ある 場所に 行った、 その 方々 は 常々 それに ミ 
ルクを 搾って いた。 

私 は その 中に 泡が 高く 盛り 上る まで 搾った。 

その後 私 は アツ ラ一 のみ 使いの 許に 来て 「あなた は 夜、 あなたの 分け前の ミルク をお 飲み 

になり ました か」 と 言い、 更に 「アツ ラーの み使いよ、 これ をお 飲み下さい」 と 言った。 

その 御 方 は それ を 飲まれてから お返しに なった。 

私 は （再び） 「アツ ラーの み使いよ、 お飲み下さい」 と 言った。 

み使い はお 飲みに なり、 それ をお 返しに なった。 

私 は 預言者が 十分に お飲みに なり その 御 方の 祝福が 得られた ものと 思し、 （不安が 去った 
喜びの あま リ） 急に 笑い出して 大地に 倒れた。 

預言者 は 「ミク ダ一ド よ、 君 は 何 か 良くない こと を 行った のであろう… それ は 何 か」 と 申され 

た。 

私 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 実は 私に これこれの ことがあ りました。 

それで 私 は そのよう にした のです」 と 言った。 

預言者 は 「それ は 全く アツ ラ一 の 御 慈悲に よる 以外に 起り 得ぬ ことで ある。 

君 は 何故 私に それ を 知らせなかった のか （もし 知らせて いれば) われわれ は 他の 二人が ミ 

ルクの 分け前に あずかれ るよう 起した もの を」 と 申された。 

私 は 「あなた を 真理と 共に 使わされた 御 方に 誓い、 私 は あなたが それ をお 飲みに なり、 私 

も あなたと 御 一緒に それ を 飲んだ 時 は （たとえ） 何人が それ を 飲んだ としても 一向に かま 

いません」 と 言った。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ ドル' ラフ マーン' ビン' アブ一 'バ クル は 伝えて いる 

われわれ 130 人が 預言者と 御 一緒であった 時、 その 御 方 は 「あなた 方の 中で、 誰か 食べ 
物 を 持って いない か」 と言われた。 

すると 1 サ一 ァ、 または ほぼ それと 同量の 粉 を 持って いた 者が あった。 
それ は 早速 練られた。 



そこへ、 背が 高く 髪 を ぼさぼさ にした 多神教 徒の 男が 一群の羊 を 御して やって来た。 
預言者 は 「その 中の一 頭 を 売って はくれ ぬか一 または 与えて くれぬ か一 あるいは 贈呈し 
て はくれ ぬか」 と言われた。 

彼 は 「いや、 （与える こと は 出来ない） だが 売って 上げましょう」 と 言った。 

その 御 方 は 彼から一 頭の 雌 羊 を 買われた。 

そして それ は 屠殺され て 解体され た。 

アツ ラ一 のみ 使い は その 肝臓 を 焼く よう 御 命じに なった。 

伝承 者 は 「アツ ラーに 誓って、 アツ ラーの み使い は その 肝臓の一 切れ一 切れ を、 その 場に 

居た 者に は その 場で、 その 場所 を 外して いた 者に は そこに 戻った 時に というよ うにして、 

130 人 もらす ことなく お与えに なった。 
伝承 者 は （次のように も） 言った。 

それから その 御 方 は 二つの 大きな 容器 を 汁と 肉で 満たされた。 
こうして われわれ は 皆、 その 容器から 取って 食べ 満腹した。 
それでも なお 二つの 容器に は 幾らかの ものが 残って いた。 
私 は それ を ラクダ に 積んだ。 
(または、 これと同じ 内容の 言葉が 言われた） 

アブ ドル' ラフ マーン ■ ビン ■ アブ一 ■ i く クル は 伝えて いる 

スッフ ァの教 友達 （注 1) は 貧しい 人々 であった。 

アツ ラーの み使い はかって 「二人分の 食べ物 を 持って いる 者 は 三人 を 招いて もてなし、 四 
人 分の 食べ物 を 持って いる 者 は 五 人ない し 六 人 を 招いて もてなす ようにせ よ」 と 申された。 
(または、 これと同じ 内容の 言葉が 言われた） 

それで アブ一 'バ クル は 三 名の 人々 を 連れて行き、 アツ ラーの 預言者 は 10 名 を 連れて行 
かれた。 

さて、 アブ一 'バ クルの 三 名と いうの は、 彼 (アブ一' バ クル） 、 私、 私の 父 （注）、 （？) そして 
私の 母で ある 一 私 （中途 伝承 者 アブ一' ウス マ一 ン） は 彼が 「そして、 私の 妻と われわれの 
家と アブ一 'バ クルの 家で 共有して いた 召使いが」 と 言った かどう か 分らない一。 
また 伝承 者 は （次のように） 言った。 

ところで アブ一' バ クル は （客の 接待 を 家族に 言いつけ） 預言者の 所で 夕食 を 済ませた。 
そして そのまま そこに 居て 夜半の 礼拝 を （マス ジド で) 挙行し、 その後 また アツ ラ一 のみ 使 
いの 所に 戻って その 御 方が 睡気を 催される まで そこに 止まって いた。 
そして 夜 も 大分 更けてから 自分の 家に 戻った。 

すると 彼の 妻 は 「どうして お客様 方 ほた は お客様) をお かまいに はならない のです か」 と 
B つた。 

彼 は 「それで あなた は 未だ お客様 方に 夕食 を 差し上げなかった のか」 と 言った。 
彼女 は 「あの方々 は あなたが お帰りになる までと 言って ことわられ たのです。 



皆が 食事 をす るよう にお 勧めした のです が 聞き入れませんでした」 と 言った。 

私 は （父の 怒り を 恐れ） そっと その 場 を 離れて 隠れた。 

彼 は 「愚か者め」 と 言って 私 を 譴責し、 ののしつ ていた。 

そして 「皆さん 時 を 逸し 御 不満で しょうがお 食べ 下さい。 

アツ ラ一 に 誓って、 私 は、 今夜 は 食べません」 と 言った。 

アブ ドル' ラフ フマ一 ンは 「アツ ラ一 に 誓し、、 われわれ がそれ を 少しで も 食べれば、 それ は 

最下 層から 食べた 量 以上に 増えた。 

そのような わけで われわれ は 満腹した。 

確かに それ は 元の 量 以上に 增 えたの だ。 

アブ一 'バ クルが それ を 見る と、 それ は 元の 量と 同じ か、 いやむ しろ 増えて いたので ある。 

彼 は 妻に r フ イラ一 ス 族の 姉妹よ、 これ はどうした ことか」 と 言った。 

彼女 は 「分りません。 

私 は 驚きで 目 を 見張って いるので す。 

今 これ は、 元の 量の 三倍 はあります」 と 言った。 

アブ一 'バ クル は 「私が 先程 （今夜 は 食べない と） 誓った の は サタンが そそのか したので 
す」 と 言って、 彼 も それ を 食べた。 

そして その一 部 は アツ ラーの み使いの 所に 持って行かれ、 そして そこに 朝まで 置かれて い 

た。 

伝承 者 は （次の ような） 話 もした。 

われわれと ある 人々 との 間に は 契約が あつたが、 その 契約 期限 は 終って しまって いた。 

そこで われわれ は その 人々 を 統率す るた めの 者 12 人 を 選んだ。 

だが その 一人一 人が それぞれ 何人の 人々 を 受け持つ たかは アツ ラ一 のみが お知りになる 
ところで ある。 

み使い は 例の 食べ物 を 彼等に 持たせて やった。 
それ は 彼等 全部が 食べる に 足る 量であった。 
(または これと同じ 内容の 言葉が 言われた） 

(注 1) スッ ファは マディ一 ナの マス ジド の一 隅で ある。 

この 場所に は 貧しい ムハ一 ジルが 身 を 寄せて おり、 預言者が その 人々 の 面倒 を 見て いた。 
それらの 人々 は" スッフ ァの教 友" と 呼ばれて いる 

(注 2) アビ一 (私の 父） つま リア ブ一 'バ クルで あるが、 その 人 は その、 言葉の 前に ホ一ヮ 
(彼） という 人称代名詞で 表わされ ている。 

従って アビ一 という 言葉の 意 は、 伝承 者が 父親 同様に 考えて いた 人物な のか も 知れない 



アブ ドル ■ ラフ マ一 ン ■ ビン ■ アブ一 ■ / く クル は 伝えて いる 

私達の 家に 幾人 かの 客が 訪れた。 

時に、 私の 父 は 夜 は 常々 アツ ラーの み使いの 所に 行き 話 をして いた。 

それで (その 日 も） 「アブ ドル' ラフ マ一 ンょ、 お客様に 夕食 を 差し上げて もてなす がよ い」 と 

言い残して 出かけて 行った。 

夕刻に なった 時、 私達 は お客様 方に 夕食 を 差し上げた。 

しかし 彼等 は 「この 家の 御主人が 来られて 一緒に 食事 をされ るまで は」 と 言って 断った。 

私 は 「父 は 言いつけられ たこと を 行わない と 厳しく 叱ります。 

それでもし あなた 方が お食べ 下さらな いと 私が ひどく 叱られます」 と 言った。 

だが やはり 彼等 は 拒絶した。 

父が 帰った 時、 先ず 客人 達の こと を 尋ね 「お前 達 は お客様 方に タ食を 差し上げ たか」 と 言 

つた。 

家族の 者 達 は 「いいえ、 アツ ラ一 に 誓って、 未だ 差し上げて はいません」 と 言った。 

彼 は 「私が アブ ドル' ラフ フマ一 ンに 命じて おいた であろう」 と 言った。 

私 は 父に 見つからな いように 隠れて いた。 

父 は 「これつ 、 アブ ドル' ラフ マーン」 と 私 を 呼んだ。 

しかし 私 は 出て 行かなかった。 

父 はなお 「愚か者め、 私 はお 前に 対し アツ ラーに 誓って 言う。 
もし 私の 声が 聞こえて いるの なら 出て 来い」 と 言った。 
私 は 出て 行き 「アツ ラーに 誓って、 私に 罪はありません。 
これらの 方々 は あなたのお 客人です。 
尋ねて 見て 下さい。 

私 はこの 方々 に 確かに 夕食 をお 進めした のです 力、 あなたが 帰る まで は 頂けない と 言わ 

れて 断った のです」 と 言った。 

すると 父 は 「あなた 方に 何 かお ありな のです か。 

われわれの もてなし を 受けて 下さらな いのです か」 と 言った。 

そして 更に 「アツ ラ一 に 誓い、 今夜、 私 は 食べない のです」 と 言った。 

彼等 は 「アツ ラ一 に 誓って、 われわれ は あなたが 食べる まで は 食べません」 と 言った。 

父 は 「私 はこの ように 残念な 晩 を 経験した ことはありません。 

あなた 方が 私共の もてなし を 受けて 下さらな いのは 何 か 訳が あるので すか。 

残念に 思います」 と 言った。 

その後 父 は 「私が 先程 申し上げた （今夜、 食べない、 という 誓い） は サタンに そそのかされ 
たもので した。 

それぞれ 食事 を 運んで くるが よい」 と 言った。 

こうして 食事が 運ばれ、 彼 は アツ ラ一 の 御名 を 唱えて 食べた。 

こうして 彼等 も 食べた。 



朝になる と 父 は アツ ラ一 のみ 使いの 所に 行き 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 彼等 は (私が 食べる 
まで は 絶対に 食べない という） 誓い を 堅 〈守リ ましたが 私 は 誓い を 破って しまいました」 と 
言って 昨晩の 出来事 を 話した。 

み使い は 「しかし、 あなた は 彼等よ リ 誠実で ぁリ 優れた 者です」 と 申された。 

彼 (伝承 者） は 「私 は 彼が そのこと に対する 償い をした かどう か は 知らない」 と 言った。 



少ない 食物 を 分け合う ことの 徳 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「二人分の 食べ物 は 三人 を 満足 させ 得る し、 三人 分の 食べ物 は 四 人 
を 満足 させ 得る」 と 申された。 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いが 「一人 分の 食べ物 は 二人 を 満足 させ 得る し、 二人分の 食べ物 は 
四 人 を 満足 させ 得る。 

また 四 人 分の 食べ物 は 八 人 を 満足 させ 得る」 と 申される の を 聞いた。 

イス ハークの 話に は 「アツ ラーの み使いが 申された」 と は ある 力、 「私が (それ を） 聞いた」 

と は 述べて はいない。 

このような ハディ一 スは ジャ一 ビル を 根拠と して 、別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

ジャー ビル は 伝えて いる 

預言者 は 「一人 分の 食事 は 二人の 者 を 満足 させ 得る し、 二人分の 食事 は 四 人の 者を満 
足させ 得る」 と 申された。 

ジャ一 ビル は 伝えて いる 

預言者 は 「一人 分の 食べ物 は 二人の 者 を 満足 させ 得る。 

二人分の 食べ物 は 四 人 を 満足 させ 得る。 

そして 四 人 分の 食べ物 は 八 人 を 満足 させ 得る」 と 申された。 



信者 は一 つの 腹に 食べ、 不信者 は 七つの 腹に 食べる 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「信者 は 一つの 腹に 食べる が、 不信者 は 七つの 腹に 食べる」 と 申され 

た。 

前述の ハディ一 スは イブ ン 'ウマル を 根拠と して 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

ナ一 フィゥ は 伝えて いる 

イブ ン 'ウマル は 貧しい 人 を 見た。 

彼 は その 者の 前に 食べ物 を 置き、 ややあって また 置いた。 

その 男 は （二度と も） ことごとく 平らげて しまった。 

彼 は 「このような 者 は 私の 家に は 絶対に 招き 入れられない。 

私 は アツ ラーの み使いが 『不信者 は 七つの 腹に 食べる』 と 申される の を 聞いた」 と 言った。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「不信者 は 七つの 腹に 食べる。 
信者 は一 つの 腹に 食べる」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは ジャ一 ビル を 根拠と しても 伝えられ ている。 

アブー 'ムーサ一 は 伝えて いる 

預言者 は 「信者 は一 つの 腹に 食べる。 
不信者 は 七つの 腹に 食べる」 と 申された。 

前述の ハディ一 スで アブ一' フライ ラを 根拠と する もの も、 異なった 伝承 者 経路 を 経て 伝えられて 
いる。 

アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 不信者 を 客と して 迎えられた。 

その 御 方 は 客の ために 羊の 乳 を 搾る よう 御 命じに なった。 

客 は それが 運ばれる と 飲んだ。 

また 別の 羊の 乳が 出される とそれ も 飲んだ。 

更に 別の 乳が 出される とそれ も 飲んで しまった。 

こうして 彼 は 七 頭の 羊の 乳 を 飲んで しまった。 

翌朝 その 者 は イスラ一 ムに 帰依した。 



アツ ラ一 のみ 使い は 彼のた めに 羊の 乳 を 搾る よう 御 命じに なった。 
そして 彼 は それ を 飲んだ。 

その後 再び 別の 羊の 孚 L を 彼に 与える よう 御 命じに なった。 
だが 彼 は それ を 飲み 終える こと は 出来なかった。 
この 時 アツ ラ一 のみ 使い は 「信者 は 一つの 腹に 飲む。 
しかし 不信者 は 七つの 腹に 飲む」 と 申された。 



食べ物に 関して 不平不満 は 言わぬ こと 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 食べ物の ことで 苦情 を 言われる こと は 全くなかった。 

その 御 方 はお 食べに なりたい 物 を 食べ、 お嫌いな ものが あれば それ を 残された。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

これと 類似の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いが 食べ物の ことで 苦情 を 申される の を 見た ことがない。 

その 御 方 はお 好みに なれば 食され、 好まれなかったら 黙って (残された） 。 

この ハディ一 スは アブ一' フライ ラを 根拠と して、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



衣服と 装飾に 関する 書 



男女 を 問わず 金 や 銀の 器 を 飲食に 使用す る こと は 禁止され ている 

預言者の 妻 ゥンム 'サ ラマ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「銀の 器で 飲む 者、 それ は 己の 腹の 中に 地獄の 業火 を 飲み下し てい 
るに 過ぎぬ」 と 申されました。 

ゥバ イド ッラ一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「銀と 金の 器で 食べ、 または 飲む 者 は…」 と 申された。 

ゥバ イド ッラ一 を 根拠と する この種の ハディ一 ス で、" 食べる" ど' 金" について 述べられて 

いるの は イブ ン* ムス ヒルの ハディ一 ス だけで 他に はない。 

アブ ドル' ラフ マーン は 彼の 母の 姉妹 ゥンム 'サ ラマ を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「金 あるいは 銀の 器で 飲む 者、 それ は 己の 腹に 地獄の 業火 を 飲み下 
している に 過ぎぬ」 と 申された。 



男女 を 問わず 金銀の 容器の 使用 は 禁じられ ている。 
また 男性 は 金の指輪と 絹の 衣服 は 禁じられて いるが、 婦人 は 別で ある。 
しかし 男性の 衣服で も 四 本の 指 幅 を 出なければ、 衣服に 絹の 伏繍 (ふせぬ 
い) があって も 差し支えない 

ムアー ウイ ャゼン 'ス ワイド' ビン 'ム カツ リヌは 伝えて いる 
私 は バラ一 ゥ ゼン' ァ一ズ イブの 所に 行った。 
そこで 私 は 彼 力 《 (次のように） 言う の を 聞いた。 

アツ ラ一 のみ 使い はわれ われに 七つの 事柄 を 御 命じに なり、 七つの 事柄 を 禁止され た。 
先ず われわれに 御 命じに なった こと は、 病人 を 見舞う こと、 葬儀に 参列す る こと、 くしゃみ 
をした 者 は 「アル' ハムド リツ ラ一 （アツ ラ一 に 称え あれ）」 と 言し、、 それ を 聞いた 者 は 「ャル 
ハム 力' アツ ラ一 (アツ ラーの 御 慈悲が あります ように）」 と言う こと、 誓し、 を 履行す る こと、 
苦しめられ ている 者に 支援の 手 を 伸す こと、 招待され た 場合 は それ を 受ける こと、 努めて 
挨拶 を 行う ことで ある。 

さて、 禁じられ たこと は、 指輪 あるいは 金の指輪 をす る こと、 銀製の 器で 飲む こと、 赤く 染 
めら れた 絹の 鞍 敷 を 使用す る こと、 カツ スィ一 (注） と 呼ばれる 上質の 絹地で 作られた 衣服 
を 着用す る こと、 それと 絹 または 錦 織 あるいは ビロードの 衣服 を 着用す る ことで ある 

(注) 往時 エジプトから もたらされた 衣服で ある。 

これ は その 国の カツ スィ一 という 村で 作られた というと ころから その 名が 出た 
前述の ハディ一 スはァ シュア ス ■ ビン ■ スライム を 経由し 別 の 伝承 者 経路で 伝えられて いるが、 言 
葉に 若干の 相違が ある。 

(すなわち） それに は" 誓い を 履行す る こど' という 言葉 は 無ぐ その 代リ に" 迷える 者 を 導く こど' と 
いう 言葉が 述べられ ている。 

前述の ハディ一 スはァ シュア スゼン 'アブ一' シャゥ サ一ゥ を 経由して いる 力、 それに は 「誓い を 
履行す る こと」 という 言葉が 疑いな く 述べられ ている。 

そしてな お、 "銀の 容器で 飲む ことに 関し、 この 世に て その 容器で 飲んだ 者 は、 来世で は 絶対に 
(それで は) 飲めな しゝ" という 付加が ある。 

前述の ハディ一 スで別 伝承に は、" 努めて 挨拶 を 行う こど' の 代りに" 挨拶 を 返す こど' という 言葉が 
述べられ ている。 

また" その 御 方 はわれ われに 金の指輪、 または 金の 輪 を 禁じられた" と 述べられ ている のが ある。 



前述の ハディ一 スの別 伝承に は" 努めて 挨拶 を 行う こと、 そして、 金の指輪" という 言葉が 述べら 



れ ている。 



アブ ドッラ 一'ビン 'ゥ カイ ムは 伝えて いる 

われわれ 力り ザ ィファ と マダ一 イン （注） に 居た 時、 彼 （フ ザィ ファ） は 水 を 求めた。 
その 時 村の 有力者の 一人が それ を 銀の 器に 入れて 持って来た。 
すると 彼 は それ を 投げ捨てて しまった。 

そして 「私 は 彼に、 その 容器で 水 を 飲ませて はならぬ、 と 命じた こと を 諸君に 告げる。 
まこと、 アツ ラーの み使い は 『金 や 銀の 器で 飲んで はならぬ。 
また 錦 織 や 絹の 衣服 を 着用しても ならぬ。 

それ はこの 世に おいて は 彼等 （不信者） のために あるが、 復活の 日 以来、 来世に て あなた 
方の ものと して あるの だ』 と 申された」 と 言った。 

(注) ペルシア 皇帝 ァノシ ルヮ一 ンがチ グリスと バク ダードの 間に 築いた 都市 
前述の ハディ一 スの別 伝承に は" 復活の 日" という 言葉が 述べられて はいない ものが ある。 

前述の ハディ一 スの別 伝承に は" 復活の 日" という 言葉が 述べられて はいない ものが ある。 

シ ユウ/ 《は 伝えて いる 

ハカ ムは アブ ドル' ラフ マ一 ン （ビン' アブ一' ライラ一） が (次のように） 言う の を 聞いた。 

私 はフザ ィファ がマダ r ンで水 を 求める の を 見た。 

その 時 ある 者が 銀の 器に （水 を 入れて） 彼に 持って来た。 

残余の 話 は アブ ドッラ 一'ビン 'ゥ カイ ムが 述べた ものと 同 一である。 

前述の ハディ一 スはシ ユウ バを 経由して 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 
それらの 中で" 私 はフザ ィファ が… する の を 見た" という 言葉 を 述べて いる 者 は一人 も 無い。 
それ を 述べて いるの は 前述の ハディ一 ス のみで ある。 
他 は 皆" フザィ ファは 水 を 求めた" と 述べて し、 る だけで ある。 

フザ ィファ について 語られた ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝わって いる。 

アブ ドル' ラフ マーン ■ ビン ■ アブ一 ■ ライラ一 は 伝えて いる 
フザィ ファは 水 を 求めた。 

その 時 マ ギ教の 男が 銀の 器に 水 を 入れて 持って来た。 

すると 彼 は 「私 は アツ ラーの み使い 力^ 絹 や 錦 織の 衣服 を 着用して はならぬ。 

金 や 銀の 器で 飲んで はならぬ。 



まこと、 それら はこの 世に おいて は 彼等 （不信者） のために あるの だ』 と 申された」 と 言つ 

た。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

ウマル' ビン' ハッタ一 ブは モスクの 入口で （ウタ一 リド という 者 力り 絹の 衣服 （を 売って いる 

の を) 見た。 

彼 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 あなたが その 衣服 を 買われ、 金曜日、 人々 への 説教に、 また 
あなたの 所 を 訪れる 使節 を 迎えられる ために 召されたら いかがでしょう」 と 言った。 
すると アツ ラーの み使い は 「これ を 着る 者 は 来世に て 全く 報酬の 希望の 無い 者で ある」 と 
申された。 

それから アツ ラーの み使いに 例の 絹の 衣服の 中の 幾 枚 かが 届けられた。 
み使い は その 中の一 着 を ウマルに お与えに なった。 
すると ウマル は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 あなた は 私に これ をお 着せになる のです か。 
あなた は ウタ一 リドの 衣服に ついて 先程 私に 申された ではありません か」 と 言った。 
み使い は 「私 は 君が それ を 着る ために 与えた ので はない」 と 申された。 
それで ウマル は マッカに いた 多神教 徒の 兄弟に それ を 与えた。 

この ハディ一 スは イブ ン 'ウマル を 根拠と して 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

ウマル は タミ一 ム 族の ウタ一 リド という 者が 市場で 絹の 衣服 を 売って いるの を 見た。 
彼 （ウタ一 リド） は 王侯の 許 を 訪れて (それ を 売リ） 彼等から 利潤 を あげていた 男であった。 
ウマル は （預言者に） 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 私 は ウタ一 リドが 市場で 絹の 衣服 を 売って い 
るの を 見ました。 

それで、 もし あなたが それ を 求められ、 アラブの 諸 部族からの 使節が 訪れた 際に それ を 
召されて はいかが かと 存じます」 と 言った。 

(伝承 者 は) 私 は ウマル 力 《 「 金曜日に、 それ を 召されて は」 とも 言った と 思う と 述べた。 
すると、 アツ ラーの み使い は 「この 世で 絹の 衣服 を 着用す る 者 は 来世に て 報酬 を 得る 希望 
の 無い 者で ある」 と 申された。 

後に、 アツ ラーの み使いの 許に 幾 枚 かの 絹の 衣服が 届けられた。 
み使い は その 中の一 着 を ウマルに 送られた。 
また、 ゥサ一 マ ゼン' ザ イドに も 一着 送られた。 

ァリ —'ビン' アブ— 'タ —リブに も-着お 与えに なり 「それ を 裂いて 婦人 達の 頭部 を 覆う も 
のにせ よ」 と 申された。 

だが ウマル は その 衣服 を 持って来て 「アツ ラーの み使いよ、 あなた は 私に これ をお 送リ下 
さい ましたが、 昨日、 ウタ一 リドの 衣服に ついて 申された ことがあ リ ました」 と 言った。 



するとみ 使い は 「私 は 君が それ を 着用す るた めに 送った ので はない。 
だが 私 は 君が それによ つて 利 を 得る ためで ある」 と 申された。 
—方、 ゥサ一 マ は その 衣服に 満悦して 着用した。 

だが アツ ラ一 のみ 使いが 彼の 方 を じっと 御覧に なって いるので、 その 御 方が 彼の 行為 を 
否認され ている の だと 理解した。 

それで 「アツ ラーの み使いよ、 私 を じっと 御覧に なられる の は 何故で ございま すか。 

あなた 力 《 これ をお 送り 下さった のです」 と 言った。 

み使い は 「私 は 君が それ を 着用す るた めに 送った ので はない。 

だが 私 は 君が それ を 裂いて 婦人 達の 頭 を 覆う ものと して 使用す るた めに 送った ので ある」 

と 申された。 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は 伝えて いる 

ウマル' ビン •/、 ッタ一 ブは 市場で 金糸で 刺し ゆうされた 絹の 服が 売られて いるの を 見つけ 

た。 

彼 は それ を 持って アツ ラ一 のみ 使いの 所に 来た。 

そして 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 これ をお 求め 下さい。 

そして 祭礼 や 使節の 接見に お召し 下さい」 と 言った。 

アツ ラーの み使い は 「これ は 来世に 報酬の 希望の 無い 者の 衣服で ある」 と 申された。 

ややあって 後、 アツ ラ一 のみ 使い は ウマルに 絹の 外衣 を 送って 寄越された。 

ウマル は それ を 持って アツ ラ一 のみ 使いの 所に 来て 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 あなた は 『これ 

は 来世に 報酬の 希望の ない 者の 衣服で ある』 と 申されました。 

しかるに 私に これ を 送られ ましたの はどうい うこと でしよう か」 と 言った。 

み使い は 「君が それ を 売り、 その 代価で 必要な もの を 得る ためで ある」 と 申された。 

この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経ても 伝えられ ている。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

ウマル は ウタ一 リド 家の 者が 錦 または 絹の カバ一 ゥ （袖の 長い 男子用の 外衣） を 売って い 
るの を 見た。 

彼 は アツ ラ一 のみ 使いに 「あれ をお 求めに なられて は」 と 言った。 

すると その 御 方 は 「これ を 着る 者 は 来世に 報酬の 希望の 無い 者で ある」 と 申された。 

ややあって、 その 絹の 衣服が アツ ラーの み使いに 献上され た。 

すると その 御 方 は 私 （ウマル） に それ を 送って 寄越された。 

私 は （み使いに） 「あなた はこれ を 私に 送って 下された 力、 私が あなたから 先刻お 聞きした 

こと はどラ なので しょ ラ」 と 言った。 



み使い は 「私が 君に それ を 送った の は、 君が (着用す るた めで はな <) 利 を 得る ためで あ 

る」 と 申された。 

この ハディ一 スは イブ ン 'ウマル を 根拠と して 別の 伝承 老 経路で も 伝えられて いるが、 言葉に 若干 
の 相違が ある。 

(すなわち） その 御 方 は 「私が 君に これ を 送った の は、 それ を 売った 代価が 何 かの 役に立つ ように 
であり、 君が 着用す るた めで はない」 と 申された。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる。 

ウマル は ある 男が 金糸で 刺し ゆうされた 絹の 衣服 を 持って いるの を 見た。 
彼 は それ を 預言者の 所に 持って来た。 

残余の ハディ一 スは 前述と 同様で あるが、" み使い は 「私が 君に それ を 送った の は、 それによ つて 
お金 を 得る ためで ある」 と 申された" が異 つてい る。 

アブ ドッラ 一(アブ一 'バ クルの 娘ァス マ一 ゥの 解放 奴隸 で、 ァタ一 ゥの 息子のお じで もあった 人 
物） は 伝えて いる 

ァス マ一 ゥは私 を アブ ドッラ 一'ビン' ウマルの 所に 使いに 出し 「あなたが 三つの 事柄 を禁 
止して いると いう こと を 聞きました。 

すなわち、 衣服に 絹の 伏繍 をす る こと、 緋 色に 染められた 鞍 敷の 使用、 そして ラジャブ 月 
を 通して 断食 をす る こと （の 三つです） と 告げさせた。 
すると アブ ドッラ 一は 私に （次のように） 言った。 

「まず、 あなたが 述べて いる ラジャブ 月 に関して は、 あなた は そのような 断食 を 行って いる 
者 を どう 思われます か （注 1)。 

次に、 衣服の 絹の 伏繍 に関して は、 私 は ウマル 'ビン' ハッタ一 ブが 『私 は アツ ラ一 のみ 使 
いが" 絹の 衣服 を 着る 者 は （来世での） 報酬の 希望の 無い 者で ある" と 申される の を 聞い 
た』 と言うの を 耳に したので す。 

それで 私 は 絹の 伏繍も （絹の 衣服） の一 つで はない のかと 心配した だけです。 
また 緋 色の 鞍 敷に 関して は、 これ は (私) アブ ドッラ 一の 鞍 敷の ことで、 赤い 色で は あるが 
絹 製の もので はなく （禁止され たもので はありません）」 
私 はァス マ一 ゥの 所に 帰り これ を 告げた。 

すると 彼女 は 「これ は アツ ラーの み使いの 外衣です」 と 言って、 私に ペルシアの 布に 絹の 

伏繍の ある 外衣で、 両袖に 絹の 縁取りの ある 外衣 を 出して 来た。 

そして 「これ はかって ァ一 イシ ャが 亡くなる まで 彼女の 許に ぁリ ました。 

彼女が 亡くなりました 時 私が それ を 引き継いだ ものです 力、 アツ ラ一 のみ 使いが 召された 

ものでした。 



私達 は それ を 病人 達の ために 洗い、 それによ つて 彼等の 平癒 を 願った のです (注 2)」 と 

つた。 



(注 1) イブ ン 'ウマル は 彼が 言った という 言葉 を. 否認して そのよう に 言った ので ある。 
なお 彼 自身 は その 断食 を 行って いたと 伝えられ ている 

(注 2) 預言者の 衣服 を 洗った 水 を、 病人の ための 諸事に 活用す る。 
それによ つて 病が 癒える と 信じた 

ハリー ファ ゼン' 力 アブ' アブ一 ■ ズブャ 一ンは 伝えて いる 

私 は アブ ドッ ラ一 ■ ビン ■ ズ / く ィルが (次のように) 説教す るの を 聞いた。 
諸君、 あなた 方の 御 婦人 方に 絹の 衣服 を 着用 させて はならぬ。 

まこと、 私 は ウマル 'ビン' ハッタ一 ブが 「アツ ラ一 のみ 使い は 『絹の 衣服 を 着用して はなら 

ぬ。 

現世で それ を 着た 者 は 来世で それ を 絶対に 着られぬ』 と 申された」 と言うの を 聞いた。 

アース ィム 'ァ フワ ルは アブ一' ウス マーン を 根拠と して 伝えて いる 

われわれが アゼルバイジャン にいた 時、 ウマル はわれ われに 書簡 を 送り （その 中で 次の 
ように) 述べて いた。 

ゥトバ 'ビン 'フ アル カド よ、 （君の 許に ある） 富 は 君の 労苦の 賜で はなぐ 君の 父君 や 母君 
の 労苦に よる もので もない。 
(それ は ムス リム 達の 財貨な の だ） 

故に 君が 君の 住いで それから 満足 を 得て いるよう に、 ムス リム 達に も 彼等の 住いで 満足 
出来る よう 計って 上げよ。 

だが 贅に 流れる 生活、 多神教 徒の 衣装、 そして 絹の 衣服 は （身に 着けぬ よう） 心せよ。 
だが ほんの これ だけ （の 量の 絹 は 男子の 衣服に 用いても） 差し支えない。 
つまり それ は アツ ラ一 のみ 使いが われわれに その 御 方の 中指と 人 さし 指 をお 上げに なつ 
て、 それ をお 合わせに なった （幅で ある） 

アース ィムは 「これ は （われわれに 送られた） 書簡に も 述べられ ていた ことで ある」 と 言った。 
(伝承 者の一 人） ズ ハイル は 彼の 二 本の 指 を 上げて (使用しても 良い 絹の 幅 を 示した） 

前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



アブ一 ■ ウス マーン は 伝えて いる 

われわれが ゥ 卜/ い ビン ■ ファ ルカ ド と一 緒に 居た 時の ことであった。 
われわれの 許に ウマルから 手紙が 届いた。 



(その 中には）" アツ ラ一 のみ 使い は 「来世に 全く 轍酬の 希望の 無い 者の み (現世で) 絹の 
衣服 を 着用す る。 

だが ほんの 少量の 絹 は 別で ある」 と 申された" （と 述べられ ていた） 

アブ一' ウス マーン は 彼の 親指に 近い 二 本の 指 を 合わせ 「私が ペルシアの 布で 作られた 

外衣 を 見た 時、 その 飾り 縁の 幅 はこの 二 本 を 合わせた 程と 思った」 と 言った。 

アブ一' ウス マーン は 伝えて いる 

われわれ はゥト / く' ビン ■ ファ ルカ ド と一 緒に 居た。 
残余の ハディ一 スは 前述と 同様で ある。 

カタ一 ダは 伝えて いる 

私 は アブ一 ■ ウス マ一 ン 'ナフ ディ一 力 《 （次のように） 言う の を 聞いた。 

われわれが アゼルバイジャン、 または シャ一 ムで ゥトバ 'ビン 'フ アル 力 ドと 一緒に 居た 時、 

ウマルの 書簡が われわれに 届いた。 

(それに は） 「時に、 アツ ラ一 のみ 使い は 二 本の 指 を 合わせた 幅 程の もの を 除いて は、 絹 
の 使用 を 禁じられた」 （と 述べられ ていた） 

アブ一' ウス マ一 ンは 「われわれ は それが 衣服の 飾り 縁 を 意図す るの だと、 直ちに 理解し 
た」 と 言った。 

これに 類似の ハディ一 スカ 《 カタ一 ダを 根拠と し、 伝えられて いるが、 それに は （前述の） ァ 
ブ一 'ウス マーンの 言葉 は 述べられて はいない。 

ス ワイド' ビン 'ガフ ァラは 伝えて いる 

ウマル' ビン' ハッタ一 ブは （シャ 一ムの 都市） ジャ一 ビヤで 説教し 「預言者 は 「二 本の 指、 
または 三本、 あるいは 四 本の 指 幅 以外の 絹地 を 衣服に 付ける こと を 禁じられた」 と 言つ 

た。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

ジャー ピルゼン 'アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

ある 日 、 預言者 は 献上され た 錦の 外衣 をお 召 しにな つた。 

しかし、 急いで それ をお 脱ぎに なって、 ウマル' ビン' ハッタ一 ブに 送られた。 

すると （人々 に） 「アツ ラーの み使いよ、 あなた はどうし で それ を 急いでお 脱ぎに なった ので 

すか」 と 尋ねられた。 

その 御 方 は 「ガブリエルが 私に それ を 禁じた の だ」 と 申された。 

そこへ ウマルが 泣きながら やって来て 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 あなたが 嫌われた 物 を 私に 

下さる と は。 



私 はどうな るので すか」 と 言った。 

み使い は 「私 は 君が それ を 着用す るた めに 与えた ので はない。 

だが 君が それ を 売る ためにで ある」 と 申された。 

彼 は それ を 2000 ディル ハムで 売った。 

ァリ一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いに 絹の 衣服が 献上され た。 
すると その 御 方 は 私に それ を 送って 下さった。 
それで 私 は 着用した。 

しかし、 私 は その 御 方が 怒って おられる のが 分った。 

み使い は 「私 は 君が それ を 着用す るた めに 送った ので はない。 

私 力 《 それ を 送った の は 君が それ を 裂いて 婦人 達の 頭 を 覆う もの を 作る ためで ある」 と 申さ 

れた。 

前述の ハディ一 スで別 伝承に は" （その 御 方 は) 私に 御 命じに なった。 
それで 私 は それ を わが 家の 女性 達の 間に 分けた" という 言葉が ある。 

また 他の 別 伝承 ハディ一 スに は" 私 は それ を わが 家の 女性 達に 分けた" という 言葉 は あるが" （そ 
の 御 方 は) 私に 御 命じに なった" という 言葉 は 述べられて はいない。 

ァリ一 は 伝えて いる 

ドーマ （マディ一 ナ から 13 日 行程に 位置す る 町） の 統治者 ゥ カイ ディルが 預言者に 絹の 衣 
服 を 献上した。 

すると その 御 方 は ァリ一 に それ をお 与えに なった。 

そして 「それ を 三人の ファーティマ 達 （注） の 頭 を 覆う もの を 作る ために 分割せ よ」 と 申され 

た。 

(注） 三 入の ファーティマと は ファーティマ' ビン ト 'ムハンマド （預言者の 娘で ァリ一 の 妻、 フ 
ァ一 ティ マ ゼント 'アサ ド （ァリ 一'ビン ■ アブ 一'タ 一リブの 母）、 ファ 一ティ マ ゼント 'ハム 
ザ ゼン' アブ ドル' ムッタ リ ブ (預言者の 叔父の 娘） である 

ァリ —ビン' アブ— 'タ —リブ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 私に 絹の 衣服 を 下さった。 
私 は それ を 着て 外に 出た。 

すると 私 は その 御 方が 怒って おられる のが 分った。 

それで 私 は それ を わが 家の 女性 達の ものと して 使用す るた めに 裂いた。 



ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は ウマルに 絹の 外衣 を 送られた。 

すると ウマル は 「あなた は それ を 送って 下さいました 力、 以前 それにつ いて 申された ことが 

ございました」 と 言った。 

その 御 方 は 「私 は 君が それ を 着用す るた めに 送った ので はないだ が、 君が (それ を 売り） 
その 代価が 君の 役に立つ ように 送った の だ」 と 申された。 

アナ スは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「現世で 絹 を 着る 者 は、 来世で は 絶対に それ を 着られぬ」 と 申され 

た。 

アブ一' ゥマ一 マ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「現世で 絹 を 着る 者 は、 来世で は 絶対に それ を 着られぬ」 と 申され 

た。 

ゥクパ 'ビン 'ァ 一ミル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いに 絹の 長上 着が 献上され た。 

その 御 方 は それ を 召されて 礼拝 を 挙行され た。 

その後 家に 帰られて、 それ を 嫌悪す るかの ように 脱ぎ捨てられた。 

そして 「アツ ラ 一を 畏れる 者 達に とって これ は 望ましい もので はない」 と 申された。 

この ハディ一 ス は ヤジード ■ ビン ■ アブ一 ■ ノ 、ビ一 ブを経 由 して 別の 伝承 者 経路で も 伝えら 

れ ている。 



かいせん やそれ に 類す る （皮膚病が ある） 場合、 男子 も 絹の 衣服の 着用 を 
許される 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は教 友達に (次のように) 告げた。 

アツ ラ一 のみ 使い は アブ ドル' ラフ マ一 ン 'ビン' ァゥフ とズバ イルゼ ン 'アツ ヮ一ム に 旅行 

で、 絹の シャツ を 着る こと を 特に 許可され た。 

それ は、 その 二人が かいせんに 罹って いたか、 または 他の 何 かの 病で 苦しんで いたから 

であった。 

この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている 力、 それに は" 旅行で" とし、 う 言葉 は 述べら 
れ てはいない。 

アナ スは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い はズバ イルゼ ン 'アツ ワームと アブ ドル' ラフ マーン ゼン' ァゥフ に 絹の 

衣服の 着用 を 特別に 許可され た。 

それ は 二人が かいせんに 罹って いたた めであった。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アナ スは 伝えて いる 

アブ ドル' ラフ マ一 ンとズ パイル 'ビン 'アツ ヮ一ム は アツ ラ一 のみ 使いに 虱 （しらみ） の 悩み 

を 訴えた。 

それで、 その 御 方 は その 二人に 絹の シャツ を 着用す る こと を 許された。 
これ は ある 遠征に おいて 二人に 起った 出来 ごとで ある。 



男子が 紅花で 染めた 衣服 を 着用す る こと は 禁止され ている 

アブ ドッラ 一'ビン' アム ル 'ビン 'アース は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 私が 紅花で 染めた 二 枚の 衣服 を 着て いるの を 御覧に なった。 
すると その 御 方 は 「それ は 不信者の 衣服の一つ である 故に それ を 着用して はならない」 と 
申された。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

アブ ドッラ 一'ビン' アム ルは 伝えて いる 

預言者 は 私が 紅花で 染めた 二 枚の 衣服 を 着て いるの を ご覧に なった。 
すると 「君の 母君が そうする ように 命じた のか （注 1)」 と 申された。 
私 は 「これ を 洗い落とします」 と 言った。 

み使い は 「いや、 それ は 焼き捨てよ （注 2) 」 と 申された。 

(注 1) 紅花で 染める の は 女性の 所為で あり、 それで 染められ たもの は 女性用で あつたか 
ら である 

(注 2) これ は 実際に 焼いて しまえと 言う ことで はなぐ 預言者の それに 対する 嫌悪の 程 を 
示した ものと される 

ァリ —ビン' アブ— 'タ —リブ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 紅花で 染めた 衣服、 金の指輪、 そして、 立 礼の 姿勢での クル ァ一ン 
の 読誦 を 禁じられた。 

ァリ— 'ビン' アブ— 'タ —リブ は 伝えて いる 

預言者 は 私が 立 礼した 時に クル ァ一ン の 読誦 を 禁じられた。 

また 金で 出来た 物 を 身に つける こと や 紅花で 染めた もの を 着る こと も 同様で ある。 

ァリ— 'ビン' アブ— 'タ —リブ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 私に 金の指輪、 絹の 衣服、 立 礼 や 跣 拝の 時の クル ァ一ン の 読唱、 そ 
して 紅花で 染めた 衣服 等 を 禁じられた。 



亜麻布 （または 綿） で 出来た イエメンの 外套の 徳 

カタ一 ダは 伝えて いる 

われわれ は アナ スゼン 'マ一 リクに 「アツ ラ一 のみ 使いが 最も 好まれた、 または 最もお 気 

に 入りであった 衣服 は どのような ものです か」 と 尋ねた。 

彼 は 「亜麻布 ほた は 綿） で 出来た 縞の ある イエメンの 外套で ある」 と 言った。 

アナ スは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが 最も 好まれた 衣服 は 亜麻布 （または 綿） で 出来た 縞の ある イエメンの 
外套であった） と 言った。 



衣服に は 謙虚 さ を 示す こと、 その 布 はきめ の 荒い ものが 好ましい が、 （ラク 
ダ または 羊の 毛) で 織られた 衣服 も 許される 

アブ一' ブルダ は 伝えて いる 

私 はァ一 イシ ャの 所に 行った。 

彼女 はわれ われに イエメンで 作られる きめの 荒い ィザ一 ル （注） と ムラ ツバ ドと 呼ばれる き 
めの 荒い 衣服 を 取り出した。 

そして 「アツ ラーに 誓し、、 アツ ラーの み使い はこの 二 枚の 衣服 を 召されて 亡くなられ まし 
た」 と 言った。 

(注） これに ついては 度々 述べられ ている 衣服の一 種で、 腰から 下に まとう ものである 

アブ一' ブルダ は 伝えて いる 

ァ一 イシ ャ はわれ われに ィザ一 ルと ムラ ツバ ドと 呼ばれる 衣服 を 取り出して 来た。 
そして 「アツ ラーの み使い は 亡ぐ よられた 時、 これ を 召されて おられました」 と 言った。 
イブ ン 'ハ 一ティム は 彼の ハディ一 スの 中で" きめの 荒い ィザ一 ル" と 言った。 

前述の ハディ一 スの別 伝承の 中で は" きめの 荒い ィザ一 ル" と 言って いるの が ある。 

ァ r シャは 伝えて いる 

預言者 は ある 朝 （ラ クダ または 羊の） 黒い 毛で 織られた もので、 それに ラクダ の 鞍の 模様 
の ある 衣服 を 召されて 外出され ました。 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが 寄リ掛 つて おられた 肘掛け は 椰子の 繊維 をつ めた 皮で 出来て おり ま 
した。 

ァ 一 イシ ャは 伝えて いる 

アツ ラーの み使いが お休みに なって いた マット は 椰子の 木の 繊維が つめられた 皮で 作ら 
れ たもので した。 

前述の ハディ一 スの別 伝承に は、 言葉に 僅少の 相違が ある。 



力 一ペットの 使用 は 許される 



ジャー ビル は 伝えて いる 

私が 結婚した 時、 アツ ラ一 のみ 使い は 私に 「君 は 力一 ペット を 使用した か」 と 申された。 
私 は 「どうして われわれが (貧しくて） 力一 ペットな ど 使用 出来ましょう か」 と 言った。 
その 御 方 は 「それ は 近い将来に (君達の 手に入る）」 と 申された。 

ジャー ビル は 伝えて いる 

私が 結婚した 時、 アツ ラ一 のみ 使い は 私に 「君 は 力一 ペット を 使用した か」 と 申された。 
私 は 「どうして われわれが 力一 ペットな ど 使用 出来ましょう か」 と 言った。 
その 御 方 は 「それ は 近い将来に (君達の 手に入る）」 と 申された。 
ジャ一 ビル はまた 「私の 妻 は 力一 ペット を 持って いた。 
私 は、 それ を 家から 出しな さいと 言った。 

すると 彼女 は 『アツ ラ一 のみ 使い は、 それ は 近い将来 あなた 方の 手に入る であろう、 と 申 
されました』 と 言った。 
とも 伝えられて いる。 

この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



実際に 必要と しない ベッド や 衣類 を 増やす こと は 好ましくな いこと である 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「ベッド は 夫の ために一 つ、 妻の ために一 つ、 そして 三つ 目 は 客用に 
(あれば よい）。 

それで、 四つ 目 は サタンの ため （に 置く ことになる）」 と 申された。 



尊大に 衣服の 裾 を 引きずる こと は 禁じられ ている。 
また 裾の 適切な 位置に ついての 説明 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「尊大に 己の 衣服 （の 裾) を 引きずる 者 を 御 注目に はなさらない」 と 申 
された。 

前述の ハディ一 スは イブ ン 'ウマル を 根拠と して 異 つた 伝承 者 経路で 多く 伝えられて いるが、 それ 
らに は" 復活の 日 "という 言葉が 付加され ている。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「尊大に 己の 衣服 を 引きずる 者 は、 アツ ラ一 が 復活の 日、 その 者に は 
御 注目な さらない」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは イブ ン 'ウマル を 根拠と して、 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「尊大に 己の 衣服 を 引きずる 者 は、 アツ ラ一 が 復活の 日、 その 者に は 
御 注目な さらない」 と 申された。 

ハン ザラ' ビン' ァフ一 'スフ ヤーン は 伝えて いる 

私 は イブ ン 'ウマルが 「私 は アツ ラーの み使い 力 《 (前述の ハディ一 ス 同様の こと を） 申され 

るの を 聞いた」 と 言った の を 耳に した。 

だ 力 、この ハディ一 ス では" 衣服" という 語 を 複数で 述べて いる。 

ムス リム 'ビン' ヤン ナーク は 伝えて いる 

イブ ン 'ウマルが ィザ一 ルを 引きずつ ている 者 を 見た。 
彼 は 「あなた は どのような 家柄の 者 か」 と 尋ねた。 
彼 は 己の 家系 を 述べた。 
彼 は ライス 族の 者であった。 

イブ ン 'ウマル は 彼の ことが 分って 「私 は アツ ラーの み使いが 『ィ ザ一 ルを 引きずる 者が そ 
うする の は、 尊大ぶ るに 他なら ぬの だ。 

まこと、 アツ ラ一 は 復活の 日、 そのような 者 を 御 注目に はならない』 と 申される の を 私の 両 
耳で 聞いた」 と 言った。 



前述の ハディ一 スで、 言葉に 僅少の 相違 を もって 別の 伝承 者 経路で 伝えられて いるものが ある。 

ムハンマド 'ビン 'ァ ツバ一 ドゼン 'ジ ャァフ アル は 伝えて いる 

私 はナ一 フィゥ ゼン' アブ ドル 'ハーリスの 解放 奴隸 ムス リム ゼン 'ャ サールと イブ ン 'ゥ 
マルの 間に 座って いた。 

その 時、 私 は ムス リムに （次の こと を） イブ ン' ウマルに 尋ねる よう 命令した。 

(それ は) 彼が 預言者から、 尊大に ィザ一 ルを弓 I きずる 者に ついて 何 かお 聞きし なかった 

かどう かにつ いてで ある。 

その 時 イブ ン 'ウマル は 「私 は その 御 方が 『アツ ラ一 は 復活の 曰、 そのような 者に は 御 注 
目され ない』 と 申される の を 聞いた」 と 言った。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

私が アツ ラ一 のみ 使いの 側 を 通った 折に ィザ一 ルを 引きずつ ていた。 
するとみ 使い は 「アブ ドッラ 一、君の ィザ一 ルを 上げよ」 と 申された。 
それで 私 は それ を （少し） 上に 揚げた。 
その 御 方 は 更に 「もっと 揚げよ」 と 申された。 
それで 私 は 更に 揚げた。 

そしてな おも それ を 揚げて いると、 人々 は 「どの辺まで (揚げれば 良い のだろう か）」 と 言つ 

た。 

すると その 御 方 は 「脛の 中程まで である」 と 言った。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アブ一' フライ ラはィ ザ一 ルを 引きずって 歩いて いる 男 を 見た。 
その 男はバ ハレ一 ンの大 守であった。 

彼 は 「大 守が 参った の だ。 大 守が 参った の だ」 と 言いながら （尊大に) 大地 を 烈しく 踏みつ 
け 始めた。 

アツ ラ一 のみ 使い は 「まことに、 アツ ラ一 は 尊大に ィザ一 ルを 引きずる 者 を 御 注目に はな 
ら ない」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは 多くの 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 
それらの 中には" マル ヮ一ン は アブ一' フライ ラを 彼の 代理者と していた" と 述べられたり、 
別の ハディ一 スに は" アブ一' フライ ラは マディ一 ナの 総督 代理に 任命され ていた" と 述べ 
られ ている のが ある。 



着用の 衣服 を 自慢し、 尊大に 歩く こと は 禁じられ ている 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

預言者 は 「ある 者が 己の 濃い 髪の毛 や、 外衣 を 自慢して 歩いて いる 間に、 その 者 諸共に 
大地 は 沈んで しまった。 

その 者 は 復活の 日まで、 ずるずると 地 深く 沈み 続ける の だ」 と 申された （注）。 

(注） イスラ一 ムが 教えて いる 謙虚 さ を 実践し ない 者への 戒めの 言葉で ある 
前述の ハディ一 スは アブ一 'フ ライラ を 根拠と して、 異 つた 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「ある 者が 着用した 外衣に 得意に なり、 誇らしげ に 歩いて いる 間に、 
アツ ラ一 は 彼 を 地中に お沈めに なった。 

それで 彼 は 復活の 日まで、 ずるずると 地下 深く 沈み 続ける ので ある」 と 申された。 
この ハディ一 スは アブ一' フライ ラを 根拠と して 伝えられた 力、 その 中に" アツ ラーの み使い は 「ある 
者が 二 枚の 着衣 を まとって 誇らしげ に 歩いて いる 間に…」 と 申された" と 述べて いるの も ある。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いが 「あなた 方 以前の 者で、 己の 衣服 を 自慢して 歩いて いる 者が あ 
つた」 と 申される の を 聞いた。 
残余の ハディ一 スは 同一 である。 



金の指輪 は 禁じられ ている。 

それ は イスラ一 ム 最期に は 許されて いた ものの 一つであった 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 金の指輪 を 禁じられた。 
前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ ドッラ 一'ビン' アツ バース は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は ある 男が つけて いた 金の指輪 を 御覧に なった。 
その 御 方 は それ を 抜き取られて 投げ捨てられた。 

そして 「あなた 方の 中で 地獄の 熾 火の 中に 入りたい 者 は、 それ を 指に はめる がよ い」 と 申 
された。 

アツ ラ一 のみ 使いが そこ を 立ち去られた 後で 例の 男に 「君の 指輪 を 拾え、 そして それ を 役 
立てよ」 と言う 者が あった。 

すると 彼 は 「いや だ、 アツ ラーに 誓い、 私 は 絶対に それ は 拾わぬ。 
それ は アツ ラ一 のみ 使いが 投げ捨てられた 物な の だ」 と 言った。 

アブ ドッ ラー は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 金の指輪 をお 作らせに なった。 

そして それ を はめられた 時 は 宝石の 部分 を 手の内 側の 方に して おられた。 

人々 は (その 御 方に 倣って) それ を 作った。 

ある 日、 その 御 方 は ミン バルに 座られて それ をお 取りに なった。 

そして 「私 はこの 指輪 を はめ、 宝石 を 手の内 側に 置いて いた」 と 申されてから、 それ を 取つ 

てお 投げに なった。 

そして 更に 「アツ ラ一 に 誓し、、 私 は それ を 絶対に はめぬ」 と 申された。 

人々 も 彼等の 指輪の 使用 を 放棄した。 

なおこの ハディ一 スの 言葉 は ヤヒヤ一 が 語った ものである。 

この ハディ一 スは イブ ン 'ウマル を 根拠と して 、いくつかの 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

それらの 中には" その 御 方 は 右手に それ を はめて おられた" という 言葉が ある もの も ある。 

イブ ン 'ウマル も 預言者から 聞いた 話と して、 前述の" 金の指輪に 関する" 話 を 伝えて い 

る。 



アツ ラーの み使い は ムハンマド ン' ラス一 ルツ ラ一ヒ （ムハンマド は アツ ラ一 
のみ 使いで ある） という 言葉が 刻まれて いた 銀の 指輪 をされ ていた。 
それ は 後継 正統 カリフ 達に 受け継がれた 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 銀の 指輸 をお 作りに なって 指に はめて おられた。 

それから その 指輸は アブ一 'バ クルの 手に、 そして 次 は ウマルの 手に、 そして 更に ウス マ 

—ンの 手へ と 渡った。 

そして 彼の （手から） ァリ一 スの 井戸 （注 1) の 中に 落ちた。 

それに はム / 、ン マドン ■ ラス 一 ルツ ラー ヒ （注 2) という 言葉が 彫られて いた。 

イブ ン 'ヌ マイル (伝承 者の一 人） は" そして それ は 井戸に 落ちた" と 言って いる 力、 "彼 （の 

手） から" と は 言って いない。 

(注 1 ) この 井戸の 場所が どこか は 明瞭で はなし、 が、 マディ一 ナ 近郊の 庭園に あつたと さ 
れる。 

(注 2) み使いの 指輪の 文字、 ムハンマド ン 'ラス一 ルツ ラ一ヒ は、 一番 上段に アツ ラ一 と 刻 
まれ、 中段に は ラス一 ル (み使い）、 最下 段に ムハンマド ンと三 段に なって いた 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 金の指輪 を 用いて おられた が、 それ を 放棄され て 銀の 指輪 を 用いら 
れた。 

それに はム / 、ン マドン ■ ラス一 ルツ ラ 一匕と 刻まれて いた。 

その 御 方 は 「誰も 私の 指輪の 文字 を (各自の 指輪に） 刻んで はならない」 と 申された。 
そして それ を 指に はめられた 時 は その 言葉が 刻まれて いる 方が 手の内 側に 来る ようにし 
て おられた。 

その 指輪 はム アイ キ一ブ (注） （の 手） から ァ リースの 井戸の 中に 落ちた。 

(注) ム アイ キ一ブ は サイ一 ド 'ビン' アブ一' ァ一ス の 解放 奴隸 であった。 

なお 先の ハディ一 スには ウス マーンの 手から それが 井戸に 落ちた とされて いて、 この ハデ 

ィ一ス との 間に 食い違いが ある。 

これ は 確かに ウス マーンの 所有物で はあった が、 それ を 常に 指に つけて いたわけ ではな 
ぐ 何 か 特別の 析 にだけ それ を 身に つけた。 

そして、 それの 管理 はム アイ キ一ブ が 託されて いたので はない かと 考えられ ている 



ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

預言者 は 銀の 指輸を 用いられ、 それに" ムハンマド ン 'ラス一 ルツ ラ一ヒ "と 刻まれた。 

そして 人々 に 「私 は 銀の 指輪 を 用いた。 

そして これに ムハンマド ン 'ラス一 ルツ ラ一ヒ と 刻んだ。 

だが 誰もに の 文字 を) 指輪に 刻んで はならぬ」 と 申された。 

この ハディ一 スはァ ナス を 根拠と しても、 他の 伝承 者 経路で 伝えられて いるが、 それに は 

"ムハンマド ン 'ラス一 ルツ ラ一ヒ "という 言葉 は 述べられて はいない。 



預言者 は 外国に 書簡 を 送る こと を 望まれた 時には （銀の 印形) 指輪 を 用い 
られた 

ァ ナス 'ビン ■ マ 一リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが ビザ ン ティン 帝国に 手紙 を 送る こと を 望まれた 時、 教 友達 は 「彼等 は 

印が 押されて いない 書簡 は 読みません」 と 言った。 

それで アツ ラーの み使い は 銀の 印形 指輸を 用いられた。 

私 は アツ ラーの み使いの 御手に あった その 輝き を （今 も） 目の当たりに している よう だ。 

それに は" ムハンマド ン 'ラス一 ルツ ラ一ヒ "と 刻まれて いた。 

アナ スは 伝えて いる 

預言者 は 外国に 手紙 を 送る こと を 望んで おられた。 

すると その 御 方に 「外国人 は 印が 押されて いない 書簡 は 受け取りません」 という 具申が あ 

つた。 

それで その 御 方 は 銀の 印形 指輪 をお 作らせに なった。 

私 は その 御 方の 御手に あった その 輝き を （今 も） 目の当たりに している ようで ある。 

アナ スは 伝えて いる 

預言者 は ペルシア 王、 ビザ ン ティン 皇帝、 エチオピア 皇帝に 書簡 を 送る こと を 望まれた。 
すると 「彼等 は 印が 押されて いない 書簡 は 受け取 リ ません」 という 具申が あった。 
それでみ 使い は 銀製の 指輪 を 作らせ、 それに ムハンマド ン 'ラス一 ルツ ラ 一匕と 刻まれた。 



指輪の 放棄に 関して 



イブ ン. シハ一 ブはァ ナス' ビン ■ マ 一リクからの 話と して 伝えて いる 

アナ スは ある 日、 アツ ラ一 の 御手に 銀の 指輪が はめられて いるの を 見た。 
それで 人々 は 銀の 指輪 を 作って はめた。 
すると 預言者 は 御 自 身の それ を 放棄され た。 
人々 も (それに 倣って) 彼等の 指輪 を 放棄した （注）。 

(注） 伝承 学者 達 は、 これ は イブ ン 'シ ハーブが 金と 銀 を 間違えて 伝えた ものと 言って いる。 
前の ハディ一 ス にあった ように 預言者が 禁止され たの は 金の指輪 である。 

イブ ン' シハ一 ブはァ ナス' ビン' マ一 リクからの 話と して 伝えて いる 

アナ スは ある 日、 アツ ラ一 のみ 使いの 御手に 銀の 指輪が はめられて いるの を 見た。 

それで 人々 も 銀の 指輪 を 作って はめた。 

すると 預言者 は 御 自 身の もの を 放棄され た。 

人々 も (それに 倣い) 彼等の 指輪 を 放棄した。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



アツ ラ一 のみ 使いの 銀の 指輪に は エチオピアの 宝石が ついていた 



ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いの 指輪 は 銀で 作られて いた。 
それに は 黒い エチオピアの 宝石が ついていた。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 右手に 銀の 指輪 をして おられ、 それに は エチオピアの 宝石が ついて 

いた。 

そして その 宝石が ついている 方 を 手の内 側に して おられた。 
前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アツ ラーの み使い は 小指に 指輪 をして おられた 

アナ スは 伝えて いる 

預言者の 指輪 はこの 指に はめられ ていた。 

(そう 言って) 彼 (ァ ナス） は 彼の 左手の 小指 を 指し示した (注)。 

(注) 前述の ハディ一 スには 右手と 述べられ ていた 力、 預言者 は それ を 左右 両方に はめた 
ものと 思われる 



中指と その 次の 指 (人 さし 指) に指怜 をす る こと は 禁止され ている 

ァリ一 は 伝えて いる 

預言者 は 私が この 指に 指輪 をす る こと、 あるいは その 隣の 指に する こと を 禁じられた。 
—ァ一 スィム （中途 伝承 者） は 彼 (ァリ 一) が 指摘した 指が どの 二 本 か 分らなかった- (注) 
また その 御 方 は 私に カツ スィ一 の 着用と マヤ一 スィル の 使用 を 禁じられた。 
ところで カツ スィ一 と は エジプト や シャ一 ムか らもたら された 縞の ある 絹 または 亜麻布で 出 
来た 衣服で、 それに は 意匠が 凝らされ ている。 

—方 マヤ一 スィル は 縁 房の ついた 赤い 衣服の ような ものであるが、 それ は 婦人 達が 彼女 
達の 夫の ために 乗り物の 鞍の 上に 敷いて いた ものである。 

(注） 後の ハディ一 ス から 最初に 指摘した の は 中指で 次 は 人 さし 指と 思われる 

このような ハディ一 スは ァリ一 を 根拠と して、 異 つた 伝承 経路 を 経て 伝えられ ている。 

ァリ —ビン' アブ— 'タ —リブ は 伝えて いる 

彼 は 「預言者 は 禁じられた ほた は 私に 禁じられた）」 と 言って 前述の 様な 話 を 述べた。 

ァリ一 は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は、 私が 私の この 指、 または この 指に 指輪 をす る こと を 禁じられた。 
それから ァリ一 は 彼の 中指と その 次の 指 （人 さし 指) を 指摘した。 



サンダル ほた は 靴) を 履く ことの 勧めと その 理由 

ジャー ビル は 伝えて いる 

われわれが 行った ある 遠征に おいて 預言者 は 「努めて サンダル を 履く ようにせ よ。 
人が それ を 履いて いる 時 は あた 力、 も 乗り物に 乗り 続けて いるよう に （楽で し 力、 も 安全で あ 
る）」 と 申される の を 聞いた。 



サンダル を 履く 時 は 右より、 脱ぐ 時 は 左から が 好ましい。 
また それ を 片方 だけ 履いて 歩く の は 嫌悪され る 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方 は 誰でも、 サンダル を 履く 時 は 右足から 履き 始めよ。 

そして それ を 脱ぐ 時 は 左足から にせよ。 

また、 両者一 緒に 履いても よいし、 一緒に 脱いでも よい」 と 申された。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方 は 誰でも、 サンダル を 片方 だけ 履いて 歩いて はならぬ。 
その一 対 は一 緒に 履き一 緒に 脱ぐ の だ」 と 申された。 

アブ一' ラズィ 一ンは 伝えて いる 

アブ一' フライ ラ がわれ われの 所に 来た。 

そして 彼 は 手で 自分の 額 を 打ち （熱 を 込めて 次のように） 言った。 

「諸君、 心して 聞く がよ い。 

あなた 方 はこの 私 力、 あなた 方が 正しく 導かれる ようにと、 （ある こと を 捏造し） それ を アツ 

ラ一 のみ 使いに 事寄せて 話して いると 言って いる。 

(だが そのような ことが 如何にして 可能であろう か） 

それ は 私自身が 間違し、 を 犯す ことで あり （それによ つて 私 は 火獄の 住人と なって しまう） 

良く 聞 〈がよ い。 

私 は アツ ラ一 のみ 使し、 が 『あなた 方 は 誰でも サンダルの 鼻緒が 切れた 時 は、 それ を 繕う ま 
で 他の一 方 だけで 歩いて はならぬ』 と 申された の を 確かに 聞いた と 証言す る」 
このような ハディ一 スは アブ一' フライ ラを 根拠と して 異 つた 伝承 者 経路で 伝えられ てい 

る。 



手 を 通す 箇所 もな ぐ 包み込む ような 衣服 を 身に まとう ことと 
一枚の 衣服 を まとった だけで 座す こと は 禁止され ている 



ジャー ビル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 人が 左手で 物 を 食す こと、 サンダル を 片方 だけ 履いて 歩 〈こと、 手 を 
通す 箇所 もな ぐ 包み込む ような もの を 身に まとう こと、 そして 露に して はならぬ 部分 を さら 
け 出す 恐れの あるよう な 短い 衣服一 枚 だけで 座る こと を 禁じられた。 

ジャー ビル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は （次のように） 申された。 

あるいは、 私 は アツ ラ一 のみ 使い 力 《 （次のように） 申される の を 聞いた。 

あなた 方 は 誰でも 鼻緒が 切れた 場合 は一 あるいは、 サンダルの 鼻緒が 切れた 者 は一 そ 

れを 繕う まで 片方の サンダル だけで 歩いて はならぬ し、 片方の 靴 だけで 歩いても ならぬ。 

また 左手で 物 を 食べて はならぬ し、 膝の あたりまでの 短い 衣服一枚 を 身に つけて 座る こと、 

そして 手 を 通す 箇所 もない もの 等 を 身に まとって はならぬ。 



仰臥 (ぎょうが) して 片方の 足 をもう一 方の 足の 上に 置く こ は 禁止され ている 

ジャー ビル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 手 を 通す 箇所 もな ぐ 包み込む ような 衣服 を 身に 着ける こと、 膝 程 ま 
での 短い 衣服 を 着けて 座す こと、 また、 仰臥して 片方の 足 を 他の一 方の 上に 乗せる こと を 
禁じられた (注）。 

(注) ズボンの ような 衣服で あれば どのような 姿勢 をと つても 問題 はない 

ジャー ビル ゼン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

預言者 は 「サンダル を 片方 だけ 履いて 歩いて はならぬ。 

膝 程までの 短い 衣服 を まとって 座って はならぬ。 

左手で 物 を 食べて はならぬ。 

手 を 通す 箇所 もない ような 衣服 を 身に つけて はならぬ。 

そして 横にな つた 時 は 片方の 足 を 他の一 方の 上に 置いて はならぬ」 と 申された。 

ジャ一 ビル ゼン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

預言者 は 「あなた 方 は 誰でも 横にな つて 片方の 足 を 他の 一方の 上に 置く ような 姿 は 絶対 
にして はならぬ」 と 申された。 



醜態 を 晒さない 限り、 横にな つて 片方の 足 を 他の一 方の 上に 置いても 差し 
支えない 



アツ バ一ド 'ビン' タミ一 ムは 彼のお じから 聞いた 話と して 伝えて いる 

彼 (アツ バ一ド のお じ） は アツ ラーの み使いが マス ジドで 横に なられ、 片方の 足 を 他の一 方 

の 上に 置かれて いるの を 見た。 

この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



男子 は サフランで 染めた 衣服の 着用 を 禁じられ ている 

ァ ナス 'ビン 'マ 一リク は 伝えて いる 

預言者 は (衣服 または 髪の毛 を) サフランで 染める こと を 禁じられた。 
ハン マ一 ドは 「それ は 男性に 関した ことで ある」 と 言った。 

アナ スは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は、 男子が サフランで 染めた 衣服 を 着用す る こと を 禁じられた。 



白髪 は 黄 か 朱に 染める ことが 好ましい。 黒い 色 は 禁じられ ている 



ジャー ビル は 伝えて いる 

勝利 （マッカ 征服） の 年、 または 勝利の 日、 アブ一' クハ一 ファ （アブ一 'バ クルの 父） が (預 

言 者に 忠誠の 誓いの ため） 連れて こられた。 

あるいは （自ら） やって来た。 

彼の 頭はヒ ソップ (注 1 ) のように 白 かった。 

その 時、 その 御 方 は 「これ （白髪） を 他の 色に 変えよ」 と 御 命じに なった。 

あるいは 彼の 側に いる 女性 達に それが 言いつけられた （注 2)。 

(注 1) ヒ ソップ はやな ぎ はっかと もい い、 白い 花、 白い 実 をつ ける 力、 その 際 は 木に 雪 を 
頂いた 如くで あると いう 

(注 2) アブ一 'バ クルの 父 力 《 イス ラームに 帰依した 時 は 既に 老境に あ リ髪は 真っ白に なつ 
ていた。 

預言者 は 彼の 新しい 人生の 門出に 当って、 老いの 象徴で も ある 白髪 を 他の 色に 変える こ 
とで 、在りし 曰の 気力 を 感知せ しめようと したので ある 

ジャ一 ビル ゼン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

マッカ 征服の 日 、 アブ一 ■ ク / ヽ一 ファが 連れて来られた。 
彼の 頭と あごひげ はヒ ソップ のように 白かった。 

アツ ラーの み使い は 「これ を 他の 色に 変えよ、 だ 力、 黒 は 避けよ」 と 申された。 
毛髪 を 染める ことに ついては、 ユダヤ教 徒 達と は 異なって いる 



アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

預言者 は 「ユダヤ教 徒 や キリスト教徒 は 毛髪 は 染めない 
それで あなた 方 は 彼等と 異なった ようにせ よ」 と 申された < 



天使 は 犬が いた リ、 画が ある 家に は 入らない 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

天使 ガブリエル は アツ ラ一 のみ 使い を 訪れる 時刻に ついて、 その 御 方と 約束 を 交わし まし 

た。 

しかし その 時刻が 来ても 彼 は 訪れませんでした。 

み使い は 手に されて いた 杖 をお 投げに なり 「アツ ラ一 は 約束 を 絶対に 違えられ ぬし、 その 

御 使者 達 も 同様で ある」 と 申されました。 

その 時み 使い は その 御 方の 寝台の 下に 子犬が いるのに 気が付かれました。 

そして 「ァ一 イシ ャょ、 この 犬 は 何時 ここに 入った のか」 と 申されました。 

私 は 「アツ ラ一 に 誓って、 私 は 存じませんでした」 と 言いました。 

その 御 方 は 小犬 を 外に 出す ように 御 命じに なりました。 

すると ガブリエルが 訪れました。 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた は 私に 約束され ました。 

それで 私 は あなた をお 待ちして 座って 居り ましたが 来られませんでした」 と 申されました。 

天使 は 「あなたの 家に いた 犬が 私 （の 訪問 を) 妨げた のです。 

私達 は 犬の いる 家 や 画の ある 家に は 入りません」 と 言いました。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 
だが それ は 前述の もの 程 は 長くない。 

マイム一 ナは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は ある 日、 沈痛な 御 様子で 朝 をお 迎えに なった。 

マイム一 ナは 「アツ ラ 一のみ 使い様、 私 は 今日、 あなたに いつもと 違った 御 様子 を 拝見す 

るので す 力 《 」 と 言った。 

み使い は 「ガブリエル は 夜、 私と 会う約束 をした が 私 を 訪れな 力、 つた。 

アツ ラーに 誓い、 彼が 約束 を 違える こと はない の だが」 と 申された。 

それで アツ ラーの み使い は その 日 を （沈痛な 面持ちで) 過ごされた。 

その後み 使い は、 われわれの テントの 下に 小犬が いるのに 気付かれた。 

それで その 小犬 を 外に 出す よう 御 命じに なった。 

それから その 御 方 は 水 を 手に され それが いた 場所に 撒かれた。 

夕刻に なった 時、 ガブリエル がその 御 方 を 訪れた。 

み使い は 「あなた は 昨夜、 私と 会う約束 をされ ておりました のに」 と 申された。 

天使 は 「その 通りです。 

しかし、 私達 は 犬が いたり 画の ある 家に は入リ ません」 と 言った。 

アツ ラーの み使い は 朝になる と、 その 曰、 犬 を 殺す こと を 御 命じに なった。 



(その 命令で は） 小 庭園 （を 見張る） 犬 は 殺し、 大 庭園の 犬 は 容赦す る、 という もので あつ 

た。 

アブ一' タル ハは 伝えて いる 

預言者 は 「天使 は 犬が いる 家に はお 入りに ならない し、 画の ある 家に もお 入リ になら な 
し、」 と 申された。 

アブ一' タル ハは 伝えて いる 

私 は アツ ラーの み使いが 「天使 は 犬が いる 家に はお 入リ にならない し、 画の ある （家に も 
お入りに ならない）」 と 申される の を 聞いた。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

教友 アブ一' タル ハは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「まこと、 天使 は 画の ある 家に はお 入りに ならない」 と 申された。 

ブス ル （伝承 者の一 人） は、 次のように 言った。 
ザ イドが 病気に なった。 

それで、 われわれが 彼 を 見舞いに 行く と、 画が かかれて いた 力一 テンが 扉の 上に 掛 つて 
いるで はない か。 

私 は 預言者の 妻 マイム一 ナに 養われて いた ゥバ イド ッラ一 'ハウラ一 ニーに 「ザ イド は以 
前、 画に 関して （み使いが 御 命じに なった こと を） われわれに 告げなかった か」 と 言った。 
すると ゥバ イド ッラ一 は 「あなた は 彼が それ を 言った 時" 布の 装飾 以外 は" と 言った の を 聞 
かなかった のです か」 と 述べた。 

アブ一' タル ハは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「天使 は 画の ある 家に はお 入りに ならない」 と 申された。 
ブス ルは （これに 関し 次のように） 伝えて いる。 
ザ イド' ビン 'ハ 一リ ドが 病気に なった。 
それで われわれ は 彼 を 見舞った。 

われわれが 彼の 家に 行って みると、 そこに は 画の ある 力 一テンが 掛 つてい るで はない か。 
私 はゥバ イド ッラ一 'ハウラ 一ニーに 「彼 はわれ われに （アツ ラ一 のみ 使いが 画に 関して 御 
命じに なった こと を） 話さな 力、 つた か」 と 言った。 

彼 は 「確かに ザ イド は それにつ いて 話しました が" 布に 描かれた 装飾 は 除ぐ' と 言いました。 
あなた は それ を 聞きませんでした か」 と 言った。 



私 は 「いや、 聞かなかった」 と 言った。 

彼 は 「いいえ、 彼 は 確かに それにつ いて 述べました」 と 言った。 

アブ 一'タル/い アンサ一 リ 一は 伝えて いる 

私 は、 アツ ラ一 のみ 使いが 「天使 は 犬の いる 家 や 肖像画の ある 家に はお 入りに ならない」 
と 申される の を 聞いた。 

私 はァ一 イシ ャの 所に 行き 「私 は 預言者 力 《 『天使 は 犬が いたり、 肖像画の ある 家に はお 

入りに ならな し、』 と 申された という こと を 伺った のです が、 あなた は アツ ラーの み使いが そう 

言われる の をお 聞きに なりました か」 と 言った。 

彼女 は 「いいえ （私 は それに ついては 聞いて ぉリ ません） 

しかし、 私 は あの 御 方が なされた ことで、 私が 見た こと を あなた 方に お話し 致しましょう」 と 

言って （次のように） 話した。 

あの 御 方が 遠征に お出でにな リ ました。 

それで 私 は 力一 ペット を 利用し、 それで 戸口 を 覆いました。 

み使いが ぉ帰リ になり ました 時、 その 力一 ペット を 御覧に なリ ました。 

私 はお 顔 を 見て、 その 御 方が それに 嫌悪され ている の を 知りました。 

み使い は それ を 引き下ろして 裂き、 それに 描かれて いた 画 を 引き裂かれました。 

または 切断され ました。 

そして ほこと、 アツ ラ一 は 石 や 土 （壁） に 衣 を 着せる こと は 御 命じに はなら な 力、 つた」 と 申さ 
れ ました。 

私達 は それ を 切りました。 

そして 枕 を 二つ 作り、 それにな つめ 椰子の 繊維 を 入れました。 
その 御 方 は それに ついては 私 をお 害め に はなり ませんで した。 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

私達の 許に 鳥の 画の 入って いる 力一 ペットが ございました。 

それ は 家に 入る 者 を 正面で 迎える よう 置かれて おりました。 

アツ ラーの み使い は 私に 「これ を （他の ものに） 変えよ。 

私 はこ こに 入る 度に この 世 （の 楽しみ ごと） を 思い出す」 と 申されました。 

彼女 は （また） 「私達の 許に は 絹の 伏繍が ほどこされた ビロードの 衣服が ございました 力、 

私達 は それ を 着用して おりました」 と 言った。 

前述の ハディ一 スは イブ ン ■ ムサン ナ一 を 根拠と しても 伝えられ ている 力、 それに は" アツ ラ一 のみ 
使い は それ を 裂け、 という 御 命令 はされ なかった" という 付加が ある。 



ァ 一 イシ ャは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが 旅から お帰りに なりました。 

その 時 私 は 戸口 を 力 一テンで 覆って おり ましたが、 それに は 翼 を もった 馬の 画が 描かれ 
ておりました。 

み使い は 私に （それ を 取り除く よう） 御 命じに なりました。 
それで 私 は それ を取リ はずしました。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられて いるが、 それに は 言葉に 僅少の 相違が ある。 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが 私の 所に お出でに なりました。 

その 時 私 は 画が 描かれて いる 薄し、 力 一テン を （入口に） 掛けて おきました。 

み使い は (それ を 御覧になる と） お 顔の 色が 変り ました。 

そして その 力一 テン を 掴んで 引き裂かれました。 

そして ほこと、 復活の 日、 最も 厳しい 罰 を 受ける 人々 の 中には、 アツ ラ一 の 創造 を擬 (な 

ぞら） える 人々 が ある」 と 申されました。 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが 私の 所に お出でに なりました。 

残余の ハディ一 スは 前述と 同様で あるが、 これに は" その 御 方 は 力一 テンの 方に 近寄られ、 
それ を 手で 引き裂かれた" という 部分が あり、 その 点が 他と 異 つてい る。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

それに は" まことに、 最も 厳しい 罰 を 受ける 人々 は" と 述べられ、 "人々 の 中には" と は 述べられて 

はいない。 

ァー イシ ャは 伝えて いる 

アツ ラーの み使いが 私の 所に お出でに なりました。 

その 時 私 は 肖像画の ついた 薄い 力 一 テンで 棚 を 覆って お リ ま した 。 

その 御 方 は それ を 御覧に なると （それ を 掴んで） 引き裂かれ、 お 顔の 色 は変リ ました。 

そして 「ァ一 イシ ャ、 復活の 曰、 アツ ラ一 の 御 許で 最も 厳しい 罰 を 受ける 人々 は、 アツ ラ一 

の 創造 を擬 える 者 達で ある」 と 申されました。 



ァ 一 イシ ャは 伝えて いる 

私 は 画が 描かれて いる 布 を 持って おりました ので それ を 棚の 前に 掛けて おりました。 

み使い は 常に その 側で 礼拝 を 捧げて おられました。 

そして 私に 「それ を 除け よ」 と 申されました ので、 私 は それ を 取り はずしました。 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

預言者が 私の 所に 来られました。 

その 時 私 は 画が 描かれて いる 力 一テン を 掛けて おりました。 

すると その 御 方 は それ を 取り除かれました。 

それで 私 は それ を 利用して クッション を 二つ 作りました。 

預言者の 妻ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

私 は 画の ついている 力一 テン を 掛けました。 

(でも それ は） アツ ラーの み使いが お出でになって、 それ を 取り除かれました。 

私 は それ を 切って クッション を 二つ 作りました。 

その 頃、 集会に いた一 人の 男 （彼 は ラビ一 ァ 'ビン' ァタ一 ゥ といい ズフラ 族の マウ ラ一 で 
あった） が イブ ン '力一 セムに 「あなた は アブ一 ■ ムハンマド (力一 セムの 祖父） の （次の よう 
な） 言葉 を 聞かなかった でしよう か。 

それ はァ r シャが 『アツ ラーの み使い は その 二つの クッションに 寄リ掛 つて おられ まし 

た』 と 言った という 言葉です」 と 言った。 

イブ ン '力一 セムは 「いいえ （聞きませんでした）。 

しかし 私 は 力一 セム 'ビン' ムハンマドが そのよう に 言う の を 聞きました」 と 言った。 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

私 は 画が 描かれて いる クッション を 買いました。 

アツ ラ一 のみ 使いが それ を 御覧に なった 時、 入口の 所に お立ちに なった まま 中にはお 入 
りに なりませんでした。 

私 は その 御 方のお 顔に 嫌悪の 御 様子 を 見て とりました。 
または それ を 知らされました。 

それで 私 は 「アツ ラ 一のみ 使い様、 私 は アツ ラ一 に 対し、 また そのみ 使いに 対し ほこと に 

申し訳な いこと をした 様子に て） 後悔 致して ぉリ ます。 

どうか 私が 犯した 罪が 何 か を （お話し 下さい）」 と 言いました。 

すると アツ ラーの み使い は 「この クッション は 何 か」 と 申されました。 

私 は 「その上に あなたが お 座 わりにな リ、 頭 をお 置きになる ように 買い求め たもので ござ 

し、 ます」 と 申し上げます と、 み使い は 「まこと、 この 画 を 描いた 者 達 は 懲罰 を 受ける であろ 

ラ。 



そして 彼等 は 『汝 等が 創造した ものに 生 を 与えて 見よ』 と言われる であろう」 と 申され まし 

た。 

そして 更に 「まこと、 画の ある 家に 天使 はお 入りに はならない」 と 申されました。 
前述の ハディ一 スはァ r シャを 根拠と して、 他の 伝承 者維路 でも 伝えられ ている。 
それらの 中には 他の ハディ一 スには 無い 事柄 を 伝えて いるものが ある。 
(例えば) マ一 ジシュ 一ンの 甥の ハディ一 スに は" 彼女 は 「私 は それ を 利用し、 肘 を 掛ける クッション 
を 二つ 作りました。 

その 御 方 は 家で それに 寄っ掛って おられました」 と 言った" と 述べられ ている。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「画 を 描く 者 達 は 復活の 日 、 懲罰 を 受ける であろう。 

彼等 は 『汝 等が 創造せ る ものに 生命 を 与えて 見よ』 と言われる であろう」 と 申された。 

イブ ン 'ウマル を 根拠と して 伝えられた 前述の ハディ一 スは、 他の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使 いはほ こと、 復活の 日、 最も 厳しい 懲罰 を 受ける 人々 は 画 を 描く 者 達で 
ある」 と 申された。 

ァ シャツ ジュ (伝承 者の一人） は" まこ ど' という 強調 詞は文 頭に は 置かな 力、 つた。 
前述の ハディ一 スは、 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 
その 中で 彼 は" み使い は 「まこと、 復活の 日、 地獄の 住人 達の 中で 最も 厳しい 懲罰 を 受ける 人々 
の 中には 画 を 描く 者 達が ある」 と 申された" と 述べて いる。 

ムス リム' ビン 'ス バイフ は 伝えて いる 

私 は マス ルーク （伝承 者の一 人） と一 緒に マリアの 肖像の ある 家に いた。 
すると マス ルークが 「これ は キスラー （ペルシア 王の 異名） の 肖像で ある」 と 言った。 
私 は 「そうで はない。 

これ は マルヤ ムの 肖像で ある」 と 言った。 

すると マス ルーク は 「私 は アブ ドッラ 一'ビン' マス ゥ一ド が 『アツ ラーの み使い は" 復活の 
日、 最も 厳しい 懲罰 を 受ける 人々 は 画 を 描く 者 達で ある" と 申された』 と言うの を 聞いた」 と 
吕 つた。 



ムス リム は 言った。 

私 は ナスル ゼン' ァリ一 'ジ ヤフダ ミ一 力、 アブ ドル 'ァ 一ラ一 ゼン' アブ ドル' ァ一ラ 一か 

ら 聞いて 書き留め たもの を、 彼の 前で 読んだ。 

それ は サイ一 ド' ビン' アブ一' ハサ ンを 根拠に した ものであった。 

(以下 は その 内容で ある） 

—人の 男が イブ ン 'アツ バースの 所に 来て 「私 は これらの 画 を 描く 者です 力 《 、それにつ い 
て 私に 法的な 判断 をお 示し 下さい」 と 言った。 
彼 は 「私の 近くに 寄りなさい」 と 言った。 
その 男 は 近づいた。 

するとな お 「私の 側に 寄りなさい」 と 言った。 
彼 はすぐ 側に 近づいた。 

すると 彼 は 手 を その 男の 頭に 置き 「私が アツ ラーの み使いから お聞きし たこと を 君に 告げ 
よう。 

私 は アツ ラ一 のみ 使いが 『(動物 を 描く) 画家 は 皆 火獄に 落ちる であろう。 

アツ ラ一 は その 者が 描いた 画の 一つ一 つに 生命 をお 与えになる。 

すると それが 彼 を 地獄で 苦しめる であろう』 と 申された」 と 言った。 

なお イブ ン 'アツ バ一ス は 「もし 君が どうしても それ をし なければ ならない のなら、 樹木 や 生 

命の 無い 物 を 描く がよ い」 と 言った。 

ナスル' ビン' ァリ一 はこの 話が 正しい こと を 認めた （注）。 

(注） イス ラームが 偶像崇拝 を 否定して 来た こと は 良く 知られて いる。 

これ は 絵画の 場合 も 同様で、 動物、 特に 人物 を 描く こと は 禁じられ ている。 

だからと言って この 宗教が 芸術に 反対の 立場 を 取った わけで はない。 

それ は 今日、 この 地域 独特の 文芸、 能書 (カリ グラフ ィ）、 建築 術、 アラベスク 等々 を 見て 

も 容易に 理解 出来る ところで ある 

ナドル' ビン' アナ スゼン 'マ一 リク は 伝えて いる 
私 は イブ ン' アツ バースの 側に 座って いた。 

その 時 彼 は （イスラ一 ム 法の） 法的 効力 を 有する 判断 を 示し 始めた 力、 彼 は 「アツ ラ一 の 

み使いが 申された」 と は 言わな 力、 つた。 

だが一 人の 男 力 《 「私 カ 《 これらの 画 を 描く 者です」 と 言って 彼に 尋ねた 時 

イブ ン 'アツ バース は 「私 は アツ ラーの み使いが 『この 世で 画 を 描く 者 は、 復活の 日、 その 

画に 生命 を 与える こと を 強いられる。 だが 彼に は それ は 出来ない』 と 申される の を 聞いた」 

と 言った。 



ナドル' ビン' アナ スは 伝えて いる 

—人の 男が イブ ン 'アツ バースの 所に 来た。 
彼 は 預言者 か ら 聞 いた 話 をした 。 
残余の 話 は 前述と 同様で ある。 

アブ一 ■ ズルァ は 伝えて いる 

私 は アブ一 'フ ライラと 共に マル ヮ一ン の 家に 入った。 

すると アブ一' フライ ラは そこに 画が あるの を 知った。 

この 時、 アブ一' フライ ラは （次のように） 言った。 

私 は アツ ラーの み使いが 「至高 偉大なる アツ ラー は 『わが 創造の 如くに 創造す る こと を 試 

みる 者 以上の 不正行為 者が あろう か。 

(そのような 者 達に は） 原子 を 創造せ しめよ。 

または 小麦の 種子 を 創造せ しめよ。 

あるいは 大麦の 種子 を 創造せ しめよ』 と 仰せられた」 と 申された の を 聞いた。 この ハディ一 
スは アブ一 'ズ ルファ を 根拠と しても 伝えられた 力 《 、彼 は その 中で (次のように） 述べて い 

る。 

私と アブ一' フライ ラは サイ一 ド、 または マル ヮ一ン のために マデイーナに 建てられた 家に 
入った。 

彼 は そこに 画の ある こと を 知った。 

この 時 彼 は 「アツ ラ一 のみ 使いが 申された」 と 言って 前述の ような 話 をした 力 《 「 あるいは 大 
麦の 種子 を 創造せ しめよ」 という 言葉 は 述べなかった。 

アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「天使 は 肖像画 または 絵画の ある 家に はお 入りに はならない」 と 申さ 
れた。 



旅に 犬 を 連れ、 ベル を 持って 出る の は 好ましくない 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「（慈悲の） 天使 も 犬 を 連れた リ、 ベル を 持って 旅する一 行に は 同伴し 
ない」 と 申された （注）。 

(注) 天使が 犬 を 嫌悪す る こと は 先の ハディ一 スに 述べられ ていた 力、 この ハディ一 スの 
場合 は、 犬の なき 声 や ベルの 音力 《 アツ ラ一に 精神 を うちこんで 念ずる ことの 妨げと なる か 
ら であると される。 

なおこの ハディ一 ス にある 事柄 は 好ましくない こと、 というの であって 絶対的 禁止 事項で は 
ない 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「ベル は サタンの 楽器で ある」 と 申された。 



つるに 通した 首飾り を ラクダ の 首に 掛ける の は 好ましくない 

アブ一' バシ一 ル' アンサ一 リ一 は 伝えて いる 

私が アツ ラ一 のみ 使いと ある 旅に 出て いた 時の ことであった。 
アツ ラ一 のみ 使い は一 人の 使者 を 送られて 

—(中途 伝承 者の一 人) アブ ドッラ 一ビン' アブ一 バ クル は 「私 は 彼が 『人々 が 彼等の 宿 
泊地に 居た 時』 と 言った と 思う」 と 述べた一 

「つるに 通した 首飾り、 または 首飾り （のみと 言った) を ラクダ の 首に 付けた ままであって は 

ならぬ。 （もしそう すれば) それ は 必ず 切断され よう」 と 申された。 

マ一 リク は 「それ は （イスラ一 ム 以前） 邪視 よけと して 使用され たの だと 思う」 と 言った （注）。 

(注) ジャー ヒリ一 ャの 人々 は ラクダ の 首に 首飾り を 掛ける ことで 災禍から 免れる と 考えて 
いた。 

だが それ は 迷信で あるし、 また ラクダ が 走った 場合 それが 木 等に ひっかかり、 その 動物の 

首 をし めかね ない という ことで 禁止され たので ある。 

従って 危険の 全く 無い もので 装飾と して 用いられる もの は 差し支えない 



動物の 顔 を 打つ こと、 それに 焼 印 を 押す こと は 禁じられ ている 

ジャー ビル は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 動物の 顔面 を 打つ こと、 あるいは 顔に 焼 印 を 押す こと を 禁じられた。 
前述の ハディ一 スは ジャ一 ビル' ビン' アブ ドッラ 一を 根拠と して、 他の 伝承 者 経路で も 伝えられて 
いる。 

ジャー ビル は 伝えて いる 

預言者の 所 を 顔に 焼 印の ある 口 / くが 通った 。 

その 時み 使い は 「アツ ラ 一力、 ロバの 顔に 焼 印 を 押した 者 を 呪われます ように」 と 祈られ 

た。 

イブ ン' アツ バース は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 顔に 焼 印の ある ロバ を 御覧に なり、 そのこと を 非難され た。 

イブ ン 'アツ バ一ス は 「アツ ラ一 に 誓って、 私 は 顔から 最も 遠い 部分 以外に は それ を 押す こ 

と はしな し、」 と 言った。 

そして 彼 は 彼の ロバに （焼 印 を 押す こと を） 命令した 力、 それ は ロバの 尻の 部分であった。 
なお 彼 は （動物の 尻に 焼 印 を 押した） 最初の 人物で ある。 



動物 は 顔面 を 除き、 焼 印 を 押す ことが 許されて いる。 

また、 ザ カート や ジズャ としての 家畜に は それ を 押す のがよ い 

アナ スは 伝えて いる 

ゥンム 'スライムが （男の子 を） 出産した 時、 彼女 は 私に 「ァ ナス、 この 子 を 見て ちょうだし、。 
明 曰 の 朝 この 子 を 預言者の 所に 連れて行き、 その 御 方が 嚙 まれた なつめ 椰子の 実で こ 
の 子の 口蓋 を こする まで、 何 一つ 食べさせない ようにね (注 1)」 と 言った。 
朝、 私 は その 御 方の 所に 行った。 

すると その 御 方 は ジャゥ 二一 ャ （注 2) の 外套 を 召され、 庭園で 戦勝に よって その 御 方の 
所に 送られて 来た ラクダ の 焼 印に 忙しく して おられた。 

(注 1) これ はタハ 二一 クと 呼ばれて いる アラブの 習慣の一 つで ある。 
アラブ は 子供が 生まれる と 徳の高い 人物の 所に 連れて行き、 なつめ 椰子の 実、 あるいは 
それに 類す る 物 を嚙ん でもら い、 その 人の 唾液の ついた 物で 新生児の 口蓋 を こする。 
そうする ことによって その子 供に 祝 幅が あると 信じて いる 

(注 2) ジャゥ 二一 ャは、 ァズド 族の 中の ジャ ゥヌ 族から 出た とされる 衣類で、 色 は 黒、 白、 
赤 等が ある 

アナ スは 伝えて いる 

私の 母が 男の子 を 出産した 時、 人々 は 早速 その子 を 預言者の 所に 連れて行った。 
それ は、 その 御 方に なつめ 椰子の 実 を嚙ん でいた だき、 それで 新生児の 口蓋 を こする た 
めで ある。 

その 時 預言者 は 家畜の 囲いの 中で 羊の 焼 印に 忙しく して おられた。 

シ ユウ バは 「私の 知る 限りに おいて アナ スは 「（その 御 方 は） それらの 耳に 焼 印 を 押してお 

られ た』 と 言った」 と 述べた。 
アナ スは 伝えて いる 

われわれ は 家畜の 囲いの 中で 羊に 焼 印 を 押されて いる アツ ラ一 のみ 使い を 訪れた。 
ヒシャ 一ム' ビン' ザ イド (伝承 者の一 人） は 「私 は 彼 (ァ ナス） が 『（その 御 方 は） 家畜の 耳 

に （焼 印 を 押されて いた）』 と 言った と 思う」 と 述べた。 

この ハディ一 スはシ ユウ バを 根拠と しても、 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いの 御手に 焼 印の こて を 見た。 

その 御 方 は ザ カートと して 集められた ラクダ に 焼 印 を 押されて いた。 



カザ ゥは 忌むべき ものである 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は カザ ゥを 禁じられた。 

私 はナ一 フィゥ に 「カザ ゥとは 何です か」 と 尋ねた。 

彼 は 「男子の 頭の一 部 を 剃り 、一部 を 残して おく ことで ある」 と 言った。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

その ハディ一 スの （カザ ゥ についての） 説明 は、 ゥバ イド ッラ一 の 言葉から 得た ものである。 

前述の ハディ一 スは ウマル' ビン 'ナ一 フィゥ を 経由し 伝えられ ている。 

なお、 ムハンマド ゼン' ムサン ナ一 は ウマル' ビン 'ナ一 フィゥ と同じように カザ ゥ について 

説明して いる。 

前述の ような ハディ一 スは異 つた 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



道路に 座る こと は 禁じられ ている 

(止むな くそ こに 座る 場合 は) そこでな すべき 義務 を 遵守す る こと 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 伝えて いる 

預言者 は 「あなた 方 は 道路に 座らぬ よう 配慮せ ねばならぬ」 と 申された。 

人々 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 われわれに は それに 代る 話し合いの 場が ございません」 と 

B つた。 

アツ ラ一 のみ 使い は 「もし あなた 方が それ を どうしても (必要 だと） 主張す るので あれば、 道 
路で果 すべき 義務 は 遵守せ よ」 と 申された。 
彼等 は 「その 義務と は 何でし ようか」 と 言った。 

み使い は 「（あなた 方が 婦人に 出会ったら 凝視し ないよう) 視線 を 転ずる こと、 他の 者に 対 
して 害 を 与えない ようにす る こと、 

互いに （あなたの 上に 平安 あれ、 と) 挨拶 を 交わす こと、 善行 を 勧める こと、 そして 悪を禁 
ずる ことで ある」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている 



髪に 髢 (かも じ) を 添え 加える こと、 入れ墨 をす る こと、 顔の 毛 を 抜き取る こと 
そして 人為的に 歯と 歯の 間 を 開ける ような、 アツ ラーの 創造 を 変える 行為 は 
禁じられ ている 

アブ一 'バ クルの 娘ァス マ一 ゥは 伝えて いる 

ある 婦人が 預言者の 所に 参りまして 「アツ ラーの み使いよ、 私に は 結婚 間近の 娘が ござ 
います。 

その 娘が 天然痘に 罹り 髪が 抜け落ちて しまいました。 

それで 私 は髢を 添え 加えようと 考えた のです 力 《 （それ はいかが な ものでしょう） と 言い まし 

た。 

その 御 方 は 「アツ ラー は、 婦人の 髪に 髢を 添えて やる 女性、 また そのような 行為 を 請う 女 
性 を 呪われる」 と 申されました。 

この ハディ一 ス はことば に 僅少の 相違 は ある 力、 シ ユウ バを経 由しても 伝えられ ている。 

アブ一 'バ クルの 娘ァス マ一 ゥは 伝えて いる 

ある 婦人が 預言者の 所に 参りまして 「私 は 娘、 を 結婚 させました 力、 娘の 髪が 抜け落ちて 
しまいました。 

彼女の 夫 は 長い 髪 を 好む のです。 

それで、 アツ ラ一 のみ 使いよ、 私が 髢を 添えて 上げても よい ものでしょう 力、」 と 言いました。 
その 時み 使い は それ を 禁止され ました。 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

アンサ一 ルの 娘が 結婚 致しました。 

ところが 彼女 は 病気に なり 髪の毛が 抜け落ちて しまいました。 

近親者 達 は 彼女の 頭に 髢を 添えようと しました。 

それで この こと を アツ ラーの み使いに お尋ねし ました。 

その 御 方 は 「アツ ラ一 は 婦人の 頭に 髢を 添えて やる 女性、 また それ を 添える こと を 請う 女 

性 を 呪われる」 と 申されました。 

ァ 一 イシ ャは 伝えて いる 

アン サールの 一婦人の 娘が 結婚 後、 病気 をして 髪が 抜け落ちて しまいました。 
それで その 婦人 は 預言者の 所に 参りまして 「娘の 夫 は 娘の 髪に 髢を 添える こと を 望んで 
おります。 

それで 私 は そのよう にしようと 思う のです 力、 （良い のでし ようか）」 と 言いました。 
その 時、 アツ ラ一 のみ 使い は 「婦人の 頭に 髢を 添える 女性 は 呪われる」 と 申されました。 



この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている 力 、それ は 言葉に 僅少の 相違 を も 

つてい る。 



イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は髢を 添えて やる 女性、 また それ を 望んで しても らう 女性、 入れ墨 をす 
る 女性、 それ を 望んで しても らう 女性 を 呪われた。 
この ハディ一 ス について は 別 伝承が ある。 

アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

アツ ラ一 の 創造 を 変容 させ、 入れ墨 を ほどこす 女性、 それ を 請う 女性、 顔の一 部に ある 毛 
を 抜き取る 女性、 そうする こと を 望む 女性、 そして 美の ためと 称して 歯と 歯の 間 を 人為的 
に 開ける 女性 は 呪われる。 

この 言葉が ァ サド 族の 女性で ゥンム 'ャ アコ一 ブと 呼ばれて いた 者の 耳に 入った。 

その 女性 は 日頃 クル ァ一ン を 読誦して いた。 

彼女 は アブ ドッラ 一の 所に 来て 「あなたが 言った として 伝わった この 話 は 何です か。 

(つまり） アツ ラーの 創造 を 変容 させて 入れ墨 を ほどこす 女性、 それ をしても らう こと を 請う 

女性、 顔の 毛 を 抜き取って やる 女性、 そのような 行為 を 請う 女性、 美の ためと 称して 歯と 

歯の 間隔 を 人為的に 広げる 女性 を あなた は 呪った というで はありません か」 と 言った。 

アブ ドッラ 一は 「アツ ラ一 のみ 使いが お呪いになる 者 を、 私 ごときが 呪って どうなる というの 

力、、 また それ は クル ァ一ン にも 述べられ ている こと だ」 と 言った。 

彼女 は 「まこと、 私 は クル ァ一ン の 表紙と 表紙の 間にある もの は （全部） 読みました。 

しかし それ は 見ませんでした」 と 言った。 

彼 は 「もし あなた 力 《 (完全に） 読んだ ので あれば、 それ を 見出した 害 だ。 

至高 偉大なる アツ ラ一 は ほた 使徒が あなた 方に 与える 物 はこれ を 受け、 あなた 方に 禁じ 

る 物 は 避けよ」 （クル ァ一ン 第 59 章 7 節） と 仰せられた」 と 言った。 

すると その 婦人 は 「でも 私 は あなたの 奥さんに、 今 も それらの 中の 何 かが ほどこされ てい 

ると 拝察して います」 と 言った。 

彼 は 「それで は 行って 良く 見て みよ」 と 言った。 

それで その 婦人 は アブ ドッラ 一夫人の 所に 行って 見た 力 《 (彼女が 考えて いた 事柄 は) 何一 
つ 見出せなかった。 

その 婦人 は 彼の 所に 来て 「確かに 何も 見出せませんでした」 と 言った。 

彼 は 「もし それらの もの 力 《 (妻に） あつたと すれば、 私 は ベッド を 共に はしない」 と 言った。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられて いるが、 それ は 言葉に 僅少の 相違 を もってい 

る。 



前述の ハディ一 スで別 伝承の 中には、 ゥンム 'ャ アコ一 ブの 話が 述べられ ていない ものが ある。 



前述の ハ ディース は 他に も 別 伝承 者 経路が ある。 

ジャー ピルゼン 'アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

預言者 は 頭髪に (人工の 髪に 類す る) 物 を 添えて いた 婦人 を 譴責した。 

アブ ドル' ラフ マーン 'ビン' ァゥフ は 伝えて いる 

私 は、 ムァ一 ウイ ャ 'ビン' アブ一' スフ ャ一ン が 巡礼 を 行った 年に ミン バルで (次のように) 
説教す るの を 聞いた。 

その 時 彼 は、 彼の 護衛の 手に あった一 束ねの 頭髪 を摺み 「マディ一 ナの 人々 よ、 あなた 
方の 学者 達 は どこに いるの か。 

私 は アツ ラ一 のみ 使いが このような もの を 禁じられ 『イスラエルの 民が 滅亡した の はこれ 
を 彼等の 女達が 用いる ようになった 時で ある』 と 申される の を 聞いた」 と 言った。 
前述の ハディ一 ス別 伝承に は 「イスラエルの 民 は 罰せられた」 と 述べられて いるものが ある。 

サイ 一ド' ビン 'ム サイ ャブは 伝えて いる 

ムァ一 ウイ ャが マディ一 ナに 来て われわれに 説教 をした。 

その 時 彼 は一 束ねの 頭髪 を 取り出して 「私 は 今まで、 これ をつ ける 者 は ユダヤ人 以外 誰 

—人 見て いない。 

まこと、 アツ ラ一 のみ 使いに この 行為が 知らされ ると、 その 御 方 はこれ を" ズ一ル （注）" と 
称された。 

(注) ズ一ル (ハ」 zur) は 虚偽、 模造、 見せかけ、 ごまかし 等の 意で ある。 
預言者が これ を 禁止した の もこの 言葉から 理解 出来そう である 

サイ一 ドゼン 'ム サイ ャブは 伝えて いる 

ムァ一 ウイ ャは ある 日 「あなた 方 は 良くない 装い をし 始めた。 
まこと、 預言者 は ズ一ル を 禁じられた」 と 言った。 
折し も、 ある 男が 杖 を 持ち 布切れ を 頭に 置いて やって来た。 
ムアー ウイ ャは 「見よ、 これが ズ一ル である」 と 言った。 

カタ一 ダは 「それ は 婦人 達が 彼女 等の 髪に 添える 布切れ を 意味す る」 と 言った。 



体の ある 部分 は 隠す が、 ある 部分 は 美 を 誇張す るた に 露に し、 
男性の 心 を 良くない ことに 向けさせ、 自ら も 悪に傾く 女達に ついて 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「地獄に 落ちる 人達の 中には、 私の 時代に は 無い が、 （やがて 出現す 
る） 二つの グループが ある。 

(その一 つ は） 牛の 尾の ような 鞭 を 持ち、 それで 人々 を 打つ ある 集団の 人々、 

(他の一 つ は） 体の ある 部分 は 隠す が、 ある 部分 は 美 を ひけら かすた めに 露に し （男性の 

心 を 良くない ことに） 向けさせ、 自ら も 悪に傾く 女達で ある。 

彼女 等の 頭 はさながら ラクダ のこぶ のように 片方に 傾いて いる。 

彼女 等 は 天国に は 入れない し、 その 芳香 さえ 知らないの だ。 

まこと、 その 芳香 はこれ これの 方向より 漂う ので ある」 と 申された。 



誤魔化しの 衣服 を 着用す る こと は 禁じられ ている 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

ある 婦人 力 《 「アツ ラ 一のみ 使い様、 私の 主人が 実際に は 私に くれて いないのに、 主人 は 
私に はくれ た、 等と (私の ダッラ （注） に） 言っても 良し、 ものでしょう か」 と 言いました。 
アツ ラーの み使い は 「与えられても いない 物 （を 与えられ たかの ように 思わせ、 それ） で満 
ち 足りて いるかの ような ふり をす る 者 は、 ズ一ル の 衣服 を 着用して いるよう な 者で ある」 と 
申された。 

(注) ダッラ は イスラ一 ム 教徒で 同一 の 夫 を もつ 妻 達の こと 

ァス マ一 ゥは 伝えて いる 

ある 婦人が 預言者の 所に 参りまして 「私の 夫に は 複数の 妻が ございます。 

それで、 夫が 私に くれても いないお 金 （を くれたと 偽って） 満ち足りて いるかの ような ふり を 

する こと は 罪悪な のでし ようか」 と 申しました。 

アツ ラーの み使い は 「与えられても いない 物で 、満ち足りて いるかの ような ふり をす る 者 は、 
ズ一ル の 衣服 を 着用して いるよう な 者で ある」 と 申されました。 
前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で 伝えられて いるもの も ある。 



礼儀の 書 



アブ一' 力一 シム という クニヤ （注) で 呼ぶ こと は 禁止され ている。 
また、 アツ ラーが 好まれる 名前に 関して 

(注) クニヤ は 現在で もよ く 耳に する 呼称 法で、 誰々 のお 父さん、 あるいは お母さん、 
または" 誰々 の 息子さん、 あるいは 娘さん" の 如くに 言う一 種の 人に 対する 呼び 方で 

あな。 

アブー' カーシ ムは 預言者の クニヤで あるが、 その 御 方の 場合 は 単に カーシ ム という 
息子が あつたと いう だけで はない。 

これに は アツ ラーから 授けられた 知識 を 広く 知らし める 者、 あるいは 戦利品、 ザ カート 
その他 アツ ラーから 授けられた 物 も 公平に 分配す る 者と いう 意味 も 含まれて いる 

アナ スは 伝えて いる 

ある 男が バキ一 ゥ （マディ一 ナの 墓地） で 一人の 男に 「おお アブ一 力一 シム よ」 と 呼んだ。 

すると アツ ラ一 のみ 使いが その 男の 方 を 向かれた。 

彼 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 私 は あなたに お声を掛け たのではありません。 

私 はこれ これの 者に 呼び掛けた のです」 と 言った。 

するとみ 使い は 「あなた 方 は 私の 名前 を 名付ける の はよ いが、 私の クニヤ （と 同じ クニヤ） 

で 呼ばれて はならない」 と 申された。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使 いはほ こと、 あなた 方の 名前で アツ ラ一 が 最も 好まれる 名 は アブ ドッ ラ一 
と アブ ドル' ラフ マーンで ある」 と 申された。 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 
われわれの 友人に 男の子が 生まれた。 
彼 は その子 を ムハンマドと 名付けた。 

すると 彼の 仲間 達 は 彼に 「われわれ は、 君 力 《 ァッラ 一のみ 使いのお 名前 を 子供に 付けた 

こと を 黙認 出来ない」 と 言った。 

彼 は 即刻 その子 を 背負って 預言者の 所に 連れて来た。 

そして 「アツ ラーの み使いよ、 私に 男の子が 生まれまして、 ムハンマドと 名付けました。 

すると 私の 友人 達 力 《 『君が 子供に アツ ラ一 のみ 使いのお 名前 を 付けた こと は 黙認 出来な 

し、』 と 言った のです」 と 告げた。 



その 時 アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方 は 私の 名前 を 名付けても よいが、 私の クニヤ （と 同 
じ クニヤ） で 呼ばれて はならない。 

それ は、 私が あなた 方に 対し (アツ ラーより 捜った もの を 公平に） 分配す る 分配者で あるか 
ら である」 と 申された。 

ジャー ビル' ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

われわれの 仲間の 一人に 男の子が 生まれた。 
彼 は その子に ムハンマドと 名付けた。 

そこで われわれ は 「君が み使いに これに 関して 相談す るまで は、 君 を アツ ラ一 のみ 使いの 
御名 前によ る クニヤで 呼ぶ わけに はいかぬ」 と 言った。 
それで 彼 は その 御 方 を 訪れ 「私に 男の子が 生まれまして、 その子に アツ ラーの み使いの 
お 名前 を 頂戴して 命名 致しました。 

しかし 私の 近隣の 者 達 は、 これにつ いて 私が 預言者に 話す まで は、 私 を その 名の 付いた 
クニヤで 呼ぶ こと を 拒否し ました」 と 言った。 

その 時、 その 御 方 は 「あなた 方 は 私の 名前 を 名付けても よいが、 私の クニヤ （と 同じ クニ 
ャ） で 呼ばれて はならない。 

私 こそが あなた 方の 間に (公平に) 分配す る 分配者と して 使わされた 者で あるから」 と 申さ 
れた。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられて いるが、 それに は 「私 こそが あなた 方の 間に 
(公平に） 分配す る 分配者と して 使わされた 者で あるから」 という 言葉 は 述べられて はいない 

ジャー ビル' ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方 は 私の 名前 を 名付けても よい 力、 私の クニヤで 呼ばれて 
はならない。 

まこと、 私 こそが 分配者で あり、 あなた 方の 間に （公平に） 分配す る 者で ある」 と 申された。 
アブ一 'バ クルの 話の 中に も 「あなた 方 は (私の） クニヤで 呼ばれて はなら なし、」 というよう 
に 述べられて いるが" クニヤで 呼ぶ" とし、 う 動詞が 他と 異なって いる。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

その 中で" み使い は 「私 は あなた 方の 間に （公平に） 分配す る 分配者と して 使わされた」 と 申され 

た" と 述べられ ている。 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 
アンサ一 ル の一 人に 男の子が 生まれた。 
彼 は 子供に ムハンマドと 名付けよ うとした。 



それで 預言者の 所に 来て （それにつ いて） 尋ねた。 

すると その 御 方 は 「アンサ一 ル達は (私の 意 を 理解して） 良き 処置 をした。 

あなた 方 は 私の 名前 を 名付けても よい。 

だが 私の クニヤで 呼ばれて はならぬ」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは、 異 つた 伝承 者 経路で 伝えられて いるが、 それら は 言葉に 僅少の 相違が ある。 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

われわれの 仲間の 一人に 男の子が 生まれた。 
彼 は その子に 力一 シムと 名付けた。 

われわれ は 「君の こと を アブ一' 力一 シム という クニヤで は 呼ばない し、 （君が その クニヤ 

を 採用した ことで は） 君 を 祝福 もしない」 と 言った。 

それで 彼 は 預言者の 所に 来て そのこと を 話した。 

すると その 御 方 は 「君の 子 を アブ ドル' ラフ マ一 ンと 名付けよ」 と 申された。 

前述の ハディ一 スの別 伝承で" 君 を 祝福 もしない" という 言葉が 述べられて いなし、 もの も ある。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アブ一 力一 シム (預言者の こと） は 「あなた 方 は 私の 名前 を 名付けても よいが、 私の クニ 
ャで 呼ばれて はならぬ」 と 申された。 

アム ル (伝承 者の一 人） は 「私 はこの 話 を アブ一 'フ ライラから 聞いた 力、 彼 は 『私 は （アツ 
ラ一 のみ 使いから 直接に） 聞いた』 と は 言わなかった」 と 述べた。 

ムギ一 ラ 'ビン 'シ ユウ バは 伝えて いる 

私が ナジュラーンに 来た 時、 その 地の キリスト教徒 達が 私に 尋ねて 「あなた 方 は （クル ァ 

—ン第 19 章 28 節で） 「ハール一 ン 姉妹 （マリア を 意図す る） よ」 と 読誦して いるが (ハ一 ル 
—ンの 兄弟） モ一ゼ は キリストより ずっと 以前の 方で ある。 

(従って マリア を" ハ一 ル一ン 姉妹よ" と 言って いるの は 事実に 反する のではないです か）」 
と 言った。 

そこで 私 は アツ ラ一 のみ 使いの 所に 行った 時、 この ことにつ いてお 尋ねした。 

するとみ 使い は 「（マリア 時代の） 人々 は、 彼等 以前に 生きた 預言者 達 や 聖人 達に 因んで 

名付けられて いたので ある」 と 申された。 



忌むべき 名前 、例えば ナ一 フィゥ やそれ に 類似の 名 を 付ける こと は 好ましく 

ない 



サム ラゼン 'ジ ユン ドブは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い はわれ われの 奴隸 に、 アフラ フ （成功した）、 ラバ一 フ （利潤）、 ャ サール 
(富裕) そして ナ一 フィゥ （有益な） の 四つの 名前 を 付ける こと を 禁じられた。 

サム ラゼン 'ジ ユン ドブは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「あなたの 奴 隸には ラバ一 フ という 名 を 付けて はならぬ。 
また、 ャ サール も アフラ フ もナ一 フィゥ もなら ぬ」 と 申された。 

サム ラゼン 'ジ ユン ドブは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「アツ ラ一 が 最も 好まれる お 言葉 は" アツ ラ一 に 称え あれ"" アツ ラ一 に 
栄光 あれ"" アツ ラ一 の 外に 神 はない"" アツ ラ一 は 偉大な り" である。 
あなたが アツ ラ一 について 思い起す 時、 それ を どの 順序で 唱えても 害 はない。 
また、 あなたの 奴 隸には 絶対に ャサ一 ル という 名 を 付けて はならぬ し、 ラバ一 フも ナジ一 
フ （ナ一 フィゥ と 同意） も アフラ フ もなら ぬ」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは 多くの 伝承 者 経路が ある。 

それらに は 奴隸の 名前に 関する こと だけで、 その他の 話に ついては 述べられて はいない。 
ジャ一 ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 ャァラ 一(高められた K バラカ （祝福）、 アフラ フ、 ャサ一 ル、 ナ一フ 
ィフ 等の 命名 の 禁止 を 望まれた。 

しかし その後、 その 御 方 は そのこと について は 触れず、 何も 言われなかった。 
こうして アツ ラーの み使い は 亡くなられて しまし、、 それらに ついては 禁止され なかった。 
次に ウマルが それの 禁止 を 望んだ が、 （結局） 彼 も それ を 放置した。 



悪い 名前 を 良い 名前に 変える のば 好ましい。 

バッラ という 名前 はザィ ナブ や ジュヮ イリヤ 等に 変える こと 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は （ある 女性の） ァ一 スィャ （注） という 名前 を 変えられた。 

そして 「あなた （の 名） は ジャミ 一ラ である」 と 申された。 

ァ ハマ ド (伝承 者の一 人） はこれ を 僅少の 言葉の 相違 を もって 伝えて いる。 

(注) ァ一 スィャ と は" 不従順な 女性" という 意味で ある 力、 これ は ジャ一 ヒリ一 ャ 時代に 付 
けられた もので、 恐らく その 意味 は 前述の ものと は 違って、 その 時代に は 歓迎され た 意 を 
もってい たものと 思われる。 

なお ジャミ 一ラは "美しい 女性" あるいは" 善良な 女性" の 意で ある 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

ウマルに はァ一 スィャ という 名の 娘が あった。 

アツ ラ一 のみ 使い は 彼女の 名 を" ジャミ 一ラ" とお 変えに なった。 

イブ ン'ァ ツバ一 スは 伝えて いる 

(預言者の 妻の一 人） ジュヮ イリヤ は 最初 は バッラ (敬虔な、 誠実な の 意） という 名前で あ 

つた。 

アツ ラーの み使い は 彼女の 名 を ジュヮ イリヤに お変えに なった。 

それ は その 御 方が 「み使い は バッラ の 許から 出て 来られた」 と言われ るの を 嫌悪され てい 

たからで ある （注）。 

この ハディ一 スは別 伝承 者 経路で は 言葉に 僅少の 相違 を もって 伝えられ てし、 る ものが あ 

る。 

(注） これにつ いての 理由 はこの 後 三つ 目の ハディ一 スに 述べられ ている 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

ザィ ナブ (という 女性） は 最初 は バッラ という 名前であった。 

すると 彼女 は r 自 ら （勝手に) 敬虐な 者で あると している」 と言われた。 

それで アツ ラーの み使い は 彼女 をザィ ナブと 名付けられた。 

ゥンム 'サ ラマの 娘ザィ ナブ は 伝えて いる 

私の 名 は、 最初 は バッラ といい ました。 

しかし、 アツ ラーの み使いが 私に ザィ ナブと 名付けて 下さいました。 



ところで ジャ フシ ュの 娘ザィ ナブが その 御 方の 所に 参りました。 

彼女の 名前 も 最初 はバ ッラ といい ました。 

それで、 その 御 方が (彼女 も) ザィ ナブと 名付けられ たのです。 

ムノ \ ンマド 'ビン' アム ル' ビン ■ ァタ一 ゥ は 伝えて いる 

私 は 私の 娘に バッラ という 名 を 付けた。 

すると アブ一 *サ ラマの 娘ザィ ナブが 私に 「アツ ラーの み使い はこの 名前 を 禁じられました。 
実は 私 も 最初 は バッラ と 名付けられ たのです。 

すると アツ ラーの み使い は 『あなた 方 は あなた 方 自ら を (勝手に) 敬虔な 者で あるな どと し 
て はならぬ。 

アツ ラ一 は あなた 方の 中の 敬虔な 人々 について は 誰よりも 良く 御存知で ある』 と 申され ま 
した。 

その 時 彼等 (教 友達） は 「われわれ は 彼女に 何と 命名 致しましょう」 と 言った。 
すると その 御 方 は 「彼女 をザィ ナブと 名付けよ」 と 申された。 



王 達の 王と 名付ける こと は 禁止され ている 



アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

預言者 は 「アツ ラ一 の 御 許で 最も 卑しまれる 名前の 者 は" 王 達の 王" と 名付けられた 者で 
ある」 と 申された。 

イブ ン 'アブ一' シャイ バは 彼の 話の 中で" その 御 方 は 「至高 偉大なる アツ ラ一 以外に 支配 
者 はない」 と 申された" と 付加して いる。 

ァ シュア シ一 は 「スフ ヤーン は 『 （ペルシャの） シャ 一ゾ ヽ一ン ■ シャ一 のように』 と 言った」 と述 

ベた。 

ァ ハマ ド 'ビン ■/ ヽン バル は 「私 は アブ一 ■ アム ルに" Akhna'u" の 意に ついて 尋ねた。 
すると 彼 は 『レバ Aw da'u (最も 下劣な） の 意で ある』 と 言った」 と 述べた。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

彼 は 多くの ハディ一 スを 伝えて いるが その 中の一 つで、 アツ ラーの み使い は 「復活の 日 、 
アツ ラーの 最も 厳しい お 怒リを 受け、 懲罰 を 被る 最悪 人 は" 王 達の 王" と 呼ばれて いた 者 
である。 

アツ ラ一 を 除いて 王 は 無い」 と 申された。 



新生児に は 聖人 賢者よ リタ ハニー ク をしても らう ことが 望ましい。 

また その子 供に は アブ ドッ ラー、 イブ ラヒ一 ム その他 預言者の 名前 を 名付け 

るの が 好ましい 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

私 は アブ ドッ ラ一 ゼン' アブ一' タル ハ 'アンサ一 リ一 が 生まれた 時、 彼 を アツ ラ一 のみ 使 

いの 所に 連れて行った。 

その 御 方 は 羊毛の 上着 を 召され、 ラクダ に 液体 樹脂 （皮膚病の 薬) を 塗って おられた。 
み使い は （私の 用件 を 察し） 「君 はなつ め 椰子の 実 を 持って います か」 と言われた。 
私 は 「はい」 と 答え、 その実 を 幾つか その 御 方に 差し出した。 
み使い は それ を 口に 入れて 嚙 まれ、 幼児の 口 を 開けて その 口 にお 入れに なった。 
すると その子 は それ をな め 始めた。 

アツ ラーの み使い は 「（見なさい） アンサ一 ル はなつ め 椰子の 実 を 好む」 と 申され、 彼をァ 
ブド ッラ一 と 名付けられた。 

アナ スは 伝えて いる 

アブ一' タル ハの 息子 は 常々 健康が 優れない と 言って いた。 
アブ一' タル ハが 旅に 出た 後、 その子 供 は 亡くなって しまった。 
彼が 帰った 時 r 息子 はどう した か」 と 尋ねた 。 

(彼の 妻） ゥンム 'スライム は 「彼 は （既に 事切れて） 以前より 安楽に してお ります」 と 言った。 

そして 彼の 所に タ食を 運んで 来た。 

彼 は 夕食 を 済ませてから、 妻と 夫婦の 交わり を もった。 

その後 彼女 は 「子供 を 埋葬す る 用意 をして 下さい」 と 言った。 

朝になる と アブ一' タル ハは アツ ラ一 のみ 使いの 所に 行き （彼の 家の 出来事 を） その 御 方 

に 告げた。 

すると 「あなた 方 は 昨夜 ベッド を 共に しました か」 と 申された。 
彼 は 「はい」 と 言った。 

その 御 方 は 「おお アツ ラ一、 彼等 二人に 祝福 を 垂れ 給え」 とお 祈り 下さった。 
こうして 彼の 妻に 男の子が 授かった のであった。 

アブ一 • タル ハは私 （ァ ナス 'ビン' マ一 リク） に 「この 子 を 抱いて 預言者の 所に 連れて行つ 
て くれ」 と 言った。 

私 は その子 を 預言者の 所に 連れて行った。 

その 時 彼女 は その子 供と一 緒に なつめ 椰子の 実 を 持たせた。 

預言者 は その子 を 抱かれ 「君 は （タハ 二一 ク （注） のた めの） 何 か 持って いるか」 と 申され 

た。 

すると そこに 居た 教 友達が 「はい、 なつめ 椰子の 実が ございます」 と 言った。 



預言者 は それ をお 取りに なって 嚙 まれた。 

そして それ を 子供の 口 に 入れ、 それで 子供の 口蓋 を こすられた。 

その 新生児 は そこで、 アブ ドッラ 一と 名付けられた。 

(注) タハ 二一 クの 説明 は 前述した 力、 これ は 有徳の 人物に ハディ一 ス にある ような 行為 
をしても らう ことで、 子供に 祝福が あると 考えられ ている 

前述の ハディ一 スはァ ナス を 根拠と して、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ 一'ムーサ一 は 伝えて いる 

私に 男の子が 生まれた。 

私 は その子 を 預言者の 所に 運れ て 行った。 

その 御 方 は 彼に イブ ラ一 ヒ一ム と 名前 を 付けて 下され、 なつめ 椰子の 実で タハ 二一 ク をし 
て 下された。 

ウル ヮゼン 'ズ パイルと ファーティマ' ビン ドム ンジル 'ビン 'ズ パイル は 伝えて いる 

ァス マ一 ゥ 'ビンド アブ一 'バ クル は （マッカから マディ一 ナヘ) 移住した 際、 アブ ドッ ラ一 

ビン 'ズ バイ ルを身 ごもって いた。 

彼女が クバ一 ゥに 着く と、 そこで アブ ドッラ 一を 出産した。 

それから 彼女 はタハ 二一 ク をしても らうた めに 子供 を アツ ラ一 のみ 使いの 許に 連れて行つ 

た。 

み使い は 彼女から その子 供 を 抱き 収リ 膝の 上に 置かれた。 
その後、 なつめ 椰子の 実 をお 求めに なった。 
ァー イシ ャは （次のように） 言った。 

私達 はなつ め 椰子の 実 を 見つける まで しばらくの 間 そこに 止まりました。 

(それが 手に入ります と） その 御 方 は それ を嚙 まれました。 

そして それ を 唾液と 共に 子供の 口の 中に お入れに なりました。 

まこと、 最初に 子供のお 腹に 入り ましたの は アツ ラーの み使いの 唾液でした。 

次に ァス マ一 ゥは （次のように） 言った。 

それから その 御 方 は 子供 をお 撫ぜ になり、 祝福され て アブ ドッラ 一という 名前 を 付けて 下 
さいました。 

この 子が 7 才か 8 才 になり ました 時、 アツ ラ一 のみ 使いに 忠誠の 誓い をし に その 御 方の 所 
に 参りました。 

それ は （父親の） ズ パイルが 子供に 命じた のです。 

アツ ラ一 のみ 使い は 息子が その 御 方の 所に 参上す る 様子 を 御覧に なって 微笑され ました。 
その 日 息子 は その 御 方に 忠誠の 誓い を果 しました。 



ァス マ一 ゥは 伝えて いる 

私 は マッカで アブ ドッラ 一ゼン ■ ズ/ く ィルを 妊娠し ました。 

それで 私 は 臨月 に （移住の ため マッカ を） 出た のです。 

やっと マデイーナに 着き、 クバ一 ゥに 泊り ました。 

そこで 子供 を 産んだ のです。 

その後 私 は アツ ラ一 のみ 使いの 所に 参りました。 

その 御 方 は 子供 を 膝の 上に 置かれ、 なつめ 椰子の 実 をお 求めに なりました。 

そして それ を嚙 まれ、 その 御 方の 唾液 を 子供の 口に 入れました。 

従って 子供のお 腹に 最初に 入り ましたの は アツ ラ一 のみ 使いの 唾液です。 

その後 その 御 方 はなつ め 椰子の 実で その子の 口蓋 を こすられました。 

そして 子供の ために 幸 多 からん こと を 祈願され、 祝福して 下さいました。 

この 子 は イスラ一 ム 時代に 入って 最初に 生 を 受けた 子供でした。 

アブ一 'バ クルの 娘ァス マ一 ゥは 伝えて いる 

私 は アブ ドッラ 一ゼン 'ズ パイル を 妊娠して いる 時、 アツ ラーの み使いの おられる 所に 移 
住して 行きました。 

残余の 話 は 前述の ものと 同一 である。 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いの 許に よく 新生児が 連れて来られました。 

その 御 方 は 彼等 を 祝福され、 なつめ 椰子の 実を嚙 まれ、 それで 子供達の 口蓋 を こすって 

上げて おられました。 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

私達 はタハ 二一 クを していた だくた めに、 アブ ドッラ 一'ビン' ズ パイル を 預言者の 許に 連 
れて 参りました。 

でもな つめ 椰子の 実 を 入手す るの が 大変 困難でした。 

サ フル 'ビン 'サ アド は 伝えて いる 

ムン ジル' ビン' アブ一' ウサイ ドは 生まれた 時 アツ ラ一 のみ 使いの 許に 連れて来られた。 
預言者 は その子 を 膝に 置かれ、 ゥ サイド は その 側で (タハ 二一 クが 終る の を 待って) 座つ 
ていた。 

だが 預言者 は (子供 を 膝の 上に 置いた まま) 御前の 何事 かに 忙しく されて いた。 
アブ一 'ゥ サイド は アツ ラ一 のみ 使いから 自分の 子供 を 退かせる よう 命令 じた。 
人々 は その子 を 取り 退けた。 

この 時み 使い は 突然 思い出された ように 「幼児 は 何処か」 と 申された。 



アブ一' ゥ サイド は 「アツ ラーの み使いよ、 われわれが 退かせました」 と 言った。 

すると その 御 方 は 「その子の 名 は 何 か」 と 申された。 

彼 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 何々 です」 と 言った。 

その 御 方 は 「いや、 それ はだめ だ。 彼の 名はム ンジル である」 と 申された。 

このよう にして その 日 、 その 御 方 は 子供 をムン ジルと 命名 して 下された。 

ァ ナス 'ビン ■ マ 一リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 何人も 比肩し 得な し、、 高潔な 品性 を 供えて おられた。 

時に、 私に は アブ一 'ゥ マイルと 呼ばれて いた （幼い） 兄弟が あった。 

私 は、 彼 は 既に 離乳され ていたと 思う が アツ ラ一 のみ 使いが わが 家に 来られた 時、 彼 を 

御覧に なり 「（やさしく) アブ一 ゥ マイルよ、 雀 はどうして しまったの」 と 申された。 

彼 は その 時 （死んだ) 雀と 遊んで いたのであった。 



他人の 子供に 対して" 我が 息子よ" と 呼びかけても かまわない 



ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 私 を 「わが 息子よ」 とお 呼びに なった。 

ムギ一 ラ 'ビン 'シ ユウ バは 伝えて いる 

私 程に ダッジ ャ一ル （注） について アツ ラ一 のみ 使いに お尋ねした 者 は 他に は 無い。 
その 御 方 は 私に 「わが 息子よ、 君 は それの 何 を 心配す るの か。 
彼が 君 を 害する こと はない」 と 申された。 

私 は 「人々 は、 彼 は 水を湛 えた 多くの 河川 や パンの 山々 を 所有して いると 主張して ぉリま 
す」 と 言った。 

その 御 方 は 「彼に 言われて いるよう な 事 は アツ ラ一 にの み 可能な ことで あり、 低級な 能力 
の 彼に は、 そのような こと は 出来ない ことで ある」 と 申された。 

(注) ダッジ ャ一ル は 前述され ている。 

それ は 偽 救世主の ことで、 この 世の 終末 期に 現れる とされて いる 

前述の ハ ディース は 別 伝承 者 経路で 伝えられて いるが それに は 言葉に 僅少の 相違が あ 

る。 



他人の 家に 入る 時の 許可の 求め 方に ついて 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 伝えて いる 

私 は マディ一 ナ にある アンサ一 ル 達の 集会所に 座って いた。 

そこへ アブ一 ■ ムーサ一 が 驚 怖の 体 をな し、 あるいは 脅え て やって来た。 

われわれ は 「どうした のか」 と 言った。 

その 時 彼 は （次のように） 話した。 

ウマルが 私に 来る ように 使い を 寄越した。 

私 は 彼の 家の 入口に 立って 三度 挨拶した が 彼 は 応えなかった。 

それで 私 は 帰って来て しまった。 

すると ウマル は 「何故 来なかった の 力、」 と 言った。 

私 は 「本当に、 私 は あなたの 所に 行きました。 

そして 入口の 所で 三度 挨拶し ましたが 返事 をす る 者はありませんでした。 

それで 私 は 帰った のです。 

アツ ラ一 のみ 使い は 『あなた 方 は 誰でも 三度 許し を 求め、 それで 許しが 無い 場合 は 帰る ベ 
きで ある』 と 申されました」 と 言った。 

すると ウマル は 「君の 言った ことにつ いて 証人 を 連れて 参れ、 さもな くば 君に 労役 を 課す 

る」 と 言った (注）。 

ゥ バイ ュゼン '力 アブ は 「（そのような 事柄で は） 人々 の 中で 最も 若い者 以外 は 君の 証人 

に はならないで あろう」 と 言った。 

すると アブ一サイ一 ドは 「私が 一番 年少です」 と 言った。 

(注） これ は ウマルが アブ 一'ムーサ一 を 疑って そのよう に 言った ので はない。 

彼が 意図す ると ころ は、 いやしくも ハディ一 スを 伝える 者 は、 たとえ それが 良く 知られて い 

た 話で あっても 厳格 かつ 慎重で あるべき こと を 認識させる ことにあった。 

なおこの ハディ一 スの 内容 は 人々 の 間で 良く 知られて いたた めに、 最も 年の 若い者で も、 

その 証人と して は 十分で あると された ので ある 

前述 同様の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

その 中で イブ ン 'アブ一' ウマル は 「アブ一 ■ サイ一 ドは 『私 は 彼と 共に ウマルの 所に 行き 証言した』 

と 言った」 という 話 を 付加して いる。 

アブー. サイ— ド 'フ ドリ— は 伝えて いる 

われわれ はゥ バイ ュ 'ビン' 力 アブの 家の 近くの 集会所に いた。 
そこへ アブ一' ムーサ一' アシュアリーが 怒って やって来て 立ち 止った。 
そして 「私 は アツ ラーに 誓って、 あなた 方に 御 願いす る。 



あなた 方の 中の 誰か、 アツ ラ一 のみ 使いが 『許し を 求める の は 三度 だけ、 それでもし 許さ 
れれば (入れ）、 さもなければ 立ち去る がよ い』 と 申された の を 聞いた でしよう か」 と 言った。 
ゥ バイ ュは 「それが どうしたと いうの か」 と 言った。 

彼 は 「私 は 昨日、 ウマル ゼン' ハッタ一 ブに （家に） 入る 許可 を 三度 求めた。 
しかし 彼 は 私に それ を 許さなかった。 
それで 私 は 帰って しまった。 

そして 今日、 私 は 彼の 許に 行き 「私 は 昨日 訪れ、 三度 挨拶し、 （お 声が 無い ので) 帰リ まし 
た」 と 彼に 告げた。 

彼 は 「確かに われわれ は 君の 声 を 聞いた が、 その 時 は 手が 離せなかった。 

だが どうして 君 は 許しが 得られる まで それ を 請わなかった のか」 と 言った。 

彼 は 「私 は アツ ラーの み使いから お聞きした （方法で) 許し を 求めた のです」 と 言った。 

ウマル は 「アツ ラーに 誓し、、 もし 君が そのこと についての 証人 を 連れて来ないなら、 私 は 

君の 背 や 腹 を 打ち据えて やる」 と 言った。 

ゥ バイ ュ 'ビン' 力 アブ は 「アツ ラ一 に 誓って、 われわれの 中で 最も 若い者で なければ 君の 

証人に はならない であろう。 

おお アブ一 ■ サイ一 ドょ、 君が (証人に） 立て」 と 言った。 

それで 私 は ウマルの 所に 来て 「私 は アツ ラ一 のみ 使い 力、 その 言葉 を 申される の を 聞き ま 

した」 と 言った。 

アブ一 ■ サイ一 ドは 伝えて いる 

アブ一' ムーサ一 は ウマルの 家の 入口の 所に 来た。 

そして （家に 入る） 許し を 求めた。 

すると ウマル は 「それで一 度」 と 言った。 

彼 は 二回 目の 許し を 求めた。 

ウマル は 「それで 二度」 と 言った。 

彼 は 三回 目の 許し を 求めた。 

ウマル は 「それで 三度」 と 言った。 

アブ一 'ム 一サ 一は それ 以上 許し を 求める ことなぐ 帰って しまった。 
ウマル は 彼の 後 を 追わせ、 連れ戻した。 

そして 「もし 今の 行為 力、 君が アツ ラーの み使いよ りお 聞きして 覚えて いた ことで あると し 

たら、 その 証人 を 連れて来 るが よい。 

さもなければ みせしめ として 君 を 厳罰に 処 する」 と 言った。 



アブ一 ■ サイ一 ドは （次のように） 言った。 

それで 彼 はわれ われの 所に 来て 「あなた 方 は アツ ラ一 のみ 使い 力 《 『許可 を 求める こと は 三 
度 だけ』 と 申された の を 御存知で はない か」 と 言った。 



すると 彼等 は 笑い出した (注）。 

その 時 アブ一' サイ一 ドは 「ムス リムで ある あなた 方の 兄弟が 恐れて、 あなた 方に （支援の 

手 を 求めて） 来たと いうのに 笑って いると は （何事です か） 

よろしい、 急いで 行きましょう。 

私が その 罰 を あなたと 共に 受けましょう」 と 言った。 

それで 彼 は アブ一' ムーサ一 に 同行した。 

彼 は （ウマルに） 「これ は (証言に 立つ） アブ一 サイ一 ド です」 と 言った。 

(注) 教 友達が 笑った の は アブ一 ■ ムーサ一 の 言う ハディ一 スカ 《 よく 知られた もので、 ゥマ 
ルの 処罰な ど あり 得ない という 確信が あつたから である。 
また、 家に 入る 許可 を 求める の は 三度まで について、 その 第一 回目 は 訪問者の 来訪 を 示 
す 挨拶、 二回 目 は 姓名 を 名乗って 自己 を 明らかにする もの、 三回 目 は 同姓 同名の 者 も あ 
るので これ を はっきりさせる ための 言葉、 例えば クニヤ 等 を 名乗る ものである 

前述 同様な ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

ゥ /《イド' ビン 'ゥ マイル は 伝えて いる 

アブ一' ムーサ一 は ウマルの 家に 入る 許し を 三度 求めた。 

だが 彼 は ウマルが (何 かに） 忙殺されて いるよう に 思えた ので 帰って しまった。 

その 時 ウマル は （家族の 者に） 「君 は 今、 アブ ド ッラ一 ■ ビン ■ 力 イス (アブ一 ■ ムーサ一 のク 

ニヤ） の 声 を 聞かなかった か。 

彼 を 家に 入れよ」 と 言った。 

それで 彼 は 呼び戻された。 

ウマル は 「君が 即刻 帰って しまったのに はわけ が あるの か」 と 言った。 

彼 は 「まこと、 われわれ はそう する ように 命じられて 来ました」 と 言った。 

ウマル は 「よし、 その 証人 を 連れて来 るが よい。 

さもな くば 君 を 厳罰に 処 する」 と 言った。 

それで 彼 は 急ぎ (アンサ一 ル 達の） 集会所へ 行った。 

彼等 は 「君の 証言に はわれ われの 中の 最 年少者 以外に は 立たないで あろう」 と 言った。 

それで アブ一 ■ サイ一 ドが 証言に 立ち 「われわれ はそう する よう 命じられ ておりました」 と 証 

言した。 

ウマル は 「私 は 市場での 取り引きに 気 を 奪われて （注）、 今日まで アツ ラ一 のみ 使いの 御 
命令であった この こと 力、 私の 脳裏から 薄れて しまって いた」 と 言った。 

(注） 日々 の 生活に 忙殺されての 意 



前述の ハディ一 スは別 伝承 者で も 伝えられ ている。 

しかし それに は" 市場での 取り引きに 気 を 奪われて" という 言葉 は 述べられて はいない。 

アブ一 ■ ムーサ一' アシュアリー は 伝えて いる 

アブ一 ■ ムーサ一 は ウマル' ビン' ハッタ一 ブの 所に 来て 「アツ サラ一 ム' アレイ クム、 ここに 

参り ましたの は アブ ドッ ラ一 ■ ビン '力 イスです」 
だが 彼 は 入る 許し を 与えなかった。 

そこで 彼 はまた 「アツ サラ一 ム 'アレイ クム、 ここに アブ一' ム一サ 一（と 彼の クニヤで 名乗 
つた） がお 訪ねして います。 

アツ サ ラーム' アレイ クム、 ここに アシュアリーが お訪ねして います」 と 言った。 
そして 彼 は 帰って しまった。 

すると ウマル は 「彼 を 私の 所に 連れ戻せ、 彼 を 私の 所に 連れ戻せ」 と 言った。 

彼が 戻って 来る と ウマル は 「アブ 一'ムーサ一 よ、 何故 帰って しまった のか、 われわれに は 

(手の 離せぬ) 仕事が あつたの だ」 と 言った。 

彼 は 「私 は アツ ラ一 のみ 使い 力^ 許し を 求める の は 三度まで、 それでもし 許されれば （中に 
入れ）、 さもなければ 立ち さる 力ない』 と 申される の を 聞きました」 と 言った。 
ウマル は 「よし、 君 は それに 対する 証人 を 連れて 参れ、 さもな くば 厳罰に 処す るであろう」 
と 言った。 

それで アブ一' ムーサ一 は (教 友達の） 所に 行った ので ある。 

ウマル は 「もし 彼が 証人 を 見つけられれば、 夕刻、 あなた 方 は 彼 を ミン バルの 近くに 見出 

すであろう。 

だ 力、 もし、 彼が 証人 を 見つけられなければ、 彼 は そこに は 居ないで あろう」 と 言った。 

夕刻に なると、 人々 は 彼が (その 場所に 居る の を) 見た。 

ウマル は 「アブ一 ■ ムーサ一 よ、 君が 言った ことにつ いて 証人 を 見つけた か」 と 言った。 

彼 は 「はい、 （それ は） ゥ バイ ュ 'ビン' 力 アブです」 と 言った。 

ウマル は 「よろしい、 彼 は 信頼 出来る 者で ある」 と 言った。 

そして 「アブ一' トウ ファイル （ゥ バイ ュの クニヤ） よ、 彼が 言って いる こと は 何 か」 と 言った。 

ゥ バイ ュは 「イブ ン 'ハッタ一 ブ様、 私 は アツ ラーの み使いが そのよう に 申される の を 聞き 

ました。 

絶対に、 アツ ラーの み使いの 教 友に 対し 厳しい お 仕 打な どなさい ません ように」 と 言った。 
ウマル は 「アツ ラーに 称え あれ、 私 も それに ついては ある 程度 聞いて はいたが、 確信 を 得 
たかった の だ」 と 言った。 

前述の ハディ一 スは別 伝承 者で も 伝えられ ている。 
しかし、 それで は （次の 部分に） 若干の 相違が ある 
(すなわち） 彼 （ウマル） は 「アブ一 *ム ンジル よ、 君 はこれ を アツ ラ一 のみ 使いより お聞きし 

たの か」 と 言った。 



彼 は 「はい （聞きました）。 

イブ ン 'ハッタ一 ブ様、 どうか アツ ラ一 のみ 使いの 教 友に 対し、 厳しい お 仕打ちな どなさい 
ません ように」 と 言った。 

だ 力、 これに は ウマルが 言った とする 「アツ ラ一 に 称え あれ」 やその 他の 言葉 は 述べられ 
てはいない。 



訪問者 は" どなたで すか" と 問われた 時" 私です" という 答え をす るの は 好ま 
しくない 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使い をお 訪ねして お声を掛けた。 
すると 預言者 は 「誰か」 と 申された。 
私 は 「私です」 と 言った。 

すると その 御 方 は 「私です、 私です、 （と は 何 か）」 と 申されながら 出て 来られた （注）。 

(注) 前述の ように、 先ず 挨拶の 言葉 を 述べ、 次に 自分の 姓名 を 名乗 リ、 そしてな お 相手 
が 分らない と 判断した 時 は クニヤ を 述べる の 力 《 イス ラームの 教える 礼儀で ある 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

私 は 預言者に、 その 御 方の 家に 入る 許可 を 求めた。 
すると その 御 方 は 「誰か」 と 申された。 
私 は 「私です」 と 言った。 

み使い は 「私です、 私です （と は 何 か）」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている 力、 それらに は 言葉に 若干の 相違 

が 見える 

(すなわち）" その 御 方 は 「私です、 私です」 という 言葉 をお 嫌いに なって いるよう であった" 
(という 部分で ある） 



他人の 家を視 くこと は 禁止され ている 

サ フル ■ ビン 'サ アド' サ一ィ ディ一 は 伝えて いる 

ある 男が アツ ラ一 のみ 使いの 家の 戸の 穴から 司 見き 見 をして いた。 
その 時、 アツ ラーの み使い は 頭 を搔く （櫛の ような） 道具 を 手に して おられた。 
ややあって み使いが その 男に 会われた 時 「もし 私 力、 君が 私 を 司 見き 見して いるの を 知って 
いたら、 その 道具で 君の 目 を 突き刺して いたであろう」 と 申され、 また 「そもそも 許可 は視 
線 を 向ける ことのた めに 置かれた の だ」 と 申された。 

サ フル ■ ビン 'サ アド' サ一ィ ディ一 は 伝えて いる 

ある 男が アツ ラ一 のみ 使いの 家の 戸の 穴から 視き見 をして いた。 

その 時 アツ ラ一 のみ 使い は 頭を搔 〈道具 を 手に して おられた。 

アツ ラ一 のみ 使い は その 男に 「もし 私が、 君が 視き見 をして いるの を 知っていたなら、 君の 

目 を これで 突き刺して いたであろう。 

アツ ラ一 は 許可 を 視線 を 向ける ことのた めに 置かれた の だ」 と 申された。 
前述の ハディ一 スはサ フル 'ビン' サ一ィ ディ一 を 根拠と し、 言葉に 僅少の 相違 を もって 他 経路で も 

伝えられ ている 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

ある 男が 預言者の 部屋の一 っを視 いていた。 

その 御 方 は 幅広の 鉄の 矢 じり、 または 数個の それ を 手に 取って その 男の 所に 立って 行か 

れた。 

私 （伝承 者） は アツ ラ一 のみ 使いが それで その 男 を 突き刺す ために 立って 行かれた ので 
はない かと 注目して いた。 

アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 

預言者 は 「他人の 家 を 許可な く 司 見き 見す る 者の 目 はくり 抜いても 差し支えない」 と 申され 

た。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「誰かが 許可な くして あなた を 凝視し、 あなたが その 者に 石 を 投げて 
その 者の 目 を 潰す ような ことがあった としても、 あなたに は 罪 は 無い」 と 申された。 



無意識の 凝視に ついて 

ジャ リール' ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

私 は アツ ラーの み使いに 無意識に （誰か を） 凝視して しまった 場合に ついて お尋ねした。 
すると その 御 方 は、 私が 視線 を 直ちに そらす よう 御 命じに なった (注）。 



(注） このような ハディ一 スを 論拠と して、 多くの 学者 達 は 婦人が 面 を 覆う 必要 はない と 言 
つてい る。 

しかし 現在 も そのような 習慣が 見られる の は スンナ による ものである 
前述の ハディ一 スは、 他の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



挨拶の 書 



乗リ 物に 乗って いる 人 は 歩行者に、 また 小 グループ は大 グループに 最初に 
挨拶す る こと 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「乗り物に 乗って いる 者 は 歩行者に 挨拶し、 歩いて し、 る 者 は 座って い 
る 者に、 また 小 グル一 プは大 グル一 プに (最初に) 挨拶 をす る」 と 申された (注)。 



(注) 少ない 人数の 方が 挨拶の 伝達 を 合わせ 易い からで あると される 



歩道に 座る 場合 は 必ず 挨拶 を 行う こと 



アブ一' タル ハは 伝えて いる 

われわれが 家の 前に 座って 話して いると、 アツ ラ一 のみ 使いが 来られて われわれの 側に 
お立ちに なった。 

そして 「あなた 方 は 歩道に 座って 集会 を 開いて いるの はどうい うこと か。 
歩道の 集会 は 避けよ」 と 申された。 

われわれ は 「しかし われわれ は （通行人の） 迷惑に ならない ように 座って おります。 
そして 色々 な こと を 回想し 合し、、 また 話し合って いるので す」 と 言った。 
すると その 御 方 は 「もし、 その 場所が どうしても 必要であるなら、 道路で 果 すべき 義務 は遵 
守せ よ。 

それ は (凝視す る こと を 禁じられて いるもの を 見ないた めに) うつ 向いたり、 挨拶 や 良き 言 
葉 を 交したり する ことで ある」 と 申された。 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方 は 歩道に 座らぬ よう 気をつけよ」 と 申された。 

教 友達 は 「アツ ラーの み使いよ、 われわれ 力 《 ここに 座って 話し合う こと は 避けられな いの 

です」 と 言った。 

み使い は 「あなた 方が どうしても そこに 座らねば ならなら ない のなら、 道路で 果 すべき 義 

務は 遵守せ よ」 と 申された。 

彼等 は 「その 義務と は 何です か」 と 言った。 

その 御 方 は 「見る こと を 禁じられた ものから 視線 を 転ずる こと、 挨拶 を 交わす こと、 そして 
善行 を 勧め、 邪悪 を 禁止す る ことで ある」 と 申された。 
前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



ムス リムが 他の ムス リムに 対して 行うべき こと は 良き 挨拶で ある 



アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「ムス リムが 他の ムス リムに 対して 行うべき 正しい 事柄 は 五つで ある。 
(すなわち） 挨拶 を 交わす こと、 

誰 力、 がくしゃみ をした 時 は" ャル ハム 力' アツ ラ一" （アツ ラ一 が あなたに 御 慈悲 を 垂れます 
ように） と 言い、 それに 対して" アル ハムド リツ ラ一" （アツ ラ一 に 称え あれ） と 応ずる こと、 
病人 を 見舞う こと、 

そして 葬儀に 参列す る ことで ある」 と 申された。 

アブ ドル 'ラッ ザ一 ク (伝承 者の一人） は 「この ハディ一 ス はマァ マルが ム ルサル （注） として 
ズフリ 一を 根拠と して 伝えて いた。 

だが 彼 (ズ フリー） は、 一度 は、 イブ ン 'ム サイ ャブ そして アブ一 'フ ライラに さか 上る 伝承 
者 経路 を 伝えて いた」 と 言った。 

(注) 伝承 者 経路から 何 かの 理由で、 それ を 伝えた 教 友の 名前が 欠けて しまって はいる 力、 
信頼に 足る ハディ一 ス のこと 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「ムス リムが 他の ムス リムに 対して 行うべき 正しい 事柄 は 六つ ある」 と 
申された。 

すると 「アツ ラーの み使いよ、 それ は 何です か」 と言う 声が あった。 
その 御 方 は 「あなたが 彼 (他の ムス リム） に 会った 時 は 挨拶 をす る こと、 
彼が 食事に 招待したら それ を 受ける こと、 
彼が あなたの 助言 を 求めたら それに 応える こと、 

彼 力 《しゃみ をしたら" ャル ハム 力' アツ ラ一" と 祈願し、 彼 は" アル ハムド リツ ラ一" と 唱える 

彼が 病気に なった 時 は 見舞う こと、 

そして 彼が 亡くなった 時 は 葬儀に 参列す る ことで ある」 と 申された。 



聖典の 民に 対して は ムス リムからの 挨拶 は 控える こと、 また、 彼等に 挨拶 さ 
れた 場合の 応答に ついて 

ァ ナス 'ビン ■ マ 一リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「聖典の 民 （注 1) が あなた 方に 挨拶した 時 は" ヮ 'ァ ライ クム （そして、 

あなた 方の 上に も)" と言うが よい」 と 申された (注 2)。 

(注 1 ) 聖典の 民と は イスラ一 ム 教徒、 キリスト教徒、 ユダヤ教 徒 を 指す が、 ここで は 後の 
二者 を 意味して いる 

(注 2) ムス リム 同士で あれ は" ヮ 'ァ ライク ムッサラーム" と 応ずる 力、 この場合 は" ヮ 'ァラ 
ィ クム" とだけ 言う 

アナ スは 伝えて いる 

教 友達が 預言者に 「聖典の 民 達が われわれに 挨拶 をし ますが、 彼等に は どのように 応答 
する のでしょう 力、」 と 尋ねた。 

その 御 方 は 「" ヮ 'ァ ライ クム" と言うが よい」 と 申された。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「ユダヤ教 徒 達が あなた 方に 挨拶し、 彼等の 中の 誰かが" アツ サー 
ム 'ァ ライ クム （注）" （あなた 方の 上に 死が あります ように） と言うよ うな 場合 は、" ァ ライカ" 
(あなたの 上に も） と言うが よい」 と 申された。 

(注） これ は ムス リムに 対する 邪な 心 を 持つ 者の 呪の 言葉で ある 

前述の ハディ一 スは イブ ン 'ウマル を 根拠と し、 言葉に 僅少の 相違 を もって 他の 伝承 者 経路で も 伝 
えられて いる。 

ァ r シャは 伝えて いる 

一団の ユダヤ人 達が アツ ラ一 のみ 使いに 会う 許可 を 求めに 来て 「アツ ダーム 'ァ ライ クム 

(あなた 方の 上に 死が あります ように）」 と 言いました。 

それで 私 は 「あなた 方の 上に こそ 死と 呪いが あります ように」 と 言って あげました わ。 

すると アツ ラ一 のみ 使い 力 《 「ァ 一イシ ャょ、 まこと、 アツ ラ一 は 全ての 事柄に 優し さ を 好まれ 

る」 と 申されました。 

私 は 「でも、 あなた は 彼等が 言った 言葉 をお 聞きに なりませんでした か」 と 言います とみ 使 
いは 「私が 既に" ヮ 'ァ ライ クム （注）" と 言った の を （お前 は 聞かな 力、 つたの か）」 と 申され ま 



した。 

(注） これの 原義 は" あなた 方の 上に も" であるが、 ここで 意図され るの は" われわれ も あな 
た 方 も 皆 死す 定めに あり、 それにお いて は 平等で ある" の 意と されて いる 

前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられて いるが、 その 中で アツ ラ一 のみ 使い は 「私 は既 
に" ァ ライ クム" と 言った」 と 述べられて いるが" ヮ 'ァ ライ クム" の" ヮ" は 述べられて はいない。 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

預言者の 所に 幾人 かの ユダヤ人が 参リ まして 「アブ一' 力一 セム よ、 アツ サ一 んァ ライカ」 
と 言いました。 

その 御 方 は r ヮ 'ァ ライ クム」 と 申されました。 

私 は 「あなた 方の 上に こそ 死と お咎めが あります ように」 と 言って あげました わ。 

すると アツ ラーの み使いが r ァ一 イシ ャょ、 忌まわしい 言葉 を 使って はならぬ」 と 申され まし 

た。 

私 は 「あなた は 彼等が 言った こと をお 聞きに なりませんでした か」 と 申します と 「彼等が あ 
のように 言った 時、 私 は" ヮ 'ァ ライ クム" （そして、 あなた 方の 上に も） と 応答した の を （知ら 
な 力、 つたの か）」 と 申されました。 

前述 同様の ハディ一 スは 他に も 伝えられ ている。 

(それに は) ァ一 イシ ャは 彼等の 意図 を 理解し、 彼等 をのの しった。 

すると アツ ラ一 のみ 使い は 「これ、 ァ一 イシ ャ、 まこと、 アツ ラ一 は 忌まわしき 言葉 や 不潔な 言葉 は 

好まれない」 と 申された （と 述べられ ている） 

なお 伝承 者 は 「至高 偉大なる アツ ラ一 は ほた 彼等が あなたの 許に 来た 時、 アツ ラーが あなたに 対 

して 決して 挨拶され なかった 言葉 (死 を 意味す る 呪いの 言葉な ど) で」 （クル ァ一ン 第 58 章 8 節) か 
ら その 章の 最後まで 啓示され たと」 いう 言葉 を 付加して いる。 

ジャー ピルゼン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

ユダヤの 人達が アツ ラ一 のみ 使いに 挨拶し 「アツ サ一ム 'ァ ライカ、 アブ一' 力一 セム よ」 と 

B つた。 

すると その 御 方 は 「ヮ 'ァ ライ クム」 と 申された。 

すると ァ一 イシ ャが 怒って み使いに 「あなた は 彼等が 言った こと をお 聞きに ならなかった の 

です か」 と 言った。 

その 御 方 は 「確かに 私 は 聞いた。 

それで 彼等に 応えた の だ。 



まこと、 われわれの 彼等への 呪いの 祈願 は 聞きと どけられる 力、 彼等の われわれへの そ 
れは、 聞きと どけられぬ」 と 申された。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「ユダヤ教 徒 や キリスト教徒に は あなた 方の 方から 挨拶 は 行わぬ こと、 
もし あなた 方が 道で 彼等の一 人に 出合った 時 は (その 者の 安全 を 慮り） 道路の 端に 寄ら 
せる ようにせ よ」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは 言葉に 僅少の 相違 を もち 他の 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 
—つに は 「あなた 方が ユダヤ人 達に 会った 時」 と あり、 また 別の ものに は" 聖典の 民に (会 
つた 時 は）" と 述べられ、 別ので は 「あなた 方が 彼等に 会った 時 は」 と 述べられ ている。 
だが" 多神教 徒" と は 誰一 人と して 述べて はいない。 



子供達に 挨拶の 声を掛け るの は 好ましい ことで ある 

イブ ン' マ一 リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い はたまた ま、 少年 達の 近く を 通りかかられて、 彼等に 挨拶 をされ た。 
この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

サイ ヤール は 伝えて いる 

私が サ一 ビト 'ブナ一 ニーと一 緒に 歩いて いた 時、 子供達の 側 を 通りかかった。 
すると 彼 は その 子供達に 挨拶した。 
サ一 ビトは （次のように） 言った。 

私が ァ ナスと一 緒に 歩いて いた 時、 子供達の 側 を 通りかかった。 
すると 彼 は その 子供達に 挨拶した。 
アナ スは （次のように） 言った。 

私が アツ ラ一 のみ 使いと 御一 緒に 歩いて いた 時、 子供達の 側 を 通りかかった。 
すると その 御 方 は その 子供達に 挨拶され た。 



力一 テンが 開かれて いると か、 これに 類す る サインに よって 家に 入る ことの 
許可 を 与える ことに 関して 

イブ ン 'マス ゥ一ド は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 私に 「君 は （私の 家の） 力一 テンが 開いて いるの を 見る と 力、、 あるいは 
私の 静かに 話す 声 を 耳に した 等の 場合 は、 私が 禁じない 限り は 家に 入っても よい」 と 申さ 

れた (注）。 

(注) これ は イブ ン 'マス ゥ一ド の 預言者への 奉仕に 対する 特別の 計らいと される 



前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている 



女性が 外に 出て 用 を 足す ことにつ いて 

ァ r シャは 伝えて いる 

ベールの 着用が 婦人に 規制され てからの ことで ぁリ ました。 
サ ウダ は 用 を 足す ために 外に 出ました。 

彼女 は 体格の 良い 女性で、 女性 達の 間で も一 際 背が 高ぐ 彼女 を 知っている 者なら （たと 

え 衣服で 体 全体 を 覆って いても） 容易に 判別 出来ました。 

それで ウマル ゼン' ハッタ一 ブが 彼女 を 見て 「サ ウダよ、 アツ ラ一 に 誓って、 われわれに は 

あなた だと 容易に 見分けが つく。 

それ 故、 外出す る 際に は 十分 気 を 配る 力ない」 と 言いました。 

彼女 （ァ一 イシ ャ） は (次のように も） 言った。 

それで 彼女 は アツ ラ一 のみ 使いが 私の 家に おられます 所へ 引き返して 参りました。 

その 時み 使い は 夕食 をと つてお りまして、 その 御 方の 手に は 残り 肉が ついた 骨が 握られ 

ておりました。 

彼女 は 入って 来て 「アツ ラ一 のみ 使い様、 私 は 外出 致しました。 

すると ウマルが 私に （これこれの ように） 申しました」 と 言いました。 

その 時、 その 御 方に 啓示 （注） が 下されました。 

それが 過ぎました 時、 例の 骨 は その 御 方の 手に 握られた ままでした。 

その 御 方 は 「まこと、 あなた 方が 用 を 足す ための 外出 は 許可され た」 と 申された。 

アブ一 'バ クル （イマ一 ム- ムス リムに 伝えた 伝承 者） の 伝承に は" 彼女 は 女達の 中で も 並 

外れて 背が高い" と ある。 

なお アブ一 'バ クル は 彼の ハディ一 スに" ヒシャ 一ムは 「つまり 屋外に ある トイレに 行く こと 
である」 と 言った" という こと を 付加して いる。 

(注) 啓示に は 二つの 場合が あると される。 

その一 つ は 言語に よる 啓示、 他の一 つ は、 アツ ラ一 が 人間の 心の中に 吹き込まれる 示唆 
である。 

この ハ ディースの 場 含 は 後者で ある 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

その 中で は" 彼女 は 人々 の 中で も 並外れて 背の 高い 女性であった" あるいは" まこと、 その 御 方が 

夕食 を 取って おられる と" という 言葉に なって いる。 

ァ 一 イシ ャは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いの 妻 達が 用 を 足す 場合 は 夜、 （マディ一 ナの 外れの） 広々 とした 場所に 
出て 行きました。 



ウマル 'ビン' ハッタ一 ブは 日頃、 アツ ラ一 のみ 使いに 「あなたの 奥方 達に ベ一 ルの 着用 を 

遵守お させ 下さい」 と 進言して おりました。 

しかし アツ ラーの み使い はそう はされ ませんで した。 

ある 晚 暗くな つて、 預言者の 妻 達の一 人サ ウダ' ビン ト' ザムァ が 外に 出ました。 

彼女 は 背の 高い 女性でした。 

その 時 ウマルが 彼女に r サ ウダよ、 われわれ は あなた だと 直ぐ 分った」 と 声を掛けました 
が、 これ は 彼が （この 問題 を 深く 憂慮し) ベールに ついての 啓示 を 熱望しての 行為な ので 

す。 

ァ一 イシ ャ はまた （次のように も） 言った。 

それから 至高 偉大なる アツ ラ一 はべ一 ル に関する 啓示 を 下されました。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 



見知らぬ 女性と 二人 だけに なること、 また、 女性が一 人で いる 家に 入る こと 
は 禁じられ ている 

ジャー ビル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「結婚して いる 女性の 許に は、 彼女の 夫 または 三親等の 者 以外 泊つ 
て はならぬ」 と 申された。 

ゥ クバ' ビン 'ァ 一ミル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方 は （既婚の） 婦人 達の 所に は 入らぬ よう 配慮せ よ」 と 申され 

た。 

すると アンサ一 ル の一 人力 《 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 夫の 兄弟 はどうな のでしょう」 と 言った。 
この 御 方 は 「夫の 兄弟 は 死で ある （注）」 と 申された。 

(注) 結婚した 女性と その 夫の 兄弟との 関係 は、 他の いかなる 者 以上に 罪 を 犯し 易い 危険 
を はらんで ぉリ、 破滅 (死） に 結びつく の 意 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

イブ ン' ヮハブ は 伝えて いる 

私 は ライス' ビン 'サ アドが (次のように） 言う の を 聞いた。 

ハム ゥ という 言葉 は 夫の 兄弟、 または 夫の 近親者の 中の 誰かで、 （例えば) 従兄弟の よう 

な 者で ある。 

アブ ドッラ 一'ビン' アム ル 'ビン 'アース は 伝えて いる 

ハ一 シム 家の 幾人 かが ァス マ一 ゥ 'ビン ト 'ゥマ イスの 家に 入った。 
ややあって アブ一 'バ クル も 入って 行った。 
ァス マ一 ゥは アブ一 'バ クルの 妻であった。 

彼 は 家に 入った 者 達 を 見て (彼等が 彼に 無断で 家に 入った こと を) 快ぐ ほわなかった。 
彼 は それ を アツ ラ一 のみ 使いに 話し 「私 は (私の 妻に は） 全く やましい こと は 見て おり ませ 
ん」 と 言った。 

アツ ラ一 のみ 使い は 「まこと、 アツ ラ一 は、 彼女 は 潔白で あると された」 と 申された。 
そして その 御 方 は ミン バルに 立 たれ 「本日 以後、 夫が 不在の 女性の 所に は 誰か 人 を一 人、 
あるいは 二人 伴わない 限リ 絶対に 入って はならぬ」 と 申された （注）。 

(注) これ は アブ一' バ クルの 単なる 嫉妬から 起こった 話の ようで ある 



他人の 妻 または 法的に 結婚が 禁じられ ている 間柄の 女性 を 伴って いる 場 
合 は" これ は 誰々 です" と 素姓 を 明白に する ことが 好ましし、 



アナ スは 伝えて いる 

預言者が その 御 方の 奥方と一 緒に おられた 時、一 人の 男が 近く を 通りかかった。 
すると その 御 方 は 彼 を 呼んだ。 

彼が 近くに 来る と 「某よ、 これ は 私の 妻で 名 はこれ これで ある」 と 申された。 

すると 彼 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 たとえ 私が 人 を 疑うよう な ことがあった としても、 あなた 

について は 何も 疑って はおりません」 と 言った。 

すると アツ ラ一 のみ 使い は 「まこと、 サタン は 人間の 血管 を 循環し （悪い 考え を 起させよう 
とし） ている」 と言われた。 

サフィ 一ャ 'ビン ト 'フャ イイ一 は 伝えて いる 

預言者が お 籠 りの 行 をされ てお リ ま した。 

私 は その 御 方に お尋ねす る ことがあ りまして、 夜 伺いました。 

そして 私 は その 御 方に お話しました 後、 帰る ために 立ちます とその 御 方 は 私 を 送って 下さ 

るた めに 外にお 出に なりました。 

その 頃 私 は ゥサ一 マゼン 'ザィ ドの 家に 住んで お リ ま した 。 

折りし も、 アンサ一 ルの男 二人が その 御 方の 側 を 通りかか りました。 

そして 預言者 を 見る と 歩み を 早めた のです。 

預言者 は 「二人共 落ち着いて 歩く がよ い。 

この 女性 は サフィ 一ャ 'ビン ト 'フャ イイ一 である」 と 申されました。 

すると その 二人 は 「アツ ラ一 に 称え あれ、 アツ ラ一 のみ 使いよ （われわれ は あなたに 関して 

疑いな ど 微塵 も 抱いて はおりません）」 と 言った。 

その 御 方 は 「サタン は 人間の 血管の 中 を 循環して いる。 

私 は それが あなた 方の 心に 悪い ほた は 何 かの） 考え を 起させ はしない かと 懸念した の 

だ」 と 申された。 

預言者の 妻 サフィ 一ャは 伝えて いる。 

私 は ラマ ダーンの 月末の 10 日間に、 預言者が マス ジド でお 籠りの 行 をされ て おられた 時、 

その 御 方 を 訪問 致しました。 
そして その 御 方の 許で一 時間 程お 話しました。 
それから 帰る ために 立ちました。 
預言者 も 私 を 送る ために 立 たれました。 
残余の ハディ一 スは 前述の ものと 同一 である。 

しかし これに は" 預言者 は ほこと、 サタン は 血液が 体の 隅々 まで 行き渡る ように 人間の 



(体の いずこに も） 入り込んで いる」 と 申された" と 述べて はいるが" 循環して いる" と は 述べ 
られ てはいない。 



集会に 来た 者 は、 人々 の 間に 場所 を 見つけた 場合 は そこに 座リ、 見出せな 
い 場合 は， 後部に 座るべき こと 

アブ一 ■ ヮ 一キド 'ライス ィ一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが 人 々と一 緒に マス ジドに 座って おられた 時、 三人の 男が 入って 来た。 
そして その 中の 二人 は アツ ラ一 のみ 使いの 方に 近づき 、他の一 人 は （別の 方向に） 行った。 
例の 二人 は アツ ラ一 のみ 使いの 側に 立ち、 その 中の一 人 は 輪状に 座った 人々 の 間に 場 
所 を 見つけて 座った。 
もう一 人 は 人々 の 後に 座った。 

三人 目の 男に ついては、 彼 は 背 を 向けて 立ち去って しまったの であった。 

アツ ラ一 のみ 使いが 用事 を まされた 時 「諸君、 私 は あなた 方に 是非 三人の グループ につ 

し、 て 告げねば ならぬ。 

彼等の一 人 は アツ ラ一 の 御 許に 避難した。 

それで アツ ラー は 彼 を 保護され た。 

他の一 人 は 恥し がった。 

それで アツ ラ一 は 彼の 内気 さに 同情され た （それで 彼 は その 集会に 加えられた）。 

ところで 最後の 人 は 元の 方向に 戻って しまった。 

それで アツ ラ一 は 彼から 注意 をお 逸らしに なられた」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



先着の 者が 自由な 場所に 座って いるの を 立た せ、 そこに 座す ような こと は 
禁じられ ている 



イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

預言者 は 「あなた 方 は 誰でも (先に 来て) 座って いる 者 を 立た せ、 その 場所に 座す ような こ 
と をして はならぬ」 と 申された。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

預言者 は 「人 は、 （先に 座って いる） 人 を 立た せ、 そして その 場所に 座る ような こと をして は 
ならぬ。 

そのような 時 は （互いに 詰め 合って、 座れる） 余地 をつ くるが よい」 と 申された。 
前述の ハディ一 スは イブ ン 'ウマル を 根拠と し、 異 つた 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 
しかし それらに は 「そのような 時 は （互いに 詰め 合って、 座れる） 余地 をつ くるが よし、」 という 言葉 は 
述べられて はいない。 

なお イブ ン 'ジ ユラ イジ ュの ハディ一 スに は" 私 は 「（それ は） 金曜日に です か」 と 言った。 
イブ ン 'ウマル は 「金曜日 も、 その他の 日に おいても」 と 言った" が 付加され ている。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

預言者 は 「あなた 方 は 誰でも、 あなた 方の 同胞 を 立た せ、 そして その 場所に 座る ような こ 
と をして はならぬ」 と 申された。 

それで イブ ン 'ウマル は 誰かが 彼のた めに 立って 場所 を 譲っても そこに 座る こと はな かつ 

た。 

前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で 伝えて いる。 

ジャ一 ビル は 伝えて いる 

預言者 は 「あなた 方 は 誰でも、 金曜日 （の 合同 礼拝の 折、 先に 来て 座って いる） 同胞 を 立 

たせて その 場所に 座る ような ことがあって はならぬ。 

その 時 は一 言" 場所 を 広げて 下さい" と言うが よい」 と 申された。 



人が 座って いた 場所 を 立った としても、 彼が 再び 戻って くれば 
その 場所の 占有権 利 は 前者に ある 



アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方の 誰かが 立った 時で も」 と 申された。 
(これにつ いて） アブ一' ァヮ一 ナの ハディ一 スに 「先に 座って いた 者が その 場所 を 立って 
も、 再び そこに 帰って来た 場合 は、 前者に その 場所の 占有権 は ある」 というみ 使いの 言葉 
が ある。 



男女 （おとこ おんな) も 見知らぬ 女達の 所に 入る こと は 禁じられ ている 

ゥンム 'サ ラマ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが ゥンム 'サ ラマの 家に 来られた 時、 彼女の 所に 男女が 居た。 
彼 は ゥンム 'サ ラマの 兄弟に 「ねえ アブ ドッラ 一'ビン' アブ一 'ゥ マイヤ、 もし アツ ラーが 明 
日 、 タ 一ィフ であな た 方に 勝利 をお 与え 下さったら、 私が あなた 方に ガイ ラーンの 娘 をお 
見せし ます わ。 

彼女 は （大変 肥えて いて） おなか は 四重に、 また 背中 は 八重に なって おります わよ」 と 言つ 

た。 

アツ ラ一 のみ 使い は それ をお 聞きに なられ 「そのような 者が あなた 方の 所に 入って はなら 
ぬ」 と 申されました。 



ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

預言者の 妻 達の 所に 男女が 来て おりました。 

皆、 彼の こと を 性的 不能者と 見て ぉリ ましたので 彼の 訪問 を 拒みませんでした。 

ある 日、 預言者が 入って 来られた 時、 その 者が み使いの 妻の一 人の 所に おりまして、 あ 

る 婦人 （の 体） について （次のように） 話して おりました。 

「彼女が 近づいて 来る と 四重に なった おなかが 見える の、 また 後 を 向けば 八重に なった 背 

が 見える わ」 と 言った。 

すると 預言者 は 「私 はこの 男 力、 そのような 事柄 を 知っている という ことが 確かに 分った。 
故に 彼 を あなた 方の 所に 絶対 入れて はならぬ」 と 申されました。 
それで 皆、 彼 を 遠ざけました。 



見知らぬ 女性で も 道で 疲労 困 ぱいして いた 場合 は乗リ 物の 後に 乗せても よ 
し、 

アブ一 'バ クルの 娘ァス マ一 ゥは 伝えて いる 

ズ パイルと 私 は 結婚し ました。 

その 時 彼 はこの 地で、 馬 を 除けば (財産と 言える もの は） お金 も奴隸 も、 また それに 類す 

る もの は 何一 つ 所有して おりませんでした。 

それで 私 は その 馬に 餌 を 与え、 その 飼い葉 を 用意して 世話 をして おりました。 

これに 加え、 私 は 水 を 運ぶ ラクダ のために なつめ 椰子の 種 を 砕き、 飼 を 与え、 水 を 飲ませ 

ておりました。 

また 皮の 水 袋 を 縫い、 粉 を こねる こと も 致しました。 

でも 私 は パン を 焼く こと は 上手ではありませんでした。 

それで アンサ一 ルの 婦人 方が 私の ために パン を 焼いて くれたの です。 

彼女 達 は 誠実な 女性でした。 

それから 彼女 は （次のように も） 言った。 

私 は アツ ラ一 のみ 使いが お与え 下さった ズ パイルの 土地で なつめ 椰子の 種子 を 拾い集め、 
それ を 私の 頭の 上に 乗せて 運んで おりました。 

その 地 は マディ一 ナ から 2 マイルの 距離の 所に ありました。 

ある 日 のこと、 その 種子 を 頭に 乗せて 運んで おります と 幾人 かの 教 友達と 御一 緒の アツ ラ 

—のみ 使いに お会いし ました。 

その 御 方 は 私 を 呼び止められました。 

そして 私 を その 御 方の 後に 乗せて 下さる ために ラクダ を 座らせました （私 はこの こと を 私 
の 夫に 告げました）。 

そして 「私 は 恥 LX 思いました し、 あなたが 嫉妬す る こと も 知って おりました」 と 言った。 
すると 彼 は 「アツ ラーに 誓し、、 君が なつめ 椰子の 種子 を 頭で 運ぶ こと は、 君が その 御 方と 
—緒に （乗り物に） 乗る こと 以上に (私に とって は） つらい ことで ある」 と 言いました。 
(私の このような 辛い 生活 は） その後、 （父） アブ一' バ クルが 私に 女性の 召し使し、 を 送って 
くれる まで 続きました。 

それから は 彼女が 馬の 世話 を 私に 代って して くれました。 

それで 私 は 彼女に よって、 あたかも （奴隸 の 身から） 解放され たかの ような 感じ を 受け まし 

た。 

ァス マ一 ゥは 伝えて いる 

私 は （妻と して） ズ パイルに 内助の 功 を 厭いませんでした。 
所で 彼 は 馬 を 持って ぉリ まして、 私が その 世話 を して お リ ま した 。 
その 馬の 世話 程、 私に とって 辛い 仕事はありませんでした。 



三人で いた 時 は その 中の一 人 を 除外し、 その 者の 許し も 得ずに 二人 だけで 
ひそひそ 話す こと は 禁じられ ている 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「三人で いた 時 は、 その 中の一 人 を 除外し 二人 だけで ひそひそと 話し 
合って はならない」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは イブ ン 'ウマル を 根拠と して、 多くの 別 伝承 経路で 伝えられ ている。 

アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方が 三人で いる 時 は、 他の 人 々と一 緒になる まで は、 友人の 
—人 を 除外して 二人 だけで ひそひそと 話し合って はならない。 
それ は 彼の 心 を 傷つけ るからで ある」 と 申された。 

アブ ドッ ラー は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「あなた 方 か 三人で いる 時 は 、友人の一 人 を 除外して 二人 だけで ひ 
そ ひそと 話し合って はならぬ。 

まこと、 そのような 行為 は 彼の 心 を 傷つけ る ものである」 と 申された。 
前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 



治療、 病、 邪視 について 



預言者の 妻ァ r シャは 伝えて いる 

アツ ラーの み使いが 病気に なられ ますと、 ガブリエル がその 御 方に お会いに なって 「アツ ラ 
—の 御名に おいて、 アツ ラーが あなた を 全ての 病気から 癒 やされ ますよう に、 そして 嫉妬 
する 者の 嫉妬から、 また、 全ての 邪視 から あなた をお 守り 下さいます ように」 と 唱え まし 

た。 

アブ一 ■ サイ一 ドは 伝えて いる 

天使 ガブリエルが 預言者の 所に 来て 「ムハンマドよ、 あなた は 病気に なった のです か」 と 

吕 つた。 

その 御 方 は 「はい」 と言われた。 

天使 は 「アツ ラ一 の 御名に おいて、 私が あなた を 害する もの 全てから、 そして （邪念 を もつ 
た） 者からの 害悪、 あるいは 妬みに よる あらゆる 災厄 を 払って 上げます。 
アツ ラーが あなた を 癒 やして 下さいます ように、 そして 私 は アツ ラーの 御名 において あなた 
の （平癒 を） 祈願し ます」 と 言った。 

アブ一 'フ ライラが 伝えた 多くの ハディ一 スの 中には （次の ような ものが） ある。 
アツ ラ一 のみ 使い は 「邪視 (注） （が 災禍 を 招く こと） は 真実で ある」 と 申された。 

(注) 邪な 心 を もつ 者に 凝視され た 者に は 災禍が 起こる という 考え方 

イブ ン'ァ ツバ一 スは 伝えて いる 

預言者 は 「邪視 (が 災禍 を 招く こと） は 真実で ある。 
全ての 事柄 は 運命 づけら れ ている もので （それら は アツ ラ一 の 御 決定に よっての み 起る）。 
邪視の 災厄 も （その他、 善事 も 悪事 も） アツ ラーのお 定めに よっての み 起る ので ある。 
それで、 あなた 方が (邪視 の 影響 を 取り除く ため） 身 を 清める こと を 求められた 時 は 沐浴 を 
せよ」 と 申された。 



呪術 (注） について 



(注) アラビアの 古い 魔法 や 呪術 は、 呪文 を 特定の 物の 上に 書き、 あるいは その物に 

呪い を 託して 何処かに 隠す ことによって 効果 か あると 信じられ ている。 

一方、 呪い を かけられた 者 は 例の 物 を 探し出す ことによって その 魔力 は 消失す ると 考 

えていた 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

ズ ライク 族の ユダヤ人の一人、 ラビ一 ド 'ビン 'ァァ サムと いう 者が アツ ラ一 のみ 使いに 呪 
術 を かけました。 

アツ ラーの み使い は その 影響 を 懸念され ましたが、 別に 何も ございま せんでした （しかし こ 
の 問題に ついて 不安 は 続きました） 。 

それで ある 日 も、 ある 夜 も アツ ラ一 のみ 使い は （その 災厄 を はらうた めに) 祈られました。 

そして その後 も 祈願され て おられました。 

更に その後 も 祈願され ました。 

この 後 その 御 方 は 私に （次のように） 申されました。 

ァ一 イシ ャょ、 お前 は アツ ラーが 私の 祈願に お応え 下さった ことにつ いて 気付いた であろ 

うか。 

(夢の 中で) 私の 所に 二人の 男性 (天使） が 訪れ、一 人 は 私の 枕許に 座り 、他の一 人 は 足 
許に 座った。 

そして 枕許に 座った 者が 他の一 人に、 あるいは 足 許に 座った 者が 他の一 人に 「この 者 (預 

言 者） は 何故 苦しんで いるので すか」 と 言った。 

すると 他の一 人が 「呪術に かけられた のです」 と 言った。 

(この 後、 二人の 天使の 間に は 次の ような 会話が あった） 

「それ を かけた の は 誰です か」 

「ラビ ード 'ビン ■ ァァ サムです」 

「彼 は 何に 呪 を 託した のです か」 

「それ は 櫛と 抜け落ちた 毛、 それにな つめ 椰の 仏焰苞 (ぶつえん ほう） です」 

「それ は 何処に 隠された のです か」 

「ジ一 'アル ヮ一ン の 井戸 （注 1) です」 

(これ を 知って） アツ ラ一 のみ 使い は教 友達と一 緒に そこへ 行かれました。 

その 御 方 は 私に 「ァ一 イシ ャょ、 アツ ラーに 誓って、 そこの 水 は あたかも ヘンナ （注 2) を 浸 

したよう に 赤ぐ その 椰子の 木 は サタンの 頭の 如くであった」 と 申されました。 

私 は 「アツ ラーの み使い 様、 あなた は それ をお 焼きに ならなかった のです か」 と 申しました。 

その 御 方 は 「いや （そのような こと は 望まぬ） 

私の こと は アツ ラ一 が 既に 救済して 下された。 



私 は 人々 に （報復の ための） 邪悪な 行為 を煽リ 立てる ような こと は 好まなかった の だ。 
それで 私 は （それ を 埋める ように) 命じ、 それ は 埋められた と」 申されました。 

(注 1) マディ一 ナの、 ズ ライク 族 所有の 庭園に あった 井戸 

(注 2) ヘンナ は 赤い 染料に 使用され る 植物 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いに 呪術が かけられました。 

残余の ハディ一 スは 前述の ものと 同様で ある 力、 次の 部分が 若干 異なる 
(すなわち） アツ ラーの み使い は その 井戸に 行かれ、 それ を 御覧に なった。 
その 側に はなつ め 椰子の 木が ありました、 私 は 「アツ ラ一 のみ 使い様、 それ を 抜き 倒して 
しまわれたら」 と 申しました。 

だが 伝承 者 は" あなた は それ をお 焼きに ならなかった のです か" という 言葉 や 「私 は （それ 
を 埋める ように） 命じ、 それ は 埋められた」 という 言葉 は 述べな 力、 つた。 



毒に 関して 



アナ スは 伝えて いる 

ユダヤの 女性が アツ ラ一 のみ 使いに 毒 を 塗った 羊肉 を 持って来た。 
その 御 方 は それの一 部 をお 食べに なった。 

(そして その 影響が 現れた 時） その 女性が アツ ラ一 のみ 使いの 所に つれて 来られた。 

その 御 方 は 彼女に それにつ いてお 尋ねに なった。 

彼女 は 「私 は あなた を 殺そうと 思った のです」 と 言った。 

み使い は 「アツ ラ一 は、 そのような ことに 対して は、 決して 力 をお 与えに はならぬ」 と 申され 

た。 

アナ スは、 その 御 方 は、 あるいは 「私に 対して は」 と 申された （かも 知れない） と 言った。 
また （次のように も） 言った。 

教 友達 は 「われわれ がその 女 を 殺して はなり ません か」 と 言った。 
み使い は 「ならぬ」 と 申された。 

私 は 未だに アツ ラ一 のみ 使いの 口蓋に 現れた 毒の 影響 を 覚えて いる。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 伝えて いる 

ユダヤの 女性が 肉に 毒 を 塗って アツ ラ一 のみ 使いの 所に 持って来た。 
残余の ハディ一 スは 前述と 同様で ある。 



病人の 治療の ために、 まじないの 言葉 を 唱える の は 良い ことで ある 



ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 私達の 誰かが 病気に なます と、 右手で 病人 を 摩 (さす） られ ました。 
そして 「人々 の 主よ、 不幸 を 追い遣って 下さい。 
病人 を 癒 やして 下さい。 

あなた こそが 真実の 治療 者、 あなたからの 治癒 こそが 真実で あり 完全な もので ございま 
す」 と 申されました。 

時に、 アツ ラ一 のみ 使いが 御 病気に なられ 大変 苦しんで おられた 折、 私 は その 御 方が な 
さって いたよう にす るた め、 み使いの 手 を 取りました。 
すると その 御 方 は 御 自分の 手 を 私の 手から 引き離されました。 
そして 「アツ ラ一、 私 をお 許し 下さい。 

願わく ば 私 を 至高なる 御 方と 共に 在る ようお 計い 下さい」 と 申されました。 

私 はずつ とその 御 方 を 見守って おり ましたが、 そこで その 御 方 は 息 を 引き取られました。 

前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

ある もの は" その 御 方 は 病人 を その 御 方の 手で 摩られた" と 述べ、 また、 ある もの は" その 御 方 は 
病人 を その 御 方の 右手で 摩られた" と 述べられ ている。 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

アツ ラーの み使いが 病人の 所に 行きます と 「人々 の 主よ、 不幸 を 追い遣って 下さい。 
病人 を 癒して 下さい。 

あなた こそが 真実の 治療 者、 あなたからの 治癒 こそが 真実で あり 完全な もので ございま 
す」 と 申されました。 

ァ r シャは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが 病人の 所に 行きます とその 者の こと を 祈願され 「人々 の 主よ、 不幸 を 
追い遣って 下さい。 
病人 を 癒 やして 下さい。 

あなた こそが 真実の 治療 者、 あなたからの 治癒 こそが 真実で あり 完全な もので ございま 
す」 と 申されました。 

前述の ハディ一 スはァ 一イシ ャを 根拠と し、 言葉に 僅少の 相違 を もって、 別の 伝承 者 経路で も 伝 
えられて いる。 



ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 常 々「人々 の 主よ、 不幸 を 追い遣って 下さい。 

治癒 は あなたのお 力に よる ものです。 

病人の ための 救済 は あなたに よる 以外に はありません」 という 祈願の 言葉 を 述べて おら 
れ ました。 

前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



病人への まじないの 言葉 はム アツ ウイ ザ一 ト (注） と 息 を 吹き かける ことで あ 
る 

(注） ム アツ ウイ ザ一 トは、 神の 御 加護 を 祈願す るた めの もので、 ここで は クル ァ一ン 

第 113 章 や 第 114 章 を 指して いる 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 家族の 者が 病気になります とム アツ ウイ ザ一 トを 唱えられ 、穏やかに 
息 を 吹き かけられました。 

その 御 方が 死の 病に 伏された 時、 私が その 御 方に 息 を 吹き かけ、 その 御 方の 御手 を 取つ 
て それで 摩って 差し上げました。 

と 申します の も、 その 御手 は 私の 手 以上に 祝福され ていた からです。 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

預言者が 病気に なられ ますと、 御自身で ム アツ ウイ ザ一 トを御 自分に 対して 読誦され、 そ 
して 息 を 吹き かけて おられました。 

その 御 方の 病が 重くな つた 時、 私が それ を 読誦し、 その 御 方の 御手 を 取り、 それの 祝福 を 
祈願して 摩って 上げました。 

前述の ハディ一 スは 言葉に 若干の 相違 を もって、 異 つた 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 
しかし、 それらの 中には マ一 リクの ハディ一 スを 除き、 "それ (み使いの 手） の 祝福 を 祈願 
して" という 言葉 は 見えない。 

また、 ュ一 ヌスと ジャ一 ドの ハディ一 スに は" 預言者が 病気に なられる と、 御自身の 上に 
祈願の 言葉 を 唱えて 息 を 吹き かけ、 御 自分の 手で 摩って おられた" と 述べられ ている。 



邪視の 災厄 を 受けた リ、 蟻 やさ そリの 毒に おかされた 場合 は、 まじない をし 
て 癒す の は 良い 

アブ ドル' ラフ マーン 'ビン 'ァス ヮドは 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は アン サールの 家族に、 毒性の もの 全ての 治療に はま じない をす る こ 
と を 許可され た (注）。 

(注） これ は、 まじないと は 言え、 クル ァ一ン の 一節 を 唱える ような もので あり、 一種の 心理 
的 療法と 考えられる 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は アンサ一 ルの 家族に 対し 毒性に よる ものの 治療に まじない をす る こと 
を 許可され ました。 

ァ r シャは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 誰かが 病気に なつたり、 潰瘍が 出来た リ、 あるいは 傷 を 負った 場合に 
は、 その 御 方の 指 を このよう にされ 

—これにつ いて 伝承 者 スフ ャ一ン は 彼の 人 さし 指に （唾 をつ け） それ を 大地に 置いた 後、 
上に 揚げた 一 

「アツ ラ一 の 御名に おいて、 われわれの 何人 かの 唾で 付いた わが 大地の 土 は、 われらが 
主の 御 許しに よって われわれの 病が 癒 やされ るのに 役立つ であろう」 と 申され （それで 患 
部 をお 撫ぜ になり ました） 

イブ ン 'アブ一' シャイ バは" 癒 やされ る" とだけ 言った が、 ズ ハイル は" われわれの 病が 癒 
やされ るのに" と 言った。 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い はァ一 イシ ャが 邪視の 災厄に 会った 時、 その 治療に まじない を 頼む よう、 
彼女に 御 命じに なった。 

前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

ァ 一 イシ ャは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 私が 邪視の 災厄に 会った 時、 まじない を 頼む よう、 私に 御 命じに な 
りました。 



ァ ナス 'ビン' マ一 リク もま じない に関して 伝えて いる 

さそりの 毒 や 蟻に かまれた 場合、 また 邪視の 災厄な どに はま じない によって 癒す ことが 許 
された。 

アナ スは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は、 邪視の 災厄 やさ そりの 毒、 あるいは 蟻に かまれた 場合な どの 治療 
に、 まじない をす る こと を 私に 許可され た。 

ゥンム ■ サ ラマの 娘ザィ ナブ は ゥンム ■ サ ラマ を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は、 その 御 方の 奥方 ゥンム "サ ラマの 家の 下女の 顔色が 異常な のに 気 

が 付かれた。 

その 御 方 は 「彼女 は 邪視の 災厄に かかって いる。 

故に 彼女の ために まじない をして その 災厄 を 払うよう に」 と 申された。 

つまり この 時、 下女の 顔色 は 黄 味 を 帯びて いたので ある。 

ジャー ピルゼン 'アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

預言者 は ハズム 一族に 対し、 蛇の 毒 を 軽減す るた めに まじない をす る こと を 許された。 
そして ゥマ イスの 娘ァス マ一 ゥに 「私 は 私の 兄弟の 子供達が やせ 細って いるの を 見る が、 
どうした ことなの 力、。 

彼等 は 腹 を 空かせて いるの か」 と 申された。 

彼女 は 「そんな こと は ございま せんが、 彼等 は 邪視の 災厄に かかって いるので す」 と 言つ 

た。 

すると 「彼等に まじない をせ よ」 と言われた。 

彼女 は 「それで 私 は まじないの 言葉 を その 御 方の 前で 唱えました」 と 言った。 

すると その 御 方 は 「そう、 その まじない を 彼等の ために 用いよ」 と 申された。 

ジャー ピルゼン 'アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

預言者 は アム ル 族に 対し 蛇の 毒に 対して、 まじな し、 をす る こと を 許可され た。 
アブ一 'ズ パイル は （次のように) 言った。 

私 は ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一力び われわれが アツ ラーの み使いと 御 一緒に 座って い 
た 時、 仲間の一 人が さそりに 刺された。 

すると一 人の 男 カ^ア ッラ一 のみ 使いよ、 私が まじない をいた しまし ようか』 と 言った。 
すると その 御 方 は 『あなた 方の 中で 同胞の ために 役立てる 者が (それ を） すべきで ある』 と 
申された」 というの を 聞いた。 



前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられて いるが、 それに は 言葉に 僅少の 相違が ある。 

ジャ一 ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

私の 母方のお じ は サソリ に 刺された 場合に はま じない をして いた。 

すると アツ ラーの み使い は その まじない を 禁じられた。 

彼 は その 御 方の 所に 来て 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 あなた は 私が さそりに 刺されて まじない 

をして いる 時、 それ を 禁じられました が」 と 言った。 

すると その 御 方 は 「あなた 方の 中で 同胞の ために 役立てる 者が それ をすべき である」 と 申 
された （注）。 

(注) まじないの 言葉の 中に 非 イスラ一 ム 的な ものが 多少で も あれば、 それ は 許可され な 

い。 

つまり、 この ハディ一 ス にある 男性の まじないに は そのような 言 藁が あつたと 考えられる 
前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

ジャー ビル は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い はま じない を 禁じられた。 

すると、 アム ル 'ビン' ハズム の一 族が その 御 方 を 訪れ 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 われわれに 
は まじないの 言葉 かあつて 、さそりに 刺された 場合な どに それ を 行って いました。 
しかし あなた は それ を 禁じられました。 

(それ はどうして でしよう）」 と 言し、、 彼等が 使用して し、 る まじないの 言葉 を その 御 方の 前で 
唱えて お聞かせした。 

するとみ 使い は 「（それにつ いての 使用 は） 差し支えないであろう。 

故に、 あなた 方の 中で 同胞の ために 役立てる 者が それ を 役立てよ」 と 申された。 



まじないの 言葉の 中に 多神教に ついての 事柄が 無ければ、 それ を 使用して 
差し支えない 



ァゥフ 'ビン' マ一 リク' ァシュ ジャィ 一は 伝えて いる 

われわれ は ジャ一 ヒリ一 ャ 時代に まじない をして いた。 

われわれ はこれ について 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 そのこと について どのように 思われます 

か」 とお 尋ねした。 

すると その 御 方 は 「あなた 方の まじないの 言葉 を 私の 前で 唱えて 見よ」 と 申され、 更に 「そ 
れに 多神教に ついての 何 かが 無ければ 差し支えない」 と 申された。 



クル ァ一ン の 言葉 を まじないに 使用した 際、 その 行為に 対する 報酬 を 受け 
て もよ い 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 伝えて いる 

幾人 かの 教 友達が 旅 をして いた。 

彼等が アラブの 一部族の 所に 差し 掛 つた 際、 その 部族の 人々 の 世話 を 受けよう としたが、 
彼等 は教 友達 を もてなして はくれ な 力、 つた。 

そして 「あなた 方の 中に まじない をす る 方が おります か、 実は、 族長が さそりに 刺されて 苦 
しんで いるので す」 と 言った。 

すると 教 友達の一 人が 「よろしい」 と 言って その 族長の 所に 行き、 クル ァ一 ンの開 端 章 を 
まじないの 言葉と して 使用した。 
すると その 男の 苦しみ は 癒えた。 

まじない を 行った 教友は (その 礼と して ）一 群の 羊 を 贈られた が 「この 事柄 を アツ ラ一 のみ 

使いに お話しす るまで は」 と 言って 受け取らな 力、 つた。 

その後 彼 は 預言者の 所に 来て その 話 をし 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 アツ ラ一 に 誓って、 私 は 

ただ 開 端 章 を まじないの 言葉と して 使用した だけです」 と 言った。 

その 御 方 は 微笑され て 「君 はどうして その 章が まじないの 言葉と しても 使用され る こと を 知 

つたの か」 と言われ、 続けて 「それ (羊 群) を 受け取る がよ い。 

そして、 あなた 方の 分け前と 一緒に 私の 分 も 配慮せ よ」 と 申された （注）。 

(注） この ハディ一 スの 最後の 言葉 は、 明るい 雰囲気の 中で 出た 預言者の ジョークと 考え 

られ ている 

前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられて いるが、 その 中 に" 彼 は ゥンム ■ ル ■ クル ァ一ン 
(開 端 章の こと) を 読誦し、 彼の 唾液 を 溜めて 吐き出した。 
すると その 男 は 癒えた" と 述べられて いるもの も ある。 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 伝えて いる 

われわれ は ある 家に 泊った。 

すると一 人の 婦人が われわれの 所に 来て 「族長 様 力 《 さ そリに 刺されました。 
それで、 あなた 方の 中に まじない をす る 方 はお ありでしょう か」 と 言った。 
すると 仲間の一 人が 立ち上った 力、 われわれ は 彼が (本当に） まじないの 言葉に 通じてい 
ると は 思って いなかった。 

彼 は クル ァ一 ンの開 端 章に よって まじな し、 を 行った。 

ると その 男 は 癒え （その 礼と して） 彼に 幾 頭 かの 羊 を 贈り 、 われわれに ミルク を 飲ませて く 

れた。 



われわれ は 彼に 「君 は 以前から まじないが 上手だった のか」 と言うと 「私 は クル ァ一ン の 
開 端 章 以外に、 まじないの 言葉 は 言わなかった」 と 言った。 
私 (伝承 者） は 「われわれが 預言者の 所に 行って （この 話 をお 伝えす るまで は） その 羊 を 移 
動 させて はならぬ」 と 言った。 

(これにつ いて） その 御 方 は 「彼 はどうして その 章が まじないの 言葉と しても 使用され るの 
を 知った のであろう か。 

あなた 方 は それ を 分け、 私の 分 も 配慮せ よ」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられて いるが、 その 中に" 仲間の一 人 は 立つ 

て その 女性と一 緒に 行った。 

われわれ は それまで、 彼が まじないの 言葉 を 知っている などと は 思い も よらなかった こと 
であった" と 述べられて いるものが ある。 



アツ ラーへの 祈願に 合わせ、 体の 痛い 部分に 手 を 置く ことが 好ましし、 

ウス マーン ■ ビン ■ アブ一 ■ ァ一ス ■ サ カフ ィ一 は 伝えて いる 

彼 は アツ ラーの み使いに 痛みに よる 苦しみ をう つたえた が、 それ は 彼 力 《 イス ラームに 帰依 
して 以来ず つと 悩んで いた ものであった。 

アツ ラーの み使い は 彼に 「君の 手 を 体の 痛い 部分に 置き、 先ず" ビス ミツ ラ一" と 三回 唱え、 
そして 更に 

A'udhu billahi wa qudratihi min sharri ma ajidu wa uhadhiru 

(私 は 私が 知り かつ 用心してし、 る禍 からの 救済 を、 アツ ラ一 とその 御 力に お求め 致し ま 

す） 

と 7 回 言え」 と 申された。 



礼拝に おいて サタンの 囁きが あった 場合 は、 アツ ラーに 救済 を 求める のが 
よい 

ウス マーン ■ ビン ■ アブ一 ■ アース は 伝えて いる 

私 は 預言者の 所に 行き 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 まこと、 サタンが 私の 礼拝、 クル ァ一ン の 
読誦 を 妨げ、 私 を 混乱させます」 と 言った。 

すると アツ ラーの み使い は 「それ はヒ ンザブ と言われ ている サタンの 所業で ある。 
君が それ を 感じたなら、 それから 逃れられ るよう アツ ラ一 に 救済 をお 求めせ よ。 
そして 君の 左側に 三度、 唾 を 吐く がよ い」 と 申された。 
それで 私 は そのよう にした。 

すると アツ ラ一 は サタン を 私から 追い払って 下された。 

ウス マーン ■ ビン ■ アブ一 ■ アース は 伝えて いる 

私 は 預言者の 所に 行った。 

残余の ハディ一 スは 前述と 同様で ある 力、 サ一 リム' ビン' ヌ一フ の ハディ一 スに は" 三度" 
という 言葉 は 述べられて はいない。 

前述の ハディ一 スは ウス マーン' ビン 'アース- サ カフ ィ一 を 根拠と して 他に も 伝えられ てい 
る 力、 それら は 言葉に 僅少の 相違が ある。 



どのような 病に も それに 効く 薬が ある。 それ 故 適切な 薬 を 用いる ことで ある 

ジャー ビル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「どのような 病に も 薬 は ある。 

それ 故、 その 病に 合った 薬が 用いられれば、 至高 偉大なる アツ ラ一 のお 許しで 癒える」 と 
申された。 

ジャー ビル は 伝えて いる 

私はム カン ナウ を 見舞いに 訪れた。 

そして 「私 は 君が 吸 角 （注) を 掛ける まで は 去らぬ。 

まこと 私 は アツ ラ一 のみ 使し、 が 『それ をす ると 治癒す る』 と 申された の を 聞いた の だ」 と 言 

つた。 

(注） 悪血の 膿汁な ど を 吸い取る 一種の 外科 手術 

アーシ ム 'ビン' ウマル ゼン' カタ一 ダは 伝えて いる 

われわれの 家族の 所に (たまたま) ジャ一 ビル' ビン' アブ ドッラ 一と 腫瘍、 あるいは 傷に 苦 
しんで いる 男が 来合わせた。 

彼 (アブ ドッラ 一） は 「あなた は 何に 苦しんで おいでで すか」 と 尋ねた。 

その 男 は 「私に は 腫瘍が 出来て おりまして、 それ 力 《 とても 辛い のです」 と 言った。 

すると 彼 は 少年に 「君、 ここに 吸 角 法 施術 者 を 連れて来なさい」 と 言った。 

すると 例の 男 は 「アブ ドッラ 一よ、 あなた は それで どうしょうと なさる のか」 と 言った。 

彼 は 「私 は それ (腫瘍） に 吸 角 を 掛けようと 思いまして」 と 言った。 

彼 は 「とんでもなし、、 ハエが 止っても 痛む ほた は 衣服の 触れ も 痛い） のに、 私 は それに は 

とても 耐えられない」 と 言った。 

彼 は その 男が 吸 角 法 を 嫌 力 《 つてい るの を 見て 「私 は アツ ラ一 のみ 使いが 『もし あなた 方の 
治療の 中に 有効な ものが あると すれば、 それ は 吸 角 法、 蜂蜜 を 飲む こと、 それに、 火に よ 
る焼灼 である』 と 申され、 更に 『私と して は 焼灼は 好まない』 と言われ るの を 聞いた」 と 言つ 

た。 

それで 吸 角 法 施術 者が 連れて来られ、 彼の 皮膚に 浅い 傷 をつ け （悪血 を 放出した） すると 
彼の 痛み は 引いた。 

ジャ一 ビル は 伝えて いる 

ゥンム 'サ ラマ は アツ ラ一 のみ 使いに 吸 角 法 を 行う 許可 を 求めた。 

すると 預言者 は アブ一' タイ バに、 彼女の ため 吸 角 を 掛けて 血 を 取る ように 御 命じに なつ 

た。 



ジャ一 ビル は 「私 は、 アブ一' タイ バは 彼女の 乳 姉弟、 あるいは 成人に は 達して いない 子 
供で あつたと 思う」 と 言った。 

ジャ一 ビル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い はゥ バイ ュゼン '力 アブに 医者 を 送られた。 

その 医者 は 彼の 血管 を 切 リ焼灼 を 行った。 
ァ アマ シュ (途中 伝承 者の一 人） もこの ハディ一 スを 伝えて いる 力、 彼 は" その 医者が ゥ バイ ュの 
血管 を 切った" という ことに ついては 述べて いない。 

ジャー ピルゼン 'アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

ゥ バイ ュ はァフ ザ一 ブの戦 (注) で 腕の 正中 静脈に 矢 傷 を 負った。 
すると アツ ラ一 のみ 使い は 彼に 焼灼を 施された。 

(注) クラ イシ ュ族を 主体と する 中に、 ユダヤ人 や アラビア 諸 族 を 含む 約一 万人の 連合軍 

と ムス リム 軍との 戦い （627 年） 

ジャー ビル は 伝えて いる 

サ アド' ビン 'ムアー ズは 腕の 正中 静脈に 矢 傷 を 負った。 
預言者 は 細 し 、鉄の 棒で 焼灼を 施された 。 
すると 皮膚が はれ 上った。 
すると 再度 焼灼を 行なわれた。 

イブ ン' アツ バース は 伝えて いる 

預言者 は 吸 角 法 を 受けられ、 吸 角 施術 者に その 報酬 を 支払われた。 
そして （医薬 を) 鼻から 吸われた。 

ァ ナス 'ビン 'マ 一リク は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 吸 角 法 をお 受けに なった。 
そして、 その 施術 者に は 必ず 報酬 を 支払われた。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

預言者 は 「（病い の） 熱 は 地獄の 極熱より 及ぶ ものである。 
故に それ を 水で 冷やす がよ い」 と 申された。 



イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

預言者 は 「まこと、 （病い の） 高熱 は 地獄の 極熱より 及ぶ ものである。 
故に 水で それ を 冷やす がよ い」 と 申された。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「（病い の） 熱 は 地獄の 極熱よ リ及ぷ ものである。 
故に それ を 水で さます がよ い」 と 申された。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「（病い の） 熱 は 地獄の 極熱より 及ぶ ものである。 
故に それ を 水で さます がよ い」 と 申された。 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「（病い の） 熱 は 地獄の 極熱より 及ぶ ものである。 
故に それ を 水で さます がよ い」 と 申されました。 

前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

ァス マ一 ゥは 伝えて いる 

私の 所に 高熱で 衰弱した 婦人が 連れて来られました。 

私 は 水 を 求め、 それ を 彼女の 衣服の 上部の 開いた 所に 注ぎ込みました。 

まこと、 アツ ラ一 のみ 使い は 「水で 熟 を 冷やす がよ い」 と 申され、 なお 「それ は 地獄の 極熱 

より 及ぶ ものである」 と 申されました。 

前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

イブ ン ■ ヌ マイル を 根拠と する ハディ一 スに は" 彼女 （ァス マー ゥ） は 高熱の 女性の 胸の 上部に （直 
接) 水 を 注いだ" と 述べられ ている。 

アブ一' ゥサ一 マの ハディ一 スには 「その 熱 は 地獄の 極熱より 及ぶ ものである」 という 言葉 は 述べ 
られ てはいない。 

ラー フィゥ 'ビン ■ / 、ディ一 ジュは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使 いはほ こと、 （病い の） 熱 は 地獄の 烈しい 熱に 起因す る。 
故に、 水で それ を 冷やす がよ い」 と 申された。 



ラ一 フィゥ 'ビン ■ / ヽ ディージ ュ は 伝えて いる 

私 は アツ ラーの み使い 力 《 「 （病い の） 熱 は 地獄の 烈しい 熱より 及ぶ ものである。 
故に、 あなた 方の 熱 は 水で 冷やす がよ い」 と 申された。 
アブ一 'バ クル (伝承 者の一 人） は 「あなた 方の」 という 言葉 は 述べな 力、 つた。 
そして 彼 は" ラ一 フィゥ ゼン' ハディ一 ジュが 私に 伝えた" と 言った。 



無理に 薬 を 口に 注ぐ の は 好ましくない 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

私達 は アツ ラ一 のみ 使いが 御 病気の 時、 その 御 方の 口の端から 薬 を 注ぎ入れよう としま 
した。 

すると その 御 方 は 、無理やり 薬 を 私に 飲ませて はならぬ との 合図 をなさい ました。 
その 時、 私達 は 「（これ は 多分) 薬 を 注ぎ入れられる ことに 対する 病人の 自然の 抵抗な の 
でしよ ラ」 と 串し ました。 

その 御 方が 回復され ました 時 「あなた 方の 中で、 私の 側に 居た 者 は一 人 残らず、 薬 を 口 

の 端から 注ぎ入れられ るの だ (注）。 

だが イブ ン ■ アツ バ一ス は 別で ある。 

それ は 彼が あなた 方の 所に は 居なかった からで ある」 と 申された。 

(注） これ は 預言者の 意に 反した こと を 行おうと したための 罰と して、 このように 申された と 
も 言われる し、 また、 それ は 預言者の ジョーク とも 言われる 



治療に インドの アロエの 木 を 用いる ことにつ いて 

ゥ カーシ ャゼン 'ミフ サンの 兄弟で、 ミフ サンの 娘 ゥンム '力 イス は 伝えて いる 
私 は 私の 子供 を 連れて アツ ラ一 のみ 使い を 訪れました。 
その子 は （当時、 未だ 離乳して おらず) 食物 は 食べて おりませんでした。 
それで その子 はみ 使いの 衣服 をお しっこで 濡らして しまいました。 
すると その 御 方 は 水 を 要求され、 その 部分に おかけに なりました。 
彼女 は （次のように も） 言った 
私 は 私の 息子 を 連れて その 御 方 を 訪問し ました。 
その 時 私 は （私の 子供の） 喉の痛みに 私の 指 を 押しつけて 治療し ました。 
すると その 御 方 は 「あなた 方 はどうして 子供達の 喉 を そのよう に 押しつけて 苦しめる のか。 
インドから のこの アロエの 木切れ を 使用 するとよ い。 
それに は 七 種類 もの 薬効が ある。 
その 中には 肋 膜 炎に 対する 効用 も ある。 

それで、 炎症に よる 喉の痛みに は （その 粉末 を） 鼻で かぐが、 肋 膜 炎に は それ を 服用す 
る」 と 申されました。 

ゥンム '力 イス は ミフ サンの 娘で、 アツ ラ一 のみ 使いに 忠誠の 誓い をした 最初の ムハ一 ジルの 一人 

であった。 

彼女 はゥ 力一 シャ 'ビン' ミフ サンの 兄弟で も ぁリ、 ァ サド 'ビン 'フザ イマ 族の 出身であった。 
その 彼女に 関し (次のように) 伝えられ ている。 

彼女 は 彼女の 子供 を 連れて アツ ラ一 のみ 使いの 所に 来た。 

その 時、 子供 は (離乳 前で) 食物 を 食べて はいなかった。 

時に、 彼女 は 子供の 喉の痛みに 指 を 押しつけて 治療した。 

( ュ一 ヌス は 「彼女 は 喉 を 指で 押 した 。 

それ は、 彼女が 子供の 喉が 炎症に よって 痛む ので はない かと 心配して いたた めで ある」 と 
言った） 。 

その 時 アツ ラ一 のみ 使いが 「あなた 方 はどうして 子供達の 喉 を そのよう に 押しつけて 苦し 
める のか。 

あなた 方 は インドから のこの 木 （アロエの 木） の 枝 を 使用 するとよ い。 

それに は 七 種類 もの 薬効が ある。 

その一 つが 肋 膜 炎に 対する ものである」 と 申されました。 

ゥバ イド ッラ一 はまた 彼女に 関し 次のように 伝えて いる。 

彼女 は 私に (次のように) 伝えた。 

彼女の 子供が アツ ラ一 のみ 使いの 膝に おしっこ をした。 



黒い 種子 を 用いての 治療に 関して 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いが 「まこと、 黒い 種 （注） に は 万病に 効く 要素が ある。 
だが 死病 は 別 である」 と 申される の を 聞いた。 

み使いの 言 藁の 中に ある" サ一ム "は 死の ことで あり、" シュ一 二一 ズ" は 黒い 種子の こと 

である。 

前述の ハディ一 スは 言葉に 若干の 相違 を もって、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 
(注) 南ョ一 口 ツバ 原産の 植物 ニゲラ (クロ タネ ソゥ） を 意図して いる 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「いかなる 病で も、 黒い 種子の 効かぬ 病 はない。 
だが 死病 は 別 である」 と 申 された 。 

タル ビ一ナ (注） は 傷心の 者 を 慰める 

(注) 小麦粉と 蜂蜜 や ミルクの 入った 甘い 液体で つくられた 軽食 

預言者の 妻ァ r シャは 伝えて いる 

彼女の 家族に 不幸が あると、 女達が それのお 悔みの ために 集まった。 
その後、 彼女の 家族と 彼女と 特別に 親しい 者 だけ を 除いて、 皆 帰って 行った。 
このような 折に は、 彼女 は 土鍋の 中に タル ビ一ナ という 食べ物 を 用意 させた。 
それが 料理され ると 次はサ リード (注) がつ くられ、 その上に タル ビ一ナ が 注がれた。 
この 後 彼女 は 「それ を 召し 上って 下さい。 

私 は アツ ラーの み使いが 『タル ビ一ナ は 傷心の 者 を 慰め、 悲しみ を 消す』 と 申される の を 
聞きました」 と 言った。 



(注) 細 力 、く 切った パン を スープに 浸した もの 



蜂蜜の 飲用に よる 治療に 関して 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 伝えて いる 

ある 男が 預言者 を 訪れ 「私の 兄弟が 下痢 をして おります」 と 言った。 
すると アツ ラ一 のみ 使い は 「彼に 蜂蜜 を 飲ませよ」 と 申された。 
彼 は その 御言 葉に 従った。 

その後 彼 はまた その 御 方の 所に 来て 「私 は 彼に 蜂蜜 を 飲ませ ましたが、 下痢 は一 層 ひど 

くな りました」 と 言った。 

その 男 は 三度 も 訪れて この 言葉 を 言った。 

彼が 四 度 目に 訪れた 時、 その 御 方 はまた 「彼に 蜂蜜 を 飲ませよ」 と 申された。 

すると 彼 は 「私 は 確かに、 彼に それ を 飲ませ ましたが 下痢 は 一層 ひどぐ よりました」 と 言つ 

た。 

すると アツ ラ一 のみ 使い は 「アツ ラ一 は 真実 をお 述べに なリ、 君の 兄弟の 腹が 偽って いる 
ので ある （注)」 と 申された。 

それで そ の 男 は 彼の 兄弟に 引 き 続き それ を 飲ませた 。 
すると その 者 は 癒えた。 

この ハディ一 スは アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 を 根拠と し、 言葉に 若干の 相違 を もって 別の 
伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

(注) クル ァ一ン に 「それら は、 腹の 中から 種々 異 つた 色合いの 飲料 を 出し、 それに は 人 

問 を 癒す ものが ある」 （第 16 章 69 節） と 述べられ ている、 つま リ、 その 言葉 は 真理で あり、 
それによ つて 癒されぬ 害 はない、 という 意で ある 



疫病に 関して 



ァ一 ミル' ビン 'サ アド' ビン' アブ一 'ヮッ カース は 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

彼 は 彼の 父 （サ アド) が ゥサ一 マ' ビン' ザ イドに 「あなた は アツ ラ一 のみ 使いから ペストに 
関して 何 か 聞きました か」 と 尋ねる の を 聞いた。 

ゥサ一 マ は 「アツ ラ一 のみ 使い は 『ペスト は イスラエルの 民、 あるいは あなた 方 以前に この 

世に 在った 者に 下された 天罰、 あるいは 懲罰で ある。 

それで あなた 方 は、 どこかの 地に それが 発生した こと を 聞いた 時 は、 そこに 行って はなら 

ない。 

また それが あなた 方の 居る 所に 発生した 時 は、 そこから 逃れる ようにして 出て 行って はな 
らぬ (注)」 と 申された。 

アブ一 ■ ナドル は （前述の ハディ一 ス にある 預言者の 言葉の 最後の 部分 を) 誤って 伝えて 

いる。 

(注） 人心 を 惑わした リ、 動揺 させたり しないた めで ある 

ゥサー マ' ビン' ザ イド は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「ペスト は 天罰の 印で ある。 

至高 偉大なる アツ ラ一 は それによ つて 下僕た る 人々 をお 試しになる。 

あなた 方が それにつ いて 聞いた 時 は、 それが 発生した 所に 入って はならぬ。 

また、 あなた 方の 居る 地に それが 発生したら、 その 地から 逃げても ならぬ」 と 申された。 

ゥサ一 マ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「まこと、 この ペスト は あなた 方 以前に 生きた 者、 あるいは イスラエル 
の 民に 対して 下された 天罰であった。 

それで、 それが 居住地 域に 発生した 時 は そこから 逃がれ るよう にして 出て 行って はならぬ。 
また それが 発生した 地に 入っても ならぬ」 と 申された。 

ァ一 ミル 'ビン 'サ アド は 伝えて いる 

ある 男が サ アド' ビン' アブ一 'ヮッ カースに ペストに ついて 尋ねた。 

すると ゥサ一 マ ゼン' ザ イドが 「私が それにつ いて 話そう。 

アツ ラ一 のみ 使い は 『それ は アツ ラ一 が イスラエルの 民の一 集団に、 または あなた 方 以前 

に 生 を 受けた ある 人々 に対して 下された 懲罰、 あるいは 天罰で ある。 

それで、 あなた 方 は、 それが 発生した こと を 聞いた 時 は、 そこに 入って はならぬ。 

それ 力 《 もし あなた 方の 地に 入って 来た 時 は そこ を 逃れる ようにして 出て 行っても ならぬ』 と 

申された」 と 言った。 



この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

ゥサー マ' ビン' ザ イド は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「まこと、 この 苦痛、 または 病 は、 あなた 方 以前の ある 民族が それに 

よって 罰せられた 天罰な ので ある。 

その後 それが この 地球上に 残 リ、 時々 流行 を 見る 。 

それで、 それが ある 地に 発生した こと を 聞いた 者 は 決して その 地に 行って はならぬ。 

また それが 発生した 地に たまたま 居合わせた 者 は、 あわてて そこから 逃げ出して もなら 

ぬ」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは異 つた 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

シ ユウ バはハ ビープからの 話と して 伝えて いる 

われわれが マデイーナに 居た 時、 ク一 ファで ペストが 発生した という ことが 伝えられた。 

すると ァタ一 ゥ 'ビン- ャ サール、 その他の 者が 「まこと、 アツ ラーの み使い は 『もし あなた 

力、 それが 発生した 地に 居た 時 は、 そこから 出て はならない。 

そして、 もし ある 地に それが 発生した こと を 知った 時 は、 そこに 入っても ならない』 と 申され 

た」 と 私 （ハビ 一ブ） に 言った。 

私 は 「誰から （それ を 聞いた のか）」 と 言った。 

彼等 は r ァ 一ミル' ビン 'サ アドが それ を 話した」 と 言った。 

それで 私 は 彼の 所に 行った。 

すると 人々 は 「彼 はこ こに は 居ない」 と 言った。 

私 は 彼の 兄弟で ある イブ ラ一 ヒ一 ムゼン 'サ アドに 会って 尋ねた。 

彼 は 「私 は ゥサ一 マが サ アドに （次のように） 話して いたと いう こと を 証言す る。 

(すなわち） ゥサ一 マ は 「私 は アツ ラ一 のみ 使い 力 《 『まこと、 この 苦痛 は あなた 方 以前の あ 

る 人々 がそれ によって 罰つ せられた 天罰、 あるいは 懲罰の 残余で ある。 

それでもし あなた 方が いる 地に それが 発生した 時 は、 そこから 出て はならない。 

また、 それが どこかに 発生した こと を 聞いた 時 は、 そこに 入っても ならない』 と 申される の 

をお 聞きした」 と 言った。 

ハビ一 ブは 「私 は イブ ラヒ一 ムに、 あなた は ゥサ一 マが サ アドに （それ を) 話す の を 聞いた 

のです か。 

また （それ を 聞いて） 彼 は 否認し ませんで した かと」 言った。 
彼 は 「はい、 しません でした」 と 言った。 

前述の ハディ一 スはシ ユウ バを 根拠と しても 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている 力、 これに は 前述 
の ハディ一 スの 初めの 部分に あった ァタ一 ゥゼン 'ャ サール その他に よって 話された 事柄 は 述べ 



られ てはいない。 

前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

イブ ラヒ一 ムゼン 'サ アド ゼン' アブ一 'ヮッ カース は 伝えて いる 
ゥサ —マ' ビン-ザ イドと サ アド は 話しながら 座って いた。 

そして その 二人 は 「アツ ラーの み使い は 申された」 と 言って 前述の ような 話 をした。 
この ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ ドッラ 一'ビン' アツ バース は 伝えて いる 

ウマル' ビン' ハッタ一 ブはシ ャ一ム （シリア） へ 出かけた。 

彼が サルグ （ヒ ジャー ズ から シャ一 ムに 入って 直ぐの 村落） に 着く と、 その 地区の 軍 司令 

官 アブ一 'ゥ バイダ ゼン' ジャッ ラ一フ やその 友人 達が 彼 を 出迎えた。 

そして 疫病 （ペストで あると 言われる） が シャ一 ムに 発生した と 告げた。 

イブ ン 'アツ バース は （次のように） 言った。 

その 時 ウマル は 「ここに 最初の ムハー ジル達 を 呼び集めよ」 と 言った。 

私 は 彼等 を 呼び集めた。 

ウマル は シャ一 ムに 疫病が 発生した こと を 伝え (前進すべき か 、引くべき かにつ いて） 彼 
等の 意見 を 求めた。 

すると 彼等の 意見 は 分かれ、 ある 者 達 は 「あなた は 重大な 問題の ために 来られた のです。 

あなたが そのこと から 退く の は 賛成 出来 かねます」 と 言った。 

また ある 者 達 は 「あなた は 前途有望な 人々 や 預言者の 教 友達の 命を預 つて おられます。 

故に それらの 人々 を その 疫病の 地に 敢えて 行かせる ことに は 賛成し かねます」 と 言った。 

すると 彼 は 「あなた 方 は 下って よい」 と 言った。 

そして 「次に アンサ一 ルを 呼び集めよ」 と 言った。 

私 は 彼等 を 呼び集めた。 

彼 は 彼等の 意見 を 求めた。 

すると 彼等 も 前者と 同じ 考え を 示し その 意見 は 二分され た。 
ウマル は 「あなた 方 は 下って よい」 と 言った。 

次に 彼 は 「私に、 クライ シュの 長老 達の 中で、 マッカ 征服 前に 移住した 者 達 を 呼び集めよ」 
と 言った。 

私 は その 人達 を 集めた。 

すると 彼等 は 皆 「われわれ は、 あなたが 人々 を 連れて 戻られ、 敢えて 疫病の ある 地に 行 

かせぬ 方が よいと 思います」 と 異口同音に 述べた。 

それで ウマル は 人々 に 「私 は 明朝 、乗り物に 乗って （マデイーナに） 向う。 

諸君 も その 用意 をせ よ」 と 号令した。 



その 時 アブ一' ゥ バイダ' ビン' ジャ ッラ一 フカ 《 「あなた は アツ ラ一 の 御 決定から 逃がれ るの 
です か」 と 言った。 

すると ウマル は 「アブ一 'ゥ バイダよ、 もし 君 以外の 者が その 言葉 を 言った ので あれば 

(注） （と 言って 黙った。 

ウマル は アブ一 'ゥ バイダとの 対立 を 嫌 力 《 つていた ので ある。 
それで) そうだ、 われわれ は アツ ラ一 の 御 決定から アツ ラーの 御 決定に 逃避す るの だ。 
ところで 君 （次の ような こと を) 考えて 見ない 力 、、つまり 君 力 《 ラクダ を もっていて たまたま 緑 
に 覆われた 側と 草木一 本 無い 側と を もつ 洞 谷に 降りた としょう、 それでもし 君が 緑の 側に 
出て ラクダ に 草 を 与えた とすれば、 それ は アツ ラ一 の 御 決定に よってそう したので はない 
のだろう か。 

またもし 君が 不毛の 側に 出て それに 餌 を 与えられな 力、 つたと しても、 それ もまた アツ ラ一 
のお 定めに 従った もので はない のだろう か」 と 言った。 
その 時、 アブ ドル' ラフ マーン 'ビン ■ ァゥフ が やって来た。 
彼 は ある 用事の ために 不在であった。 
そして 「私に は それにつ いて、 ある 知識が ある。 

私 は アツ ラ一 のみ 使いが 『あなた 方 は、 もし ある 地に 疫病が 発生した こと を 聞いた 時 は そ 
こに 行って はならぬ。 

またもし それが あなた 方の 居る 地に 発生した 時 は そこから 逃れる ようにして 出て はなら 

ぬ』 と 申される の を 聞いた」 と 言った。 

ウマル' ビン' ハッタ一 ブは アツ ラ一 を 讃美し (そこ を) 後に した。 

(注） これの 応答 節 は 述べられて はいない が 次の 二つが 考えられ ている。 
―、 「うなずけ もしょう。 だが 博識の 君が それ を 言う とは鴛 きで ある」 

二、 「罰した であろう」 

前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で 伝えられ ている 力、 それに は （次の ような） 表現が ある 
それで 彼 （ウマル） は アブ一 'ゥ バイダに 「もし 人が 肥沃な 地が ある にもかかわらず それ を 
放棄し、 不毛の地で 放牧したなら、 君 は その 者 を 無能な 者と 極めつ けたので はない か」 と 

吕 つた。 

彼 は 「その 通りで ある」 と 言った。 
ウマル は 「それで は、 （私に) 続け」 と 言った。 
こうして 彼 は 弓 I き 返し、 マデイーナに 戻って 来た。 
そして 「この 場所 は、 または この 家 は 健全な 所で ある。 

イン シャ 一 ■ アツ ラ一」 と 言った。 



ァ一 ミル 'ビン' ラビ一 ァは 伝えて いる 

ウマル は シャ一 ムに 向って （マデイーナ を） 出た。 

彼が サルグ に 着いた 時、 シャ一 ムに 疫病が 発生した という ことが 伝えられた。 

すると アブ ドル' ラフ マーン' ビン' ァゥフ が 彼に 「アツ ラーの み使い は 『あなた 方が ある 地 

に 疫病が 発生した こと を 聞いた 時 は そこに 入って はならぬ。 

また、 あなた 方が 在住す る 地に それが 発生した 時 は そこから 逃れる ようにして 出ても なら 

ぬ』 と 申された」 と 告げた。 

それで ウマル ゼン 'ハッタ一 ブは サルグ から 引き返した。 

サ 一リム' ビン' アブ ドッラ 一は" ウマルが 人々 を 引き連れて 引き返した" （という 言棄） はァ 

ブドル 'ラフ マーン ゼン' ァゥフ の ハディ一 ス から 得た ものである」 と 言った。 



伝染病 も、 （鳥 占いに よる） 凶兆 も、 （不吉の 鳥） ハ 一マ も、 （腹中の 毒虫） サ 
フ アル も、 （雨の 前兆と なる 星) ナウ ゥも、 （悪鬼) ゴール も 全くの 事実無根で 

(だが) 病に 罹って いる ラクダ の 所有者 は それ を 健全な ラクダ の 所有者の 所 
に 連れて行かぬ こと 等に ついて 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使いが 「伝染病 も、 （腹中の 毒虫） サフ アル も、 （不吉の 鳥） ハ一 マ も 全く 事実 
無根で ある （注）」 と 申された 時、 ベドウィンの 男 力 《 「 アツ ラーの み使いよ、 それで は、 鹿の 
ように （美しい 毛 並の） ラクダ が砂漢 にいて、 そこに 皮膚病の らくだが 来て そこにい たもの 
全てに その 病 を 移す の はどうして でしよう」 と 言った。 
み使い は 「それで は一 番 最初の ラクダ に その 病 を ももたら した 者 は 誰か」 と 申された。 

(注） この ハディ一 スで 理解し にく いのは 伝染病に ついて であるが 「これ は 必ずしも 他に 移 
る わけで はなし、」 あるいは 「必ずしも それに 罹患す ると は 限らな し、」 のよう な 意味で、 伝染 
病 そのもの を 否定して いるので はない。 

それ は 疫病に 対する 配慮 を 喚起す る ハディ一 スが 既に 何度か 見られた ことで も 容易に わ 

かる。 

また、 これに ついては イスラ一 ムの六 信の一 つ 「カダル」 （宿命、 神の 決定） の 観念 も 深く 
関係して いると 考えられる 力、 この ハディ一 スの 真の 意図 は ジャ一 ヒリ一 ャ 時代に 行われ 
ていた 数々 の 迷信の一 掃に ある 

サフ アル =ァ ラブ はこれ を 腹中に 住む 害虫で、 空腹時に あばれ、 それが 因で 死に 至る こと 
も あると 考えて いた。 

ハ一 マ = ジャ一 ヒリ一 ャの 人々 は それ を、 殺された 人の 霊が 復謦を 促す ために 鳥 （これ は 
梟の 姿 をして いると いう） に 姿 を 変えた ものと 考えて いた。 
そして この 鳥は復 謦が果 される まで" イス ク一 二一、 イス ク一 二一" （原意 は、 私に 飲ませよ、 
であるが、 ここで は 敵 を 討って、 その 血 を 飲ませよ の 意） と 鳴き 続ける と 信じて いた 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「伝染病 も、 ティ ャラ （注) も、 サフ アル も、 ハ 一マ も 全く 事実無根 であ 
る」 と 申された。 

すると ベドウィンの 男 力 《 「アツ ラーの み使いよ、 ■■■■■■ 」 と 言った。 
残余の ハディ一 スは 前述と 同様で ある。 



(注) ジャー ヒリ一 ャ 時代に 行われた 鳥 や 鹿に よる 占いで、 凶兆 を 知らせる もの 



アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

預言者 力 《 「伝染病 は 全く 事実無根」 と 申される と ベドウィンの 男が 立った。 
残余の ハディ一 スは 前述と 同様で ある。 

ズフリ 一を 根拠と した ハディ一 ス にも" アツ ラーの み使い は 「伝染病 も、 サフ アル も、 ハ一 マ 
も 全く 事実無根 である」 と 申された" と 述べられ ている。 

アブ一 'サ ラマ ゼン 'アブ ドル' ラフ マーン ゼン' ァゥフ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「伝染病 は 事実無根」 と 申された。 
伝承 者 は 続けて （次のように も） 言った。 

アツ ラ一 のみ 使い は 「病に 罹って いる ラクダ の 所有者 は それ を 健全な ラクダ の 所有者の 所 
に は 連れて行かない」 とも 申された。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 のみ 使いから 聞いた 前述の 二つの ハディ一 スを 常に 話して い 

た。 

しかし その後 「伝染病 は 全く 事実無根 である」 という 言葉に 関して は 沈黙して しまった。 
そして 「病に 罹って いる ラクダ の 所有者 は その ラクダ を 健全な ラクダ の 所有者の 許に は 連 
れて 行かない」 という 言葉 だけ を 言って いた。 

ハ 一リス' ビン' アブ一 ■ ズバ一 ブ 一（彼 は アブ一 'フ ライラの 従兄弟） は 「アブ一' フライ ラょ、 
私 は 君が その ハディ一 ス と一 緒に もう一 つ 別の ハディ一 スを 話す の をよ く 聞いて いた もの 
だが、 それに ついては 君 は 黙って しまった。 

(すなわち） 君 は 『アツ ラ一 のみ 使い は" 伝染病 は 全く 事実無根 である" と 申された』 とよく 話 
していた」 と 言った。 

すると アブ一' フライ ラは それに ついては 知らない とし、 み使いの 「病に 罹って いる ラック ダ 
の 所有者 は その ラクダ を 健全な ラクダ の 所有者の 許に は 連れて行かない」 （という 言葉 だ 
け を) 言った。 

しかし、 ハ一 リス は 彼の 言葉 を 認めなかった。 
すると アブ一' フライ ラは アビシニア 語で わけの 分からぬ こと を しゃべった。 
そして ハ一 リスに 「君 は 私の 言った ことが 分かる のか」 と 言った。 
彼 は 「いいえ」 と 言った。 

アブ一' フライ ラは 「私 は （そのような こと を 言った とする 君の 言葉 を） 否認す る、 と 言った の 

だ」 と 述べた。 

アブ一 'サ ラマ は 「私の 生命に かけて、 確かに アブ一' フライ ラ はわれ われに 『アツ ラーの 
み使い は" 伝染病 は 全 〈事実無根 である" と 申された』 と 話して いた。 
私 は アブ一 'フ ライラが それ を 忘れて しまったの 力、、 それとも その 二つの ハディ一 ス （から 
ある 種の 矛盾 を 感じ） その一 つ を 廃棄して しまったの かどう 力、、 私に は 分らない」 と 言つ 

た。 



アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「伝染病 は 全く 事実無根 である」 と 申された 力 《 r 病に 罹って いる ラクダ 

の 所有者 は その ラクダ を、 健全な ラクダ の 所有者の 許に は 連れて行かない」 とも 申され 

た。 

前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「伝染病 も、 ハマ一 も、 ナウ ゥ （雨の 前兆と 言われる 星) も、 サフ アル も 
全く 事実無根 である」 と 申された。 

ジャー ビル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「伝染病 も、 ハ一 マ も、 ゴール (想像 上の 悪鬼) も 全く 事実無根 であ 
る」 と 申された。 

ジャー ビル' （ビン' アブ ドッラ 一） は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「伝染病 も、 ゴ一ル も、 サフ アル も 全く 事実無根 である」 と 申された。 

ジャー ピルゼン 'アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

私 (ジャー ビル） は 預言者が 「伝染病 も、 サフ アル も、 ゴール も 全く 事実無根 である」 と 申さ 
れ るの を 聞いた。 

私 （ムス リム） は アブ一 'ズ パイルが (前述の ことに 関し、 次のように) 述べる の を 聞いた。 
ジャ一 ビル は 人々 にみ 使いの 言葉 「サフ アル も 事実無根」 について 説明した。 
アブ一 'ズ バイ ルは 「サフ アル は 腹の 意で ある」 と 言った。 
すると ジャ一 ビルに 「どうして なのです か」 という 問が あった。 
彼 は 「それが 腹の虫と 言われて いた ことから である」 と 言った。 
しかし 彼 は ゴールの 説明 はしな 力、 つた。 

アブ一 'ズ パイルが 「この ゴール は 旅人に 危害 を 加える ものである」 と 言った。 



ティ ャラ とファ アル (吉兆）、 そして 凶兆が 存在す る もの 等に 関して 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

私 は 預言者が 「ティ ャラ (注） 占い は 全く 事実無根 である。 

その 種の もので 最良の もの はファ アルで ある」 と 申される の を 聞いた。 

すると 「アツ ラーの み使いよ、 ファ アルと は 何です か」 と 問われた。 

その 御 方 は 「それ は 縁起の 良い 言葉で、 あなた 方の 誰が それ を 聞いても 喜べる もので あ 

る」 と 申された。 

(注) ティ ャラは 先の ハディ一 ス にもあった 占いで、 不吉な ものが 多い。 
これに 対して ファ アル は、 大半が 吉兆の もので 人心 を 和ませる 縁起の 良い ものである 
前述の ハディ一 スは 言葉に 若干の 相違 は ある 力、 別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アナ スは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「伝染病 も、 ティ ャラも 全く 無実 無根で ある。 

だが 私 はファ アルに は 感嘆して いる。 

それ は 縁起の 良い 言葉で あり、 心 を 明るく させる もの だ」 と 申された。 

ァ ナス 'ビン' マリ一 クは 伝えて いる 

預言者 は 「伝染病 も、 ティ ャラも 全く 事実無根 である。 
だが 私 はファ アルに は 感嘆して いる」 と 申された。 
すると 「ファ アルと は 何です か」 と 問われた。 
その 御 方 は 「それ は 心 を 明るく させる 言葉で ある」 と 申された。 

アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「伝染病 も、 ティ ャラも 全く 事実無根 である。 
だが 私 は 心 を 明るく させる 言葉の ファ アル は 好きで ある」 と 申された。 

アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「伝染病 も、 ハ一 マ も、 ティ ャラも 全く 事実無根 である。 
しかし 私 は 心 を 明るく する ファ アル は 好きだ」 と 申された。 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「災難 は 家と 妻と 馬の 三つに 生ずる ことがある （注)」 と 申された。 

(注） 家に ついては、 その 狭 さ、 近所 づき 合いの 煩わしさ、 時には 近隣の 者 達から 肉体的、 



精神的な 害 を 受ける こと 等で ある。 

妻に ついては、 子供 を 産まない 女性、 口うる さい 女性、 猜疑心の 強い 女性の ことが 意図 さ 
れ ている。 

馬 は 聖戦の ための 道具で あり 極めて 重要で あるが、 ここで は それ 以外の 目的で 所有して 
いる 場合の ことで、 それの 世話の 労力 や 費用 は 侮れない ものが ある 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「伝染病 も、 ティ ャラも 全く 事実無根 である。 
そして 災難 は 妻と 馬と 家の 三つに 生ずる ことがある」 と 申された。 

前述 同様な ハディ一 スは 他に も 多くの 異 つた 伝承 者 経路で 伝えられ ている 力、 それら は 言葉に 僅 
少の 相違が ある。 

ウマル ゼン' ムハンマド ゼン' ザ イド は 伝えて いる 

私 は 私の 父が、 イブ ン 'ウマルが 預言者から 聞いた 話と して 伝えた もの を、 話して いるの 
を 聞きました 

(すなわち） その 御 方 は 「もし 災難が 現実に 起る とすれば、 それ は 馬と 妻と 家に ついて であ 
る」 と 申された。 

前述の ハディ一 スの別 伝承に は" 現実に" という 言葉 は 述べられ ていない。 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「もし 災難が 何 かに あると すれば、 それ は 馬と 住居と 妻で ある」 と 申さ 

れた。 

サ フル' ビン 'サ アド は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「もし 災難が 起った とすれば、 それ は 妻と 馬と 住居で ある」 と 申され 

た。 

前述の ハディ一 スには 別 伝承 者 経路で 伝えられて いるもの も ある。 

ジャー ビル は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「もし 何 かに 災難が あつたと すれば、 それ は 土地、 召し使い （注）、 馬 
である」 と 申された。 



(注） この 土地 は 良き 作物 を 産出し ない 土地で 徒 （いたず) らに 労力 を 費やす もの、 また こ 
の 召し使い は 無能で 怠惰な 者で ある 



占い をす る こと、 また、 占師に 頼る こと は 禁じられ ている 

ムアー ウイ ャ 'ビン' ハカ ム ■ スラミ 一は 伝えて いる 

私 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 ジャ一 ヒリ一 ャ 時代、 われわれが 常に 行って いた 幾つかの 事 
柄が ありました。 

われわれが 占師 達の 許 を 訪れて いた こと も その一 つでした」 と 言った。 

するとみ 使い は 「占師 達の 所へ 行って はならぬ」 と 申された。 

私 はまた 「われわれ は ティ ャラ もして ぉリ ました」 と 言った。 

み使い は 「その 忌むべき もの は 習慣と して あなた 方の 心に 潜在して いる 力、 そのような も 

の は 振り返っても ならない し、 まして や、 それに 戻る こと は 絶対に ならぬ」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは 言葉に 若干の 相違 は ある 力、 他に も 伝えられ ている 

前述の ような ハディ一 スは異 つた 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

また ある 伝承に は 次の ような 付加が ある 

私 は 「われわれの 中には 大地に 線 を 引いて 占い をす る 者 達が おります」 と 言った。 

み使い は 「以前、 預言者の 中には それ を 行って いた 方が あった。 

故に その 者の 占いが 確実に 的中す る もので あれば 許される （注)」 と 申された。 

(注） これ は その 占いが 一般人に は 禁止され たもので ある こと を 示す。 
言うまでもなぐ 一般人に は 未来の こと を 確実に 予言す る 能力 は 無い からで ある 

ァ 一 イシ ャは 伝えて いる 

私 は 「アツ ラーの み使い 様、 占師 達 は、 私達に よく 特定の 事柄に ついて 話して ぉリ ました 
が、 それ は 真実で ございました」 と 言いました。 

その 御 方 は 「その 言葉 は 誠の もので、 ジン (霊 魔） が 盗み聞きし たもの を 彼の 仲間 （この 場 
合 は 占師） の 耳に 投げ込む。 

すると その 仲間 は その 言葉に 100 もの 虚偽 を 付加して 伝える の だ」 と 申されました。 

ウル ヮはァ 一イシ ャ からの 話と して 伝えて いる 

人々 は アツ ラ一 のみ 使いに 占師に ついて 尋ねました。 

アツ ラ一 のみ 使い は 彼等に 「その 者 達の （言葉 は） とる に 足らぬ ものである」 と 申され まし 

た。 

人々 は 「アツ ラーの み使いよ、 彼等 は 時々、 誠の 事柄 を 話します」 と 言いました。 
するとみ 使い は 「その 言葉 は ジンが 盗み聞きし たもので、 元は ジンの ものな の だ。 



ジン は それ を 雌 取りが クヮッ 、クヮ ッと鳴 〈ように 仲間の 耳許で しゃべる。 

すると 彼等 は その 言葉の 中に 100 以上 もの 虚偽 を 混ぜ 入れて しまう ので ある」 と 申され ま 

した。 

前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ ドッラ 一'ビン' アツ バース は 伝えて いる 

教 友達の 中の アンサ一 ル の一 人が 私に （次のように） 告げた。 

教 友達が ある 晚、 アツ ラ一 のみ 使いと一 緒に 座って いると 流星が 走リ、 明るい 光 を 放った。 

その 時 アツ ラーの み使いが 教 友達に 「あなた 方 は ジャー ヒリ一 ャ 時代、 このような 流星 を 

見た 時には、 どのように 言って いたか」 とお 尋ねに なった。 

人々 は 「アツ ラ一 とその み使い は 最も 良く 御存知です。 

(と 言って から） われわれ はこの 夜、 偉大な 男子が 生まれ、 偉大な 人物が 亡くなつ たと 言つ 

ておりました」 と 答えた。 

すると アツ ラ一 のみ 使い は 「それ は 誰かの 生死の ために 起る 現象で はない。 

だ 力 《 (次の ような ことで 起る 現象な の だ、 すなわち） いと 高く 尊く おわし ます わが 主が ある 

問題 を 御 決定になる と、 玉座に 仕える 天使 達が 主の 栄光 を 称え、 次に それに 近接して 住 

む 天上の 住人 達 も 讃美す る。 

それ はこの 世界の 天界の 住人に 達する まで 続けられる。 

この 後、 玉座に 仕える 天使に 近接す る 住人 達が その 天使 達に 「あなた 方の 主 は 何と 仰せ 

られ ました か」 と 尋ねる。 

すると 主の 御言 葉が 告げられる。 

そうすると 天上の 住人 達 は 互いに その 言葉 を 尋ね 合い、 やがて その 情報が この 世界の 
天界に 到達す る。 

すると ジンが す 早く 盗み聞きして その 情報 を 仲間に 運ぶ ので ある。 
天使 達が ジン を 見る とそれ に 流星が 投げられ るので ある。 
もし 占師 達が 運ばれた 情報 だけ を 告げるなら それ は 真実で ある。 
しかし 彼等 は それに 虚偽 を 混ぜ 増大す る」 と 申された （注）。 

(注） この ハディ一 スの 内容 は クル ァ一ン 第 15 章、 第 37 章、 第 72 章 を 参照 するとよ い 

前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられて いるが、 それらに は 言葉に 若干の 相違が ある。 

サフィ 一ャ は、 預言者の 妻の一 人が その 御 方から 聞いた として 話した もの を 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「占師 を 訪れ、 彼に 何 か を 尋ねた 者 は、 40 夜に わた リ 彼の 礼拝 は受 
け 入れられぬ」 と 申された。 



らい 病 やそれ に 類す る 病に 近寄らぬ ことに 関して 



アム ル 'ビン' シャリ 一ドは 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

サキ一 フ 族の 遣 使団の 中に らい 病の 男 かいた、 預言者 は それに 使者 を 送り 「われわれ は 
あなた 方の 忠誠の 誓い を 受け入れた 故、 引き取る 力ない」 と 申された。 



蛇 その他 を 殺す ことに 関して 

ァ 一^ r シャは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 背に 二 筋の 白い 縞の ある 蛇 を 殺す こと を 御 命じに なりました。 
それ は 視力 や 胎児に 悪 影響を及ぼす からです (注）。 

(注） この 蛇 は 見た だけで 目 力 《らんだ リ、 妊婦の 場合 は 流産す る ともいう 
前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 
その 中で は 「尾の 短い 蛇と 縞の ある 蛇」 と ある。 

サ一 リム は 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

預言者 は 「背に 二 筋の 白い 縞の ある 蛇と 尾の 短い 蛇 は 殺せ。 

それ は 流産 させ、 視力に も 悪 影響を及ぼ すからで ある」 と 申された。 

それで、 イブ ン' ウマル は 見つけた 蛇 は 全て 殺して いた。 

アブ一 ■ ルノ く一/ く ■ ビン ■ アブ ドル' ム ンジル また はザィ ド 'ビン ■ ノ ヽッタ 一ブは 彼 （イブ ン ■ ゥ 

マル） が 蛇 を 殺そうと して 追い かける の を 見た。 

その 時 彼に 人の 中の一 人） は 「家々 に 巣くう 蛇 を (殺す こと は) 禁止され ています」 と イブ 
ン- ウマルに 言った。 

イブ ン 'ウマル は 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 のみ 使いが 犬 を 殺す こと を 御 命じになる の を 聞いた。 

その 御 方 は 「蛇 や 犬 は 殺せ。 

背に 二 筋の 白い 縞の ある 蛇 や 尾の 短い 蛇 は 殺せ。 

それら は 視力に 悪 影響を及ぼし、 流産 を 起す 因と なる」 と 申されて いた。 

ズフリ 一は 「われわれに は、 それが それらの 毒に よる ものであると 考えられる 力、 アツ ラ一 

こそ 最も 良く 御存知で ある」 と 言った。 

サ 一 リム は （次のように） 言った。 

アブ ドッラ 一'ビン • ウマル は 「私 は 見つけた 蛇 は 容赦な く 殺し 続けた。 

ある 日、 私が 家に 巣くう 蛇 を 追い かけて いると、 ザ イド' ビン' ハッタ一 ブ、 または アブ一 りレ 

バ一 バが通 リ掛リ 、私が それ を 追い掛けて いるの を 見て 「待ちなさい、 アブ ドッ ラ一」 と 言つ 

た。 

私 は 「アツ ラ一 のみ 使い はこれ を 殺す よう 御 命じに なった」 と言うと、 彼 は 「アツ ラ一 のみ 使 
いは 家々 に 巣くう もの は (殺す こと を） 禁じられた」 と 言った。 
この ハディ一 スはズ フリ一 を 経由し、 別 伝承 者 経路 を 経で も 伝えられ ている。 
だが それらに は 言葉に 若干の 相違が ある。 



ナ一 フィゥ は 伝えて いる 

アブ一' ルバ一 バは イブ ン 'ウマルの 家に 在って、 その 家の モスクの 見える 戸 を 開けて くれ 
るよう 頼んだ が、 それ は 彼 力 《 モスクの 近くに 居る の だとい う 感慨に 浸りたい 気持ちからの 
ことであった。 

その 時 子供達が 蛇の 抜け がら を 見つけた。 
アブ ドッラ 一は 「それ を 見つけ 出して 殺して しまえ」 と 言った。 
すると アブ一' ルバ一 バは 「いや、 それ を 殺して はならない。 
アツ ラーの み使い は 家に 巣くう 蛇 を 殺す こと を 禁じられた」 と 言った。 

ナ一 フィゥ は 伝えて いる 

イブ ン 'ウマル は 蛇 を 見つける と 全て 殺して いた。 

だ 力 《 、 アブ一 ■ ル / く一, く-ビン' アブ ドル ■ ムン ジル' ' く ドリ一 がわれ われに 「アツ ラ一 のみ 使 
いは 家々 に 巣くう 蛇 を 殺す の を 禁じられた」 と 話す と、 彼 は それ を 止めた。 

ナ一 フィゥ は 伝えて いる 

彼 は アブ 一ルバ一 バが イブ ン' ウマルに 「アツ ラ一 のみ 使い は 蛇 を 殺す こと を 禁じられ 
た」 と 告げる の を 聞いた。 

アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

アブ一 ■ ルノ <-/ く は 彼に 「アツ ラ一 のみ 使い は 家々 に 巣くう 蛇 を 殺す こと を 禁じられた」 と 
告げた。 

ナ一 フィゥ は 伝えて いる 

アブ 一り レバ一 バ 'ビン' アブ ドル 'ム ンジル 'アンサ一 リ 一は、 最初 クバ一 ゥ と言うと ころに 
所に 住んで いたが、 マディ一 ナに 移った。 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマルが その アブ一' ルバ一 バ のために くぐり 門 を 開いて一 緒に 座って 

いると、 その 家の人々 が 家に 巣くう 蛇 を 見つけ、 殺そうと していた。 

その 時 アブ 一り レバ一 バが 「（家に 巣くう 蛇 を 殺す こと は） 禁じられ ている。 

だが 尾の 短い 蛇と 背に 二 筋の 白い 縞の あるの は 殺す ことが 命じられた」 と 言った。 

その 二種 類の 蛇 は 視力に 悪 影響を及ぼし、 流産の 因と もなる と言われ ていた。 

ナ一 フィゥ は 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマルが、 ある 日、 壊れ かけた 彼の 古い 屋 舎の 側に 立って いると 蛇の 
抜け がら を 見た。 

彼 は 「この 蛇 を 追い、 殺して しまえ」 と 言った。 

アブ一' ルバ一 ノく' アンサ一 リ 一は 「まこと、 アツ ラーの み使い 力、 家々 に 巣くう 蛇に ついて、 



それ を 殺す の を 禁じられ たの を 私 は 耳に した。 

だが、 尾の 短い ものと 背に 二 筋の 白い 縞の あるの は 別で ある。 

その 二種 は 視力 を 奪い、 胎児に 影響を及ぼす」 と 言った。 

ナ一 フィゥ は 伝えて いる 

アブ一 ■ ル/ く一/ く は イブ ン ■ ウマルの 側 を 通リ掛 つた。 

その 時 イブ ン 'ウマル は ウマル ゼン ■/、 ッタ一 ブの 家の 近くの 城砦の 側で 蛇の 動きに 注目 

していた。 

残余の ハディ一 スは 前述と 同様で ある。 

アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

われわれが 預言者と 一緒に ある 同窟 にいた 時、 その 御 方に 「次々 と 送られる 風に おい 

て」 （クル ァ一ン 第 77 章 1 節） の 啓示が 下された。 

われわれ は 啓示され たもの を (最初に 聞く 者と して） 清々 しい 気持で 拝聴した。 

その 時、 われわれの 所に 蛇が 出て 来た。 

み使い は 「殺せ」 と 申された。 

われわれ は それ を 殺そうと して 突進した。 

しかし それの 逃げる 方が 早かった。 

アツ ラ一 のみ 使い は 「アツ ラ一 は あなた 方 を それの 危害より 救われた ように、 それ もまた、 
あなた 方の 害より お救いに なった」 と 申 された。 

前述の ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 巡礼の 儀式 を 行って し、 る 者に、 ミナ一 で 蛇 を 殺す こと を 御 命じに なつ 

た。 

アブ ドッラ 一は 伝えて いる 

"われわれが アツ ラ一 のみ 使いと ある 洞窟に いた 時…" 
残余の ハディ一 スは 前述と 同様で ある。 

ヒシャ 一ム ゼン' ズフラ の マウラー (解放 奴隸) アブ一 'サ 一イブ は 伝えて いる 
私が アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 の 家に 入った 時、 彼 は 礼拝して いた。 
私 は 彼の 礼拝が 終る の を 待った。 

その 時、 ふと 私 は その 家の一 隅に あった 木の 枝の 中に ある 物音 を 聞いた。 
その 方 を 見る と 何と それ は 蛇で ある。 



私 は それ を 殺そうと して 飛び 掛 つた。 

すると アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 が 私に" 座れ" と 合図 をした ので 私 は 座った。 
彼が 礼拝 を 終えた 時 、部屋の一 つ を 指し 「君 はこの 部屋 を 知ってい るか」 と 言った。 
私 は 「はい」 と 言った。 

彼 は 「そこに はわれ われの 仲間で 新婚の 若者が いた」 と 言って （次の ような 話 をした） 

われわれ は アツ ラ一 のみ 使いと一 緒に ハンダクの 戦 （塹壕の 役 '627 年） に 出かけた。 
その 若者 はよ く 日中に、 アツ ラ一 のみ 使いに 彼の 家族の 許に 帰る 許可 を 求めて いた。 
ある 日 彼が (例によって） 許可 を 求める と、 アツ ラ一 のみ 使い は 「武器 を 携えて 行く がよ し、。 
私 は クライザ 族 (マディ一 ナに 在った ユダヤ 部族） が 君に 危害 を 加えない かと 心配す る」 と 
申された。 

それで 彼 は 武器 を 持って 帰った。 

家に 着く と 彼の 妻が 入口の 扉の 間に 立って いるの を 見た。 

彼 は そのこと に 嫉妬し、 彼女の 方に 槍 を 向けて 突き刺そう とした。 

彼女 は 「あなた、 槍 を 引いて つ、 そして 家の 中に 入って 私が ここに 出て し、 る 訳 を 分って ちょ 
うだい」 と 言った。 

彼が 入って 見る と、 ベッドの 上に とぐ ろ を 巻いた 大蛇が いたので ある。 

彼 は 槍で それ を 突き刺した。 

そして 槍 を 家の 中に 突き立てた まま 外に 出た。 

だが 蛇 はの た 打って 彼 を 襲った。 

(その 結果 両者 共に 死んだ が) 蛇の 方が 先に 死んだ のか、 それとも 若者 か、 それにつ いて 
は 知られて いない。 

われわれ は アツ ラ一 のみ 使いの 所に 来て そのこと をお 話した。 

そして、 われわれ はみ 使いに 「アツ ラーが 彼 を われわれ のために 蘇らせて 下さる ようお 祈 
リ 下さい」 と 言った。 

すると その 御 方 は 「あなた 方の 友人の ために、 アツ ラ一 にお 許し を 願う がよ い」 と 申され、 

更に ほこと、 マディ一 ナには イスラ一 ムに 帰依した ジンが いる。 

故に あなた 方が それらの 仲間 を 見た 時 は、 三 日 間 それに 対して 警告 を 出す がよ い。 

それでもし それが、 その後 も 現れたなら 殺す がよ い。 

それ は サタンな の だ」 と 申された。 

ァス マ一 ゥ 'ビン 'ゥ バイ ドはサ 一イブと 言われる 男 一 彼 はわれ われの 言う アブ一 ■ サー イブで ある 
—から 聞いた 話 を 伝えて いる 

われわれ は アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 を 訪問した。 

われわれが 座って いる ベッドの 下で ある 物音 を 聞いた。 

見る とそれ は 蛇であった。 

残余の ハディ一 スは 同一 であるが その 中で 伝承 者 は （次のように も） 言って いる。 



アツ ラーの み使い は 「まこと、 これらの 家々 に は 蛇が 住んで いる。 
それで、 あなた 方が その 中の一 匹で も 見た 時 は 三 日 間 苦しめよ。 
もし 出て 行け ばよ し 、 さもな く ば 殺す がよ し 、 。 
それ は 不信者な の だ」 と 申された。 

また その 御 方は教 友達に 「行って 君達の 友 （蛇に 嚙 まれて 亡ぐ よった) を 埋葬 するがよい」 
と 申された。 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「マディ一 ナには イスラ一 ムに 帰依した ジンの グル一 プが 住んで いる。 
それで それらの 中の一 匹で も 見た 者 は 三日間 それ を 苦しめよ。 
そしても しその 後 も 現れる ことがあれば 殺す がよ い。 
まこと、 それ は サタンで ある」 と 申された。 



や もリは 殺す のがよ い 

ゥンム ■ シャ リーク は 伝えて いる 

預言者 は 彼女 （ゥ ンム' シャリ 一ク） にや もり を 殺す こと を 御 命じに なった。 

イブ ン 'アブ一' シャイ バの ハディ一 スには 「御 命じに なった」 とだけ 述べられ ており （「彼女 

に」 という 言葉 は 無い） 

ゥンム 'シャ リーク は 伝えて いる 

彼女 は 預言者に やもり を 殺す ことにつ いて 伺った。 

すると その 御 方 は、 それ を 殺す こと を 御 命じに なった。 

なお、 ゥンム ■ シャリ 一ク はァ一 ミル' ビン ■ ル アイ 族の 女性で ある。 

この ハディ一 スは 同一 の 内容で、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

ァ一 ミル • ビン 'サ アド は 彼の 父 を 根拠と して 伝えて いる 

預言者 はや もり を 殺す こと を 御 命じに なった。 

そして それ を フワ イス イク (有害な 小生 物） とお 呼びに なった。 

ァ一 イシ ャは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い はや もりの こと を 「フワ イス イクと 申されました。 
ハル マラ (伝承 者の一人） は （次の ような 言葉 を) 付加して いる。 
「私 は その 御 方が やもり を 殺す こと を 御 命じに なった という こと を 存じません」 

アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「一撃で やもり を 殺した 者に は 施し物と して これこれの ものが ある。 
二回 打って それ を 殺した 者に も 施し物と して これこれの ものが あるが、 それ は 前者に 劣る。 
三回 打って それ を 殺した 者に も 施し物と して これこれの ものが ある 力、 それ はさら に 二番 
目の 者に 劣る」 と 申された。 

前述 同様な ハディ一 スは アブ一 'フ ライラ を 根拠と して、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられて いるが、 
その 中には (次の ような) 言葉が ある。 

(アツ ラ一 のみ 使い は） 「一撃で やもり を 殺した 者に は 100 の 施し物が 与えられる。 

二 撃で (殺した 者に) も 施し物 は 与えられる 力、 前者より は 少ない。 
三 撃で (殺した 者の それ は） さらに 二番目の 者より 少ない」 （と 申された） 



アブ一 ■ フ ライラ は 伝えて いる 



預言者 は 「一撃で (やもり を 殺した 者に は ） 70 の 施し物が ある」 と 申された。 

蟻 を 殺す こと は 禁止され ている 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「蟻が 歴代の 預言者の 一人 をかん だ。 
すると 彼 は 蟻の 巣 を (焼き払う こと を) 命じた。 
それ は 実行され た。 

すると アツ ラ一 は 彼に 『汝 は、 汝 をかん だ一匹の 蟻の ために (わが 徳を) 讃美す る一集団 
生活 体 を 滅亡 させた のか』 という 啓示 を 下された」 と言われた。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

預言者 は 「歴代の 預言者の 一人が 木の 下で 休息して いると一 匹の 蟻が 彼 をかん だ。 
彼 は 彼の 所持品 を 木の 下から 移動させる ように 命じた。 
そして (その 木 を) 焼く こと を 命じ、 それ は 焼き払われた。 

すると アツ ラ一 は 彼に どうして （汝 をかん だ)一 匹の 蟻 だけ を 成敗 しないの か』 という 啓示 を 
下された」 と言われた。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

彼 (アブ一 フ ライラ） は 多くの ハディ一 スを 伝えて いるが その 中に (次の ような 話が) ある。 
アツ ラ一 のみ 使い は 「歴代の 預言者の 一人が 木の 下で 休んだ。 
すると一 匹の 蟻が 彼 をかん だ。 

彼 は 所持品 を その 下から 移動 させ、 その 木 を 焼く よう 命令し、 それ を 焼き払って しまった。 
すると アツ ラ一 は 彼に 『どうして 一匹の 蟻 だけ を 成敗 しないの か』 という 啓示 を 下された」 と 
申された。 



猫 を 殺す こと は 禁じられ ている 

ナ一 フィゥ は アブ ドッラ 一からの 話と して 伝えて いる 

アツ ラ一 のみ 使い は 「ある 女性が 猫が 原因で 懲罰 を 受けた。 
それ は 彼女が 猫 を 閉じ込め たままで 死に 至ら しめたから であった。 
それ 故 彼女 は 地獄に 落ちた。 

彼女 は その 猫 を 閉じ込めて 餌 も 水 も 与えず、 地上に ある 自然の 餌 を 取る ために 自由に も 
して 上げなかった ので ある」 と 申された。 

前述 同様な ハディ一 スは アブ一 'フ ライラ を 根拠と して、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

前述 同様な ハディ一 スは イブ ン 'ウマル を 根拠と しても 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は 「ある 女性が 猫が 原因で 懲罰 を 受けた。 

それ は 彼女が その 猫に 餌 も 与えず、 水 も 与えず、 しかも 地上に ある 自然の 餌 を 取る ため 

に 自由に もして あげな 力、 つたから である」 と 申された。 

前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路で も 伝えられ ている 力、 それら は 言葉に 若干の 相違が 

アブ一 'フ ライラ は 前述の ような ハディ一 スを 別の 伝承 者 経路で も 伝えて いる。 
前述 同様な ハディ一 スは アブ一 'フ ライラ を 根拠と して 他に も 伝えられ ている。 



獣に 水 や 餌 を 与える 徳 について 



アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は （次のように） 話された。 

ある 男が 道 を 歩いて いた 時 、ひどく 喉の 乾 を おぼえた。 

彼 は 井戸 を 見つけて そこに 下り、 水 を 飲んで 上に あがる と、 一匹の 犬が 激しい 乾から 舌 を 

垂らし、 湿った 土 を 食べて いた。 

彼 は 「この 犬 も 私が 激しい 乾 を おぼえた と 同じ 程に 喉 を 乾かして いるの だ」 と 言った。 
そこで 彼 は 再び 井戸に 下り、 彼の 履物に 水 を 満たし、 それ を 口に くわえて 這い 上がり 犬に 
飲ませた。 

アツ ラ一 はこの 行為 を 愛でられ、 彼 （の 過去の 罪過） をお 許しに なった。 

人々 は 「アツ ラ一 のみ 使いよ、 われわれに とって、 そのような 畜生に 奉仕す る ことに も 報酬 

が あるので すか」 と 言った。 

その 御 方 は 「その 通り。 全ての 生き物に 対する 奉仕に 報酬が ある」 と 申された。 



アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

預言者 は (次のように) 話された。 

ある 暑い 日 、一人の 娼婦が 井戸の 周辺 を 巡って いる 犬 を 見た。 

それ は (激しい) 乾で 舌 を 垂れ下げ ていた。 

彼女 は 彼女の 靴に 水 を 汲み、 その 犬に 与えた。 

このため、 彼女 は (過去の 罪過 を) 許された。 



アブ一' フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーの み使い は （次のように） 話された。 

—匹の 犬が 激しい 乾で 死に 瀕し、 井戸の 周囲 を 巡って いた。 

その 時、 イスラエル 族の 娼婦が それ を 見た。 

そして 彼女の 靴 を 脱ぎ それで 水 を 汲み 犬に 与えた。 

このため 彼女 は (過去の 罪過 を) 許された。 



正しい 言葉 使いの 書 



ダハル (時 (注)） を 罵るべからず 

(注） 人の 力で は抗 しがたい 時の 流れ、 災い を もたらす 時の 力の 意で イス ラーム 以前 
に 人々 は 己れ の 不運に かこつけて しばしば 時 （ダ ハル） を 罵った 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った ところ を 聞いた として 伝えて いる 

アツ ラ一 は 言った。 

"人間 は 時 を 罵る。 

され ど われ こそ 時で ある （注）。 

なぜなら われの 手中に こそ 夜と 昼が あるの だから" 

(注) アツ ラーが 時 そのもの である はずがない。 
時 は アツ ラ一 の 被 造 物の一 つで ある。 

だが アツ ラ一 は 時の 創造 後に 時の 運行 を 流れに 任せた ので はなぐ その 時の 流れ を も 彼 
が 司って いる 意味で" われ こそ 時で ある" と 言った のであろう 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

アツ ラー は 言った。 

"人間 は 時 を 罵り われに 不快 を 感じさせる （注）。 

われ こそ 時で あり、 われが 昼と 夜と を 交替 させて いるの だ" 

(注） 時の 運行 者 即ち アツ ラ一 に 不満 を 表明して いる ことになるから である 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

アツ ラ一 は 言った。 

"人間 は 時に 災 あれと 言って われに 不快 を 感じさせる。 

だからお まえた ちのうち の 誰れ であっても 時間に 災い あれな どと 決して 言って はいけ なし、。 

なぜならば われ こそが 時間で あり、 われが 夜と 昼と を 交代 させて いるの だ。 

そしても しわれ が 望めば それら を 静止す る こと さえで きる の だ" 



アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

あなた 達のう ちで 誰でも" 時に 災 あれ" と 決して 口にして はならない。 
なぜならば アツ ラ一 こそが 時で あるの だから。 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

時 を 罵って はならない。 

なぜなら アツ ラ一 こそが 時で あるの だから。 



葡萄 を カル ム (注) と 呼ぶ こと は 好ましくない 

(注) 原義 は 上質の" 葡萄の 木" だが 当時 は 葡萄の 別称と して 多く 用いられ ていた 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

あなた 達の 誰でも 時 を 罵って はならない。 

なぜならば アツ ラ一 こそが 時で あるか ら です 。 

また あなた 達の 誰でも 葡萄 （ィ ナブ) を カル ム （注 1) と 呼んで はならない。 

なぜなら カル ムは ムス リムの 男性の ことで あるから だ (注 2) 。 

(注 1) カル ムに は" 気前の 良さ、 従って 高貴 ざ' などの 別の 意味が ある。 

この カル ムの 木から 造った ブ ドウ 酒 は 人 をして 大いに 気前の 良さ を 誘う ことから 来た 意味 

であると されて いる 

(注 2) クル ァ一ン 第 49 章 1 3 節に は 「アツ ラーの みもとで 最も 高貴なる 者 は あなた 方のう 
ちで 最も 主 を 畏れる 者な リ」 と あり、 カル ムは 高貴 さに 用いられ ている。 
こうして イナ ブは ワイン を 想像し カル ムは 高貴 さ を 連想す る限リ では 問題がない が ここで 
葡萄 を カル ムと 呼ぶ ことによって さらに ワイン を 連想す る 恐れが 充分に あるので こうした 
語法 を 禁じた わけで ある 

アブ一' フライ ラは 預言者が 次のように 語った として 伝えて いる 

あなた 達 は （ィ ナブ) を カル ムと 言って はいけ ません。 
なぜならば カル ム （高貴 さ） は 信者の 心で あるから です。 

アブ一' フライ ラは 預言者が 次のように 語った として 伝えて いる 
あなた 達はィ ナブ を カル ムと 名付けて はいけ ません。 
なぜならば カル ムは ムス リムの 男性の ことで あるから です。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

あなた 達の 誰れ でも 決して カル ム （イナ ブ） と 言って はいけ ません。 
なぜならば カル ムは 信者の 心で あるから です。 



アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
あなた 達の 誰れ でも イナ ブを カル ムと 言って はならない。 
なぜなら カル ムは ムス リムの 男性の ことで あるから です。 



アル 力 マ 'ビン 'ヮ一 ィルは 父からの 伝聞と して 預言者が 次のように 語った として 伝えて いる 

あなた 達 は （ィ ナブ を） カル ムと 言って はならない。 
そうです ハ ブラと 言いなさい (それ は 葡萄 を 意味す る）。 

アル 力 マ' ビン 'ヮ一 ィルは 父からの 伝聞と して 預言者が 次のように 語った として 伝えて いる 
あなた 達 は カル ムと 言って はならない。 
そうです ィ ナブ または ハ ブラと 言いなさい 



てブド (奴 隸)、 アマ (女 奴 隸）、 マウラー (主人）、 サイ イド (主人） というと いう 
言葉の 使い方 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

あなた 達の 誰れ でも" 私の 奴隸 とか 私の 女 奴隸" と は 決して 言って はならない。 
なぜなら あなた 達の すべて は アツ ラ一 の奴隸 であり あなた 達の 女達 はすべ て アツ ラ一 の 
女奴隸 である からです。 

そうです グラ一 ミ一 (私の 小僧） とか ジャー リャ ティ一 (私の 女中） または ファタ一 ャ 一(私の 
若い者） とか ファタ 一ティ一 (私の 小娘） と 言いなさい。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

あなた 達の 誰れ でも" 私の 奴隸" と 言って はならない。 
なぜなら あなた 達の すべて は アツ ラーの 奴隸 です。 
そうです ファタ一 ャ 一(私の 若い者） と 言いなさい。 
また 奴隸の 方はラ ツビ一 (我が 主） と 言って はならない。 
そうです サイ イデ ィ一 (私の 主人） と 言いなさい。 

同様の ハディ一 スがァ アマ シュ によって 伝えられ ている 力、 ここで は 次のように 表現され ている。 

奴隸は 己れ の 主人に 対して マウラー ャ （我が 主） と 言って はならない。 

また アブ一 ■ ムアー ウイ ャは 次のように 付け加え ている。 

なぜなら あなた 違の 主 は 至高に して 偉大なる アツ ラ一 のみで あるから です。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

あなた 達の 誰れ でも" お前の 主 （ラ ツバ 力） に 水 を 与えよ" とか" お前の 主に 食 を 与えよ" と 

か" お前の 主の ゥ ドウ一 （清浄 行為） を 手助けせ よ" とか 言って はならない。 

また あなた 達 は 誰れ でも" 我が 主 （ラ ツビ一）" と 言って はならない。 

また あなた 達 は 誰れ でも" 私の 奴隸" とか" 私の 女 奴隸" と 言って はならない。 

そう 私の 若い者 (ファタ一 ャ一) とか 私の 小娘 (ファタ 一ティ一) とか 私の 小僧 （グラ 一ミ一 ） 

と 言いなさい。 



私の 魂が 堕落した (ハ ブサ) という 表現 は 好ましくな いこと 

ァ一 イシ ャは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

あなた 達 は 誰れ でも" 私の 魂 か 堕落した （ハ ブサ） "と 言って はならない。 
そう" 私の 魂が 無慈悲に なった (ラ キサ （注） ) と 言いなさい。 
同様の ハディ一 スが アブ一' バ クルに よって 伝えられ ている。 
しかし ここで は" そう "の一 語 は 述べられ ていない。 

(注) 堕落した (ハ ブサ) も 無慈悲に なった (ラ キサ) も 似た ような 意味で あるが 前者に はこ 
の 地に 不毛、 糞便な どの 語感と して一 層 悪し、 イメージが ある。 
また 前者に は 永続 的な 状態 を 示す 動詞の パターンで 示され、 後者 は 一時的 状態 を 示す 
動詞の パターンで 示されて いる。 

それで 心 はもと もと 純粋で 完全な ものである とする 信念が あり 同じ 意味であるなら ばより 
上品な 語 を 使う 方が 良い という ことであろう 

前述の ハディ一 スは別 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

アブ一 -ゥ マ一 マ 'ビン 'サ ハル は 父からの 伝承と して アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝 
えてい る 

あなた 達 は 誰れ でも" 私の 魂が 堕落した (ハ ブサ) "と 言って はならない。 
しか じ' 私の 魂が 無慈悲に なった （ラ キサ） "と 言いなさい。 



ミス ク (注) の 使用、 そして それ は 最良の 香料で ある こと、 また 香の 良い 花や 
香料 (の 贈物) を 拒む こと は 好ましくな いこと 



(注） じゃこう 鹿の 雄の 腹部から 得られる 分泌物から とる 香料 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 預言者が 次のように 伝えて いるに 語った として 伝えて いる 

イスラエルの 民 （ユダヤ人） の 背の 低い 女が 背の 高い 二人の 女と一 緒に 歩いて いた。 
彼女 は 木の サンダル を 履き、 金製 蓋 付きの 指輪 を はめて その 中には、 ミス クを 詰めてい 

た。 

(そもそも） それ は 最良の 香料です が、 それから 彼女 は 連れの 二人の 女の 間に はさまれ 
て 歩いて いた。 

それで 人々 は 彼女の 姿 を 見る ことはなかった が (そのと き) 彼女 は 手で こんな 貝 合に 合図 
した。 

ところで 伝承 者の一 人シ ユウ バは 彼女が そのと きどの ように 手 を 振つ たかを 示す ために 
実際に 手 を 振って 見せた。 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 指輪に ミス クを 詰めた イスラエルの 民の 女に ついて 語った。 
(そもそも) ミス クは 最良の 香料です。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
香の 良い 花 を 差し出された 者 は それ を 断 わって はならない。 
なぜならば それ は 軽い 上に 香が 良い からです。 

ナ一 フィゥ は 次のように 伝えて いる 

イブ ン 'ウマル は 香 を 焚く とき ほかに 香料 を 混ぜないで 沈香 木 を 焚く かまた は 沈香 木に 樟 
脳 を かけて 香 を 焚いて いました。 

それから 彼 は" このように アツ ラーの 使徒 は 香 を 焚いて いました" と 念 を 押した。 



詩の 書 



タイトル なし 

アム ル 'ビン 'シャ リード は 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 
ある 曰 私 は アツ ラ一 の 使徒の 後ろに 合 乗りして いました。 
その 時 彼 は 私に こう 尋ねました。 

あなた はゥ マイヤ' ビン' アブ一 ■ サルト （注） の 詩 を 知っています か？ 

そこで 私 は" はい" と 答えた。 

すると 彼 は" それ を 朗唱して 下さい" と 言った。 

それで 私 は 詩の一 節を朗 唱 しま した 。 

すると 彼 は" もっと 続けて 朗唱して 下さい" と 言った。 

そこで 私 はまた 詩の一 節 を 朗唱し ました。 

すると また 彼 は" もっと 続けて 朗唱して 下さい" と 言った。 

こうして とうとう 私 は 詩の 100 節 を 朗唱す る ことにな りました。 

同様の ハディ一 スが アム ル' ビン' シャ一 リド によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ てい 

る。 

しかし ここで は 多少の 表現 上の 違いが 見られる。 

(注) 628 年に 歿した イスラ一 ム 以前の 詩人で 聖書と キリスト教に 通じていた 先駆 的な 詩人 
であった と言われ ている。 

彼の 詩の 亍一 マの 中には 復活、 天使、 最後の 審判な ど を 扱った ものが ある 

アム ル 'ビン 'シャ リード は 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 
アツ ラ一 の 使徒 は 私に 詩 を 朗誦す るよう 頼んだ。 
以下 は 前記の ハディ一 スと 同様で ある。 
しかし ここで は 最後に 次の一 文が 付け加えられ ている。 
彼 （ゥ マイヤ' ビン' アブ一' サルト ） は ムス リムに なろうと していた が… 
ところで イブ ン 'マフ ディ一 の 伝える ハディ一 ス では" 彼 は 彼の 詩の 中で は ほとんど ムス リ 
ム であった" と 伝えて いる。 

アブ一' フライ ラは 預言者が 次のように 語った として 伝えて いる 

イスラ一 ム 以前に アラブが 語った 言葉の 中で 最も 素晴 しい 言葉 は ラビ一 ド (注) の 次の 言 

葉で ある。 



実に アツ ラ一 を 除いて 全ての もの は 消滅す る。 



(注） 高名な 詩人、 後半生 は イスラ一 ムに 改宗した がそれ 以前に も イスラ一 ム 精神 を 吐露 
した 詩 を 詠 じた。 

預言者に よって 評価され 愛された 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

詩人が 語った 言葉で 最も 真実に 満ちた 言葉 は ラビ一 ドの 次の 言葉で ある。 

実に アツ ラ一 を 除いて 全ての もの は 消滅す る。 

そして また ゥ マイヤ ゼン' アブ一 ■ サルト は ほとんど ムス リムであった。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

詩人が 語った 詩 行のう ちで 最も 真実に 満ちた 詩 行 は" 実に アツ ラ一 を 除いて 全て は 消滅 

する" である。 

また ゥ マイヤ' ビン' アブ一 ■ サルト は ほとんど ムス リムであった。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

詩人 達が 語った 詩 行のう ちで 最も 真実に 満ちた 詩 行 は" 実に アツ ラ一 を 除いて 全ての もの 
は 消滅す る" である。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

詩人が 語った 言葉の 中で 最も 真実に 満ちた 言葉 は ラビ一 ドの 次の 言葉で ある。 

実に アツ ラ一 を 除いて 全て は 消滅す る。 

(ところで) 預言者 はこれ 以上 何も 付け加えなかった。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

男の 腹の 中が それ をむ しばむ うみで 満たされる ことの 方が （中傷 的で 軽薄な) 詩で 満 ねさ 
れる ことよりも まだ ましで ある （注）。 

ところで アブ一' バ クル （中途 伝承 者） は 「/、フサ は" むしばむ" の 一語 を 伝えて いない」 と 

語った。 

(注） ここでの 詩の 評価に は 二 説が ある。 
ここで 言う ところの 言 寺 は 
© 預言者に 対する 中傷 詩で ある。 
②詩 全般 を 示して いる、 

なぜなら 人々 は 詩に 夢中に なると クル ァ一ン や ハディ一 スを 軽視す るから 



サ アド は 預言者が 次のように 語った として 伝えて いる 

あなた 達の 誰れ かの 腹 力 《 それ をむ しばむ うみで 満たされる ことの 方が （中傷 的で 軽薄な） 
詩に よって 満たされ るよりも まだ ましで ある。 

アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 次のように 伝えて いる 

私達 は アツ ラーの 使徒と一 緒に 歩いて いました がァ ラジュと いう 所 （注） に 到着した とき そ 
こで一 人の 詩人が 詩 を 朗唱して いると ころでした。 
そのと き アツ ラ一 の 使徒 は 次のように 言った。 

この 悪魔 を 捕まえよ、 または この 悪魔 を 抑留せ よ、 なぜなら 人の 腹の 中が うみで 満たされ 
る ことの 方が それが 詩で 満たされる よ り もま だま しだ か ら です 。 

(注) マディ一 ナ から は 72 マイル 離れた 所に ある 比較的 大きな 村。 

マッカと マデイーナの 間の 山道に も 同名の 地名が ある 力 《 ここで 言う 村 はタ一 ィフの 方角に 

ある 



さいころ 遊びの 禁止 



ブライダ は 父からの 伝聞と して 預言者が 次のように 語った として 伝えて いる 

さいころ 遊び (注） を 行う 者 は 手 を 豚の 血肉に 浸して 染める ような ものである。 

(注） ここで は ナルダ シ一ル という 言葉で 示されて いる 通リ この 遊び は ペルシャ 起源で ある。 
普通 アラビア 語で はこの 語の 頭部 をと つて ナ ルド と言うが 庶民の 間で はタ一 ゥラと 称され 
今日で も 中東で はよ く 見かける 遊びで ある 



夢の 書 



タイトル なし 

アブ一 'サ ラマ は 次のように 伝えて いる 

私 は 夢を見て それ (恐怖) で 熱が 出て 震えが 止まらなかった。 

だが 私 は 外衣で 身 を 包む こと はしなかった。 

それから 私 は アブ一' カタ一 ダに 会い、 彼に そのこと を 話した。 

すると 彼 は アツ ラーの 使徒が 次のように 言って いると ころ を 聞いた としてこう 伝えた。 

良い 夢 （ルゥ ャ一） は アツ ラ一 からで あり、 悪夢 （フル ム） は 悪魔からの ものである。 

もし あなた 達の 内の 誰れ かが 嫌な 悪 夢を見た とき は 彼の 左側に 三回 唾 を 吐かせなさい。 

そして その 災 から 逃れる ために アツ ラ一 にご 加護 を 求めさせなさい。 

そうすれば 彼に は 何の 害 も 及ばないだろう。 

同様の ハディ一 スが アブ一' カタ一 ダ によって 伝えられ ている。 

しかし ここで は アブ一 -サ ラマが 伝えた 次の一 文 即ち" 私 は 夢を見て それで 熱が 出て 震えが 止まら 

なかった。 

だが 私 は 外衣で 身 を 包む こと はしなかった" は 述べられ ていない。 

同様の ハディ一 スがズ フリーに よって 伝えられ ている。 
しかし ここで は" それで 熱が 出て 震えが 止まらなかった …… "の 一文 は 伝えられ ていない。 
ところで 伝承 者ュ一 ヌスが 伝えた ハディ一 スには 次の ような一 文が 付け加えられ ている。 
彼が 眠りから覚めた ときに、 彼の 左側に 三回 唾 を 吐かせない。 

アブ— ■ カタ— ダは アツ ラ— の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

良い 夢 （ルゥ ャ一） は アツ ラーから であり、 悪夢 （フル ム） は 悪魔から である。 

もし あなた 達の 内の 誰れ かが (夢の 中で) 嫌な もの を 見た ときには 彼の 左側に 三回 唾 を 

吐かせなさい。 

そして その 災いから 逃れる ために アツ ラ一 にご 加護 を 求めさせなさい。 

そうすれば それば 彼に 何の 害 も 及ぼさないでしょう。 

ところで 伝承 者の アブ一 'サ ラマ は 次のように 言った。 

私 はいつ も 山よ リも 重く のしかかる 夢を見て いた もので したが この ハディ一 スを 聞いて か 

ら私は それ を 気にし なくなった。 



サ カフ ィ一 の 伝える ハディ一 ス では アブ一 'サ ラマの 言葉 （"私 はいつ も …… 夢を見て いた もので し 
た"） は 伝えられて いるが、 ライスの 伝える ハディ一 ス では アブ一 'サ ラマの 言葉 は 最後まで は 伝え 
られ ていない。 

また イブ ン* ルムフ の 伝承で は 次の一 文が 付け加えられ ている。 
そして 彼に 寝返 リを うたせなさい。 

アブ一' カタ一 ダは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
良い 夢 は アツ ラーから であり 悪い 夢 は 悪魔から である。 
何 か 嫌な もの か 出て きた 夢を見た 者に は 左側に 唾 を 吐かせなさい。 
そして その 悪魔から 逃れる ために アツ ラ一 にご 加護 を 求めさせなさい。 
そうすれば それ は 彼に 何も 害 を 及ぼさない であろう。 
また 誰れ にも そのこと は 知らせて はならない。 
良い 夢を見た 者 は 喜びなさい。 
しかし 愛する 者 以外に は そのこと を 知らせて はならない。 

アブ一 'サ ラマ は 次のように 伝えて いる 

私 は 病気になる ような 悪夢 をよ く 見て いた。 
そのような ときに 私 は アブ一' カタ一 ダに 会った。 
そして 彼 は 次のように 話して くれました。 

私 (アブ一 カタ一 ダ) も アツ ラ一 の 使徒が 次のように 言って いると ころ を 聞く まで は 病気に 
なる ような 悪夢 をよ く 見て いました。 
良い 夢 は アツ ラ一 からで ある。 

あなた 達の 内の 誰れ かが 自分の 好きな 夢を見た とき は 愛する 者 以外に は そのこと を 話し 
て はならない。 

またい やな 夢を見た ときには 左側に 三回 唾 を 吐かせなさい。 

そして 悪魔の 災 とその 悪夢から 逃れる ために アツ ラ一 にご 加護 を 求めさせなさい。 

そして 決して そのこと を 誰れ にも 話して はならない。 

そうすれば それが 彼に 害 を 及ぼす こと はないで あろう。 

ジャー ビル は アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

あなた 達の 内の 誰れ かが 嫌な 悪 夢を見たならば 左側に 唾 を 吐かせなさい。 
そして その 悪魔から 逃れる ために アツ ラ一 にご 加護 を 三回 求めさせなさい。 
そして 寝返 リを うたせなさい。 



アブ一' フライ ラは 預言者が 次のように 語った として 伝えて いる 

終末の 時が 近づく ときには ムス リムの 夢 は殆ん ど噓を 付かない。 

そして あなた 達の 中で 夢に おいて 最も 信頼のお ける 者 は 言葉に おいても 最も 信頼のお け 

る 者で ある。 

ムス リムの 夢 は 預言者 性の 40 分の 5 である。 
夢に は 三つの 種類が ある。 

それ は アツ ラ一 からの 吉報と しての 正夢と 悪魔からの 悲報と しての 悪夢と 人の 個人的 暗 

不 による 歹 である。 

それで あなた 達の 内の 誰れ かが 嫌な 夢を見た とき は 起きて 礼拝 をしなさい。 
だが 決して 人に それ を 話して はならない。 
さて ここで アブ一' フライ ラは 次のように 言った。 

私 は 夢で 足 かせ を 見る こと は 好きだが 首 かせ を 見る こと は 嫌いで ある。 

足 かせ は （その 者が） 宗教に 確固不動 である こと を 示して いるから です。 

しかし 伝承 者 は" 前記の 部分が ハディ一 ス の一 部で あるの か イブ ン' スィ一 リーンの 言葉 

なのか 私 は 知りません" と 言った。 

アブ一' フライ ラは 次のように 伝えて いる 

(夢の 中で) 私 は 足 かせ は 気に いってい るが 首 かせ を 見る の は 嫌いで ある。 
なぜならば 足 かせ は 宗教に 確固不動 である こと を 意味して いるから です。 
それから 預言者 は 次のように 語った。 
信者の 夢 は 預言者 性の 46 分の 1 (注) である。 

(注) 預言者の 見る 夢 は アツ ラーの 啓示、 お告げに よる もの だから 100% 正夢であろう。 
これに 対して 常人の 夢 は その 100% を 基準と して 何％ にあた るか を ここで は 問題に してい 
る 

アブ一' フライ ラは 次のように 伝えて いる 

"終末の 時が 近づく ときには …… "と 述べて 以下 は 同様の ハディ一 スを 伝えた が" 預言者 
力、 らの 伝聞と して" の 分 は 述べて いない。 

アブ一' フライ ラは 預言者の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

"私 は 首 かせ を 嫌う" 以下 は 上記と 同じで あるが" 夢 は 預言者 性の 46 分の 1 である" という 
—文 は 述べられ ていない。 



ゥバ一 ダ 'ビン 'サ 一ミト は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

信者の 夢 は 預言者 性の 46 分の 1 である。 

また 同様の ハディ一 スがァ ナス ゼン' マ一 リクに よって 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
確かに 信者の 夢 は 預言者 性の 46 分の 1 である。 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
ムス リムの 見た 夢、 もしくは 彼が 見せられた 夢 は …… 
ところで イブ ン' ムス ヒルの 伝承で は 次のように 伝えて いる。 
正夢 は 預言者 性の 46 分の 1 である。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
正しき 者の 夢 は 預言者 性の 46 分の 1 である。 

同様の ハディ一 スが ヤヒヤ一 ゼン 'アブ一' カス ィ一ル によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられて 
いる。 

アブ一' フライ ラ によって 同様の ハディ一 スか 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

イブ ン 'ウマル は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
正夢 は 預言者 性の 70 分の 1 である。 

同様の ハディ一 スがゥ バイ ドッラ 一によって 伝えられ ている。 

ライスの 伝える/ 、ディ一 スでナ 一フ ィゥは 次のように 語って いる 

私 は イブ ン 'ウマルが" 預言者 性の 70 分の 1 である" と 言った と 思います。 



預言者の 言葉" 夢で 私 を 見た 者 は 確かに 私 を 見た のです" について 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

夢で 私 を 見た 者 は 確かに 私 を 見た のです。 なぜなら 悪魔 は 私の 姿 を 真似で きないからで 

す。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

夢で 私 を 見た 者 はいずれ 目が 覚めて いると きに 私 を 見る であろう。 

あるいは あたかも 目覚めて いる 状態で 私 を 見る であろう。 

なぜならば 悪魔 は 私の 姿 を 真似で きないから である。 

アブ—' カタ— ダは アツ ラ— の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる。 

夢で 私 を 見た 者 は 確かに 真実 を 見た ので ある。 

ところで ズフリ 一の 甥 は 叔父からの 伝聞と して 同様の ハディ一 スを 伝えて いる。 

ジャー ビル は アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
夢で 私 を 見た 者 は 確かに 私 を 見た ので ある。 
なぜなら 悪魔に は 私の 姿 を 真似す る こと は 不可能 だからです。 
あなた 達の 誰れ かが 悪い 夢を見たならば 夢の 中での 悪魔の 悪戯 を 誰れ にも 伝えて はな 

ら ない。 

ジャ一 ビル ゼン' アブ ドッラ 一は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
夢で 私 を 見た 者 は 確かに 私 を 見た ので ある。 
なぜなら 悪魔 は 私の 姿 を 模倣す る こと はでき ないから である。 



夢の 中で 見た 悪魔の 悪戯 は 誰に も 伝えて はならない こと 



ジャー ビル は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒の もとに一 人の 遊牧民が やって来 てこう 言いました。 

私 は 首を切られた 夢を見ました。 

そして 私 は それ (離れた 首） を 追い かけました。 

すると 預言者 は 彼 を 叱りつ けて 次のように 言いました。 

夢の 中で 見た 悪魔の 悪戯 を 誰に も 伝えて はならない。 

ジャー ビル は 次のように 伝えて いる 

—人の 遊牧民が 預言者の もとに やって来て 次のように 言った。 

アツ ラ一 の 使徒よ、 私 は 夢の 中で 首 を 打 たれ 首が ころがり 落ちる ところ を 見ました。 

そこで 私 は その 首の 後 を 追って よろよろと 追い かけました。 

すると アツ ラ一 の 使徒 は その 遊牧民に 次のように 言った。 

夢の 中で 見た 悪魔の 悪戯 は 誰に も 伝えて はならない。 

また 伝承 者 はつ づけて 次のように 伝えた。 

のちに 私 は 預言者が 次のように 演説して いると ころ を 聞いた。 

あなた 達のう ちの 誰でも 夢の 中で 見た 悪魔の 悪戯 を 決して 語って はならない。 

ジャー ビル は 次のように 伝えて いる 

—人の 男が 預言者の 所に やって来て 次のように 言った。 

アツ ラ一 の 使徒よ、 私 は 夢の 中で （自分が) 首 を 打 たれる ところ を 見ました。 

すると アツ ラーの 使徒 は 笑い 次のように 言いました。 

悪魔が 夢の 中で あなた 達の 誰か を もて 遊んだ として それ を 決して 他人に 伝えて はなら な 

い。 

ところで アブ一 バ クル は" あなた 達の 誰 力、 が もて 遊ばれた としても" と 伝え" 悪魔" の 一語 
は 伝えて いない。 



夢の 解釈 (夢解き) について 

イブ ン ■ アツノ く一 ス かまた は アブ一 ■ フ ライラが. 次の ように 伝えて いる 

—人の 男が アツ ラ一 の 使徒のと ころに やって来て 次のように 言った。 

アツ ラ一 の 使徒よ、 私 は 夢の 中で 雲が 脂肪と 蜂蜜 をした たらせ、 人々 がそれ を 手の平に 

集めて いると ころ を 見ました。 

人々 の 中には 沢山 集める 者 も いれば 少しし か 集めない 者 もい ます。 

そして 私 は 天から 地に 繋 力ち ている 綱 を 見ました。 

そして また 私 は あなたが その 綱 をつ かみ 天へ 昇って 行く ところ を 見ました。 

それから あなたの 後に つづいて ある 男が それ をつ かみ 昇って 行き、 それから また 別の 者 

が つづいて それ をつ かみ 昇って 行き、 それから また 別の 者が つづいて それ をつ かみ まし 

たが それが 切れて しまいました。 

しかし それ は まもなく 彼のた めに 繋がりました。 

ここで (その 場に 居合わせた） アブ一 'バ クルが 次のように 言った。 

アツ ラーの 使徒よ、 あなた は 私の 父に も 代えが たいお 方です。 

アツ ラーに 誓って、 どうか 私に その 夢の 解釈 を させて 下さい。 

すると アツ ラーの 使徒 は" よろしい、 それにつ いて 解釈しなさい" と 言った。 

そこで アブ一 'バ クル は 次のように 述べた。 

雲 それ は イスラ一 ムの雲 を 意味し ます。 

脂肪と 蜜 をした たらせる ものと は それ は クル ァ一ン であ リク ルアー ンの甘 さと 柔さを 意味し 
ています。 

人々 がそれ を 手に 集めて いる 様子 は クル ァ一ン から 多く を 得た 者 も いれば 少しし か 得な 
い 者 もい ると いう ことです。 

天から 地に 繋がって いる 綱 は あなた を （この 世で) 支えて いる 真理です。 
あなた は それ をつ かみ それによ つて アツ ラ一 は あなた を 天国へ 引き上げます。 
それから あなたの 後から 別の 者が つかみ それによ つて 彼 は 天国に 昇ります。 
それから また 別の 者が つかみ それによ つて 天国に 上がります。 
それから さらに 別の 者が それ をつ かみます がそ こで それが 切れて しまう。 
しかし それ は 彼のた めに 元通りに 繁がリ 彼 は 昇って 行きます。 
アツ ラーの 使徒よ、 あなた は 私の 父に も 代えが たいお 方です。 
どうか 私に 教えて 下さい。 

私 は 正解 を 言い当てました かそれ とも 問 違って いたので しょうか。 

すると アツ ラ一 の 使徒 は 次のように 答えた。 

あなた は 部分的に は 言い当て ましたが 一部で は 間違って います （注）。 

そこで アブ一 'バ クル は" アツ ラ一 に 誓って アツ ラ一 の 使徒よ、 どうか 私に 間違った 部分 を 

教えて 下さい" と 言った。 



すると 彼 は 答えて" アツ ラ一 に 誓 を 立てて、 言って はいけ ません" と 言った。 

(注） この 解釈に ついては 色々 な 意見が ある。 
たとえば 

© 固形 脂 は クル ァ一ン て 蜂蜜 は スンナ (預言者の 慣行) であるべ きだった。 

② クル ァ一 ンの甘 さと 柔 さと は 蜂蜜の こと だから 固形 脂の 解釈が 必要で あり それ はスン 
ナ とすべき だった 

③ 綱が 切れた 者 は 第三 代 カリフ' ウス マ一 ンを 暗示して いる こと 従って 次の 第 四 代 カリフ' 
ァリ一 についても 言及すべき だった …… 

イブ ン. アツ バース は 次のように 伝えて いる 

ゥフド （の 戦い） から 戻って きた 男が 預言者の もとに やって来て 次のように 言った。 
アツ ラ一 の 使徒よ、 私 は 昨夜 夢で 脂肪と 蜂蜜 をした たらせる 雲 を 見ました。 
後 は 前記の ハディ一 スと 同じで ある。 

イブ ン. アツ バース、 または アブ一 'フ ライラが 次のように 伝えて いる 
ある 男が アツ ラーの 使徒の もとへ やって来て 次のように 言った。 
私 は 夜 夢の 中で 雲 を 見ました。 
以下 は 前記の ハディ一 スと 同じで ある。 

イブ ン. アツ パース は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ— の 使徒 は教 友達に よ < 次のように 語って いた。 

あなた 達の 中で 夢を見た 者 は それ を 話して みなさい。 
私が その 者の ために それにつ いて 解釈して あげます。 
そこへ一 人の 男が やって来 てこう 言った。 
アツ ラーの 使徒よ、 私 は 夢の 中で 雲 を 見ました。 
以下 は 前記の ハディ一 スと 同じで ある。 



預言者の 夢に ついて 



ァ ナス 'ビン' マ一 リク は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
私 は ある 夜 寝て いる 者が 見る もの （夢） を 見た。 
それ は あたかも 私達が ゥ クバ' ビン 'ラ一 フィゥ の 家に いて そこへ 新鮮な イブ ン' タ一ブ の 
なつめ 椰子の 実 （注） が 私達のと ころに 持って来られた。 
そこで 私 は そのこと を 現世に おいて は 私達に は 栄誉が あり、 来世に おいて は 良い 結果が 
あり、 また 我々 の 宗教 は 確かに 完結した ことと 解釈した。 

(注） イブ ン' タ一ブ は マディ一 ナの 住人の一 人の 名前で あるが ここで はなつ め 椰子の 種 
類の一 つの 名称と して 使われて いる 

アブ ドッラ 一'ビン' ウマル は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
私 は 夢の 中で ミス ワーク (注 1 ) を 使って いる 自分 を 見た。 
そのと き 二人の 男が 私 を （ミス ワーク を 取る ために） 引 張りあった。 
そのうちの 一人 は 他方の 者よりも 年上だった。 
そこで 私 は、 ミス ワーク を 若い 男に 渡した。 

しかし そのと き" 年上の 者へ" と言われ たので 私 は それ を 年上の 方に 渡した （注 2)。 

(注 1) 砂漢に 生えて いる 濯 木の 枝で アラブで はこれ を 歯ブラシ として 古くから 用いて いた 

(注 2) 預言者 は 夢の 中で も 神の 啓示 または 指示 を 受ける こと 力 《 これによ つてよ くわ かる 

アブ一 ■ ムーサ一 は 預言者が 次のように 語った として 伝えて いる 

私 は 夢の 中で 自分が マッカから なつめ 椰子の 生えて いる 土地へ 移住す ると ころ を 見た。 
私 は そこ をャ マ一 マ か ハジ ャル （注） だと 思った。 
ところが そこ は ヤス リブの 町でした。 

また 私 は 夢の 中で 自分が 剣 を 振り回し ている ところ を 見た。 

そのと きその 剣の 先の 方が 折れて しまいました。 

そして それ は ゥフド の 戦いの 日 に 信者 達が 被る 災難の ことでした。 

それから 私 は それ をもう一 度振リ 回しました。 

すると それ は 以前よりも ずっと 立派に なリ ました。 

つま リ これ は アツ ラ一 が 勝利と 信者 達の 結束 を もたらした という ことでした。 
また 私 は 夢の 中で （ほふられる） 雌牛の一 群 を 見ました。 
そして アツ ラ一 こそ 恩恵 者で あると ころ を 見ました。 

すると それら はまず ゥフド の 戦いの 日の 信者の 一団を 意味し、 また 恩恵と は その後に アツ 



ラ一 が 授けて 下さった 良い ことと パドルの 戦いの 後に アツ ラ一 が 私達に 授けて 下さった 真 
理の 報酬の こと を 意味して いました。 

(注) / く ハレ一 ン 地方の一 都市 名 

イブ ン. アツ バース は 次のように 伝えて いる 

大嘘つ きの ムサイリマ （注） が 預言者 (ムハンマド） の 時代に マディ一 ナ にやって 来た。 
そこで 彼 は 次のように 言い はじめた。 

ムハンマドが 私 を 彼の 後継者と する 指示 を 出すならば 私 は 彼に 従いましょう。 

ところで そのと き 彼 は そこへ 大勢の 彼の 部族の 者 を 連れて来 ていた。 

それで 預言者 はサ一 ビト 'ビン' 力 イス を 連れて 彼の 方に 近づいて きた。 

そのと き 彼 （預言者） はなつ め 椰子の 小枝 を一 本手に していた。 

こうして 彼 は 仲間と ともに いる ムサイリマの 前に 来て 立ち止まりこう 言った。 

たとえお 前さん 力に の一 本の 小枝 を 私に 求めた としても 私 はこれ を お前さんに は 渡さな し、。 

私 はお 前さん のこと で アツ ラ一 の 命令に 背く つもり は 決してない。 

もし お前さんが 私が 言う ことに 顔 を そむけるならば きっと アツ ラ一 はお 前さん を 殺す に 違い 

ない。 

私 は 今お 前さん に関して 私が （夢で） 見た その 通りの もの をお 前さん を 前にして 見て いる。 

ここにい るの はサ一 ビト である。 

彼が 私に 代って お前さんに 答える だろ。 

それから 彼 (預言者） は 彼 (ムサイリマ） の 前 を 立ち去った。 

ここで さらに イブ ン 'アツ バース は 次のように 伝えて いる。 

そこで 私 は 預言者の 言葉" お前さん はお 前さん に関して 私が 夢で 見せられた 通りで ある" 

について 尋ねた。 

そこで アブ一' フライ ラは 預言者が 次のように 語った として 私に 伝えた。 

私 は 寝て いると き 自分の 両手に 金製の 腕輪 をして いる 自分 を 夢の 中で 見た。 

そして それら （二つの 金の 腕輪） が 私 を 不安に した。 

すると 夢の 中で その 二つの 腕輪 を 吹く ようにと 私に 啓示され た。 

そこで 私 は それ を 吹く とそれ は 飛んで いってし まった。 

私 は その 二つ を 私の 死後に 出現す る 二人の 大嘘つ き 者で あると 解釈した。 

そして そのうちの 一人 は サヌァ 一の アンス ィ一 でありもう一 人はャ マ一 マの ムサイリマ でし 

た。 

(注) 預言者の 他界 後に は 自ら 預言者 を 名乗って 離反 者 達 を 率いて 大 反乱 を 起した。 
イスラ一 ム 史上で 大嘘つ きの 偽 預言者の ムサイリマ として 知られて いる 



アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

私 は 寝って いる 間に 大地の 宝庫に 連れて こられ 両手に 金製の 腕輪 をつ けられた。 

それ (金製の 腕輪） は 私に とって 大きな 重荷と なり、 私に 不安 をつ のらせた。 

ここで 私 は （夢の 中で） その 二つの 腕輪 を 吹く ように 啓示され た。 

そこで 私が それ を 吹く とそれ は 飛んで いってし まった。 

それで 私 は その 二つの 腕輪 を 私 を 真中に おいて (アラビア半島の 両端に） 住んで いる 二 

人の 大噓 つきで あると 解釈した。 

即ち 私 を はさんで その一 人 は サヌァ 一の 出で ありもう 一人の 方はャ マ一 マの 出で ある。 

サム ラゼン 'ジ ユン ダブ は 次のように 伝えて いる 

預言者 は 彼が スブフ (早朝) の 礼拝 を 済ませた とき は 彼らの 方に 顔 を 向けて こう 言った もの 
でした。 

あなた 達の 内で 誰か 昨夜 夢を見ました か。 



功徳の 書 



預言者の 家系の 功徳と 紹命 体験 以前 （注） にも 石が 彼に 挨拶 をして いた こ 
と 

(注) 預言者と して 選ばれて 啓示が 下る 以前 

ワース ラゼン 'ァス カウ は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

確かに アツ ラ一 は イス マイ一 ルの 子孫の 中から （最良の 民と して) キナー ナ族を 選んだ。 
また キナ一 ナ 族の 中から (最良の 部族と して) クラ イシ ュ族を 選んだ。 
そして クライ シュの 中から （最良の 支族と して） バニ 一■/、一 シム (ハ一 シム 家） を 選んだ。 
それから バニ一 'ハ 一シム の 中から （最良の 人間と して） 私 を 選んだ。 

ジャー ビル ゼン' サム ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
私 は 啓示 を 受ける 前に マッカで 私に 挨拶 をして いた 石 をよ く 知っている。 
今 もな おそれ をよ く 知っている （注） 。 

(注) 預言者 ムハンマドの 数 少ない 奇跡の一 つで ある。 
ただし アツ ラ一 の 目 からみれば 奇跡で も 何でもない。 

クル ァ一ン 第 2 章 74 節に は 「ほんとうに 岩の 中には …… アツ ラ一 を 畏れて 崩れ落ちる も 
の も ある。 」 と ある 



全ての 被 造 物 中 我らの 預言者が 特に 優れてい る こと 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
私 は 最後の 審判の 日 、 人類の 長と なる。 
また 私 は 墓から 復活す る 最初の 者で ある。 

また 私 は 最初の 取り成し 者で あり、 その 取り成しが 受け入れられる 最初の 者で ある。 



預言者の 奇跡に ついて 



アナ スは 次のように 伝えて いる 

預言者 は 水 を 持って くるよう に 人 を 呼んだ。 

そして 彼に 底の 浅い 縁の 広い 容器が 持って こられた。 

そこで 人々 はゥ ドウ一 (清浄 行為) を 始めた。 

そして 私 は 人々 の 数 は 60 人から 80 人の 間で あると 推定した。 

そのと き 私 は 彼 (預言者） の 指の 間から こんこんと 湧き出て くる 水 を ながめて いました。 

ァ ナス 'ビン 'マ 一リク は 次のように 伝えて いる 
私 は アツ ラ一 の 使徒 を 見て いました。 
そのと き 丁度 アスルの 礼拝の 時刻に なった。 

それで 人々 は ウド ウーの ための 水 を 探して いたが 探し出す こと はでき なかった。 
すると アツ ラ一 の 使徒の もとへ ゥ ドウ一 の 水が 持ち込まれた。 

そこで アツ ラーの 使徒 は その 容器の 中に 手 を 置いて 人々 にゥ ドウ一 をす るよう に 命じた。 
ところが 私 は そのと き 水が 彼の 指の 下から こんこんと 湧き出て くると ころ を 見ました。 
こうして 人々 は 最後の一 人まで 全員が ゥ ドウ一 を 行った。 

ァ ナス 'ビン 'マ 一リク は 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 預言者と 彼の 教 友達 は ザ ウラー (注） に 居りました。 

彼 は 水の 入った 容器 を 持って くるよう に 人 を 呼び、 それから 彼 は 手の平 を その 中に 置き ま 

した。 

すると 彼の 指の 間から は 水力 《 こんこんと 湧き出て きました。 
そこで 彼の 教 友達 全員が ゥ ドウ一 をし ました。 
さて 伝承 者の一 人 (カタ一 ダ） は そこでこう 伝えて います。 
私 は" アブ一' ハムザよ、 彼ら は 何人い ました か" と 尋ねた。 
すると 彼 は" 彼ら は 約 300 人でした" と 答えた。 

(注) マディ一 ナの モスクの 近くに あった バザールの 一地名 

アナ スは 次のように 伝えて いる 

預言者 は ザ ウラーに 居ました。 

そして 彼の もとに 水の 入った 容器が 持ち込まれました。 
しかし 水の 量 は 彼の 手の指 を 完全に 浸す ほどで はな 力、 つた。 
それから アナ スは 前記と 同様の ハディ一 スを 述べた。 



ジャー ビル は 次のように 伝えて いる 

ゥンム 'マ一 リク （マ一 リクの 母） が 皮 袋の 中から 固形 油 を 預言者に 贈って いた。 
そして 彼女の 子供達が 彼女の もとに やって来て 調味料 を 求めた 力、 そのと き 彼らに は 他 
に 何も 調味料はなかった。 

そこで 彼女 は (その 中から） 預言者への 贈物 をした もの （皮 袋） のと ころに 行きました がそ 
の 中に 未だ 脂肪が 残って いる ことに 気が付いた。 
それから それ は 彼女の 家の 調味料 をず つと 供給し つづけた のです が 遂に 彼女 は それ を 
完全に 絞り出して しまいました。 

そして 彼女 は 預言者の もとに 行き (事の 次第 を 話した が) そのと き 彼 は" あなた は それ を完 
全に 絞リ 出して しまったので すか" と 尋ねた ので 彼女 は" はい" と 答えた。 
すると 彼 はこう 言った。 

もし あなたが それ を そのままに してお いたならば それ はずつ と （固形 油 を) 供給し つづけた 
であろうに 

ジャー ビル は 次のように 伝えて いる 

—人の 男が 預言者の もとに やって来て 食べ物 を 求めた。 
そこで 彼 は 大麦 半 ヮスク (注) を その 男に 与えた。 

ところで その 男の 妻お よび 彼ら 二人の 客 は それ をず つと 食べつ づけた のです が (あまりに 
も 量が 減らない ので) 遂に 彼 は その 量 を 計った。 
そして 彼 は 預言者の もとに 行き (事の 次第 を 話し) ました。 
そこで 預言者 はこう 言った。 

もし あなたが その 量 を 計らなかったなら、 あなた 達 は それ を 食べつ づけ、 それ は あなた 達 
のために いつまでも 残リ つづけて いたでしょう。 

(注） 1 ヮスク は 60 サ一ァ で それ は ヒジャ 一ズ では 320 ラトルで ある 

ムアー ズゼン 'ジャ バル は 次のように 伝えて いる 

タブークの 戦いの 年だった が 私達 は アツ ラ一 の 使徒と一 緒に 遠征に 出ました。 
そのと き 彼 は 複数の 礼拝 を 合わせて 一緒に 行った。 

彼はズ フルの 礼拝と アスルの 礼拝 を また マグ リブの 礼拝と イシ ャ一 の 礼拝 を 合わせて一 

緒に 行った。 

ある 日 彼 は 礼拝 を 遅らせた。 

それから 彼 は （テントから） 出て 来て ズ フルと アスルの 礼拝 を 合わせて 一緒に 行った。 
そして また 入って 行った。 

その後に また 出て 来て 今度 はマグ リブと イシ ャ一 の 礼拝 を一 緒に 合せて 行った。 
そして 彼 は 次のように 言った。 



アツ ラーが お望みな らば あなた 達 は タブークの 泉に 明日 着く でしよう。 

だが 夜明けになる まで は そこに は 着く ことはないだろう （注）。 

それで あなた 達の 内で その 泉に 到着した 者 は 私が 行く まで その 水に 触れて はいけ ません。 

さて 私達 は そこに 到着した が 私達より 先に 既に 二人の 男が 到着して いた。 

そして 泉の 水 は サンダルの 皮 紐の ように ほんの 少し ちょろちょろと 流れて いる だけでした。 

そこで アツ ラ一 の 使徒 は その 二人に" あなた 達 はこの 水に 触れた か ？ "と 尋ねる と 二人 は 

"はい" と 答えた。 

それで 預言者 は 二人 を叱リ つけて 二人に は アツ ラーが 望まれる 通りの こと を 言った。 

それから 彼ら は 手で 泉の 水 を 少しづつ すくいあげた わけです 力、 水が ある 程度 溜った の 

で それで アツ ラ一 の 使徒が 両手と 顔 を それで 洗った。 

そして それから それ を 彼 は 泉に 再び 戻した。 

すると 泉から 水が こんこんと 流れ出し、 それで 人々 は 喉 を 潤す ことができた。 

それから 彼 は 次のように 言った。 

ムァ一 ズょ、 あなたが 長生き をしたならば、 まさに ここが 数々 の 果樹園で 満たされる 光景 
を 見る ことになるでしょう。 

(注) 行軍 は 夜間に も 行われた。 

また アラビアの一 曰 は 日 没から 始まって 次の 日 没で 終った 

アブ一 'フマ イド は 次のように 伝えて いる 

私達 は タブークの 戦いに アツ ラ一 の 使徒と一 緒に 出陣した。 

私達 は ある 女性の 所有す る 果樹園の ほとりに ある ヮジ 'クラ一 (クラ一 峡谷） に 着いた。 

すると 彼 はこう 言った。 

その 果樹園 （の 収穫物の 値段の 合計) を 推定しなさい。 

そこで 私達 は それ を 推定した が アツ ラーの 使徒 は それ を 10 ヮスク と 推量した。 

そして 彼 は その 女性に こう 言った。 

「アツ ラ一 の 御 心に かない 私達が 再び あなたの ところに 戻って くるまでに その 合計 を 実際 

に 見積もつ ておいて 下さい。 」 

こうして 私達 は そこ を 出発して タブークに 到着した。 

そのと き アツ ラ一 の 使徒 はこう 言った。 

「今夜 強風が 私達 を 襲い 誰 一人と して 起きて はいられないでしょう。 

だから ラクダ を 持って し、 る 者 は 足 かせ をし つかり かけて 置 〈ことです。」 

さて （預言者の 言葉 通り その 夜) 強風が 吹いた のです。 

しかし一 人の 男が 起き上が リ風 にあ おられて タ イイ 地方の 二つの 山 （注 1) の 間まで一 気 

に ふつ 飛ばされて しまった。 

それから アイラ （注 2) の 族長 アルマ一 ゥ という 者の 息子の 使者が 手紙 を もって アツ ラ一 の 



使徒の もとに やって来た。 

そして 彼 は 預言者に 白い 雌 ラバ を 進呈した。 

それで アツ ラ一 の 使徒 は 彼 (アイラの 族長） に 返書 を 書き送り こちらから は 上衣 を 進呈した。 

それから 私達 は 引 き 返し 例 のヮジ • クラ一 にた どり 着いた。 

そこで アツ ラーの 使徒 は" 果樹園の 収穫 は どれ 位でした か ？ "とその 所有者の 女性に 尋 

ねた。 

すると 彼女 は" 10 ヮスク でした" と 答えた。 

そこで アツ ラーの 使徒 はこう 言った。 
「私 は 先 を 急いでい ます。 

あなた 達の 中で 先 を 急ぐ 者 は 私と一 緒に 来なさい。 
また 残りたい 者 はこの まま 残りなさい。 」 
こうして 私達 は 旅立ち マディ一 ナの 郊外まで 戻って 来た。 
そこで 彼 はこう 言った。 

「これ は タ一バ 山で あり、 これが ゥフド 山で あり、 あの 山 は 我々 に 親しみ 我々 もまた それに 

親しんで います。 」 

それから 彼 は 次のように 語った。 

「アンサ一 ル （注 3) の 中で 最良の ファミリ一 は バニ一 ■ ナツ ジャー ル 家の人 々であり、 それ 
から バニ一' アブ ドル' ァシュ ハル 家で あり、 それから バニ一 ■ アブ ドル' ハーリス' ビン ■/、 
ズ ラジュ 家で あり 、 それから/ く 二一 ■ サ一 イダ 家で ある。 
そして 全ての アンサ一 ルの ファミリ一 に は 功徳が ある。 」 
その後 サ アド ゼン 'ウバー ダが 私達に 追い付いた。 
それで アブ一 'ゥ サイドが 彼に こう 言った。 

「見た か、 アツ ラーの 使徒 は アン サールの ファミリ一 の 全てに 功徳が あると された 力、 我々 
(の ファミリ一） を 後回しに しました。 」 

そこで サ アド は アツ ラ一 の 使徒に 会い 彼に 次のように 言った。 

「アツ ラ— の 使徒よ、 あなた は アンサ— ルの ファミリ— の 全てに 功徳が あると されました 力、 
我々 を 後回しに しました。」 

そこで 彼 は 「あなた 達 は 既に 優秀な 人々 の 仲間と なって いると いう こと だけで は 不充分な 
のです か？」 と 言った。 

(注 1) イエメン 系の 大部 族タ イイ 族の 領界 内の 有名な 山で ラジ ャゥ 山と サルマ 山の こと 
(注 2) アカバの 北に 位置す る 

(注 3) マディ一 ナ 土着の 全住民で アンサ一 ルとは イスラ一 ムの 支援者の 意味、 当時の ィ 
スラ一 ム 勢力の 大半 を 占めて いた 人々 である。 



尚 ナツ ジャ一 ル家は 預言者の 祖父の 母の 里で マディ一 ナ では 預言者に 最も 血縁の 絆が 
強い ファミリ一 

同様の ハディ一 スが アム ル 'ビン 'ヤヒヤ一 によって" 全ての アンサ一 ルの ファミリ一 に は 

功徳が ある" まで 伝えられ ている。 

しかし サ アド' ビン 'ウバー ダの話 は 伝えられ ていない。 

また 伝承 者の一 人ゥハ イブ は" それで アツ ラ一 の 使徒 は 彼に 返書 を 書き送り" の 代りに 

"それで アツ ラーの 使徒 は 彼らの 街に ついて 彼に 手紙 を 書いた" と ある。 



預言者の アツ ラーへの 信頼と 人々 が アツ ラーの 預言者に 対する 攻撃 や 誘惑 
に対する アツ ラーの 庇護 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 次のように 伝えて いる 

私達 は アツ ラ一 の 使徒と一 緒に ナジュ ド 方面に 遼征に 出た （注 1)。 

そして アツ ラ一 の 使徒 は。 刺の ある 灌木が 生い茂つ ている ヮジ （注 2) で 私達に 追いついた。 
それから アツ ラ一 の 使徒 は 木の下に 腰をおろし 剣 を 木の 枝に かけた。 
人々 も 木陰 を 求めて ヮジの 中に 散らばった。 
そこで アツ ラ一 の 使徒 は 次のように 話し はじめた。 

「私が 寝て いると き、 一人の 男が 私に 近づき、 そして 彼 は 剣 を取リ 上げた。 

私が 目覚めた ときには 彼 は 私の 枕元に 立って いたが 私 は そこに 抜き身の 剣が 彼の 手元 

にある こと を ほとんど 気付きませんでした。 

そして 彼 は 私に こう 言った。 

『誰が一 体 私から お前 を 守って いるの か ？ 』 

そこで 私 は 『アツ ラ一 である』 と 答えた。 

すると また 彼 は 『誰が一体 私 （の 危害） からお 前 を 守って いるの か ？ 』 と 言った。 

そこで 私 は 『アツ ラ一 である』 と 答えた。 

すると 彼 は 剣 を 鞘に 納めた。 

その 者 こそ ほら ここに 座って いる 者です。 」 

それから アツ ラ一 の 使徒 は ともかく 彼 を 逮捕し ませんで した。 

(注 1 ) ガト ファーン 族への 遠征の こと 

(注 2) 語源 は アラビア 語の ヮジで 意昧は 涸れ 谷、 涸れた 漢谷、 涸れ 川 等の 意 

預言者の 教 友の一 人であった ジャ一 ビル' ビン' アブ ドッラ 一'アンサ一 リ 一はこう 伝えて いる 
彼 は 預言者と ともに ナジュ ド 方面の 遠征に 出陣した。 
そして 預言者が 戻る 際に 彼 もまた 帰途に ついた。 

こうした ある 日の こと 彼ら は 昼寝の 睡魔に 襲われた。 以下 は 前記と 同様の ハディ一 スを伝 

えた。 

ジャ一 ビル は 次のように 伝えて いる 

私達 は アツ ラ一 の 使徒と一 緒に 進んで 行き、 ザ一 ト 'リカ一 ゥ という 所に 到着した。 
以下 は 前記の ハディ一 スと 同様で ある。 

しかし ここで は" それから アツ ラ一 の 使徒 は 彼 を 逮捕し ませんで した" の 一文 は 伝えて いな 

い。 



預言者 は 導きと 知識と をたず さえて 紹 命され たこと についての たとえの 解説 

アブ一 ■ ムーサ一 は 預言者が 次のように 語った として 伝えて いる 

アツ ラ一 が 私に 授けて 下さった 導きと 知識 はたと えて みれば 大地に 降った 慈雨の ような も 
ので ある。 

大地に は 肥沃な 土地 も あり それ は 雨 をう けて 沢山の 牧草 を 育てる。 
また 不毛な 土地 も ある。 

だが それ は 水 を 溜め アツ ラ一 は それ を 人々 に 役立た せ 彼ら は それ を 飲み また それで 家畜 

に 飲ませた りする。 

それから 雨 は ほかの 土地に も 降る。 

それ は 全くの 不毛で 水 も 溜めず 草 も 育たない 土地で ある。 

つまり （最初の たとえ は） アツ ラ一 の 宗教に ついて よく 考え、 私に 授けられ たもの をよ く 役 

立てて 教え をまず 知り、 そして それ を 他人に も 教える 者の たとえで ある。 

また （第二の たとえ は) 教え を 直接に は 役立てない 者の たとえで ある。 

それから (最後の たとえ は) 私が 授けられた 教え を 受け付けない 者の たとえで ある。 



信仰 共同体 （ゥン マ） に対する 預言者の 憂慮と 彼ら 信徒に 害 を 及ぼす もの 
に対する 警告 

アブ一 ■ ムーサ一 は 預言者が 次のように 語った として 伝えて いる 

私と アツ ラーが 私に 授けて 下さった もの をた とえるならば それ は 次の ような ことで ある。 
ある 男が 自分の 仲間の 所に やって来 てこう 言った。 
皆さん 私 は 確かに この 目で (敵の） 軍隊 を 見た。 
私 は 率直な 警告 者です。 

だから 皆さん は ただちに 逃げる 準備 をし なければ ならない。 

それで 人々 のうちの ある グループ は 彼に 従い 日暮れに 旅立ち ゆっくりと 去って し、 つた。 

だが ある グループ は 彼を噓 付き よばわりして そのまま 彼らの 家で 朝 を 迎えた。 

だが 朝 軍隊が 彼らの 所に 攻め入り 彼ら を 殺害し一 人 残らず 斬殺して しまった。 

つまり 上の 例 は 私に 従い 私が 授カ、 つた ものに 従った 者と また 逆に 私に 背き、 私が 授かつ 

た 真理 を噓 付き よばわりした 者との たとえで ある。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

私と 私の 信仰 共同体に ついて たとえれば それ は ある 男が 火 を 灯し そこに 虫 や 蛾が 群がり 
落ち はじめる ような ものである。 

つまり 私が あなた 達の 腰紐 をつ かんで そこに 落ちる の を 引き止め ようとす るが あなた 達 は 
そこに 突進して しまう といった 具合です。 

同様の ハディ一 スが アブ一 'ズ イナ一 ド によって 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
私 をた とえれば それ は 次の ような ことで ある。 

ある 男が 火 を 灯し その 火の 回りが ぼつと 明るぐ よった とき、 明かりに 群がった 蛾 や 虫が 火 
の 中に 落ち はじめ、 彼が 弓 I き 戻そうと する が それら は 彼 を 無視して 火の 中に どんどん 突つ 
込んで いく。 

つまり これが 私と あなた 達に ついての たとえで ある。 

私 は あなた 達の 腰紐 をつ かんで 火に 近づく こと を 禁じて" 火に 近づぐ よ 、火に 近づくな" と 

叫ぶ が あなた 達 は 私 を 無視して その 火の 中に 突っ込んで いってし まう。 

ジャ一 ビル は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
私と あなた 達の こと をた とえれば 次の ような ことで ある。 
ある 男が 火 を 灯す とバ ッタと 蛾が その 中に 落ち はじめ、 彼 は それら を 火から 守ろうと して 

いる。 



ムハンマド は 最後の 預言者で ある こと 

アブ一' フライ ラは 預言者が 次のように 語った として 伝えて いる 

私と (他の） 預言者 達 をた とえるならば それ は ある 男 力 《 「 建物 を 立派に 豪華に 建て 人々 が 
"私達 はこの一 個の 煉瓦 を 除いて はこの 建物よりも 立派な 建物 は 見た こと もない」 と 言い 
ながら その 建物の 周り を 回り はじめた。 
つまり 私 は そこの一 個の 煉瓦であった と言う 訳で ある （注）。 

(注) あと 煉瓦一 個で 完成す る 建物 は 預言者の 系列の 全体 像で ある。 

最後の 完成 者 は 預言者 ムハンマドで 彼に 先行す る 全ての 預言者 系列 を 認める 立場 かィ 

ス ラームの 立場で ある ことか わかる 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

私と 私 以前の 預言者 達 をた とえるならば それ は ある 男が 家 を 立派に 豪華に そして 完壁に 

建てた がその一 角の一 個の 煉瓦 分の 場所 だけが 残って いた。 

人々 は その 建物の 素晴 しさに 驚いて その 周り を回リ はじめた。 

そして 彼ら は 口々 に 「どうして ここに 煉瓦 を 置かない のです か ？ 

そうすれば あなたの 建物が 完成す るのに」 と 言った。 

さて ムハンマド 様 は そこでこう 言いました。 

「私が その 煉瓦だった わけです」 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

私と 私 以前の 預言者 達 をた とえるならば、 それ は ある 男が 建物 を 立派に 豪華に 建てた が 
その 一角の一 個の 煉瓦の 場所 だけが 残って いた。 

すると 人々 は その 建物の 素晴 しさに 驚嘆し その 周り を回リ はじめた が、 口々 にこ この 煉瓦 

はどうして セット されない のかと 言った。 

さて ここで 預言者 は 私に こう 言った。 

「私 こそが その一 個の 煉瓦で あり 最後の 預言者です。」 

ところで アブ一. サイ一 ドは、 アツ ラ一 の 使徒が 語った として 伝えて いる 力、 それ はわず かな 表現の 
違い を 除いて、 前記 ハディ一 スと 同じで ある。 

ジャ一 ビル は 預言者が 次のように 語った として 伝えて いる 

私と 他の 預言者 達 をた とえるならば それ は ある 男が 館 を 完成 させ 完璧に 建てた 力、一 個 

の 煉瓦の 場所 だけが 取り残され ていた。 

人々 は その 中に 入リ はじめた がその 建物の 素晴 しさに 驚嘆した。 



至高なる アツ ラーが 信仰 共同体に 慈悲 を かける こと を 望んだ とき 共同体に 
先だって 預言者 を (永遠の 地へ) 連れ去る こと 



アブ一 ■ ムーサ一 は 預言者が 次のように 語った として 伝えて いる 

アツ ラ一 は 下僕 達 （人間） の 共同体に 慈悲 を かける こと を 望んだ とき は その 預言者の 魂 を 
共同体より 先に 抜きと る。 

そして 彼 を 共同体に 先立つ 先駆者と なし （あの世で) 彼に 報いる のです。 

だが アツ ラ一 が 共同体の 破滅 を 望んだ とき は それ を 罰する が、 そのと き （その 共同体の） 

預言者 は 生きて いる。 

つま リア ッラ一 がそれ を 破滅させる とき 預言者 は それ を 眺めて いる。 
アツ ラ一 は それ を 破滅させる ことによって 彼 を 慰める のです。 
なぜなら 彼ら は 彼 を 嘘つき 呼ばわりし 彼の 命に 従わなかった からです。 



預言者の ハ ウド (天国の 溜池) とその 特質 

ジ ユン ダブ は 預言者から 直接 聞いた として 次のように 伝えて いる 
私はハ ウドに あなた 達より 先に 到着す る 者と なる （注）。 

(注） そして 溜池 を 修理して 水く みがで きる ようにして 君達 を 待って いるの 意 

同様の ハディ一 スがジ ユン ダブに よって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

サ フル は 預言者から 直接 聞いた として 次のように 語った として 伝えて いる 
私はハ ウドに あなた 達より 先に 到着す る 者と なる。 
そして そこに やって来た 者 は 水 を 飲み、 その 水 を 飲んだ 者 は 決して 喉が 乾く こと はない 

(注 1) 

そこで 確かに 私の 前に 私が 彼ら を 知 りかつ 彼らが 私 を 知っている 人々 が 現われる。 

それから 私と 彼らの 間に 調停 （交渉) が 行われる。 

ところで 伝承 者の一 人 アブ 一■/、一 ズィム は 次のように 伝えた。 

ヌ アマ一 ン 'ビン' アブ一 ■ アイ ャ 一スが この ハディ一 スを 聞いた がそのと き 私 は 彼らに この 

ハディ一 スを 語って いました。 

そこで 彼 はこう 尋ねた。 

あなた はサ ハルが 言って いると ころ を そのよう に 聞いた のです か？ 

そこで 私 は" はいその 通りです" と 答えた。 

アブ一 'ハ一 ズィム はさら につ づけて 次のように 言った。 

私 は アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 から も それ を 聞いた という こと を 証言し ます。 

しかし 彼 は 預言者が 次のように 言った として 付け加え ている。 

私 (預言者） は" 彼ら は 私に 従った 者 達です" と言う。 

だが 私 はこう 云われる。 

"汝は 彼らが 汝の なき 後に 何 を 行つ たかを 知らな し、 （注 2) " 
そこで 私 は" 私の なき 後で 宗教 を 変えた 者 を 遠ざけた まえ" と言う。 

(注 1) ハ ウドの 水 を 飲む の は 当然 あの世の 天国に 入って からの こと 

(注 2) 預言者の 死後に イスラ一 ムの 教えに 改変 を 加える こと を 意味して いる 

同様の ハディ一 スが アブ一. サイ一 ド'フ ドリ一 によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 



アブ ドッラ 一'ビン' アム ル 'ビン 'アース は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
私の ハ ウドの 広さ は一 力 月の 道のりで ある。 
そして 縦横 同じ 長さで ある。 

その 水の 色 は 銀よりも 白ぐ その 香り は ミス ク よりも かぐ わしぐ そこに ある 水差し は 天の 

星の 数よりも 多ぐ その 水 を 飲む 者 は 以後 決して 喉が 乾く こと カ 《 ない。 

アブ一 'バ クルの 娘の ァス マ一 ゥは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる。 

私はハ ウドの 側に 座って いて あなた 達が 私の 前に 来る ところ を 見て いる。 

しかし 幾人 かの 人々 は 私が 到着す る 前につ かまって しまう。 

そこで 私 は 次のように 懇願す る。 

主よ、 彼ら は 私に 従い 私の 信仰 共同体に 居た もの 達です。 

だが 私 はこう 云われる。 

「汝 は汝の 後で 彼らが 何 をした か 気付かない のか？ 

アツ ラ一 に 誓って 汝の 後に 彼ら はきび す を 返して 逆戻りし つづけた のです よ」 

ところで 伝承 者 は 以下の ようにつ け 加えた。 

イブ ン' アブ一 'ム ライカ は 祈願の 言葉の 中で 次のように 言って いた ものでした。 アツ ラーよ、 
私達が きびす を 返さない ように また 私達の 宗教に 関して 試されない ように、 あなたに 救い 
を 求めます。 

ァ一 イシ ャは 次のように 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 の 使徒が 教 友達と一 緒に 居る とき 彼が 次のように 語って いると ころ を 聞いた。 
私はハ ウドの 側に 居て あなた 達の 中から 私の 前に 来る 者 を 待って いる。 
しかし アツ ラ一 に 誓って 幾人 かの 者 達が 私に 到着す る 前に 妨げられ ている。 
そこで 私 は 確かにこう 言います。 

「主よ、 彼ら は 私に 従った 者 達で あり、 私の 信仰 共同体に 居た 者 達です」 
だが アツ ラー は r 汝は汝 の 後に 彼らが 何 を 行つ たかを 知らない。 
彼ら はきび す を 返しつ づけた ので ある」 と 言います。 

預言者の 妻 （の一 人） である ゥンム 'サ ラマ は 次のように 伝えて いる 
私 は 人々 がハ ウドに ついて 語って いると ころで 聞いて いました。 
しかし 私 は それまでに アツ ラーの 使徒から それにつ いて 聞いた ことはありませんでした。 
ある 日、 召し使いが 私の 髪 をす いていた とき 私 は アツ ラ一 の 使徒が" 皆の 衆" と言う 声 を 聞 
いた。 

そこで 私 は 彼女に" 後に して" と言うと 彼女 は" 彼 は 男の人 達 を 呼んだ ので あり 女性 は 呼 
んで いません" と 言った。 

それで 私 は" 私 も 皆の 衆の一 員です よ" と 言い返した。 
いずれにせよ アツ ラ一 の 使徒 は そのと き 次のように 言った。 



「私 は あなた 達よ リも 先に ハ ウドに 到着す る 先駆者です。 

あなた 達の 誰れ もが 私の もとに 来る が 迷った ラクダ のように 私から 引離されて 追放され る 

ような 事の なきよう 注意しなさい。 

さて 私 (預言者） は 「これ は 一体 どうした ことです か？」 と アツ ラ一 に 尋ねる。 

すると 私 は 次のように 言われる。 

『汝 は汝の 後で 彼らが 何 をな し たかは 知らないの だ。』 

そこで 私 は 「遠ざけた まえ」 と 言います。 

また ゥンム ■ サルマ は 次のように 伝えて いる 

彼女 は 預言者が ミン バル (説教 台） の 上で" 皆の 衆" と言う 声 を 聞いた。 
そのと き 彼女 は 髪 をす いていた。 

彼女 は 髪す き 女に 向って" 私の 頭 を そのまま にして まとめて" と 言った。 
以下 は 前記と 同 じ/ 、ディース である。 

ゥ クバ ゼン 'ァ 一ミル は 次のように 伝えて いる 

ある 日 アツ ラーの 使徒 は （ゥ フド へ） 出かけて 行き ゥフド での 殉教者 達に 対して 死者への 
礼拝 を 行った。 

それから 彼 は （マデイーナに 戻リ） ミン バルに 向かい そして 壇上で 次のように 言った。 

私 は あなた 達より 先に そこへ 到着す る 先駆者と なる でしよう。 

そして 私 は あなた 達の 証人と なる でしよう。 

アツ ラ一 に 誓って 私 は今ハ ウド を 目前に かい 間 見る 思いです。 

私 は 確かに 大地の 財宝の 全ての 鍵 を 与えられ ている。 

または 大地の 全ての 鍵 を 与えられ ている。 

私 は あなた 達が 私の 後で 多神教 徒になる こと を 心配して いるので はなぐ あなた 達が この 
世の 財 を 競って 集める ように なること を 心配して いるので す （注）。 

(注） ここで は イスラ一 ムの大 征服に よって 彼らが 大地の 財宝 を 手に入れ てこの 世の 財 を 
競い合う こと を ある 程度 予告して いる わけ だが 実際の 史実 も その 通りに 進行した と 後代 
の 人々 に は 読み とれる ハディ一 ス である 

ゥ クバ ゼン 'ァ 一ミル は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は ゥフド での 殉教者 達に 対して 死者への 礼拝 を 行し、、 それから （マディ一 
ナヘ 戻り） あたかも 彼 は 生きて し、 る 者 達と 死んだ 者 達 全てに 別れ を 告げる かの ように ミン 
バルに 昇り 次のように 説教した。 

私 は あなた 達よりも 先に ハ ウドに 到着す る 先駆者と なる でしよう。 

その 広さ は アイラの 町 （注 1) とジュ フフ ァの町 （注 2) の 間 ほどの 広さで ある。 



私 は あなた 達が 私の 後で 多神教 徒に 戻る こと を 心配して いるので はなぐ あなた 達が この 

世の 誘惑に かられて 財 を 集める ことで 競うよう になり、 お 互いに 殺し あい あなた 達 以前の 

者が 破滅した ように 破滅す る こと を 心配して いるので す。 

また ゥ クバ は 次のように 付け加えた。 

これが 私 カ^ン バルの 上で アツ ラーの 使徒 を 見た 最後でした。 

(注 1) アカバの 北の 町で マデイーナと ダマスカスと エジプトの 問の 中継 地点に ある 町と し 
て 当時よ く 知られて いた。 

マディ一 ナま では 15 曰 行程、 ダマスカスまで は 21 日 行程、 エジプトまで は 8 日 行程の 所 
に 位置して いた。 

(注 2) マデイーナと マッカの 間に あ リマ ディ一 ナ から は 7 日間 行程の 所に 位置して いた 

アブ ドッラ 一は アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

私 は あなた 達より 先に ハ ウドに 到着す る 先駆者と なる でしよう。 

(そこで) 私 は ある 人々 と 言い争う が 彼らに 譲歩す る ことにな りこう 言います。 

「主よ、 彼ら は 私の 仲間です、 私の 中間です。 」 

だが 私 は 「汝は 彼らが 汝の 後で (宗教に) 改変 を 加えた こと を 知らない。」 と言われます。 

同様の ハディ一 スがァ アマ シュ によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 
しかし ここで は" 私の 仲間です、 私の 仲間です "の一 語 は 伝えられ ていない。 

同様の ハディ一 スが アブ ドッラ 一によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

同様の ハディ一 ス カウ ザ ィファ によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

ハ一 リサ は 預言者からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

彼の ハウ ドはサ ヌァ一 （注） と マディ一 ナの間 ほどの 広さで ある。 

また ムス タウ リドが 彼 （ハ一 リサ） に" あなた は (水 飲用の） 容器に ついて 何 か 聞かな かつ 

たか ？ "と 尋ねた が 彼 は" いいえ" と 答えた。 

すると ムス タウ リド はこう 言った。 

そこに は 星の 数 ほどの 容器が 見られる だろう。 



(注） イエメンの 首都 名 



ハ一 リサ 'ビン' ヮハブ 'フ ザ一 ィ によって 前記と 同様の ハディ一 スが 伝えられて いるが 彼 は ムス タ 
ゥリド の 言葉 は 伝えて いない。 

イブ ン 'ウマル は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
あなた 達の 前に ハウ ドは ある。 

その 両岸の 距離 はジャ ルバ （注 1 ) と アズル フ （注 2) の 間 ほどで ある。 
(注 1) アイラの 近くに ある 地名で その 住民 は ユダヤ人であった 

(注 2) ヨルダンの シャゥ パクの 近くの 町で タブ一 ク から は 4 日 行程あった。 

また 後に 658 年の ス イツ フィ一 ンの 戦いの 後の 和平交渉 力 《 ここで 行われた 地点と しても 知 

られ ている 

同様の ハディ一 スカ 《 イブ ン 'ウマルに よって 伝えられ ている 力、 伝承 者の一人 イブ ン 'ムサン ナ一 
は"… 私の ハウ ドは ある" と 伝えて いる。 

同様の ハディ一 スがゥ バイ ドッラ 一によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 
しかし ここで は 次のように 付け加えられ ている。 

私 （ゥバ イド ッラ一 ） は 彼に 二つの 町に ついて 尋ねた。 

すると 彼 は 次のように 答えた。 

それ は シリア 地方に ある 二つの 町で ある。 

その 距離 は 三 夜の 行程で ある。 

また イブ ン' ビシル の 伝える/ 、ディ一 ス では 三 曰 間の 行程と ある。 

同様の ハディ一 スカ 《 イブ ン 'ウマルに よって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

アブ ドッラ 一は アツ ラ一 の 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
あなた 達の 前に ハウ ドは ある。 

その 両岸の 距離 はジャ ルバと アズル フの間 ほどで ある。 
そこに は 天の 星 ほどの 水差しが ある。 

そこへ 来た 者 は そこの 水 を 飲み その後 決して 喉が 乾く こと はない。 

アブ一 ■ ザ ツル は 次のように 伝えて いる 

私 は" アツ ラーの 使徒よ、 ハ ウドの 容器と は 何です か？" と 質問した。 
すると 彼 はこう 答えた。 

ムハンマドの 魂 を 手中にす るお 方 （アツ ラ一） に 誓って、 その 容器 は 空の 星の 数よりも 多し、。 



それ は 雲の ない 闇夜の 晩に 見られる 星の 数です。 

そのよう に 天国の 容器 は ある。 

そして その 水 を 飲んだ 者 は 決して 喉が 乾く こと はない。 

そこに は 天国から 二つの 水口 （とい） が 流れ込んで いる。 

その 水 を 飲んだ 者 は 決して 喉が 乾く ことがない。 

その 広さ は 縦 も 横 も 同じで アンマンから アイラまでの 距離 ほどで ある。 

その 水 は ミルクよりも 白く 蜂蜜よりも 甘い、 

サゥ バーン は アツ ラーの 預言者が 次のように 語った として 伝えて いる 

確かに 私 は 私の ハ ウドの 岸に 居て イエメンの 人々 のために 他の 人々 を 追い出し ています 

(注） 

そして （ハ ウドの 水が) 溢れ出る ように 私 は 杖で (水面 を) たたいて います。 

そこで 彼 は それの 幅の 広さに ついて 尋ねられ、 彼 は" それ は 私の いる 所から アンマンまで 

の 広さで ある" と 答えた。 

また 彼 は その 飲み物に ついて 尋ねられ、 彼 は 次のように 答えた。 
それ は ミルクよりも 白ぐ 蜂蜜よ リも 甘い。 
また そこに は 天国 を 源と して ほとばしる 二つの 水口が ある。 
—つ は 金で できて いてもう 一つ は 銀で できて いる。 

この ハディ一 スはヒ シャ一 ム によって 伝えられて いるが 以下の一 節の 最初の 部分が 少し 

jg: つてし、 る。 

私 は 最後の 審判の 日に ハ ウドの 岸に 居る。 

(注） イエメン 系の 人 々つまり ここで は マデイーナの 住民で あり アンサ一 ルを 優先して いる 
様が 描かれて いる 

サゥ バーン 力 《 / \ゥ ド に関する/ ヽ ディース を 伝えた。 

ところで 私 （ムハンマド ゼン' バッ シャ一 ル） は ヤヒヤ一 ゼン' ハン マ一 ドに" これ は 私が ァ 

ブ 一'ァ ワーナから 聞いた ハディ一 ス である" と 言った。 

すると 彼 は" 私 もまた シ ユウ バ から それ を 聞いた" と 言った。 

そこで 私 （ムハンマド' ビン 'バ ッシャ 一ル） は" 私に それ を 伝える ためによ くそれ を 検討し な 

さい" と 言った。 

それで 彼 （アブ 一'ァ ワーナ） は それ をよ く 検討して それ を 私に 伝えた。 

アブ一' フライ ラは 預言者が 次のように 語った として 伝えて いる 

きっと 私 は ある 人々 を 私の ハ ウドから 追い出します。 （人々 は） 丁度 迷った ラク ダカ 《 (水 飲 
みの 際に 牧人に よって） 追い出される ように （追い出されます （注））。 この ハディ一 スはァ 



ブ 一'フ ライラに よって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 （注) つまり 迷った ラクダ は 
拾得物と して はならない という 捉が あるから 水際で 他の 牧人に よって 追い出される ことに 
なる のであろう 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
私の ハ ウドの 広さ は、 アイラと イエメンの サヌァ 一の 間 ほどで ある。 
そこに は 水差しが 空の 星 数 ほど も ある。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 預言者が 次のように 語った として 伝えて いる 

私の 教 友だった 人達の 中から 幾人 かの 男 達が ハ ウドで 私の 方に やってくる。 

私が 彼ら を 見て それで 彼らが 私の 方に あがって 来たと きに 彼ら は 道の 途中で 遮断され る。 

そこで 私 はこ ラ言 ラ。 

『主よ、 彼ら は 私の 仲間です、 仲間です。 』 

だがし かし 私 は 『汝 は汝の 後に 彼らが 改変 を 加えた という こと を 知らない』 と言われます。 

アナ スは 預言者から 同じような 意味の ハディ一 スを 伝えて いる。 

しかし ここで は 彼 は 次のように 付け加え ている。 
その 容器 は 星の 数 ほど も ある。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 預言者が 次のように 語った として 伝えて いる 

私の ハ ウドの 両岸の 幅 はたと えば サヌァ 一と マディ一 ナの間 ほどで ある。 

この ハディ一 スはァ ナスに よって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

しかし ここで は 伝承 者の一人が ハ ウドの 広さに ついて 疑問 を 抱いて" もしくは マディ一 ナと アンマン 

の 間 ほど ある" と 付け加え ている。 

アナ スは アツ ラ一 の 預言者が 次のように 語った として 伝えて いる 

そこで は 金銀の 水差しが 空の 星の 数 ほど 見られる であろう。 

また ァ ナスに よって 同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 を 経て 伝えられ ている 力、 ここで は 次 

のよう な 表現 をと つてい る。 

もしくは 空の 星の 数よりも 多く …… 
ジャー ビル ゼン' サム ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

見よ、 確かに 私はハ ウドへ あなた 達より 先に 到着す る 先駆者と なる。 

その 両岸の 間の 距離 は サヌァ 一と アイラの 間 ほど も あり、 そこの 水差し は （数が 多くて) 星 

のよう である。 



ァ一 ミル' ビン- サ アド' ビン-アブ一' ヮッ 力一 スは 次のように 伝えて いる 

私 は ジャー ビル ゼン 'サ ムラへ 次の ような 手紙 を 書いて それ を 召し使いの ナ一 フィゥ に 持 
たせた。 

あなたが アツ ラーの 使徒から 聞いた こと を 私に 知らせて 下さい。 
すると 彼 は 次のように 書いて きた。 

私 (ジャ 一ビル） は 彼 （預言者） が 「私 はハ ウドへ 最初に 到着す る 先駆者で ある」 と 言って い 
ると ころ を 聞きました。 



ゥフド の 戦いのと き 天使 ジブ リール (注 1) と 天使 ミカ一 ィ一ル (注 2) が 預言 
者と 一緒に 戦った こと 



(注 1) 天使 ガブリエル 
(注 2) 天使 ミカ エル 

サ アド は 次のように 伝えて いる 

私 は ゥフド の 戦いの 日に アツ ラ一 の 使徒の 右側と 左側に 白い 衣 を まとった 二人の 男 を 見 

た。 

私 は それ 以前に も それ 以後に も その 二人 を 見た ことがなかった。 
つま リニ 人 は 天使 ジブ リールと 天使 ミカ一 ィ一ル である。 

サ アド' ビン' アブ一 'ヮッ カース は 次のように 伝えて いる 

確かに ゥフド の 戦いの 日に 私 は アツ ラ一 の 使徒の 右側と 左側に 白い 衣 を まとった 二人の 
男 を 見た。 

その 二人 は 彼 を 守って 激しく 戦って いた。 

私 は それ 以前に も それ 以後に も その 二人 を 見た ことが な 力、 つた。 



預言者の 勇気と 彼の 戦闘 突撃に ついて 



アナ スゼン ■ マ 一リク は 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 は 人々 の 中で 最も 卓越した 方で 最も 寛大な 方で あり、 また 最も 勇敢な 方 

であった。 

ある 夜 マディ一 ナの 人々 はすつ かり 怯えて一 部の 人々 は 声の する 方へ 飛び出して 行った。 

そこで 戻って きた アツ ラーの 使徒が 彼らに 出会った。 

彼 は 声の する 方へ 彼らよりも 先に 飛び出し ていた。 

彼 は アブ一' タル ハの 裸馬に 乗って いて 彼の 首に は 剣 を 下げて いた。 

そして 彼 は 「何も 怖がる もの はなし、、 何も 怖がる もの はない」 と 言って いた。 

そして さらにこう 言った。 

「むしろ 私達 は それ （この 馬） が 駿馬で ある ことが わかった。」 

もしくは 「それ は 確かに 駿馬 だ。 」 

ここで 伝承 者 は" それ 以前 は その 馬 は 駄馬でした" と 付け加えた。 

アナ スは 次のように 伝えて いる 

マディ一 ナに （人々 の） 怯え を 誘う 声が 上 力 《 つた。 

そのと き 預言者 は アブ一' タル ハの マンド一 ブと 呼ばれて いた 馬 を 借り それに 乗った。 

そして 次のように 言った。 

私達 は 何も 怖い もの を 見つけなかった。 

それ （馬） が 駿馬で ある ことが わかった。 

だが シ ユウ バ によって この ハディ一 スは 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

しかし 表現に は 多少の 違いが あり 伝承 者 イブ ン 'ジ ャァフ アル は" 私達の 馬" と 伝え、" アブ 

—'タル ハの （馬）" と は 伝えなかった。 



預言者 は 人々 の 中で も 最もよ く 善行 を 施した お 方で あり、 その 寛大 さは （間 
断な く） 吹く 風 (注) のよう である 

(注） 慈善の 行為が 万遍なくて かつ 迅速で あるた とえ 

イブ ン' アツ バース は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ— の 使徒 は 人々 の 中で 最もよ < 善行 を 施しな さるお 方であった。 

彼 は ラマ ダーン 月 （断食の 月 ） に 最もよ く 善行 を 施しました。 

天使 ジブ リール は 毎年 ラマ ダーン 月 に は その 月が 終る まで 彼と 出会って いました。 

それで アツ ラ一 の 使徒 は クル ァ一 ンを彼 （天使 ジブ リール） に 誦んで 聞かせつ づけて いま 

した。 

つまり 天使 ジブ リールが 彼 （預言者） に 会った ときに アツ ラ一 の 使徒 は 間断な く 吹く 風の よ 
うに 迅速に 万遍なく 善行 を 施して いた ものです （注）。 

(注） イス ラームの 施し は チャリティ一 以上の 巾 広い 意味が あり、 ほとんど 善行と 同じで あ 

る。 

気持の 良い 候拶も 施しなら ば 笑顔 も 一つの 施しと 考えられ ている。 

ラマ ダーン 月 に は いわゆる 狭義の 施しが 盛んにな るが、 この こと は イスラ一 ム 社会で は ほ 

とん ど 確立され ている。 

また クル ァ一ン を 30 部に 分けて 読む 伝統的 慣習が ある 力、 これ も 預言者の 慣行に 習った 
ものと 思われる 

この ハディ一 スはズ フリ一 によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 



アツ ラーの 使徒 は 人々 の 中で も 最も 素晴らしい 人格の 持ち主であった こと 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 次のように 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 の 使徒に 10 年間 仕えました。 

アツ ラ一 に 誓って 彼 は 私に一 度で も" チェ" などと 不快な 言葉 を 決して 言わな 力、 つた。 
また 彼 はこと にあたって 私に 「なぜ このような こと をした のか？」 とか 「なぜ このよう にしな 

かった のか ？ 」 などと 言った ことはなかった。 
ところで アブ一' ラビ一 ゥは 次のように 付け加え ている。 
それ は 「それ は 召使いが 行うべき ことで はない」 という一 文で ある。 
だが 彼 は 「アツ ラ一 に 誓って」 の一言 は 伝えて いない。 

この ハディ一 スはァ ナスに よって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

アナ スは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒が マディ一 ナに 移住して 来たと き、 アブ一' タル ハが 私の 手 を 取り 私 を アツ 

ラ一 の 使徒の 所に 連れて行き 次のように 言った。 

「アツ ラーの 使徒よ、 アナ スは 分別 ある 少年です。 

ですから 彼 を あなたに 仕えさせましょう。 」 

こうして 私 は 旅の 時 も 家に 居る 時 も 彼に 仕えました。 

アツ ラ一 に 誓って 彼 は 私が 行った ことで" なぜ これ を このよう にした のか？" とか また 私が 

行わなかった ことで 

"なぜ これ を このように しなかった のか？" などと 私に 言った ことはありませんでした。 
アナ スは 次のように 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 の 使徒に 9 年間 仕えました。 

だが 彼が 私に 次の ような こと を 言った という 記憶が 私に は 全くありません。 

「なぜ あなた はこれ これこう したの か ？ 」 

また 彼 は 決して 私の 欠点 を とがめる こと もありませんでした。 

アナ スは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 人々 の 中で 最も 素晴 しい 人格者でした。 
ある 曰 彼 は 用事の ために 私 をお 使いに 出そうと した。 
その 時 私 は" アツ ラーに 誓って 私 は 行きません" と 言った。 

しかし 私 は 心の中で は アツ ラ一 の 預言者が 命じた こと だから 私 は 行く つもりで いました。 

こうして 私 は 出て 行き 途中で 市場で 遊んで いる 子供達の 側 を 通った。 

そのと き アツ ラーの 使徒が (そこへ やって来て) 後ろから 私の 首筋 をつ かんだ。 



そこで 私が 彼の 方 を 振り向く と 彼 は 笑いな がらこう 言った。 
「ゥ ナイ サ （注） よ、 私が 命じた ところへ 行きました か？」 
そこで 私 は 「はい アツ ラーの 使徒よ、 今 行く ところです」 と 答えた。 
また アナ スは 次のように 伝えた。 

アツ ラ一 に 誓って 確かに 私 は 彼に 9 年間 仕えました。 

彼が 私の 行った ことで 「なぜ これこれ このよう にした のか？」 とか 私の 行わなかった ことで 
「なぜ これこれ このように しなかった のか？」 と 言った という 記憶 は 全くありません。 

(注) ァ ナスの 縮少 形で 愛称と して 用いられ ている 

ァ ナス 'ビン 'マ 一リク は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 人々 の 中で も 最も 素晴 しい 人格の 持ち主です。 



アツ ラーの 使徒が 物 を 乞われて r 駄 目 だ」 と 言った こと は 全くない。 
むしろ 彼 は 沢山の 物 を 人々 に 施して いた こと 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 物 を 乞われ 「駄目 だ」 と 言った ことが 全くない。 

この ハディ一 ス は ジャー ビル' ビン ■ アブ ドッラ 一によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている 。 

ムーサ一' ビン' アナ スは 父からの 伝承と して 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は イスラ一 ム のために 何 か 求められた とき 彼 は 必ず それ を 与えた。 
それで 彼の もとに ある 男が やって来て、 彼 は その 男に 山 あい を 埋め 尽 さんば かリ 沢山の 
羊の群れ を 与えた。 

さて その 男 は 彼の 部族の もとに 帰り 次のように 言った。 
「皆さん、 イスラ一 ムに 入りなさい。 

本当に ムハンマド は 貧窮 を 恐れる 必要の ない ほど 沢山の 物 をく ださる の だから。」 

ァ ナス 'ビン 'マ 一リク は 次のように 伝えて いる 

ある 男が 預言者に 山 あい を 埋め 尽くす 程 沢山の 羊の群れ を 求めた。 
そこで 彼 は その 男に それ を 与えた。 
さて その 男 は 彼の 部族の もとに やって来て 次のように 言った。 
皆さん、 イスラ一 ムに 入りなさい。 

アツ ラ一 に 誓って 本当に ムハンマド は 貧困 を 恐れる ことのない ほど 沢山の 物 をく ださる の 

だから。 

また アナ スは 次のように 言って いる。 

その 男 は 現世 を 求めて イスラ一 ムに 入った 力、 いずれ 彼 は ムス リムに なり イスラ一 ムは彼 
にと つて 現世 やそこに ある 俗物よりも ずっと 好きな ものと なること であろう。 

イブ ン' シハ一 ブは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 は あの 征服の 戦し 、、つまり マッカ 征服 を 敢行した。 

それから アツ ラーの 使徒 は ムス リム 達と 出陣し、 彼ら はフ ナインで 戦い、 アツ ラーが 彼 （預 

言 者） の 宗教と ムス リム 達に 勝利 を もたらした。 

そして そのと き アツ ラーの 使徒 はサ フワ一 ン 'ビン 'ゥ マイヤに ラクダ 100 頭 を 与えさら に 
100 頭、 さらに 100 頭 を 与えた。 

ところで サイ一 ド 'ビン 'ム サイ ブはサ フワ一 ンが 次のように 言った として 伝えた。 
アツ ラーに 誓って、 確かに アツ ラーの 使徒 は 私に 与える もの を 与えて 下さった。 



かって 彼 は 私に とって 人々 の 中で 最も 嫌いな 人物でした。 

だが 彼 は 私に 与えつ づけとう とう 彼 は 私に とって 人々 の 中で 最も 愛する 人物と なった。 

ジャ一 ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

もし 私達が バ ハレ一 ン から 富 を 得たならば これ もこれ もこれ も あなたに 与えます と 言って 
彼 は 両手で そのこと を 示した。 

だが アツ ラ一 の 使徒 はバ ハレ一 ンの富 を 得る 前に 他界した。 

そこで そのこと は 彼の 後に アブ一 'バ クルへ 受け継がれた。 

それで 彼 は （人々 に） 次のように 呼びかける ように 命じた。 

「預言者に 約束 または 貸付が ある 者 は 来る ように。」 

そこで 私 はやって 来て 預言者が 次のように 私に 言った と 伝えた。 

「もし 私達が バハ レーンから 富 を 得たならば これと これと これ を あなたに 与える。」 

それで アブ一 'バ クル は 一つかみの 金貨 をす くいあげて それ を 私に わたし、 それから 私に 

「これ を 数えなさい」 と 言った。 

私が それ を 数えた ところ、 それ は 500 ( ディ一 ナ一 ル） あった。 
それから 彼 は 「それの 二倍 分 もとりなさい (注)」 と 言った。 

(注) つま リ 合計 は 1500 ディ一 ナ一ル 金貨の 意 

ジャー ビル 'ビン' アブ ドッラ 一は 次のように 伝えて いる 

預言者が 他界した とき、 アブ一 ■ ' く クル は ァラ一 ゥ ■ ビン ■ ハ ドラ ミ一 から 財が 送られて きた。 
それで アブ一 'バ クル は 次のように 言った。 

「預言者に 貸付金が ある 者 または 彼から 約束が あった 者 は 来なさい。」 
以下 は 前記/ 、ディ一 スと 同じで ある。 



子供 や 家族に 対する 預言者の 思いやり や、 彼の 謙遜 さ、 および 彼の 卓越し 
た 美徳に ついて 

ァ ナス 'ビン ■ マ 一リク は 次のように 伝えて いる 
アツ ラ一 の 使徒 は 次のように 伝えて いる。 

今夜 私に 男の子が 生れ その子 を 私の 父の 名前で ある イブ ラヒ一 ムと 名付けた （注 1)。 
それから 彼 は その子 を アブ 一'ユースフと 呼ばれる 鍛冶屋の 妻の ゥンム 'サイ フの もとに 

送った (注 2)。 

それから 彼 (預言者） は 彼の 所へ 急いで 出かけ 私 は 彼のお 供 をして 同行した。 
私達 は アブ一 ■ サイ フの 所へ 到着した がそのと き 彼 はふい ごで 火 をお こして いた。 
そのため 家の 中 は 煙で一 杯であった。 

そこで 私 は アツ ラ一 の 使徒の 前 を 急ぎ足で 通り過ぎ 「アブ一' サイ フょ、 やめなさい」 と 言つ 

た。 

そこへ アツ ラ一 の 使徒が やって来た。 
それで 彼 は (仕事) を やめた。 

そして 預言者 は 子供 を 呼び子 供 を 抱きしめ アツ ラ一 が 望みた まう こと を 言った。 
ついで アナ スは 次のように 語った。 

私 は アツ ラ一 の 使徒の 前で その子 供が 最後の 息 を 引き取る ところ を 見た。 
そのと き アツ ラーの 使徒の 両目から は 涙が 溢れて いたが こう 言った。 
「目 は 涙し 心 は 悲しみ （でも） 私達 は 主の 満足す る こと 以外 は 何も 言えません。 
アツ ラ一 に 誓って イブ ラヒ一 ムょ、 まこと 私 逢 は あなたの ために 悲しみます。 」 

(注 1) ムハンマドの 父 は アブ ドッラ 一であるか ここで は ユダヤ教、 キリスト教、 イスラ一 ム 
教の 教父 預言者 イブ ラヒ一 ム (アブラハム） のこと。 

この 子 は エジプトの 支配者から 預言者 ムハンマドに 送られた 女 奴隸の マリヤとの 間に 生 

れた。 

ヒジ ユラ 2 年に マディ一 ナで 生れ 6-7 才で天 折して いる 

(注 2) 多分 当時の 一般的 風習に 従って 里子に 出した の 意であろう 

ァ ナス 'ビン 'マ一 リク は 次のように 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 の 使徒よりも 家族に 優しい 人 を 見た ことがない。 

(預言者の 息子の） イブ ラヒ一 ムが マディ一 ナの 郊外の 乳母の もとへ 預けられ ていた。 
それで 彼 (預言者） はよ くそ こへ 出かけた が 私達 も 彼の 供 をした。 
そして 彼が その 家に 入る と 家の 中には 煙が 充満して いた。 
なぜなら その子の 養父 は 鍛冶屋であった からです。 



さて 彼 は 息子 を 抱きしめ キス をして それから 帰った ものでした。 
ところで アム ルは 次のように 伝えて いる。 
イブ ラヒ一 ムが 死んだ とき アツ ラ一 の 使徒 は 次のように 言った。 
イブ ラヒ一 ムは 我が 子、 彼 は 乳飲み子の まま 死んだ。 
まことに 彼に は 天国で 離乳す るまで 乳母 夫妻が ついている。 

ァ一 イシ ャは 次のように 伝えて いる 

遊牧民の 一団が アツ ラ一 の 使徒の もとへ やって きて 「あなた 達 は 子供に キス をし ます 

か？」 と 尋ねた。 

それで 彼ら は 「はい」 と 答えた。 

ところが 彼ら 遊牧民 は 「しかし アツ ラーに 誓って 私達 は キス をし ません」 と 言った。 
そこで アツ ラ一 の 使徒 は 次のように 言った。 

もし アツ ラ一 が 慈悲の 心 を あなた 達から 奪い取つ たので あれば、 私に はどうしょう も ありま 

せん。 

ところで イブ ン 'ヌ マイル は 「あなたの 心から 慈悲の 心 を 奪い取ったならば」 と 伝えて いる。 

アブ一' フライ ラは 次のように 伝えて いる 

ァク 一フ ゥゼン 'ハ 一ビス は 預言者が ハ サン （注） に キス をして いると ころ を 見て 次の よう 

に 言つ 7 二。 

「私に は 十 人の子 供が いますが 一人と して キス をした ことが なし、」 すると アツ ラ一 の 使徒 は 
次のように 言った。 

慈悲 を かけない 者 は 決して 慈悲 を かけられない であろう。 
(注) 預言者の 娘 ファーティマの 子供で 預言者の 孫 
また 同様の ハディ一 スが アブ一' フライ ラ によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 



ジャ リール ゼン' アブ ドッラ 一は アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 
人々 に 慈悲 を かけない 者に は 決して アツ ラ一 は 慈悲 をお かけに ならない。 
同様の ハディ一 ス がジャ リールに よって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 



預言者の 慎み深 さに ついて 



アブ一 ■ サイ一 ド 'フ ドリ一 は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 力 一テンの 後ろの 処女よりも 慎し み 深い 方でした。 
彼が 何 か を 嫌った とき 私達 は 彼の 顔から そのこと を 察知した （注）。 

(注） はずかしくて 何も 言えなかった 様の 意 

マス ルーク は 次のように 伝えて いる 

ムァ一 ウイ ャがク 一ファ にやって 来たと き、 私達 は アブ ドッラ 一'ビン' アム ルを 訪ねた。 

すると 彼 は アツ ラーの 使徒に ついて 語リ こう 言った。 

彼 は 決して （言葉で) 節度 を 失う ことが なく また 決して 他人 をのの しること はな 力、 つた。 

そして 彼 は アツ ラーの 使徒が 次のように 言った として 伝えた。 

あなた 達の 中で 最も 立派な 人、 それ は 道徳的に 最も 素晴 しい 人で ある。 

ところで ウス マ一 ンは 「彼が ムァ一 ウイ ャ と一緒に ク一 ファへ 来たと き」 と 言い 以下 は 前記 

と 同様の ハディ一 スを 伝えた。 

ァ アマ シュは 同様の ハディ一 スを 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えて いる。. 



預言者の 微笑と 彼の 素晴らしい 交際に ついて 

スイマー ク 'ビン ■ / 、ルブ は 次の ように 伝えて いる 

私 は ジャー ビル' ビン 'サ ムラに 次のように 尋ねた。 

「あなた は アツ ラーの 使徒と 同席した ことがあります か？」 

すると 彼 は 「はい、 しばしば」 と 答えた。 

そして 彼 は 次のように 言葉 をつ づけた。 

彼 は スブフ の 礼拝 を 行った 場所から 朝 日 が 昇る まで 離れる こと はな 力、 つた。 

それで 朝 曰が 昇った ときに 彼 は 立ち上 力 《 つた。 

それから 彼ら (教 友達） はお 互に 話し はじめ ジャー ヒリ一 ャ 時代の 事 を 話題に して は それ 
でもって 笑って いました。 

そのと き 預言者 は (満足げ に) ただ (黙って) 微笑んで いる だけでした。 



預言者の 女性 達に 対する 思いやり について、 また 彼が ラクダ 引きに 女性 達 
が 乗って いると き は ゆっくりと 引く ように 命じた こと 

アナ スは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は ある 旅で アン ジ ヤシ ャと 呼ばれる 黒人の 奴隸 少年と一 緒でした。 
そして その 少年 は 歌いながら ラクダ を 駆り立てて いました。 
そのと き アツ ラ一 の 使徒 は 彼に こう 言った。 

アン ジ ヤシ ャょ、 ガラスの 容器 （注） を 運んで いるの だから ゆっくりと ラクダ を 引いて 下さい。 

(注) ガラスの 容器と はこ こで は 女性 を意昧 している 

同様の ハディ一 スがァ ナスに よって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

アナ スは 次のように 伝えて いる 

預言者が 彼の 妻 達の 所に やって来た。 

そのと き アン ジ ヤシ ャと 呼ばれる ラクダ 使いが 彼女 達が 乗って し、 る ラクダ を 追っていた。 
そこで 彼 は 次のように 言った。 

おお 災 あれ、 アン ジ ヤシ ャょ、 ガラスの 容器 を 運んで いるの だから ゆっくりと ラクダ を 引き 
なさい。 

ところで アブ一' キラ一 バは 次のように 言った。 
アツ ラ一 の 使徒 は ある 言葉 を 口にしました。 

それ を あなた 達の 誰れ かが 口にしたならば あなた 達 は そのこと で 彼 を とがめた ことになる 

でしよ ラ。 

ァ ナス 'ビン ■ マ 一リク は 次のように 伝えて いる 

ゥンム 'スライム は 預言者の 妻 達と一 緒に 居ました。 

そのと き一 人の ラクダ 引きが 彼女 達の 乗って し、 る ラクダ を 引いて いた。 

すると アツ ラ一 の 使徒 は 次のように 言った。 

アン ジ ヤシ ャょ、 ゆっくり 手綱 を 引きなさい。 

ガラスの 容器 を 運んで いるの だから。 

アナ スは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒の もとに 美声の ラクダ 追いが いました が、 アツ ラ一 の 使徒 は 彼に 次の よう 

に 5 つた。 

アン ジ ヤシ ャょ、 ゆつ ぐ J 手綱 を 引きなさい。 

ガラスの 容器 を 毀さない ように (つまり 女性の 弱さの こと）。 



アナ スは 同様の ハディ一 スを 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えた。 
しかし ここで は" 美声の ラクダ 追い" と は 伝えて いない。 



預言者の 人々 に対する 親近感と 人々 が 彼からの 祝福 を 求める こと 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 次のように 伝えた 

アツ ラ— の 使徒が 夜明けの 礼拝 を 終えた とき は マデイーナの 召使い 達が 水の 入った 壷 を 

持って来た ものでした。 

そして 持って こられた 壷に は 彼が 手 を 浸さなかった 壷はなかった。 

時々、 彼ら は 寒い 夜明けに 彼のと ころに やってくる こと もあった 力 《 (嫌な 顔一 つす る こと も 

なく) 彼 は その 中に 手 を 浸しました。 

アナ スは 次のように 伝えて いる 

私 は 床屋が 預言者 を 散髪して いると ころ を 見ました。 
そのと き教 友達 は 彼の 周リを 囲んで いました。 

なぜなら 彼ら は 髪の毛一 本で も 人の 手の 中 以外に 落ちる こと を 望まな 力、 つたから です。 

アナ スは 次のように 伝えて いる 

多少 精神的 障害が ある 女性が いて 彼女が 次のように 言った。 
「アツ ラーの 使徒よ、 あなたに 聞いて 欲しい ことがあります」 
すると 彼 はこう 言いました。 

「誰々 の 母よ （注）、 あなたの 望む 路地の 方角 を 見なさい （そちらへ 行き ましょうの 意） 
そこで あなたの 用件 を 済ます ためです」 こうして 彼 は 彼女の 用件が 済む まで 路地の 隅に 
彼女と一 緒に 居ました。 

(注) 誰々 の 母と いう 呼び 方 は 婦人に 対する 敬称で ある 



預言者 は 罪になる こと を 遠ざけ、 また アツ ラーの 禁じた ことが 犯される と アツ 
ラーに 代って 復譬 する こと 



預言者の 妻ァ r シャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 は それが 罪に ならな し、 もので あり、 二つの 事柄の 内から一 つ を 選ばな け 
れ ばなら なし、 もので あれば 容易な 方 を 採用した。 
もし それが 罪になる ものであった ならば 彼 は 人々 の 中で も 最も それ を 遠ざける 人でした。 
また アツ ラ一 の 使徒 は アツ ラ一 が 禁じた ことが 犯された 場合を除き 己れ 自身の ために 復 
謦 する ことはなかった。 

同様の ハディ一 スがァ 一イシ ャ によって 伝えられ ている。 

イブ ン 'シ ハーブ は 同様の ハディ一 スを 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えて いる。 

ァ r シャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は一 方が 他方より 容易で ある 二者択一 を 迫られた ときには、 それが 罪な 
もので な けれ ば 容易な 方 を 選択 した 。 

またもし それが 罪な ものであった ならば、 彼 は 人々 の 中で も 最も それ を 遠ざける 人で し 

た。 

この ハディ一 スはヒ シャ一 ム によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 
しかし それ は" 容易な 方 を 選択した" の 一文までで あり、 残リの 部分 は 伝えて いない。 

ァ一 イシ ャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 は 決して 自らの手で 誰れ も 殴った こと はな 力、 つた。 

女性 も 召し使い も 殴った ことはなかった。 

ただ 彼 は アツ ラーの 道の ために 戦って いた。 

また 彼 は 自分が 被害 を 被る ことによって それで 復警 する ことはなかった。 

しかし アツ ラーが 禁じた ことで 何 かが 犯されたならば 彼 は アツ ラ一 のために 復謦 をした。 

同様の ハディ一 スがヒ シャ一 ム によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

しかし 表現に は 多少の 違いが ある。 



預言者の 体から 漂う 芳香、 また 彼の 体の なめらか さ、 また 彼に 触る ことによ 

な 祝 lea 

ジャー ビル' ビン' サム ラは 次のように 伝えて いる 
私 は アツ ラ一 の 使徒と 最初の 礼拝 を 行った。 
それから 彼 は 家族の もとへ 行った が 私 も 彼と一 緒に 同伴した。 
その 途中で 彼 は 子供達に 出会った。 
すると 彼 は一 人 一人 彼らの 両 ほほ を さすり 始めた。 
また 彼 は 私の ほほ もさす つた。 

そのと き 私 は 彼の 手の 冷た さ (注) とその 芳香 を 感じた が あたかも それ は 香水 商の 皮 製の 
臭い 袋から 今と リ 出した かの ようでした。 

(注) 暑い 所 だから 身体の 冷 さは 熱 ぼった さに 比べれば はるかによ いこと である。 

アナ スは 次のように 伝えて いる 

私 は 預言者の 体から 漂う 芳香より よい 香りの する 竜涎香、 麝香 やその 他の 香水 を かいだ 
ことがない。 

また 私 は 預言者の 体よ リも なめらかな 錦 や 絹に 触った ことがない。 

アナ スは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 大変 艷の ある 色白の 膚 でした。 

また 彼の 汗 （のしず は あたかも 真珠の ようでした。 

また 彼が 歩く とき は 前 かがみに 歩いた。 

また 私 は 預言者の 掌よりも なめらかな 錦 や 絹に 触った ことが ないし、 預言者の 体から 漂う 
芳香より よい 香りの する 麝香 や 竜涎香 を かいだ ことがあ りません。 



預言者の 汗の 香リ とそれ による 祝福 



ァ ナス 'ビン 'マ 一リク は 次のように 伝えて いる 
預言者 は 私達の 家に 来て いた。 

それで 彼 は 汗をかき、 そこへ 私の 母が 瓶 を 持って きて、 汗 を それに 集め はじめた。 

そこで 預言者が 目を覚ま してこう 言った。 

「ゥン ム. スライムよ、 あなた は 何 をして いるので すか？」 

すると 彼女 は それに 答えて 次のように 言った。 

「これ は あなたの 汗です が 私達 は それ を 私達の 香水に 混ぜます。 

それ は 最も 香りの 良い 香水になります。 」 

ァ ナス 'ビン 'マ 一リク は 次のように 伝えて いる 

預言者 は ゥンム 'スライムの 家に 入リ、 彼女が 家に 居ない とき、 よく 彼女の ベッドで 寝たり 
していた。 

ある 日 、 彼が やって来て 彼女の ベッドで 寝て いた。 

そこで 彼女 は 連れ戻され 「確かに 預言者が あなたの 家で 寝て いる」 と言われた。 

そこで 彼女 はやって 来たが 彼 は 汗をかい ていた。 

そして 彼の 汗が ベッドの 上の 皮 布の 上に にじんで いた。 

そこで 彼女 は 小さな 香水 袋 を 開け、 彼女 は その 汗 を 吸い取り、 それ を 瓶の 中に 絞り出して 

いた。 

そのと き 預言者 は 目を覚まして 「スライムの 母よ、 何 をして いるので すか？」 と 尋ねた。 
すると 彼女 はこう 答えた。 

「アツ ラーの 使徒よ、 私達 はこれ でもって 私達の 子供達に 祝福 を 願って います。 」 
そこで 彼 は 「あなた は 正しい こと を 行いました」 と 言った。 

ゥンム ■ スライム は 次のように 伝えて いる 

預言者 は 彼女の 家 を 訪れ そこで 昼寝 をした のでした。 

それで 彼女 は 彼のた めに 皮 布 を 敷き 彼 は その上で 横にな つた。 

さて 彼 は 大変 汗をかい たが、 彼女 は 彼の その 汗 を 集めて それ を 香水に 混ぜたり 瓶に 入れ 

ていた。 

そこで 項 言 者 は 「ゥン ム' スライムよ 、一体 何 をして いるので すか？」 と 尋ねた。 

すると 彼女 はこう 言いました。 

「あなたの 汗 を 私の 香水に 混ぜて います。 J 



啓示が 預言者に 下りる とき は 寒い ときで も 汗をかい たこと 

ァ r シャは 次のように 伝えて いる 

たとえ 寒い 早朝に 預言者に 啓示が 下りた ときで も 彼の 額 は 汗をかい ていた。 

ァ r シャは 次のように 伝えて いる 

ハ一 リス ゼンセ シャ一 ムは 預言者に 「啓示 は どのよう にして あなたに 下りて きます か？」 
と 尋ねた。 

すると 彼 は 答えて こう 言った。 

時には 激しい 鈴の 音の ようにして 私に やってくる。 

それ は 私に とって 非常につ らい ものです。 

それから それが 私から 去った のちに 私 は その 啓示 をき ちんと 記憶して います。 

また 時には 男の 姿 をした 天使が やって来 ますが 私 は 彼が 言う こと を 全て 記憶して います。 

ウバー ダゼン 'サ 一ミト は 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒に 啓示が 下る とき は、 それによ つて 彼 は 非常に 疲れ を 感じて 顔色が 変つ 
ていた。 

ゥバ一 ダゼン 'サ 一ミト は 次のように 伝えて いる 

預言者に 啓示が 下る とき は、 彼 は 頭 を 下げて いた。 

また 彼の 教 友達 も 頭 を 下げて いた。 

そして 啓示の 状態が 彼から 去った とき 彼 は 頭 を 上げた。 



預言者 は 髪 を 垂らしたり 分けたり した こ と 

イブ ン' アツ バース は 次のように 伝えて いる 
啓 典の 民 は 髪 を (額まで) 垂らして いた。 
そして 多神教 徒 達 は 髪 を 頭の 上で 分けていた。 

そして アツ ラ一 の 使徒 は アツ ラ一 からの 命令がない 事柄に ついて 啓 典の 民の 慣行 をと リ 
入れる こと を 好んだ。 

それで アツ ラ一 の 使徒 は 額まで 髪 を 垂らして いた。 
それから 後に なって 彼 は 髪 を 分けた （注） 。 

(注) 後に なって この 件に 関して 啓示 を 受けた 証拠で あり、 髪 は 分ける ことが 預言者の 慣 
：？亍 即ち スンナ である ゆえで ある 

同様の/ ヽ ディース 力 《 ィブン ■ シノ ヽ一ブ によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 



預言者の 容姿に ついて、 彼 は 人々 の 中で 最も ハンサムであった 

バラ一 ゥは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 便 徒 は 中背で あり、 肩幅 は 広ぐ ふさふさ とした 髪 は 両耳た ぶまで 垂れて いた。 
彼 は 赤し、 (縞の ある） 上衣 を 着て ぉリ、 私 は 彼より ハンサムな 男 を 見た ことがない。 

バラ一 ゥは 次のように 伝えて いる 

耳た ぶまで 巻毛 を 垂らした 者の 内で 赤い 縞の 上着 を 着た アツ ラ一 の 使徒よりも ハンサム 
な 男 を 私 は 見た ことがない。 

彼の 髪の毛 は両 肩まで 垂れて いた 力、 その 肩幅 は 広ぐ は 高く も 低く もなかった。 
ところで アブ一' クライ グは 「彼に は 髪の毛が あった」 の 一文 を 付け加え ている。 

バラ一 ゥは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 人々 の 中で 最も ハンサムな 顔 立 をして いた。 
また 最も 美しい 姿 をして いて 背が 非常に 高 くもなく また 低く もなかった。 



預言者の 髪の 特長に ついて 

カタ一 ダは 次のように 伝えて いる 

私はァ ナス 'ビン-マ一 リクに 「アツ ラ一 の 使徒の 髪 は どのようでした か？」 と 尋ねた。 
すると 彼 は 答えて 次のように 言った。 

「彼の 髪 は 軽く カールし ていて ひどい 巻き 毛で もな く 全くの 直 毛で もなかった。 
そして それ は 両耳と 両 肩の 間に 垂れて いた。 」 

アナ スは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒の 髪は両 肩に 触れる 程度でした。 

アナ スは 次のように 伝えた 

アツ ラ一 の 使徒の 髪 は 両耳の 半分ぐ らいまで 垂れて いた。 



預言者の 口と 両目 と両 踵に ついて 



ジャー ビル' ビン' サム ラは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 頑丈な 口で、 （眼 は） 白目に 赤が 混ざり、 やせた 踵 をして いた。 

ところで シ ユウ バは次 のように 伝えて いる。 

私 は スイマー クに 「頑丈な 口と は 何です か？」 と 尋ねた。 

彼 は 「大きな 口で ある （注 1)」 と 答えた。 

また 私 は 「白目 に 赤が ありと は 何です か ？」 と 尋ねた。 

彼 は 「切れ 長の 目 である （注 2) 」 と 答えた。 

また 私 は 「やせた 踵と は 何です か？」 と 尋ねた。 

彼 は 「ほつ そりと して 引き締った 踵の ことで ある」 と 答えた。 

(注 1) アラブで は 小さい 口 をよ しとせ ず、 大きい 口が よしと されて いた 

(注 2) スイマー クは 明らかに 解説 を 間違えた 力、 これ は 文字通り 山 目 に 赤が 混じった 状 
態の 目で あり、 それ は アラブ 人に とってよ いとされ ていた 



預言者 は 白い 上品な 顔 をして いた 

ジ ユラ イリ一 は 次のように 伝えて いる 

私 は アブ一' トウ ファイルに 「あなた は アツ ラ一 の 使徒 を 見ました か？」 と 言った。 

すると 彼 は 「はい」 と 答え、 さらに 「彼 は 白い 上品な 顔立ちでした」 と 言った。 

ところで ムス リム' ビン 'ハッジャー ジュは 次のように 伝えて いる。 

アブ一' トウ ファイル はヒジ ユラ 100 年に 死んだ。 

彼 は アツ ラ一 の 使徒の 教 友の 中で 最後に 死んだ 教 友でした。 

アブ 一十 ゥ ファイル は 次のように 伝えて いる。 
私 は アツ ラ一 の 使徒 を 見た。 
いま 地上に 私 以外に 彼 を 見た もの はいない。 
そこで ジ ユラ イリ一 が 彼に 次のように 尋ねた。 
「あなた は 彼 (預言者) を どのように 見ました か？」 
すると 彼 「色白で 上品な 顔 立で 中 肉 中背でした」 とのべた。 



預言者の 白髪に ついて 



イブ ン'シ 一リーン は 次のように 伝えて いる。 

アナ スゼン 'マ一 リク は 「アツ ラ一 の 使徒が 髪 を 染めて いたか どう 力、」 を 聞かれた。 

それで 彼 は 「彼に は 白髪はなかった」 と 言った。 

ところで イブ ン' イドリース は 「少しし か」 と 言わんばかりだった と 伝えて いる。 

それから 彼 は 「アブ一 'バ クルと ウマル は 髪 を ヘンナと 力 タム （注） で 染めて いた」 と 伝えた。 

(注) ギン バイ 力に 似た 植物で アフリカの 山地 やその 他 亜熱帯 地方に 白 生し その 果実 はぺ 

パ一 に似ていて 中に 実が一 個 入って いる。 

力、 つて は 頭髪 を 黒く 染めたり インクと して 用いられた 

イブ ン'シ 一リーン は 次のように 伝えて いる 

私はァ ナス 'ビン' マ一 リクに 「アツ ラ一 の 使徒 は 髪 を 染めて いました か？」 と 尋ねた。 
すると 彼 は 次のように 答えた。 

「彼 は 髪 を 染める ほど 年 をと つてい ませんで したが 顎髭に 少し 白髪が 混じって いました。」 

そこで 私 はさら に 「アブ一' バ クル は 髪 を 染めて いました か？」 と 尋ねた。 

すると 彼 は 答えて こう 言った。 

「はい、 ヘンナと 力 タムで 染めて いました。 」 

ムハンマド' ビン 'シ 一リーン は 伝えて いる 

私はァ ナス 'ビン-マ一 リクに 「アツ ラ一 の 使徒 は 髪 を 染めました か？」 と 尋ねた。 

すると 彼 は 次のように 答えて 言った。 

「彼に は 少し だけし か 白髪が ありませんでした。」 

サ一 ビトは 次のように 伝えて いる 

アナ スゼン 'マ一 リク は 預言者の 髪の 染めに ついて 尋ねられた。 
そこで 彼 はこう 言った。 

私 は 彼の 頭髪に あった 白髪 を 数えようと 思えば 数える ことができました。 

そして 彼 はさら につ づけて 次のように 言った。 

彼 は 髪 を 染めませんでした。 

だが アブ一 'バ クル は ヘンナと 力 タムで 染めて いました。 

また ウマル は ヘンナ だけで 染めて いました。 



ァ ナス 'ビン' マ一 リク は 次のように 伝えた 

男が 髪の毛 や 顎髭から 白髪 を 抜き取る こと は 嫌われて います。 
そして アツ ラ一 の 使徒 は 髪 を 染めなかった。 

彼の 下 口唇の 下の 顎髭に は 白い ものが 見え、 また こめかみと 頭髪の あちこちに 少し 白髪 
があった。 

同様の ハディ一 スが ムサン ナ一 によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

アナ スは 預言者の 白髪に ついて 尋ねられて 次のように 言った。 
「アツ ラ 一は 彼 を 白髪に よって 醜く しません でした。 」 

アブ一 ■ ジュ ファイフ ァは 次のように 伝えて いる 

私が アツ ラ一 の 使徒 を 見た とき、 彼の ここに 白い ものが あった。 

それから ズ ハイル は 下 口唇の 下の 顎髭のと ころに 彼の 指 を 当てた。 

そして ジュ ファイフ ァは 「その 時 あなた はいくつ 位でした か？」 と 尋ねられて 次のように 答え 

た。 

「そのと き 私 は 矢 を 造り それに 羽根 を 付けて いました (注）。」 

(注） つまり 子供ではなかった の 意 か 

アブ一 ■ ジュ ファイフ ァは 次のように 伝えて いる 

私 は アツ ラ一 の 使徒 を 見て 彼の 頭に 白い もの を 見ました。 

確かに 白髪が 多少あった。 

そして 彼 は （孫の） ハ サン' ビン' ァリ一 に似ていた。 

同様の ハディ一 スが アブ一 'ジュ ファイフ ァ によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 
しかし ここで は 多少の 表現 上の 違いが ある。 

ジャー ビル ゼン' サム ラは 次のように 伝えて いる 

彼 は 預言者の 白髪に ついて 尋ねられて 次のように 答えた。 
彼が 頭に 油 を 塗った とき 何も （白い もの は） 見えませんでした。 
しかし 油 を 塗らない とき は 何 力、 （白い もの 力 勺 現われて いました。 

ジャー ビル ゼン' サム ラは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 頭と 顎髭の 前部が 白くな つていた。 
そして 彼が 油 を 塗った ときには それ は 現われな 力、 つた。 



しかし 髪の毛が 乱れて いる ときには 現われて いました。 

また 彼に は 顎髭が 多かった。 

ここで ある 男 力 《 「彼の 顔 は 剣の ようでした か？」 と 尋ねた。 

そこで 彼 は 答えて こう 言った。 

「いいえ、 だが 太陽 や 月 のよう でした」 （注） 

つまり 彼の 顔 は 丸かった。 

そして 私 は 彼の 肩のと ころに 鳩の 卵 ほどの 印 を 見ました。 
その 色 は 彼の 体 色と 同じであった。 

(注) 剣 も 太陽 も 月 もどれ も 輝いて いるが 剣 は 細長い から 比喩と して は 避けた 



預言者 性の 印の 確認と、 その 特性と それが ある 預言者の 体の 場所に つい 
て 

ジャー ビル' ビン' サム ラは 次のように 伝えて いる 
私 は アツ ラ一 の 使徒の 背中に 印 を 見た。 
それ は 鳩の 卵の ようであった。 

同様の ハディ一 スがス イマ一 ク によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

サ一 イブ' ビン 'ヤジード はこう 伝えて いる 

母方の 叔母が 私 を アツ ラ一 の 使徒のと ころへ 連れて行き、 次のように 言った。 

アツ ラーの 使徒よ、 ここにい る 甥 力 《 (病気で) 苦しんで います。 

すると 彼 は 私の 頭 を 撫で 私に 祝福が あるよう にと 祈り それから 彼はゥ ドウ一 (清浄 行為） を 

した。 

そして 私 は 彼の ゥ ドウ一 をした 水 を 飲んだ。 

それから 私 は 彼の 後ろに 立ち、 両 肩の 間にある 彼の 印 を 見た。 

それ は あたかも 丸 屋根の 飾り 房の ようでした。 

アブ ドッラ 一'ビン 'サル ジス は 次のように 伝えて いる 
私 は 預言者 を 見た。 
そして 彼と一 緒に パンと 肉 を 食べた。 
また は 肉汁に ひたした パン、 つま リサ リード を 食べた 。 
ところで 私 （次の 伝承 者の アース ィム） は 彼 (アブ ドッラ 一） に 「預言者 は あなたの ために 罪 
の 赦しを 請いました か？」 と 尋ねた。 

すると 彼 は 「はい、 そして あなたの ために も」 と 答え、 次の一 節 を誦ん だ。 

「そして 汝の 罪に 対してお 赦しを 請いなさい。 また 男性 信者の ために もお 赦しを 請いな さ 

い」 （第 47 章 19 節）。 

それから 私 (アブ ドッラ 一 ） は 彼 (預言者) の 後ろに 回った。 

そのと き 私 は 預言者 性の 印 を 彼の 両 肩の 間の 左 肩の 肩甲骨の ところに それ を 見た。 
そこに はい ぼの ような ほくろが ありました。 



預言者の 容姿と 預言者と して 紹命 体験した ときと 他界した ときの 年令 (注) 



(注） 史実と して は 40 才 のとき 最初の 啓示 を 受けて 預言者と なり、 その後 マッカで 13 
年間 布教に つとめ 53 才で マデイーナに 移住して、 ここで 10 年間 信仰 共同体 を 率いて 
後 63 才で 他界した とされて いる 

ァ ナス 'ビン 'マ 一リク は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 目 立って 背が 高く も 低く もなかった。 
また 彼 は 白子 色で もな く 濃褐色で もなかった。 

また ひどい 巻き 毛で もな く 直 毛で もなかった。 アツ ラ一 は 彼が 40 才 になった とき 預言者と し 
て紹 命した。 

それで 彼 は マッカで 10 年間、 マデイーナで 10 年間 過ごした。 
そして アツ ラ一 は 彼が 60 才 になった ときに 彼 を 他界 させた （注） 。 
そのと き 彼の 頭と 顎髭に は 20 本 も 白髪はなかった。 

(注） マッカで は 13 年間 布教した ので あり、 従って 他界した の は 63 才 のとき であった ので 
史実と 違って いる。 
前項の （注) を 参照 

同様の ハディ一 スがァ ナス' ビン' マ一 リクに よって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 
ただし ここで は" 白子 色" の 代りに "輝く 白色" と 述べて いる。 



臨終の 日 、 預言者 は 何才で あつたか 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 63 才で 逝去した。 
アブ一' バ クル も 63 才で 逝去した。 
また ウマル も 63 才 でした。 

ァ T シャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 63 才の 時に 他界した。 

また 同様の ハディ一 スが サイ一 ド 'ビン 'サ イブに よって 伝えられ ている。 

同様の ハディ一 スカ 《 イブ ン' シ ハーブに よって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 



預言者 は マッカと マデイーナに 何年 滞在した か 

アム ルは 次のように 伝えて いる 

私 は ウル ヮに 「（預言者 は） マッカに 何年 滞在し ました か？」 と 尋ねた。 

すると 彼 は 「10 年」 と 答えた。 

そこで 私 は 「イブ ン 'アツ バース は 13 年と 言いました」 と 言った。 

アム ルは 次のように 伝えて いる 

私 は ウル ヮに 「預言者 は マッカに 何年 滞在し ました か？」 と 尋ねた。 
すると 彼 は 「10 年」 と 答えた。 

そこで 私 は 「イブ ン 'アツ バース は 十数 年と 言いました」 と 言った。 

すると ウル ヮは アツ ラ一 に 彼 （イブ ン 'ァ ツバ一 ス） の 罪の 赦しを 請し、、 こう 言った。 

多分 彼 は 詩人の 言葉から それ を 引用した に 違いなし、 （注）。 

(注) その 詩人の 名 は アブ一' 力 イス' サルマ ゼン' アブ一 'ァ ナス 

イブ ン' アツ バース は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 13 年間 マッカに 滞在した。 
そして 彼 は 63 才の 時に 他界した。 

イブ ン'ァ ツバ一 スは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 は 啓示 を 受けた 後 13 年間 マッカに 滞在し、 マデイーナに 10 年間 滞在した。 
そして 63 才の 時に 死去した。 

イブ ン 'イス ハーク は 次のように 伝えて いる 

私 は アブ ドッラ 一'ビン' ゥトバ と 一緒に 座って いた。 

その 時 彼ら は アツ ラ一 の 使徒の 年令に ついて 話して いた。 

そこで ある 者 は 「アブ一' バ クル は アツ ラ一 の 使徒より 年上だった」 と 言った。 

すると アブ ドッラ 一は 次のように 言った。 

「アツ ラ一 の 使徒 は 63 才で 逝去した。 

アブ一 'バ クル も 63 才の 時に 死去した。 

ウマル も 63 才で 殺害され た。 」 

ところで ァ一 ミル ゼン 'サ アドと 呼ばれる 男が ジャリ 一ル からの 伝承と してこう 伝えて いる。 

私達 は ムアー ウイ ャ と一 緒に 座って いた。 

そのと き 彼ら は アツ ラーの 使徒の 年令に ついて 話して いた。 

そこで ムァ一 ウイ ャ はこう 言った。 



アツ ラ一 の 使徒 は 63 才の 時に 逝去した。 
アブ一 'バ クル も 63 才の 時に 死んだ。 
ウマル も 63 才の 時に 殺害され た。 

ジャ リール は 次のように 伝えて いる 

彼 は ムァ一 ウイ ャが 次のように 演説して いると ころ を 聞いた。 
アツ ラ一 の 使徒 は 63 才の 時に 死んだ。 
アブ一' バ クルと ウマルの 場合 もそう だった。 
そし 私 も (今 ) 63 才 である （注）。 

(注） ゥ マイヤ 朝の 創始者 ムァ一 ウイ ャも 多分 63 才で 自分の 死 を 望んだ かも 知れない。 
しかし 彼 は 80 才 （ヒジ ユラ 60 年)) まで 生きた 

ハ一 シム 家の 解放 奴隸 である アン マール は 次のように 伝えて いる 

私 は イブ ン 'アツ バ一ス に 「アツ ラ一 の 使徒が 死んだ とき 彼 は 何才でした か？」 と 尋ねた。 
すると 彼 は 次のように 言った。 

彼 (預言者） の 部族に 関係が 深い あなたの ような 人が そのこと について 知らない などと は 
思っても みなかった。 

そこで 私 は 「私 は 確かに それにつ いて 人々 に 尋ねました。 
しかし 彼ら は 私と 意見 を 異にして いました。 

そこで 私 はこれ に関して あなたの 意見 を 聞いた わけです」 と 言った。 
すると 彼 は 「計算した いです か?」 と 尋ねた ので 私 は 「はい」 と 答えた。 
そこで 彼 はこう 言った。 

まず 40 才の 時に 彼 は 預言者と して 紹 命され、 それから 15 年間 マッカで 過し ました （注）。 
彼 は （その 間） 時には 安全で あつたし、 時には 怖い めに も 会いました。 
そして マデイーナに 聖遷 してから そこで 10 年 過ごしました。 

(注） イブ ン 'アツ バース は紹 命の 年と マディ一 ナヘの 聖遷の 年と を それぞれ 一年と して 数 
えて それら も 含めて マッカ 滞在の 年と して 計算した ものと 考えられる 

同様の ハディ一 スがュ 一ヌス によって 他の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

ハ一 シム 家の 解放 奴隸 である アン マール は イブ ン' アツ バースからの 伝承と してこう 伝えて いる 
アツ ラ一 の 使徒 は 65 才の 時に 他界した。 



同様の ハディ一 スが ハーリド によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 



イブ ン. アツ パース は 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は マッカに 15 年間 滞在した。 

そのうち 七 年間 は 天使の 声 を 聞き その 輝き を 目の あたりに していた が 何も はっきり とした 

姿 を 見なかった （注）。 

そして それから 八 年間 啓示 を 受けた。 

そして マディ一 ナに 10 年間 過ごした。 

(注) ムハンマドが 天 便 ガブリエル を 人 問の 姿で 見た の は 40 才 以後の こと だとされ てい 

る。 



預言者の 名前、 名称の 教々 について 

ムハンマド 'ビン' ジュバ イルゼ ン 'ム トイ ムは 父からの 伝承と して 預言者が 次のように 語った と 伝 
えてい る 

私 は ムハンマド である。 

私はァ フマド でも ある。 

また 私 は マ一 ヒ一 （抹消 者） であり、 それ は 私に よって 不信心の 罪が 消される からで ある。 
また 私 は ハーシ ル （召集者） であり、 それ は 私の 足元に 人々 が 集められ るからで ある。 
また 私 はァ一 キブ (最終 者) である。 
さて ァ一 キブと は 彼の 後に は 預言者が 現われな いこと である。 

ムハンマド ゼン' ジュバ イルゼ ン'ム トイ ムは 父からの 伝承と して アツ ラーの 使徒が 次のように 語 
つたと 伝えて いる 

私 はし 、くつ かの 名前 を もっている。 

私 は ムハンマドで ありまた ァ フマド でも ある。 

また 私 は マ一 ヒ一 （抹消 者) であり、 それ は 私に よって 不信心の 罪が 消される からで ある。 
また 私 は ハーシ ル （召集者） であり、 それ は 私の 足元に 人々 が 集められ るからで ある。 
また 私 はァ一 キブ (最終 者) であり、 その 者の 後に は一 人 も (預言者 は) 現われない。 
そして アツ ラ一 は 彼 を憐み 深い 者 (ラウ一 フ）、 慈悲 深い 者 (ラヒ 一ム） と 名付けた。 

同様の ハディ一 スがズ フリ一 によって 別な 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

また シュア イブと マァ マルの 伝承で は" 私 は 預言者が …… と 言った ところ を 聞いた" と 伝えて いる。 

また ゥ カイルの 伝承で はこうな つてい る。 

私はズ フリーに" ァ一 キブと は 何です か ？ "と 尋ねた。 

すると 彼 はこう 答えた。 

それ は 彼の 後に は 預言者が 現われない 者の ことです。 

また マァ マルと ゥ カイルの 伝承で は" 不信心 者" と あ リシ ユア イブの それで は" 不信心" と ある。 

アブー ■ ムーサ一' アシュアリー はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒 は 私達に 対して 自分自身 を いくつかの 名前で 呼んで いました。 
そして 彼 は 次のように 言った。 

私 は ムハンマド であ リ、 ァ フマド であり、 ム カツ フィ一 (最終 者） であり、 ハーシ ル であり、 改 
俊の 預言者で あり、 慈悲の 項 言 者で ある。 



預言者の アツ ラ一 についての 知識と アツ ラーに 対する 彼の 強い 畏怖の 念に 
ついて 

ァ r シャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒が ある こと を 行い それ を 合法と した。 

そのこと が 彼の 教 友達の 幾人 かに 伝わった が、 あたかも 彼ら は そのこと を 嫌い それ を 避 

けようと したよう だった。 

そして そのこと が 彼 (預言者の 耳） に 伝わった。 
そこで 彼 は 演説 を 行い 次のように 言った。 

なぜ 私が 合法と した ことが 彼らに 伝わった のに 彼ら は そのこと を 嫌い そのこと を 避けた の 
か？ 

アツ ラーに 誓って、 私 は 彼らの 間で も アツ ラーに ついては 最も 良く 知っている。 
そして 私 は 彼らの 間で も 最も 強い 畏怖の 念 を アツ ラーに 対して 抱いて いる。 

同様の ハディ一 スがァ アマ シュ によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

ァ r シャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒が ある こと を 合法と した。 

ところが 人々 の 幾人 か は そのこと を 避けた。 

そして そのこと が 彼の 耳に 伝わり、 彼 は 顔の 怒りが 現われる ほど 激怒した。 

それから 彼 はこう 言った。 

なぜ 私に 合法と された こと を 彼ら は 嫌う のか？ 

アツ ラーに 誓って 私 は 彼らの 中で も アツ ラーに ついて 最も 良く 知っている。 

また 私 は 彼らの 中で も 最も 強い 畏怖の 念 を アツ ラーに 対して 抱いて いる。 



預言者への 絶対 服従 



アブ ドッラ 一'ビン 'ズ パイル はこう 伝えて いる 

アン サールの ある 男 力^、 ッラ （注） にある ナツメ ヤシ 用の 水路のと ころで アツ ラーの 使徒 を 

前にして ズ パイルと 言い争った。 

それで その 男 （アンサ一 リ一） は 「水 を 流す ようにし ろ」 と 言った。 

だが 彼 (ズ パイル） は そのこと を 拒んだ。 

それで アツ ラ一 の 使徒の 面前で 彼ら は 言い争った。 

すると アツ ラ一 の 使徒 はズ パイルに こう 言った。 

「ズ パイルよ、 あなたの ナツメ ヤシに 水 を やりなさい。 

それから あなたの 隣人に 水 を 流しなさい。 」 

それで 例の 男 は 怒って 「アツ ラーの 使徒よ、 彼が あなたの 父方の 叔母の 息子 だからで しょ 
う」 と 言った。 

すると 突然 アツ ラ一 の 預言者の 顔色が 変り こう 言った。 

「ズ パイルよ、 水 を やりなさい。 

そして （囲いの） 壁に あふれる まで 水 を 溜めなさい」 

さて ズ パイル は 次のように 言った 

「私 は 以下の 節 はこの ことに 関して 下された ものと 考えます。 

「だが 汝の 主に かけて そうで はない。 彼らの 間の 紛争に ついて 汝の 裁定 を 仰ぎ 汝が 判決 

した ことに 彼ら 自身 不満 を 感じずに 心から 納得す るまで は 彼ら は 信じる ことはないだろう」 

(第 4 章 65 節)。 

(注) マデイーナの 近くの 黒 石の 原 



預言者への 尊敬と 必要で ない ことにつ いて 彼に 沢山の 質問 をす る こと や 
その他 彼に 負担 を かける こと は 避けるべき こと 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 
私が あなた 達に 禁じた こと は 避けなさい。 
そして 私が あなた 達に 命じた こと をで きる 限り 行いなさい （注）。 
誠に あなた 方 以前の 人達 は 沢山の 質問 を (預言者 達に） 投げ かけて、 そして 預言者の 教 
えに 異議ば かり を 申し立て ていた。 

(注) 預言者が 命令 も 禁止 もして いない 事項 は 勿論、 許容 事項 (ムバ 一フ) である。 
ただし 預言者の 命令 事項 は 義務 事項 (ファルド) では ある 力、 これ はあくまで 各自の 能力 
に 応じた 義務 事項で ある ことが 示されて いる 

同様の ハディ一 スカ 《 イブ ン' シ ハーブに よって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 
私が あなた 達に 止める ように 求めた もの は 止めなさい。 
誠に あなた 達 以前の 人達 は (異議ば かり 申し立てて） 自ら 破滅して しまった。 

ァ一 ミル' ビン 'サ アド は 父からの 伝聞と して アツ ラーの 言葉 を 次のように 伝えて いる 

ムス リム 達の 中で も 最も 罪深い ムス リム は ムス リム 達に 禁じられて いなかった ことに 関し 
て 質 間して そのために それが ムス リム 全体に 禁じられて しまう、 そうした 質問 をした 者で あ 

る （注）。 

(注) 預言者の 命令で も 禁止で もない 場合 は 預言者の 黙認 事項 (ムバ 一フ） となる が、 これ 
を 色々 と 質問して 禁止 事項に 追い込んで しまう という ことか 

ァ一 ミル' ビン 'サ アド は 父からの 伝聞と して アツ ラーの 使徒の 言葉 を 次のように 伝えて いる 

ムス リム 達の 中で も 最も 罪深い ムス リム は 禁じられ ていな 力、 つた 事柄に ついて 質問して そ 

のこと が 彼の 質 間 故に 禁じられて しまう そうした 質 間 をした 者で ある。 

同様の ハディ一 スがズ フリ一 によって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられて いるが 伝承 者の 

—人 マァ マルの 伝える ハディ一 スには 次のように 付け加えられ ている。 

ある 男が (預言者に） ある こと を 尋ねた がその 男 は それにつ いて 専ら こまごまと 詮索した。 



ァ ナス 'ビン ■ マ 一リク はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 の 使徒に 教 友達に ついての ある ことが 伝わった。 

そこで 彼 は 演説 を 行い、 こう 言った。 

「天国と 地獄が 私に 提示され た。 

さても 善悪に 関して 今日の ような 状態 は 見た ことがない。 

もし 私が 知っている こと を あなた 達が 知ったならば きっと あなた 達 は 少し 笑し、、 沢山 悲しむ 

であろう。 」 

さて 伝承 者 はさら に 次のように 伝えて いる。 

アツ ラ一 の 使徒の 教 友達に とって これ 程 厳しい 日 はなかった。 

彼ら は 頭 を 覆い 泣き声 を あげていた。 

そこで ウマル は 立ち上つ てこう 言った。 

私達 は アツ ラ一 を （われらの） 主と なし、 イスラ一 ム をば (われらの） 宗教と し、 ムハンマド を 

(われらの） 預言者と する ことに 喜んで 満足して います。 

そのと き 例の 男が 立ち上がり、 突然 「私の 父 は 誰です か?」 （注） と 言った。 

それで 預言者 は 「あなたの 父 は 誰 それです。」 と 答えた。 

そして そのと き 以下の 啓示が 下った。 

「信仰す る 者よ、 もし あなた 方に 明白に 示される と 迷って 悩まされる ことに ついては 色々 と 

尋ねて はならない」 （第 5 章 101 節）。 
(注） これ は 変な 質問で ある。 

母親の 貞節 を 疑うよう な 質問で クル ァ一ン でも 預言者の 指示に よっても 不義 は ご 法度で 
ある こと は 明らかな こと だから 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク はこう 伝えて いる 

ある 男 力 《 「 アツ ラーの 使徒よ、 私の 父 は 誰です か？」 と 言った。 
そこで 預言者 は 「あなたの 父 は 誰 それです」 と 答えた。 
そこに 次の 啓示が 下った。 

「信仰す る 者よ、 もし あなた 方に 明白に 示される と 迷って 悩まされる ことに ついては 色々 と 

尋ねて はならない …… 」 （第 5 章 101 節）。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク はこう 伝えて いる 

太陽が 子午線 を 過ぎた とき アツ ラ一 の 使徒 は （家 を） 出て 彼ら を 先導して ズ フル (正午 過 
ぎ) の 礼拝 を 行った。 

そして 彼 は 礼拝 最後の タス リ一ム (挨拶 儀礼) を 終えた 後に 彼 は 説教 台 （ミン バル） に 上り、 
終末と その 前に 起る 重要な 出来事に ついて 述べた。 
それから 次のように 言った。 



「私に 何 か 尋ねたい 者 は 尋ねなさい。 

アツ ラーに 誓って あなた 達が 私に 尋ねた ことにつ いて 私が 答えない 限り （私 はこの 場所 を 
動きません）。」 

さらに アナ スゼン 'マ一 リク は 次のように 伝えて いる。 

人々 は そのこと を 聞いた とき 大変 涙 を 流した 力、 アツ ラーの 使徒 は 繰り返し 「私に 尋ねな さ 

し、。 」 と 言った ので、 アブ ドッラ 一'ビン' フザ一 ファが 立ち上がり 「アツ ラ一 の 使徒よ、 私の 

父 は 誰です か？」 と 言った。 

それで 彼 は 『あなたの 父はフ ザ一 ファ です。」 と 言った。 

ところ か アツ ラーの 使徒が 繰り返して 「私に 尋ねなさい」 と 言った ので、 ウマルが 膝 ま づき 

次のように 言った。 

「私達 は アツ ラ一 を われらが 主と し、 イスラ一 ムを われらの 宗教と し、 ムハンマド を われら 

の 預言者と する ことに 喜んで 満足して います。 」 

そして ウマルが そのよう に 言って いる 間 アツ ラーの 使徒 は 黙って いた。 

それから アツ ラ一 の 使徒 は 次のように 言った。 

「破滅が すぐ そこまで 来て いる。 

ムハンマドの 魂 を 手中にす るお 方に 誓って、 確かに 私に 天国と 地獄が 近い ことが 提示 さ 

れた。 

この 壁の 側面の ように 近い ことが。 

さても 私 は 善悪に 関して 今日の ような 状態 を 見た ことがない。」 

ここで イブ ン 'シ ハーブ は 次のように 伝えて いる。 

ゥ バイ ド ッラ一 'ビン' アブ ドッ ラ一 ゼン 'ゥト / くが 私に 次のように 語った 。 

アブ ドッラ 一'ビン' フザ一 ファの 母が アブ ドッラ 一'ビン' フザ一 ファに 次のように 言った。 

「私 はお 前より 親 不幸な 子供 を 聞いた こと カ 《 ない。 

お前の 母親が ジャー ヒリ一 ャ 時代の 女達が 行うよう な 悪い こと （姦通 を 暗示） を 行って いた 
などと、 しかも 人々 の 目の前で （自分の） 母親 を 侮辱した 事が、 それで 済む と 思って いるの 
です か ？ 」 

それで アブ ドッラ 一'ビン' フザ一 ファは 次のように 言った。 

「アツ ラ一 に 誓っても し 彼が 私の 父 を 黒人 奴隸 であると 言っても 私 は そのこと を 受け入れ 

たでしょう。 」 

同様の ハディ一 スがズ フリーに よって 伝えられ ている。 
しかし ここで は 表現 上に 多少の 違いが ある。 

ァ ナス 'ビン' マ一 リク はこう 伝えて いる 

人々 は アツ ラーの 使徒に 彼が 辟易す るまで しっこく 質問した。 
それで ある 日 彼 は 出て 行き 説教 台に 登りこう 言った。 



「私に 尋ねなさい。 

あなた 達が 尋ねた ことにつ いて 私 はこと ごとく 明らかにしよう。」 

そして 人々 は そのこと を 聞いた ときに あたかも 悲劇的な ことが 実際に 起ころう としてし、 ると 

感じて 口 をつ ぐんで 静まり かえり 恐れて いた。 

さて アナ スは つづけて 次のように 伝えて いる。 

そこで 私 は 左右 を 見回した が 全ての 者が 服で 頭 をく るみこんで 泣いて いた。 

すると モスクに いた ある 男が 話 を 切り出した。 

彼 は 彼の 父が 別の 男で あると 言われて 人々 といつ も 口論して いたの だ 力、 彼 は 「アツ ラ一 

の 使徒よ、 私の 父 は 誰です か？」 と 言った。 

すると 項 言 者 は 答えて 「あなたの 父はフ ザ一 ファ です」 と 言った。 

それから ウマル' ビン' ハッタ一 ブは 次のように 話し はじめた。 

「私達 は アツ ラ一 を われらの 主と し、 イスラ一 ムを われらの 宗教と し、 ムハンマド を われら 

の 預言者と する ことに 喜んで 満足して います。 

また 私達 は 騒動の 災いから のがれて アツ ラ一 にご 加護 を 求めます。」 

そこで アツ ラ一 の 使徒 は 次のように 言った。 

「私 は 善悪に 関して 今日の ような 状態 を 見た ことがない。 

私に 天国と 地獄が はっきりと 描き出された。 

私 は それら を この 壁よりも もっと 近くに 見ました。 」 

同様の ハディ一 スかァ ナス を 通して カタ一 ダ によって 伝えられ ている 

アブ 一'ムーサ一 は 次のように 伝えて いる 

預言者 は 彼が 好まない 事柄に ついて 尋ねられた。 

そして 彼に しつこく 質問が 殺到した とき 彼 は 怒った。 

それから 彼 は 人々 に 「あなた 達の 思う がま まに 質問しなさい」 と 言った。 

すると ある 男 力 《 「 私の 父 は 誰です か？」 と 尋ねた。 

預言者 は 「あなたの 父はフ ザ一 ファ です」 と 答えた。 

すると また 別の 男が 「私の 父 は 誰です か？」 と 尋ねた。 

そこで 彼 は 「あなたの 父 は シャイ バの 解放 奴隸 である サ一 リムです」 と 答えた。 

そのと き ウマル は アツ ラ一 の 使徒の 顔に 怒りの 気配 を 感じて 次のように 言った。 

「アツ ラーの 使徒よ、 私達 は アツ ラーに 改 俊いた します。 」 

ところで アブ一' クライブの 伝えた ハディ一 ス では 次のように なって いる。 

彼 (その 男） は 「アツ ラ一 の 使徒よ、 私の 父 は 誰です か ？」 と 尋ねた。 

すると 預言者 は 「あなたの 父 はサ一 リムで シャイ バの 解放 奴隸 です」 と 答えた。 



預言者が 法的に 言った ことに は 従わなければ ならない。 

しかし 個人的 見解と して 生活 一般につ いて 述べた こと は 別で ある こと 



ムーサ一' ビン' タル ハは 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

私 は 預言者と 一緒に ナツメ ヤシの 木の 近くに いる 人々 の そば を通リ かかった。 
すると 彼 は 「あの人 達 は 何 をして いるので すか？」 と 言った。 
そこで 彼ら はこう 言った。 
「捜 粉して いるので す。 

彼ら は 雄し ベ を 雌し べにつ けて 授 粉して 収穫 を 上げる のです。」 

すると アツ ラーの 使徒 は 「そのような ことが 何 かの 役に立つ と は 思いません」 と 言った。 

それで 彼らの 方 は そのよう に 知らされ たので 授粉を 止めた。 

しかし 後に アツ ラーの 使徒 は （そのこと により 収穫が 減った ことにつ いて） 知らされた。 

それで 彼 は 次のように 言った。 

「そのこと （授 粉） が 彼らの ためになる のなら ばそう しなさい。 

あくまでも 私 はた だそう （不要と) 思い込んだ までです から。 

私の 思い違いで 私 を 責めないで 下さい。 

でも 私が アツ ラーに ついて あなた 達に 何 か 語ったならば 必ず それ を守リ なさい。 

なぜならば 私 は アツ ラ一 について 決して 間違い を 言いません。」 

ラ一 フィゥ 'ビン ■ / \ ディ一 ジュ はこう 伝えて いる 

アツ ラ一 の 預言者が マデイーナに 到着した とき、 人々 は ナツメ ヤシの 木に 授粉 していた。 
そこで 彼 は 「何 をして いるので すか？」 と 尋ねた。 
すると 彼ら は 「私達 は授 粉して いるので す。」 と 答えた。 
さて そこで 彼 はこう 言った。 

「たぶん あなた 達 は そのよう にしない 方が 良いで しょう。」 

そこで 彼ら は そのこと を 止めて しまった。 

そのために ナツメ ヤシの 実が 落ちて しまった かまた は 収穫が 減って しまった。 

そして 彼ら は そのこと を 彼に 伝えた。 

すると 彼 はこう 言った。 

「まず 私 は 単に 人間です。 

でも もし 私が あなた 達の 宗教に ついて 命じたならば 必ず 守りなさい。 

しかし 私が あなた 達に （単なる 個人的な) 意見 （注) を 命じた のなら ば それ は 私 もた だの 人 

間で あると いう ことです。 」 

ところで 伝承 者の イク リマ は 「（彼 は） このような こと を （言った）」 と 伝えた。 

また マ アキ リ一ュ は 「すると （実が) 落ちて しまった」 とだけ 伝え 「または」 以下に は 言及して 

いない。 



(注) つまり 現世の 生計に かかわる こと 

アナ スは 次のように 伝えて いる 

預言者 は授 粉して いる 人々 のと ころ を 通りかかり 「あなた 達 は そのような こと はしない 方が 

よい。 」 と 言った。 

だが その 結果、 悪質の ナツメ ヤシが とれた。 

さて また 彼が 彼らのと ころ を 通った とき 彼 は 「あなた 達の ナツメ ヤシ は 一体 どうした のです 
か？」 と 尋ねた。 

すると 彼ら は 「あなた はこれ これと 言いました」 と 答えた。 

それで 彼 は 「あなた 達 は あなた 達の 世俗の ことに ついては 一番 良く 知っています。」 と 言つ 

た。 



アツ ラーの 使徒 を 拝顔す る 功徳お よびそう したい 切望に ついて 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

ムハンマドの 魂 を 手中にお さめて いるお 方に 誓って、 私 を 見る ことので きない 日が あなた 
達の 誰に も 必ずやって 来る。 

それから 私 を 見る ことが 彼に とって 彼の 家族 や 彼らと 共に ある 彼の 財産よりも もっと 大切 
な ことと なる でしよう。 

同様の ハディ一 スが アブ一' イス ハークに よって 伝えられ ている。 
しかし ここで は 多少の 表現 上の 違いが ある。 



イーサ一 (イエス) の 美徳 



アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる。 

私 は 全人 類の 中で マルヤ ム （マリヤ） の 息子 （イエス） に 最も 近い 親族で ある。 
諸 預言者 達 は 母親 違いの 兄弟で ある （注）。 
私と 彼との 間 に は 預言者 はいない。 

(注)一 神 論 的 信条で は 同根で あるが 聖法ゃ 儀式の 上で は 相違が あるので 異母 兄弟 【こ 
たとえた わけで ある 

アブ 一'フ ライラ は アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 
私 は 全人 類の 中で イーサ一 に 最も 近い 親族で ある。 
諸 預言者 達 は 母親 違いの 兄弟で ある。 
私と イーサ一 の 間に は 項 言 者 はいない。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

私 は 現世お よび 来世に おいて 全人 類の 中で マルヤ ムの 息子 イーサ一 に 最も 近い 親族で 

ある。 

そこで 彼ら は 「それ は どのようなことで すか？」 と 尋ねた。 

そこで 彼 は 次のように 答えた。 

「諸 預言 達 は 母親 違いの 兄弟で ある。 

つまり 彼らの 母 達 は 違う が、 彼らの 宗教 (注） は一 つで ある。 

そして 私達 二人の 間に は 預言者 はいない。 

(注) 一神教の 根本 信条 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 
生れて くる 子供で 悪魔 力 《 (彼 を） 苦しめない 子供 はいない。 
それ故に 子供 は 悪魔の 苦しめに あって 泣き叫ぶ ので ある。 
しかし マルヤ ムの 息子と 彼女 だけ は 別であった。 
それから アブ一 'フ ライラ はつ づけて さらに 次のように 言った。 
もし あなたが 望むならば 次の 一節 を誦 みなさい。 
「あなたに お願い致します。 どうか 彼女と その子 孫の 考を いまわしき 悪魔から お守り 下さ 

い」 （第 3 章 36 節) 

同様の ハディ一 スがズ フリ一 によって 伝えられ ている。 

しかし ここで は 多少の 表現 上の 違いが あり 次のように 述べて いる。 



子供が 生れる と 悪魔が 彼に 触れる。 

そこで 子供 は 悪魔が 彼に 触れる ので 声を立てて 泣き はじめる。 

また シュア イブの 伝承に も 多少の 表現 上の 違いが ある。 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 
人 は 誰でも 母親が 生む ときに 悪魔が 彼に 触れる。 
しかし マルヤ ムと 彼女の 息子 だけ は 別で ある。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 
子供の 叫び声 は 悪魔が 苦しめる ときに 起る。 

アブ一' フライ ラは アツ ラ一 の 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 
マルヤ ムの 息子の イーサ一 は 盗み を 働いて いる 男 を 見た。 
そこで ィ一サ 一は 彼に 「あなた は 盗み を 働いた か？」 と 言った。 
ところが その 男 は 「いいえ、 彼 以外に 神 はない お 方に 誓って」 と 言った。 
そこで イーサ一 はこう 言った。 

「私 は アツ ラ一 を 信じます。 しかし 私 は 白 分 自身 を 欺きました （注）。 

(注) イスラ一 ム では イエス は 特別な 預言者と して 敬 まわれて いるが 神の 子と は 考えられ 
ていない。 

ここで はあくまで も一 個の 人間と しての 人間の もつ 過失 性 を 暗示して いるものと 思われる 



イブ ラヒ一 ムの 美徳 



ァ ナス 'ビン' マ一 リク はこう 伝えて いる 

ある 男が アツ ラ一 の 使徒のと ころへ やって来て 「最も 素晴 しい 彼 造 物よ」 と 言った。 

そこで アツ ラーの 使徒 は 「それ は イブ ラヒ一 ムで すよ」 と 言った。 
似た ような ハディ一 スがァ ナスに よって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 
ただし ここで は 次の ような 表現 をと つてい る。 
ある 男が" アツ ラーの 使徒よ" と 言った。 
以下 は 前記 ハディ一 スと 同じで ある。 

同様な ハディ一 スがァ ナスに よって 預言者からの 伝聞と して 別な 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ てい 

る。 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

ィ ブラ一 ヒ一ム は 80 歳の 時に 手斧で 割礼 をした。 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる。 

我々 は 以下の イブ ラヒ一 ム （の 言葉） 以上に 疑いに ついてはつ きりさせる こと を 要求す る 
権利が あります。 

即ち 「彼 （イブ ラヒ一 ム） はこう 言った。 

「主よ、 あなた は 死者 を どのよう にして 蘇らせられ るので すか、 私に 見せて ください」 と 言つ 

たと き 主 は 「では 汝は 信じて おらない のか？ （注 1)」 と言われた。 

彼 (イブ ラヒ一 ム） は 「いえ、 とんでもない。 ただ 自分の 気持 を 安堵 させたい だけです (注 

2) 」 と 言った」 （第 2 章 260 節）。 

また アツ ラーよ 、ルート （ロト） に 慈悲 をお かけ 下さい。 

まことに 彼 は 強力な 支援者 を 求めて いたのです (注 3)。 

また 私が もし 預言者 ュ一 スフ (ヨセフ） と 同じ 位 長く 牢獄に 閉じ込められた (注 4) としても 私 
は 私 を 招いた 者に 応えた であろう （注 5) 。 

(注 1) これ は 神からの 重大な 質問で ある。 

預言者 イブ ラヒ一 ムが 一見 来世の 復活に 疑い を 抱いて いたので はない かと 思われる かも 

知れない が、 そうで はない。 

それ は 以下の 彼の 答えの 通りで ある 

(注 2) 「安堵 させた し、」 の一 節 は 信仰の 上に さらに その 信仰 を 強化した いの 意であろう。 



即ち 肉体的 感覚 を 通して 強化したい 意味で ある。 

従って 信仰に は その 奥深さに よって 段階が ある こと も わかる 

(注 3) 預言者 ル一ト （ロト） の 民、 即ち ソ ドムの 町の 住民 は 男色 狂で 彼の 大切な 男性 客 を 
ねらって カづく でも 襲おうと した。 

ル 一卜の 信仰に はい ささ 力、 も ゆるぎはなかった が あまりの 出来 ごとに 気が 動転して、 その 
とき 彼 は 強力な 彼の 部族 民が いて 彼ら を 追い払って くれれば よいのに と 願った という こと 
(第 11 章 80 節） 

(注 4) 預言者 ユースフ (ヨセフ） は 悪い エジプトの 女達に よって あらぬ ぬれ 衣 を 着せられて 
長い間 獄中に あった。 

その後 王様の 夢解きの ことで 出獄の チャンスが あつたが、 彼 は 王様の 使者に まず は 以前 
の ぬれ 衣 事件の 取調べ を 要求して 公け に 身の 明かしが 晴れる まで は 動こうと しなかった 
(第 22 章 50 節) o 

勿論 神 は 彼の 潔白 を はじめから よくご 存知だった こと は 申す まで もない 

(注 5) この 一見 寄せ木細工 的な 重層した ハ ディース 全体が 意味す ると ころ は 次のように 
考えられる。 

預言者で あっても 彼 は 生身の一 人の 人間で あり、 この 世の 肉体 を 伴った 生活の 中で は 目 
に 見える 証拠 を 必要と し、 また 時には 親族 その他の 人々 の 支援 を 必要と する。 
そして 社会生活の 上で は 名誉と 尊敬に よって 支えられて 生きたい と 願う ものである 

同様の ハディ一 スがズ フリーに よって 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 

アブ一' フライ ラ によって 前記と 同様の ハディ一 スが 別の 伝承 者 経路 を 経て 伝えられ ている。 
しかし ここで は 次の ような 表現 をと つてい る。 

アツ ラ一 よ、 ル一ト をお 赦し 下さい。 

彼 は 強力な 支援者 を 求めて いました。 

アブ一' フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

預言者 イブ ラヒ一 ムは 三回 以外 は 決して 噓を 付いた こと はない。 

そのうちの 二つ は アツ ラ一 の 存在 を 知らし める ためで あり、 それ は 「私 は 病気です （注 1 )」 
と 「だが 彼らの 中の一香 大きい これ (偶像) がその ようにした (他の 偶像 を 破壊した）」 とい 
う 彼の 言葉で ある。 

後の一 回 は サ一ラ （イブ ラヒ一 ムの 正妻） に関する ことで ある。 

つまり 彼 は 高慢で 残忍な 暴君 （注 2) のい る 土地 (エジプト) へ サ一ラ を 伴って たどり 着いた。 



彼女 は 人々 の 中で も 際立って 美しかった ので 彼 は 彼女に こう 言った。 

「もし ここの 暴君が あなたが 私の 妻で ある こと を 知ったならば 彼 は あなた を 私から 奪い取 

るであろう。 

それでもし 彼が あなたに 尋ねたならば、 あなた は 私の 妹で あると 彼に 告げなさい。 

なぜなら 確かに あなた は イスラ一 ム において 私の 妹で あるの だから。 

また 私 はこの 地上で 私と あなた 以外に ムス リム を 知りません。」 

こうして イブ ラヒ一 ム がその 土地へ 入って 行った とき 暴君の 仲間の 者が 彼女 を 見て 彼 (暴 

君） の もとに やって来て 次のように 言った。 

「ある 女性が あなたの 土地へ 来ました が 彼女 は あなたの ものになる 以外はありません 
ね。 」 

そこで 彼 (ファ ラオ） は 人 を 彼女に 送り、 力、 くて 彼女 は 連れて こられた。 
そこで イブ ラヒ一 ムは 礼拝 をして 祈った。 

彼女が 彼 (ファ ラオ) を 訪れた とき 彼 (ファ ラオ） は 自制で きずに 彼女に 手 を 延ばした。 

しかし 彼の 手 は 強く 金縛りに なって、 動か なくなって しまった。 

そこで 彼 （ファ ラオ） は 彼女に こう 言った。 

「アツ ラ一 に 私の 手 を 解く ように 祈りなさい。 

私 は お前さんに 害 を 加えない から。 」 

それで 彼女 は そのよう に 祈った。 

しかし 彼 は 同じ 過ち を 繰り返した。 

すると 彼の 手 は 一回目よりも 強く 金縛りに なった。 

それで 彼 は 彼女に また 同じように 言った。 

そして 彼女 は そのよう に 行った。 

それから 再び 彼 は 過ち を 繰り返した。 

すると 彼の 手 は 先の 二回よりも もっとき つく 金縛りに なった。 

それで 彼 はこう 言った。 

「アツ ラーに 私の 手 を 解く ように 祈って くれ、 アツ ラーに 誓って、 私 は あなたに 害 を 加えない 
から。」 

そこで 彼女 は そのよう に 行って、 彼の 手が 解かれた。 

こうして 彼 は 彼女 を 連れて来た 者 を 呼び出し、 次のように 言った。 

「お前 は 私に 悪魔 を 連れてき たの だ。 

人間 を 連れてき たので はない。 

彼女 を 私の 土地から 連れ出しなさい。 

そして 彼女に はハ一 ジャル （注 3) を 付けて やれ。 」 
こうして 彼女 は 戻って 行った。 

そして イブ ラヒ一 ムは 彼女 を 見た とき 彼女に 近寄り 「どうした？」 と 尋ねた。 
すると 彼女 はこう 言った。 



「大